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スカイ・ジャンキー 奴隷皇子と空駆ける王








０　奴ど隷れい皇おう子じ






　その夜もまた、ヒスイは淡い眠りを貪むさぼっていた。

　身体からだの至る所がじくじくと痛い。昨夜の『夫』は知性を失った罪人の大男だった。強力な精力酒を飲んで荒れ狂った男を宛あてがわれ、貴族や皇族たちの下卑た視線を浴びながら犯され続けた。極度の興奮状態に陥った罪人が性交中に泡を吹いて死亡し、これによりヒスイは解放されたのだが、その頃ころには夜もとっぷりと更ふけていた。

　これにはさすがのヒスイもだいぶ堪こたえた。だが、苦痛を表に出すことはなかった。泣き叫んだところで観客たちが喜び、さらなる責め苦が追加されるだけだ。だから、心を押し殺して、人形のように嬲なぶられてやった。

　──おやおや。奴隷皇子の涼しげなこと。今宵こよいの婚礼は生ぬるかったようですなぁ。

　白濁液にまみれたままぼんやりと横たわるヒスイに対して、そう嘲あざけったのは誰だれだっただろうか。帝みかどもお出ましになる酒宴に招かれるくらいだから、相当な高位貴族には違いないが、あいにくヒスイにはどの男がどの家の誰なのかといった知識はなかった。

　ヒスイにとって、貴き人々はおしなべて自分を虐げ悦よろこぶ支配者であり、それ以上でもそれ以下でもなかった。

　──おお、臭い。酷ひどい臭いがしよるわ。誰か、奴隷皇子を片付けて、かわりの肴さかなを持ってまいれ。

　そうしてヒスイは下男たちの手によりその場から引きずり出され、休息をとることを許された。

　自力では立てず、自分の住居まで下男に運ばれていく。今は使われていない朽ちかけた宮の、かろうじて使える一室がヒスイに与えられた居場所だった。塗装が剝はげた壁は半ば腐り、今にも踏み抜いてしまいそうなほど傷んだ床の上を鼠ねずみが走り回るような場所だったが、少なくとも雨は防げる。黴かび臭くさいが寝具もある。

　ヒスイは、部屋の片隅に置いてあった水がめを使って身体を拭ぬぐい、よろよろになって寝具に潜り込んだ。そして眠った。夢と現うつつの狭間はざまを行き来するような浅い眠りだった。

　これがヒスイの、奴隷皇子と呼ばれ虐げられる青年の日常だった。

（……次は、いつになるのだろう）

　ぼんやりと、ヒスイは考えた。明日かもしれないし、明後日あさつてかもしれないし、一か月後かもしれない。ヒスイには全く予測がつかない。

　ただ確かなのは、また帝の御前で凌りよう辱じよくされるということだ。

（次の余興は『婚礼』か、『刑罰』か、『遊戯』か……。ああ、なんでもいい。どうだっていい）

　ヒスイは寝具の中で寝がえりをうった。薄く目を開けると、鉄格子がはまった窓越しに濃紺の空が見えた。東の方角がほんのりと明るい。もうじき夜明けになるのだろう。

（……ああ、このまま眠りに就いて、二度と目が覚めなければいいのに）

　ヒスイが、ぼんやりと願った時だった。

　ぎしり、という足音が聞こえた。ぎし、ぎし、ぎし、と、足音がゆっくりと近づいてくる。ヒスイは改めて目を閉じた。こんな朽ちた宮への来訪者は限られている。奴隷皇子を酒宴に招くための使者だけだ。

　果たして、来訪者はヒスイの部屋の前まで来た。

「……殿下。お目覚め下さい。急ぎ、御耳に入れたいことがございます」

　低い声がした。ヒスイは、目を閉じたまま眉まゆを顰ひそめた。

　いつもなら、無遠慮に扉を開けられて、そのまま引きずり出される。こんな、真っ当な皇子に対するような言葉をかけられるなんて、母宮が死んだ時以来だろうか。

「──なんだ。申してみろ」

　寝台の中から問う。声は酷く嗄かれており、たったこれだけの言葉を発しただけで喉のどが焼けるように痛んだ。

「は。……帝より、婚姻の勅命でございます」

　そう聞いたとたん、ヒスイは重い息を吐いた。なんだ、いつもどおりではないか、と。

　ヒスイの嘆息が聞こえたのか、扉の外の使者は慌てたように言葉を継いだ。

「本当の婚姻でございます。宴うたげの催し物ではなく」

　ヒスイは静かに目を開いた。そして、思わず自分の身体を見た。

　やせ細った肢体。鞭むち打うちの痕あとが残る青白い皮膚。幾度となく汚いものを突き立てられた孔あな。女のように長く伸びた、艶つやのない黒髪。

　一体誰が、こんな身体の皇子と婚姻するのだ。

「誰とだ。帝はこの僕に、誰と婚姻せよと仰せなんだ」

　ヒスイは再度問う。すると、扉の外の使者は驚くべき言葉を放った。

「大城壁の外──。遥はるか西の果てにあるという小王国、ディーゼリア。そこの国王陛下と龍りゆう弦げん帝国皇女ヒスイ殿下の婚姻が決まりました」




　その瞬間、奴隷皇子と呼ばれていた彼の運命が大きく転換した。

　夜が明ける寸前のことであった。








１　死人の嫁入り






　この世界は二つに分けられている。

　偉大なる帝が統べる龍弦帝国と、そうでない場所だ。ヒスイはそう教わってきた。

　龍弦帝国は、その国土の全すべてを高い高い城壁で囲んでおり、外で跋ばつ扈こする蛮族たちの侵入を阻んでいる。これを大城壁という。大城壁には東西南北に一つずつ城門が設しつらえられており──東の門は、正確に言うと城門ではなく港だが──年に一度、蛮族たちからの貢ぎ物を受け入れる時だけ開くことになっていた。

　しかし、その日。

　はじめて、それ以外の用途で城門が開かれた。大城壁が建てられて約千年、初めてのことである。

　帝と近しい血を受け継ぐ皇女が異国に嫁ぐという、前代未聞の出来事。嫁ぐ先は西の果てにある小さな王国、ディーゼリア。

　通例、皇族が結婚するともなれば相手が誰であれ華々しく喧けん伝でんされ、国を挙げての祝祭となる。だが、「皇女が蛮族に嫁ぐ」という事実に龍弦帝国臣民たちが動揺しないよう、この婚姻については極力伏せられた。よって、この婚姻の詳細はほとんど知られなかった。

　──というのを、当事者であるヒスイは知ることすらできなかった。そんな余裕はまるでなかったのである。

　ただ彼は、罪人を護送するような粗末な牛車に押し込められて旅立った。勅命を受けてからわずか数日のことだった。

（……僕は男ではなかったか？）

　あまりの展開にヒスイは思わず自分の身体をまさぐってみたが、ちゃんと男の身体である。知らないうちに仙術か何かで女体になっていた、なんてことはない。

（つまり、姫として嫁げ、と。……帝はついに身内だけで僕を弄もてあそぶのに飽きて、遠国の王まで巻き込む趣向に踏み切ったのか）

　と、ヒスイは推測するのだが、真相は闇やみの中である。

　ひどく揺れる牛車の中で、ヒスイは静かに思考を停止した。これから自分がどうなってしまうのか、悩むだけ無駄だと思ったからだ。

　そして──この旅は、ヒスイにとって過酷そのものだった。

　西の城門を目指す一か月ほどの道のりで、食事をほとんど与えられなかったのである。

　基本的に昼も夜もずっと牛車に閉じ込められていて、三日に一度だけ水袋と乾いた餅もちを差し入れられる。排はい泄せつの類は車内に置かれた尿し瓶びんで済ませるように言われ、これもまた三日に一度だけ取り換えられる。

　劣悪な環境に置かれ、ヒスイは瞬く間に衰弱した。もともと弱り切っていた身体が、確実に死の淵ふちまで追い詰められていく。

　だが、随伴の者がヒスイを気に掛けることはない。これから蛮族に下げ渡される穢けがれた皇子として、彼らはヒスイを徹底的に忌避していた。

（……ああ、そうか）

　悪臭が籠こもる牛車の中、ぐったりと横たわるヒスイは静かに納得した。

（ここで、僕は死ぬのか）

　皇子として生まれ、凌りよう辱じよく奴隷として扱われ、姫として嫁ぐ道中で衰弱死する。帝は、貴族たちはこれを望んでいたのだろう。

（……どうして、僕が）

　ヒスイの中に、そんな言葉が浮かんだ。ふとした弾はずみにいつも考えることだった。

（どうして僕は、奴隷皇子なのだろう）

『それはお前がお前だからさ』

　そんな声が聞こえた。

　ヒスイはゆっくりと瞬まばたきをする。霞かすむ視界の向こうに、誰かがゆったりと坐ざしているのが見えた。黒い髪に白い肌、宝石のような翠みどりの瞳ひとみ。皇族用の煌きらびやかな晴れ着を纏まとった、ヒスイに瓜うり二ふたつの姿に見えた。

「……またお前か」

『そうだよぉ』

　その人物はけらけらと笑った。ヒスイが絶対にしない笑い方であった。

『彼』は、ヒスイの幻覚である。物心つくかつかないかの頃ころからヒスイに寄り添っている、人格を持った幻影。

　普段は息を潜めているが、時折こうして現れて、ヒスイに何か言葉をかけてくる。声だけのこともあったし、姿を伴うこともある。その姿も、ヒスイ自身の姿だったり、床を這はいまわる鼠の姿だったり、緞どん帳ちように映る影の姿だったり。忌まわしき宴うたげに参列する貴族たちにしれっと混じっていたこともあった。

　ヒスイは『彼』のことをモノシリと呼んでいた。

『お前がお前である限り、お前は奴隷皇子なんだよ。生まれた時からそう決まっていたんだよ』

「……奴隷じゃなかった時もある」

『うんと小ちっちゃな時だろ？』

　ヒスイは押し黙った。幸せだったころの記憶が蘇よみがえってしまいそうだったからだ。

　なのに、モノシリはずけずけとヒスイの心の柔らかい部分に踏み込んでくる。

『ある日いきなりだったよなァ。新帝践せん祚その儀が一段落ついた時だったっけ』

「……母上の葬儀が終わったころだ」

『違うだろ。母上が亡くなったのは新帝践祚の一年前だ。お前、一年間は母宮を亡くした可哀かわい想そうな皇子様ってことで女官どもにちやほやされて暮らしていただろうが』

　正直、覚えていない。ヒスイはその時期の記憶があまりないのだ。

　ヒスイが覚えていないことでも、モノシリは克明に記憶している。

『帝は昔っから弟宮であるお前が嫌いだったんだよ。だから即位して権力を得るや否や、お前を地獄に突き落としたんだ』

「そうかもしれないな」

『お前はなーんにも悪くないのになぁ』

　モノシリの哄こう笑しようが頭蓋あたまに響く。頭が割れるように痛い。ヒスイは悪臭の満ちる牛車の中で、頭を抱えるようにして身体からだを丸めた。

　すると、ふわりと温かいものがヒスイの身体に触れた。良い香りがほのかにした。モノシリがヒスイを柔らかく抱きしめたのだ。香りの正体は、モノシリが纏う装束に焚たき染められた薫香だろう。ひどく懐かしい気持ちがした。

『なぁ、ヒスイ』

　モノシリが耳元で囁ささやく。

『ディーゼリアって、どんな所だろうな』

「……気にしたって仕方がないだろう。どうせ辿たどり着つく前に死ぬのだから」

『生きて異国の地を踏みたいとは願わないわけ？』

「願うだなんて、そんな面倒くさいことはしたくない。それに……」

『姫ではないと知られたら殺されるって？』

「そうとしか考えられないだろう。蛮族なんて、大城壁の内側に入れてもらえなかった愚者たちの末まつ裔えいだ。僕の身体を剝むいた瞬間、怒り狂って嬲なぶり殺すに決まっている」

『愚者の末裔、ねぇ……』

　モノシリは何やら含みがある言い回しをしたが、それ以上これに関して言及することはなかった。ただ、ヒスイの身体に寄りかかって、何やら考え事をしていた。

『……まぁいいや。じゃあな、ヒスイ』

　モノシリの気配が掠かすれていく。ヒスイはよりいっそう自分の身体を強く抱きしめて、とろとろとした眠りに就いた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　牛車の旅は淡々と進んだ。ヒスイは日増しに色濃くなる死の気配を感じながら、眠りと覚かく醒せいの間を緩やかに漂っていた。

　時折、意識が浮上して現実世界を知覚するのだが、すぐにまたうとうとと眠りに落ちてしまう。なにやら周囲がにわかに慌ただしくなっているようだったが、ヒスイにはあずかり知らぬことだった。

　ただ、ある日、牛車から出されてどこぞの家屋に連れ込まれ、そこで入念に身体を清められた。その時ばかりは意識が比較的はっきりして、何が起こっているのかなんとなく把握できた。

　家屋の正体は湯殿だった。白木の湯船の中にヒスイは浸され、数人がかりで全身を洗われた。熱い湯で濡ぬらした布で身体を擦こすられると、こびりついた垢あかがぼろぼろと崩れていき、つるりとした白い皮膚が露あらわになった。

（……僕の身体はこんなに白かったのか）

　ヒスイは他人ひと事ごとのように思う。まともに身体を洗うのは何年ぶりだろう。

　垢を落としきったあたりで、ヒスイは湯船から出された。全身の水分を拭ぬぐい、裸のまま隣室に連れて行かれる。隣室にはまた、別の人間たちが待機していた。人数は十名ほどで、どれも女だった。そして、部屋の中央には背せ凭もたれのある椅子が置かれ、その周りには化粧道具やら衣装箱やらがたくさんあった。

『いかにも嫁入り、という感じだねぇ』

　モノシリの声がした。姿を探したが、どこにも見えなかった。声だけ現れたらしい。

　ヒスイは部屋の中央の椅子に裸のまま座らされた。すぐさま女たちがヒスイの身体に群がり、黙々と作業を開始した。

　爪はやすりで削られ、布で丹念に磨かれた。

　腋わきや下腹部の毛を全て剃そられた。

　伸び放題だった黒髪に櫛くしが入り、結い上げられた。

　金銀の刺し繡しゆうが入った花嫁衣い裳しようを着せられた。

　顔におしろいが塗られ、薄い唇に紅を塗られた。

　その他、髪飾りや耳飾りなど、数多あまたの飾りつけをされている最中にヒスイの意識はまた混濁していった。

　どれほど分厚く化粧をして、どれほど煌びやかに着飾ろうと、死にかけの瘦やせた男であることには変わりがない。

（花嫁支度と言うより、死化粧だろうな……）

　何度か椅子の上から崩れ落ちそうになり、そのたびに女たちが怒ったような、焦ったような声を上げた。

　最終的にヒスイは一度脱がされて、身体が揺らがないように添え木と細布で縛り上げられてから再度花嫁装束を着せられた。まるで自由が利かなくなったが、ヒスイとしてはかえってこちらの方が楽だ。

『いよいよモノみたいな扱いだな、お前』

　支度をしてくれている女の一人がモノシリの声で言った。この女が完全な幻影モノシリなのか、それとも今そこに存在している生身の女にモノシリが憑ひよう依いしているのか、ヒスイにはよくわからなかった。

「……」

　ヒスイは黙りこくった。誰か他の人間がいる前でモノシリと会話をしてはならない。幼いころ、誰かにそうきつく言い含められた。ヒスイにそのような助言をする人間は限られている。母宮か乳う母ばか女官かのいずれかだったと思う……が、なにせ記憶が定かではない。

『いいぜ、ヒスイ。もう休め。心を閉ざせ。深層意識の最下層に引き籠れ』

（……モノシリ？）

『時が来たら、引っ張り上げてやるからよ』

　モノシリがそう言ったとたん、ヒスイの中におそろしく重苦しい眠気が沸き起こった。

　このまま眠ったら、二度と目覚めないかもしれない。

　直感的にそう悟ったが、ヒスイは抗あらがうことはしなかった。死ぬのは怖くなかった。いや、死ぬことだけではない。ヒスイには『怖い』という感情が欠落していた。なぜなら、怖がったところで現実は何一つ変わらないと身に染みて知っていたからだ。

（ようやく、この瞬間が来たのか……）

　そして、ヒスイは意識を手放した。








２　西の王国






　どれほど長い間眠っていただろうか。

　ヒスイが緩やかに覚醒した時、真っ先に見えたのは美しい木目模様だった。

「……？」

　なにやら、全身が温かくて柔らかい感触に包まれている。まるで雲の上で寝そべっているかのようだ。

　ヒスイは、ゆっくりと周囲の様子を見回した。

　見慣れない様式の部屋だった。ヒスイが寝かされているのは大きな正方形の寝台で、シーツも枕も掛布団も白い。寝台の四隅からは細い柱が立っており、寝台とほぼ同じ大きさの木製の天てん蓋がいを支えている。天蓋に取り付けられている緞どん帳ちようは柱へ寄せられており、おかげで室内の様子がよく見えた。

　床は茶色地に白い蔦つた模様が織り込まれた絨じゆう毯たん。ほどほどに広い中、布張りの長椅子やら、背の低いテーブルやらが配置されている。華美ではないが、よく手入れの行き届いた上質の調度品ばかりだった。

　ヒスイから見て左手側には両開きの木製扉があり、右手側には大きな窓がある。窓には透き通ったガラスがはめ込まれており、その向こうには青々とした低木が植えられていた。

（……ここは）

　ヒスイにはこの部屋が質素なのか豪華なのかわからない。ただ、少なくとも清潔だった。糞ふん尿にようの臭いはしなかったし、鼠や毒虫が床を這はいまわることもなさそうだった。

「……モノシリ」

　小さな声で呼んでみるが、返事はない。こういう時に限ってモノシリは現れない。彼は気まぐれなのだ。

　ヒスイがぼんやりと窓の方を向いていると、ふいに、かちゃりと金属が触れ合う音がして、部屋の扉が静かに開いた。

　ヒスイは緩慢な仕草で扉の方を見て、少しばかり目を瞠みはった。

（蛮族、異国人だ……）

　扉を開いたのは、二十代半ばくらいの背の高い男だった。彫りの深い精せい悍かんな顔つきには瑞みず々みずしい生気が宿っている。赤っぽい茶色の短髪に、茶色い瞳ひとみ。なにやら飾り紐ひもや金色のボタンがたくさんついた、かっちりとした黒い服を着ている。腰に剣を帯びているあたり、武人か何かだろうか。

　他にもう一人、その後に続いて部屋にそっと入ってきた者もいたが、ヒスイの視線は男に釘付けだった。

　男はヒスイを見ると、驚いたように何か言った。聞きなれない言語だった。反応に困ったヒスイがぼんやりとしていると、男は何かを察したらしく、今度は帝国の言葉で話しかけてきた。

「よく眠れたか」

　蛮族とは思えないほど綺き麗れいな発音だった。ヒスイは曖あい昧まいに頷うなずいた。それ以外に反応の仕様がなかった。

　男は扉を閉め、ゆったりとした足取りでヒスイが横たわる寝台の横まで来た。

「どこか痛む所や、苦しい所はないか？　応急処置とはいえ、できる限りの手当をしたんだが」

　そう言われて初めて、ヒスイは自分の身体からだの至る所に包帯が巻かれていたり柔らかい布が貼られたりしていることに気付いた。それだけではない。蛮族風とはいえ清潔な白い絹の寝巻を着せられている。帝国風の花嫁衣裳でもなければ、牛車で運ばれていた間に着ていたぼろぼろの服でもない。

「……痛む所も、苦しい所も、ない」

　ヒスイがそう答えると、男はあからさまにほっとした顔をした。

「そうか。ならば良かった。事情が事情だったので、ごく限られた手勢にしか君の身体を診させることができなかったんだ」

　事情、身体、診せる。

　その言葉を聞いて、ヒスイははっとした。

　──意識がないうちにバレてしまったのだ。自分が男だということに。

「あの……その、これは……」

「念のために聞こう。君は皇女ヒスイ・カグヤミヤ……いや、龍弦帝国風に言えばカグヤミヤ・ヒスイと呼ぶべきか。ともかく、君はヒスイ姫で間違いないな？」

　男の声は穏やかだった。しかし、その眼光はどこか鋭いような気がした。下手へたな隠し立てをすると、この優しそうな男がいきなり豹ひよう変へんするかもしれない──という予感さえした。

　なので、ヒスイは大人しく頷いた。

「……いかにも。僕がヒスイだ。姫ではないけれど」

「本物のヒスイ姫の身代わりでもなく？」

「僕の知る限り、ヒスイという名前の皇族は僕一人だ。また、婚姻年齢に達している未婚の姫宮はいない」

「そうか、わかった」

　男は静かに言った。怒っているわけではなさそうだったが、さりとて喜んでいるようにも到底見えなかった。ヒスイには、男の心情を推し量ることはできなかった。

（この男は、誰だれなのだろうか）

　ディーゼリア王国の人間であることは間違いないだろう。ヒスイの嫁入りに関する雑事を司つかさどる官吏か何かだろうか。

（……というか、僕はいつの間に大城壁の外に出たのだろう。他の者たちは？）

　嫁入り支度をした後のことを全く覚えていない。あの湯殿で意識を失った次の瞬間ここで目覚めた、という認識だ。

　ヒスイがぼんやりと考えていると、男は部屋の片隅からひじ掛け付きの椅子を引っ張ってきて、そこに座った。その際、佩はい刀とうを腰ベルトから外したのだが、その仕草があまりにも手慣れているのがヒスイの印象に深く残った。

　姿勢も体格も良いし、やはり彼は武人なのだろう。

「さて、何から話せばよいのやら……。まず、君はここがどこだかわかるかな？　一応、君を運び入れる時に告げたのだが、君がそれをちゃんと聞き届けていたのかが怪しくてな」

「……まるで覚えていない。でも、大城壁の外側だということだけはわかる」

「正解だ。ここは大陸の西の果て、ディーゼリア王国の王都クリスフォード。その中心部にある宮殿のうちの一つだ。国王のプライベート用に建てられた小さな離宮であり、国王と、国王から特別に許されたごく一部の人間しか立ち入ることができない」

「西の果て……」

「君が大城壁から出てきたのが約一か月前。そこから、蒸気機関車やらなにやらを乗り継いで、三日前にようやく辿り着いたのだ」

「他の、者は」

　男は溜ため息いきとともに首を横に振った。

「大城壁の外側で我が国の使節団に君を引き渡すやいなや、全員がすぐさま城壁の内側に戻って門を閉ざした。……まったく、これが帝国風のやり方なのか？　今にも死にそうな、意識が朦もう朧ろうとした姫君一人を置き去りにするなんて」

「……申し訳ない」

「君が謝ることではない。しかしまぁ、正直なところ、使節団はかなり困惑したようだ。ありとあらゆる予定を変更せざるを得なかったからな」

　ヒスイは黙って男の話を聞いた。

　蛮族の風習には詳しくないが、さすがに「貴人同士の結婚に際して、死にかけの本人だけが置き去りにされる」なんていう展開は想定外だったに違いない。ヒスイはここで初めて、故国の身勝手さを恥じた。

「こちらとしてもわけがわからなかったが、とにかく衰弱している君の手当をしようと医術の心得がある者が君の身体を検あらためてな。そこで色々と判明した。性別だとか、衰弱ぶりだとか。手当を担当した者がかなりの切れ者だったおかげで、無用な騒ぎは避けることができたが」

「騒ぎ……」

「君の身体について知っている者はごく一部に限られている、ということだ。安心してほしい。さて、当初の予定では、君は盛大なパレードと共にディーゼリア王宮入りするはずだったが、極秘裏に離宮の方へ招くことになった。国民には、姫君は長旅による体調不良で臥ふせっているとだけ告知している。……以上が、君が意識を失っている間の出来事だ。何か質問はないか？」

　そう言われて、ヒスイはごく自然な流れのつもりで男に問うた。

「……僕はいつ処刑されるのか？」

　男が目を見開いた。わかりやすい困惑の表情だった。

　それを見て、ヒスイの方も困惑する。自分がおかしなことを言っているとはとても思えなかったからだ。

「姫だと偽って嫁いできた。僕は物知らずだが、これがディーゼリア王家への侮ぶ蔑べつ行為に当たることくらいはわかる。国王はさぞお怒りだろう」

「ヒスイ殿下」

「蛮族の国と言えど、国主の不興を買えば一族郎党即刻死罪というのは帝国と変わりないだろう？　どのような処刑も甘んじて受ける。そもそも、僕は嫁入り道中で力尽きて死ぬはずだったんだ。生きてこの国に入ったこと自体が奇跡じみた間違いだった」

「……一つ言おう。わが国には、そのような非道な法律はない」

　男は静かに言った。感情を押し殺した声だった。

　ヒスイは敏感に、彼の声色の中に怒りを感じ取った。そういうことだけは敏さとかった。だが、その怒りが向かう先が自分なのか自分ではないのかを判別することはできなかった。──故国では、周囲の怒りは例外なくヒスイにぶつけられていたので。

「不敬罪は確かにあるが、ちゃんと裁判にかけてから刑の重さを決める。死刑にまで至るのはよほど明確な害意がある場合で、それでも一族郎党に累が及ぶことは基本的にない。それに……」

　男はそこでいったん息をつき、表情をやわらげた。ヒスイを安心させたいのだろうか。仄ほのかに笑むと、男の印象が少しだけ幼く思えた。

　それまで部屋の片隅で静かに経緯を見守っていた人物が、音もなくすっと退室した。

「余は君に対して怒っていない」

　ヒスイはきょとんとした。

　男が操る帝国語は完かん璧ぺきだった。発音も語法も言葉選びも、生粋の帝国人かと思うほど滑らかだった。

　だというのに、今、彼は国主にしか許されていない一人称を用いた。
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「この件に関する煩雑なところは全すべてこちら側で処理しておくから、君はまず養生してくれ。寝台から離れられるようになってから、君の身の振り方は考えよう」

　ここで、男は上着のポケットから何かを取り出した。いぶし銀でできた掌てのひらに載るくらいの円盤で、細い鎖で男の腰ベルトと繫つながっている。男はその円盤を見て、慌てたように立ち上がった。

「すまない、もっと君と話していたかったのだが、時間が来てしまった。すぐさま信頼できる世話係をひとり寄よ越こすから、あとのことは彼に全て言いつければ良い」

「ま、待ってくれ！」

　男がそのまま部屋から出ていきそうだったので、ヒスイはとっさに寝台から手を伸ばして男の服の裾すそを摑つかんだ。

「答えてくれ。お前は何者なんだ……？」

　すると、男はしばし呆気にとられていたが、すぐさま合点がいったような顔をした。ああ、と口の中で唸うなり、男は自分の頭をがしがしと搔かく。

「悪い悪い。そういえば名乗りそびれていたな……。道理で微妙に話が嚙かみ合っていないと思ったよ」

「お前は……」

「ヴィクター・アレク・クリスフォード。ディーゼリアの国王を務める者だ。そして、君の夫予定者でもあるが……まあ、予定は未定だな。このあたりに関しては、色々と落ち着いたら改めて話し合うとしよう。それまではどうか、余の庇ひ護ご下に置かれてやってくれ」

　寝具の中で、ヒスイはしばらく絶句していた。








３　見知らぬ器具と療養生活






　男──ヴィクターが去った後、入れ違いに出現したモノシリがけたたましく笑い始めた。

『まさか国王本人がお出ましなんてなぁ！』

　モノシリはさっきまでヴィクターが座っていた椅子の上に姿を現した。またしても、皇子としての衣装を纏まとったヒスイ自身の姿をとっている。

　椅子の上で片胡坐あぐらをかきにやにや笑っているモノシリから、ヒスイはすっと目を逸そらした。

「……本当のことを言っているとは限らない。偽物かもしれない」

『いいや、あれは本物だぜ。お前が王都に到着した時、あいつが国王として出迎えていたんだ。お前の代わりにこの僕が見ていたんだ。間違いない』

「……そうか」

　モノシリは時々、ヒスイが眠っていたり気を失っていたり、あるいは他のことに気を回せない状態になっていたりする間に起こった出来事を正確に把握していることがある。似たようなことは今までに何度もあった。なので、ヒスイはすんなりとモノシリの言葉を信じた。

　モノシリは決して噓うそをつかない。

『それで、どうするよ。ヒスイ。なんか生き延びちゃったぞ、お前』

「どうしようね……」

　ヒスイは呟つぶやいて、自分の両手を見た。

　相変わらず枯れ枝のように細いが、心なしか故郷にいたころよりも血色が良い気がする。

「あの男が養生しろと言うのなら、それに従うべきなのだろうか」

『そうだな。現状、お前は何もできないからな。次の持ち主の意向に沿っておいた方が賢明ってもんだ』

　持ち主という言葉がヒスイの心の奥底へと落ちていった。

　そう、自分はモノだ。今までは帝や貴族連中に所有されていた。花嫁として下げ渡されてからは、ディーゼリアの王が自分の所有者となるのだ。

　それにしても──。

「……なあ、モノシリ。少しだけ、僕の身体からだが温かいような気がする」

　血が通った指先に意識を集中させると、じんじんとした疼うずきに似た温かみを感じた。指先だけではなく、身体全体がなんだか心地よい熱を帯びている。

　モノシリがしたり顔で頷うなずいた。

『そりゃあな。ディーゼリアの連中、ありとあらゆる手段でお前を介抱していたからな。意識がないお前の喉のど奥に管を入れて、粥かゆみたいなものを流し込んでいた』

「管……？」

『ああ、指くらいの太さで、結構長くて、そんで柔らかい素材の管だ』

　そう言って、モノシリは人差し指を立てて見せた。ちなみにモノシリはヒスイとよく似た姿をとっているが、ヒスイほど瘦やせてはいない。仮にヒスイが皇子として真っ当に育っていたらこんな体格になったであろう、といった塩梅の中肉中背だ。

『よく考えたもんだよな。あれなら、眠っている人間の腹に直接栄養をブチ込める。蛮族の国にも優れた技術があったもんだ』

「なんだそれ……そんな、おそろしい」

『でも実際に、お前はそれで生き永らえた』

　モノシリに言われ、ヒスイは押し黙った。

　人の喉奥に管を入れて粥を流し込むなんて、龍弦帝国では聞いたこともない。罪人に漏斗を咥くわえさせて大量の水を注ぎ入れる拷問は存在するが。

（……大城壁の外にあって帝国にない技術なんてものがあるのか？）

　龍弦帝国はこの世界で一番優れた国だ。最も歴史が古くて、最も豊かで、最も進んでいる国だ。大城壁の内側という絶対不可侵の安全地帯で育まれた純度の高い国──。

『さて、それはどうだかなぁ？』

　モノシリがそう言った時、こんこんという音が響いた。

　扉を叩たたく音だ。ヒスイはそちらの方を見た。モノシリもまた、同じように扉の方を見る。

「殿下。お目覚めでしょうか。世話を仰せつかった者です」

　とても柔らかな声がした。ヴィクターの声ではない。男にしては高く女にしては低い、そんな不思議な声色だった。

「殿下」

　声の主は扉の向こうから呼びかけるばかりで、入ってくる気配はない。

　ヒスイが戸惑っていると、モノシリが呆あきれ顔で教えてくれた。

『あれ、お前の許しがないと部屋に入れないやつだぞ』

「あ、ああ……起きている。入ってきていい」

　にやり、と笑ってモノシリは搔き消えた。彼が消えると同時に、扉が開いて世話係が入ってきた。

　男とも女ともつかない若者だった。先ほど自分たちを見守っていた人物だろうか。瞳ひとみの色は深い青色、髪の色は真っ白で、左肩あたりでゆるく束ねている。紺色の、飾り気のない長衣のような服を着ており、なにやら箱がたくさん載せられた銀色の台車を押して部屋に入ってくる。

　若者は丁寧な仕草で扉を閉めると、ヒスイに向かって一礼した。

「国王陛下よりヒスイ殿下の世話係を任されましたメリル・ナッシングと申します。本職は王の秘書官ですが、医術や看護術の心得は一通りありますゆえ、どうぞなんでもお申し付けくださいませ」

　王の秘書官ということは、この国の高級文官か。そう言われてみると、あの服は文官っぽいような気がする。

（……名乗られても、男か女かがわからない。ディーゼリア人の名前は珍妙だ）

　モノシリなら即座に見抜いてくれそうだが、あいにく彼は消えたままだった。

「さて、ヒスイ殿下。具合はいかがでしょうか」

　銀の台車を寝台の真横まで押してきたメリルが問うてきた。

「……悪くはない」

「さようでございますか。起き上がれますか？」

　ヒスイは大人しく上体を起こそうとした。しかし、肩を少し浮かせただけで力尽きてしまい、すぐさま寝具の中に沈んでしまった。

　うまく身体に力を入れることができない。

　そんなヒスイの様子を見て、メリルはすっとヒスイの背中と寝具の隙すき間まに手を差し入れた。

「失礼。お手伝いいたしましょう」

　メリルに補助されて、ヒスイはなんとか上体を起こした。頭の高さが変わると、血が下がって目の前が白く霞かすんできた。

（……ここまで衰えたのはいつ以来だろうか）

　それから、メリルはヒスイの衣服を緩め、彼の身体を診はじめた。包帯を取り換え、傷の状態を確認し、脈を測り、下した瞼まぶたを引いて粘膜の色を確かめた。ヒスイはただ大人しくメリルに身を任せた。他人に身体を好き勝手いじられることには慣れている。

　だが、台車に載せられた箱の中から見知らぬ器具が次々と出てきた時は、思い切って声を上げた。

「……メリル。それは何だ」

「ああ、殿下。これはステートスコープ……ええと、帝国風に言うなら聴診器でございます」

「チョウシンキ？」

「心臓や肺の音を聴くための道具ですよ」

「では、そちらの奇妙な器具と繫がった帯のようなものはなんだ」

「血圧計です。殿下の心臓がどれほど力強く働いているのかを測定します」

　ヒスイが質問するたびに、メリルは診察の手を止めてひとつひとつ丁寧に答えた。ヒスイの無知を嘲あざけるようなことも、自分の作業を中断されることに苛いら立だつようなこともない。

　ここまで穏やかな人間を、ヒスイは今まで見たことがなかった。

「──ディーゼリアには、このような道具があるのか」

　ヒスイが呟くと、メリルは少し誇らしげに答えた。

「ええ。これらの道具は、ディーゼリア及び近隣諸国で発明されたものです。特に今の国王陛下の代になってからは、ありとあらゆる技術が急発達していますからね。龍弦帝国にはないものがたくさんありますよ」

「帝国にないもの……？　例えば、どんな」

「そうですねぇ……派手なところでは、空を飛ぶ車や、海底まで潜る船。地味ながらに王国の産業を支えるものとしては、ほんの短時間で大量の綿花を糸に、大量の糸を布に変える工場などがありますよ。近頃は、身体の一部を機械に置換して人間離れした力を得る者もいます。まぁ、これはまだ実験段階ですけれど」

　メリルが語る言葉は、ヒスイの常識を大きく揺らがせた。

　ヒスイは目を丸くして言葉を失った。

（……なんだって？）

　神仙や妖が空を飛んだり海の底まで潜ったりするのならわかる。だが、ディーゼリアでは人間がそれらをすることができるのだという。帝国の民ができないことを、蛮族がやってのける。こんなことがあっても良いのだろうか。

　ヒスイの驚きよう愕がくを感じ取ったのか、メリルが宥なだめるような口調で言った。

「身体が回復した暁には、国王陛下が色々な所へ連れて行って、色々なものを実際に見せてくださいますよ。龍弦帝国の姫君にディーゼリアを見せて大いに楽しませたいと、貴方あなたとの縁談が舞い込んできた頃ころから嬉うれしそうに計画しておいででしたから」

　そう言いながら、メリルは一通りの診察を終えて、器具を片付け始めた。

　ヒスイはしばらく茫ぼう然ぜんとしていたが、驚きが徐々に落ち着くにつれて、何とも言えない苦々しい気持ちが湧わいてきて俯うつむいた。

「……だが、僕は姫君ではない」

「そのようですね。一体どのような手違いがあったのかは存じませんが」

「僕も知らない。この件だけではなく、僕はありとあらゆるものを知らない。故国のことすら、よくわからない。僕は、あの国では……」

　そこから先は、声にならなかった。ヒスイの声が掠かすれ、言葉を紡ぐことができなくなった。見えない何かに喉を塞ふさがれたようだった。

　メリルはしばらく黙ってヒスイの言葉の続きを待っていたが、これ以上彼が何も喋しやべることはできないと察すると、染み入るような静かな声で告げた。

「──身からだ体を診れば、貴方が龍弦帝国でどのような扱いを受けていたのかわかります」

「……ッ」

「貴方は確かに姫君ではありません。ですが、まずは生きてください。全すべてはそれからです。何も考えず、今は治療を受け、身体を癒いやしてください。大丈夫、この離宮は絶対に安全です。貴方を害する人間は誰だれもいない。この部屋に立ち入ることができるのは、国王陛下と私だけです」

「……もし、身体が癒えたら？」

「それは追々。まぁ、まずは少しばかり、この国の言葉や簡単な歴史などをお教えすることになると思います。何もご存知ないというのなら教えるまでですからね」

「……」

「ひとまず、後でお食事をお持ちしましょう。食べやすく、滋養がある食事を。ただし、本職は秘書官ゆえ絶品料理をこしらえる自信はございません。味付けが微妙でもどうぞご容赦を」

「……もしかして、メリルが作るのか？」

「ええ。運動能力を求められること以外はなんでもやりますよ、私は。……では、殿下。またのちほど」

　そう言って一礼し、メリルは台車を押して退室する。

　ヒスイは再び寝具の中に横たわって、メリルという人物についてぼんやりと考えた。

（……信頼できる世話係をひとり寄越すとは言っていたが、本当に僕の世話をメリル一人がやるというのか？　それがディーゼリア流なのか、それとも僕に関わる人間を最小限にとどめておくための方策なのか）

　脳裏にヴィクターの姿が浮かんだ。今のヒスイの処遇を決めているのは彼だ。彼は何を考え、どのように事を運ぶつもりなのだろう。

　ヒスイはヴィクターの真意を推し量ろうとしたが、できなかった。ヒスイはあまりにも何も知らなかった。そして、何も知らないということ自体を、今の今まで知らなかった。

「……モノシリ。出てきてくれ……モノシリ」

　小さな声で呼ぶ。だが、モノシリは出てこなかった。ただ、くすくすと笑う声だけが聞こえた。

　ヒスイは重苦しい気持ちを抱えて、寝台の中で我が身を搔き抱いた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　それからしばらく、ヒスイは運ばれてくる食事を摂とり、それ以外の時間は眠り続けるという生活を送った。

　離宮で最初に出された食事は粥かゆだった。寝台の上でも食べられるように、大きめの四角いお盆の上に載せられた療養食。

　それを目の前に差し出された瞬間、ヒスイはごくりと喉を鳴らした。綺き麗れいな白い米など何年ぶりだろうか。故国では残飯しか食べることができなかった。

「ゆっくり、無理せず食べてください。もし飲み込むのが辛つらいようでしたら、より柔らかく調理したものと取り替えます」

　世話係のメリルが心配そうに言うのを聞きながら、ヒスイは恐る恐る匙さじをとった。銀製の匙の先端に、とろとろになるまで煮詰められた白米を数粒だけ載せ、そっと口に含む。

　温かな甘みが口いっぱいに広がった。白しら粥かゆが唾だ液えきと混じり、溶け崩れ、あっという間に喉奥に吸い込まれ、胃いの腑ふまで落ちていく。

　美味おいしい、などという生易しいものではない。極限まで虐げられて死の淵ふちまで追い詰められていた身体がずっと欲しがっていたもの、ずっと必要としていたもの。それがようやくもたらされたのだ。

　気が付くと、ヒスイは無我夢中で粥を貪むさぼっていた。がつがつと食べた。一口食べるたびに言いようのない安心感が湧いた。飲み下すたび、内側から満たされていく錯覚を覚えた。

「……う、うう……」

　メリルが用意した粥はごく少量で、ヒスイはそれをあっという間に食い尽くしてしまった。

　そして、ヒスイは自分が泣いていることに気が付いた。いつの間にか、両目から大粒の涙が零こぼれ落ちていた。涙は止まらず、ヒスイは空になった器を両手に持ったまま肩を震わせた。

「……ひぐっ……あ、うぅ……」

「全て召し上がれましたね」

　メリルがそう言ってヒスイから器を回収し、部屋の外まで片付けに行く。部屋に一人きりになって、ヒスイはいよいよ大きな声を上げて泣きじゃくった。

（美味しかった、美味しかった、美味しかった……！）

　養生してくれ、とヴィクターは言っていた。

　生きてください、とメリルは言っていた。

　ヒスイはこの異国で生きることを許されたのだ。清潔な服を着て、柔らかな寝台で眠り、温かな食事を摂っても良いとされたのだ。

『よかったなァ』

　モノシリの声が聞こえた気がしたが、構う余裕はなかった。ヒスイは涙が涸かれるまで号泣し、いつの間にか疲れ果てて眠りに就いた。

　これが、最初の日の話である。

　そこからヒスイの身体はみるみる回復して──とはいかないもので。

　少し良くなったと思ったら高熱を出し、熱が下がってしばらくしたら謎の頭痛に悩まされ……と、ヒスイは実に多種多様な体調不良を一通り経験することになった。一進一退を繰り返し、ヒスイはかなり長い間を寝台の上で過ごすことになった。

「お辛いでしょうが、大局的に見れば全て回復の兆しです」

　ヒスイの体調が悪化するたびに、メリルは嚙かんで含ふくめるようにそう言った。

「今までの殿下のお身体は、体調を崩すほどの余力すらない有様でした。それが、熱を出したり頭を痛めたりするところまでは上向いているのです」

　彼の言うことがどこまで真実かはわからない。モノシリにもメリルの言葉の真偽はわからないようで、時折、陽かげ炎ろうのように現れては飄ひよう然ぜんと肩を竦すくめてすぐさま消えた。

　そんな生活の中、ほぼ毎日のように訪れる人物がいた。

　ディーゼリア国王、ヴィクターである。








４　世界は広く、面白い






「メリル。ヒスイ殿下の具合はどうだ」

「またいらしたんですか、陛下」

　ある時ヒスイが微睡まどろんでいると、そんな会話が聞こえてきた。

　うっすら目を開けると、部屋の入り口あたりでヴィクターとメリルが立ち話をしている。ヴィクターはたいてい例の黒くてかっちりした服──どうやら、ディーゼリア国軍の軍服らしい──を着ているのだが、時々違う服も着ていた。どうやら、ちょくちょく仕事を抜け出して離宮まで足を運んでいるようだ。

「ブラッドが呆あきれていましたよ。うちの王様はそんなに暇なのかって」

「暇ではないんだがなぁ……」

　この二人は、ヒスイの部屋の中ではわざわざ帝国語を使って会話をする。ヒスイが目覚めていても眠っていても、だ。その意図はわからない。ヒスイに配慮しているのか、それとも語学の練習の一環か。

「……ヴィクター」

　この時、ヒスイはうなされるほどの高熱がようやく下がったばかりだった。ただ横たわっているだけで消耗する時期を乗り越え、少しばかり身体が軽くなったころ。

　掠かすれ声で名前を呼ぶと、若い国王はすぐさまヒスイの方を振り返った。

「ああ、起きていたのか。加減はどうだ」

「……甘いものが食べたい」

「ならばちょうどよかった。梨を持ってきたんだ。祖父の代から懇意にしている農園のものなんだが、甘みが強くて美味うまいぞ。剝むいてやろう」

　そう言って、ヴィクターは布が被かぶせられた籠かごを掲げてみせた。果実特有の香りが漂ってくる。

　ヴィクターがヒスイの枕元の椅子に座る。メリルはそれを見届けてから、軽く頭を下げて部屋から出ていった。彼は、ヴィクターが来ると席を外すことが多かった。

「……それが、梨？」

「ああ。あれ、『梨』で合っているよな……？　『林りん檎ご』だったか？　それとも『葡ぶ萄どう』？」

「その中だったら『梨』が一番近いような気がするけど、故国の梨はもっと丸かった」

　籠の中には白い皿と小さなナイフ、そして梨の色をした瓢ひよう簞たんのような不思議な果実が三つほど入っていた。林檎や葡萄では絶対にないが、これが梨かと言われるとヒスイの中でも疑問が湧わいてくる。

「まあいい。食べればわかるだろうさ」

　ヴィクターはあっけらかんと言って梨らしきものを一つ手に取ると、小さなナイフを器用に操ってみるみるうちに皮を剝いた。薄緑色の皮の下から白い実が現れ、滴るような芳ほう醇じゆんな香りをあたりに振りまいていく。

「ディーゼリアの生活には慣れただろうか？」

　梨を切りながら、ヴィクターがヒスイにそう訊きいた。ヒスイは上体を起こし、軽く肩を竦めてみせた。

「慣れるも何も、この部屋から一歩たりとも外に出ていない」

「ああ、そうだったな。なら、車輪付きの安楽椅子でも持ってこさせようか。あれなら、座ったまま外を散歩できる。庭園までだったら出歩いても大丈夫だろう」

「……いい。いらない」

「遠慮はしなくて良いんだぞ。療養生活が長引いて退屈だろうに」

　退屈という概念がヒスイにはよくわからなかったので、あいまいに首を振っておいた。故国にいた頃ころは、あの朽ちた部屋から出ることと貴族どもにいたぶられることがほとんど同義だったのだ。退屈だのなんだの、そのような次元の話ではなかった。

「……ヴィクター。僕がここに来てどのくらいになる？」

「君が大城壁から出てきてからおおよそ四か月、この離宮の生活が始まってからはおおよそ三か月ほど経たっている。もうじき夏が終わるぞ」

「夏だったのか……？　まったく暑さを感じなかった」

「ディーゼリアは君の故郷より緯度が高いからな。そのかわり冬が厳しいぞ」

「イド？」

「ほら、剝けたぞ。ディーゼリア産の最高級の梨を姫様に献上しよう」

「だから僕は姫ではないと……」

　とは言いつつ、不思議と嫌な気持ちはしなかった。ヴィクターがただ単にふざけているだけだとわかっているからだ。この国王は、ほんの時たま、言葉の端に冗談を混ぜる癖がある。

　そんな国王から差し出された白い皿には、小さめに切られた果実が綺麗に盛られている。添えられている小さなフォークは銀製。この国の食器は陶器か銀製のどちらかだ。帝国にあったような木の椀わんなどは見かけない。

　しゃくり、とヒスイは梨を食はんだ。記憶にある帝国産の梨よりはるかに柔らかく、甘みが強い。

「どうだ？」

「『梨』とは食感も味も違うが、美味しい」

「ならよかった。果物の名など些さ末まつなことだ。……いや、後で辞書を引いて調べておこう。帝国語はなかなかに難しい」

　ヒスイはしゃくしゃくと梨を食べながら、先ほどの会話での疑問を訊たずねた。

「──ところで、さっき言っていた『イド』ってなんだ？」

「大雑把に言えば北か南かを表す指標だよ。ヒスイ殿下は、世界地図を見たことがあるか？」

「世界地図というのは、大城壁の外側も含める地図のことか？　だとしたらない。大城壁の内側だけの地図なら、幼いころ教師に見せられたが」

　その時のことを思い出しかけて、ヒスイは一瞬だけ、心臓がどくりと跳ねあがるのを感じた。

　ヒスイに教師がつけられていたのは、本当にまだ幼かった時の話だ。母宮がまだ生きていて、皇子として何不自由ない生活を送っていた時代。読み書きを習い、歴史を習い、地理を習い、律令を習った。優しい日差しが差し込む、宮殿の一角で、年老いた教師と自分と、あともう一人──。

「なら、せっかくの機会だし見せてやろう。少々待て。……ああ、あった」

　ヒスイの追憶は、ヴィクターの声により中断した。ヒスイの意識が過去から現在へ舞い戻る。それと共に、記憶が跡形もなく遠のいた。何かを思い出しかけたことすら曖あい昧まいになった。

　一方、ヴィクターは軍服のポケットの中から分厚い手帳を取り出し、そこに挟まれていた紙を一枚抜き取った。几き帳ちよう面めんに折りたたまれた紙を広げ、ヒスイの膝ひざの上に置く。

「これが世界地図だ」

　ヒスイは、その紙を覗のぞき込んだ。

　最初、墨をこぼした痕あとにしか見えなかった。それくらいなじみのない図案だった。

　ヒスイはよくよく目を凝らした。どうやら、薄く色が塗られている所が海で、そうでない所は大陸のようだ。大陸は中央やや右寄りに大きなのが一つ、左端に二つ、右下に一つ。そして上下にやたらと細長いのが一つずつある。

　至る所に細かい字で書き込みがされているが、ディーゼリアの文字なのでヒスイには読むことができない。

「これが……地図？」

「そうだ。我が国の海運省が作成した正角円筒図法による世界地図だよ。現在見つかっている全ての大陸が記載されている。中央に赤インクで描かれているのがディーゼリア本国だ」

　説明しながら、ヴィクターは紙の中央を指差した。

　地図上のディーゼリアは、大陸の西の端およびその周辺の島々から成る国だった。国土全体が朱墨で塗りつぶされており、その色といい形といい、ぼたぼたと滴り落ちた鮮血のように見えなくもない。

（……思ったより小さな国だな）

「そして、こっちが君の故郷の大帝国。はは、さすがに広いな。内部の地形に関しては未まだ謎な所も多いので空白だらけだ」

　次いで、ヴィクターは地図の右の方を指した。大陸の東側三分の一を占める、大きな国。こっちはヒスイにもなじみの形だった。海岸線以外の国境が全すべてくっきりとした太線で描かれているのは、帝国を帝国たらしめる大城壁を表しているのだろう。城門の位置や、城門から帝都に至るまでの道筋は細かく描かれているのに、その他の場所は空白だった。

「ディーゼリアは前王朝時代から帝国と貿易しているが、あの国はなかなか手て強ごわいな。入国できる人数も限られているし、滞在期間はきっかり一年。その間の行動も著しく制限されるし、所持品も定期的に検査されるそうだな」

「それが普通じゃないのか……？」

「まさか」

　ヴィクターは苦笑した。

「余の知る限り、あんなに排他的なのは龍弦帝国だけだ。君の故国ははっきり言って特殊な国だよ」

「……だろうな」

　ヒスイは、返答をそれだけにとどめておいた。唯一無二の特別な大帝国なのだから蛮族を排するのは当然だろう、というのを、蛮族の王にあたるヴィクターに言うのはさすがに気が引けたのだ。

（それに──）

　ヒスイはこのところ、ディーゼリアを蛮族の国とみなすことに違和感を覚えつつあった。どうにも、故国で聞いていた話と違う。大城壁の外側はとても文明が遅れていて、龍弦帝国へ貢ぎ物をするかわりに帝国の物品を恵んでもらことで何とか成り立っているのだと教わっていたのだが──。

「……ヴィクター。その、ええと、ここらへんの土地は何だ？　ディーゼリア以外にも朱墨で描かれている場所が見受けられるが」

　なんとなくおさまりが悪くなって、ヒスイは強引に話を変えた。

　地図に描かれた陸地のうち、約半分を占める場所がうっすらと赤く塗られている。左端に記載されている大陸は丸ごと赤いし、龍弦帝国やディーゼリアがある大陸もいたる所が着色されている。これは何を意味するのだろうか。

「ディーゼリア本国以外の、赤く塗られた国々は……」

　と、そこでヴィクターはいったん言葉を区切り、にやりと笑った。

　彼の笑みを見た瞬間、ヒスイの背筋に一瞬だけ、冷たいものが走った。

　ヴィクターの笑みは、今まで見せていたような人のよさそうな穏やかな笑顔ではなかった。それは王者の笑みだった。なにか底知れぬ凄すごみを秘めた、獰どう猛もうなる覇者の顔。

「全てディーゼリアの海外領土だ」

　ヒスイは目を見開いた。

「……噓うそだろう？」

　地図上の赤い所を全て足すと、その面積は龍弦帝国を大幅に上回る。西の果ての小国どころの話ではない。世界の半分を掌中に収めている超大国ではないか。

「本当さ。自治領、植民地、租借地、保護国──統治方法に多少の違いはあるが、これらの国々は我が掌中にある。祖父の代から少しずつ拡大していき、ここまで至った」

「……どの領土も、点線でディーゼリア本国と結ばれている。これは陸路や海路を示しているのか？」

「ああ、そうだ。海外領土では良質な綿花やコーヒー豆、小麦、宝石、その他様々な特産品がとれる。それをディーゼリアの貿易商が買い付けに行く際に使うルートだ」

「帝国の中で一番長い街道よりも長い道筋が何本もある。とくにこの海路。こんなに長い間、荷物を載せた船を漕こぐことなんてできるのか？」

「漕ぐのは無理だな。大型の蒸気船で船団を組んで海を渡る。タール・クォーツを惜しみなく投入してな」

「タール・クォーツ……？」

「龍弦帝国にはないのか？　タール・クォーツとはダイヤモンドに似た透明な鉱石だ。ダイヤよりも柔らかく、石炭よりも発熱量が大きい。燃やした時にひどく煤ばい煙えんが出るが、そんな欠点を補って余りあるほど優秀な燃料だ。ディーゼリアでは、一般家庭の暖炉から海軍の戦艦にまで、幅広く使われているんだが……」

「見たことも聞いたこともない。帝国では薪まきや木炭を燃やして暖をとっていた」

「ふむ……。龍弦にはタール・クォーツの鉱脈がないのだろうな。ほら、ディーゼリア本国のこのあたり。ここがわが国最大のタール・クォーツ鉱山だ」

　ヴィクターはディーゼリア本国の東部あたりを指し示した。何やら文字や記号がたくさん書き込まれてごちゃごちゃとしている。それだけ重要な場所なのだろう。

「いつかヒスイ殿下も連れて行ってやろう。大きな街が丸ごと鉱山のために存在していて、遠目から見れば一つの巨大建築のように見えるんだ。煤すすまみれの歪いびつで汚い貧民街と嫌う輩やからもいるが、余はあの街にわくわくするような機能美を感じている」

　若い国王の声に熱が籠こもった。大好きな宝物を自慢する少年のような口ぶりだった。さりとて、先ほど滲にじみ出でた覇王の風格はまだ消え去っていない。広大な領土を誇る王、炭鉱街の魅力を語る少年じみた男。その二つが奇妙に交じり合って、ヴィクターという男を形作っている。

　ヒスイは、少々面食らった。

「……お前は、自分の国が好きなんだな」

　思わず呟つぶやいたその言葉に、特に何か深い意味を込めたわけではなかった。純粋に感じたままを述べただけだ。

　ヒスイにとって国とは、好きだとか嫌いだとか、そのような視点で見るものではなかった。だから、ディーゼリアについて饒じよう舌ぜつに語るヴィクターがなんとなく変わり者に思えた、それだけだ。

　しかし、ヴィクターは間髪入れずに頷うなずいた。まるでその言葉を待っていたかのように。

「ああ、余はこの国が好きだ。この国は面白い。世界中の面白いものをどんどん食らいつくして大きく育ったディーゼリアは実に面白く、愛いとしい。そして──」

　ヴィクターは、ディーゼリア語で何事かを呟いた。ヒスイには、彼が何を言ったのかはわからない。

　ただ、どういうわけだか、異国の言葉の羅列が耳に残った。意味するところがまるでわからないのにも拘かかわらず、音だけが正確にヒスイの中に記憶された。

「──？」

　ヒスイが復唱すると、ヴィクターが驚いた顔をした。

「おや。ヒスイ殿下は、ディーゼリア語がわかるのか？」

「……いや、全く。ただ、妙に耳に残ったので繰り返してみただけだ」

「なんと。耳で聞いた異国語をそのまま口にできるとは、殿下には語学の才能があるかもしれないな。羨うらやましいよ。余は職業上あらゆる国の言葉を覚えている必要があるんだが、文法や単語はともかくとして発語が非常に不得手でな。しょっちゅう舌を嚙かみそうになる」

「それは難儀だな」

　ヒスイは半ば上の空で相あい槌づちを打ちながら、今度は心の中でヴィクターの言葉を反はん芻すうした。なんとなくだが、これがとても重要な言葉のように思えたのだ。

　自国への愛を語る王が漏らした独り言。

（……この男は、一体、どんな王なんだろうか）

　この時はじめて、ヒスイは興味を抱いた。

　ヴィクターについて。ひいては──彼が愛する、この国について。








５　知るべき事






　ヴィクターが帰った後、ヒスイはしばらく寝台の上で膝ひざを抱えていた。

「……モノシリ」

『はいよ』

　今日のモノシリは素直に出てきてくれた。寝台の足元の方でゆったりと胡坐あぐらをかいて、ヒスイと向き合っている。ここ最近は帝国の装束に流し髪といった姿が多かったのだが、今回はヴィクターがいつも着ているようなディーゼリア風の黒い軍服を纏まとい、長い黒髪をうなじのあたりで結っていた。

「頭が破裂しそうだ」

『だろうな。今日はいろんなことを知ったなぁ』

「ディーゼリアは、大きな国だった」

『そうだな。面積だけでも、龍弦の何倍もある』

「小国だと聞いていたのに」

『帝国の連中は、自国以外のことにゃとことん無関心だ。龍弦より大きな国があるなんて思いもしなかったんだろう。そんな世間知らずでも国としてやっていけるんだから、あの大城壁ってのは偉大な存在だなァ』

　ヒスイは、そろりと寝台から出た。まだ足元がふらつくが、ほんの短い時間なら立っていられる。

　柔らかい絨じゆう毯たんの上に素足で立って、ヒスイはゆっくりと窓辺に向かった。

「……僕は、あまりに何も知らなすぎた。今日はそれを痛感した」

　窓の外には低木が植えられている。おそらく、目隠しの意図があるのだろう。透明なガラス越しに見えるのは緑の木々ばかりで、他のものは何も見えない。葉と葉の隙すき間まからほんのちょっとだけ、空らしき青色が透けているだけで。

　しかし、ヒスイは知っている。見えずとも、この向こうに広い世界があることを。

「歪な梨、世界地図、透明な鉱石、万里を進む船……」

『それだけじゃないだろうさ』

　ひょい、と視界にモノシリが割り込んできた。腕を組み、にやにやしながら、ヒスイの顔を覗のぞき込んでくる。

『一歩この部屋から出れば、もっといろんなモノと出くわすだろうよ。おそらくここはそういう国だ』

「……出られるだろうか。ここから」

『当たり前だろう』

　モノシリは心底呆あきれたような声を出した。

『お前、よぉく思い出してみろ。今のお前は閉じ込められているわけじゃないぞ。あの扉には鍵かぎがかかっていない。ただ、お前がずっと死んでいただけだ』

「……僕は、ずっと死んでいた」

　死んでもいい、とは何度も思った。わけもわからず虐げられて、嗤わらわれて、モノのように扱われて。そんな生にしがみつく気には到底なれず、このまま死ぬならそれでも良いと何度思ったことか。

『そうだよ。お前は死人だった。……今も、な』

　ヒスイは黙って頷き、そのまま俯うつむいた。自分の身体からだが見える。毎日、メリルが温かい濡ぬれ布ふ巾きんで拭ふき清めてくれる身体。与えられるままに着ている清潔な寝間着。

「今の僕は、生きているんじゃない……。生かされているだけだ」

　食べやすくて滋養のある食事と安全な寝床。それら全すべてはヴィクターが手配し、メリルが整えてくれたものだ。ヒスイは、親鳥から餌を流し込まれる雛ひなの如ごとく、ただそれを享受していた。

　しかし、そのおかげでヒスイが少しずつ変わってきているのもまた事実だった。何かを思い、考えを巡らせるだけの余裕ができはじめたのだ。

「モノシリ。僕は、生きたい……」

　ヒスイは小さな声で言った。すると、モノシリは『あぁん？』と片眉まゆを上げた。

『聞こえない。もっと大きな声を出せ』

　モノシリがヒスイの声を聞き落とすはずがない。だって、モノシリはヒスイ自身なのだから。ヒスイが幻視する、人格を持った影にすぎないのだから。

　だから、ヒスイはもう一度言った。自分自身に聞かせるため、はっきりとした声で告げた。

「僕は生きたい。外の世界について知りたい。あの男が、ヴィクターが何を見て、何を思っているのか知りたい」

　この国は面白い、と、あの若い国王は言っていた。世界中の面白いものを喰くいつくしているディーゼリアが愛しいと言っていた。そして、その後、何かを呟いた。ヒスイの知らない言語で、何か大切なことを漏らした。

『──、だろ？』

　モノシリが言う。ヒスイは頷く。あの言葉の意味も、いずれは知りたい。

『お前が望むのならば、僕はどこまでもついていってやる。僕はお前であり、お前は僕だ。お前が本当の意味で生きた人間になれるまで、とことん付き合ってやるよ』

「……ありがとう、モノシリ」

『ああ。なんたって、俺はそのために生まれたようなものだからな』

　モノシリは何やら意味ありげに言った。

　ヒスイは少しいぶかしんだが、それもそうかと中途半端に納得した。なるほど確かに、モノシリがヒスイの幻影である以上、彼はヒスイのためだけに存在している。そういう意味だろう、と。

　モノシリが再び何かを言いかけた時、部屋の扉が叩たたかれた。

「──ヒスイ殿下。メリルです」

　すっとモノシリが搔かき消えた。その際、何やら残り香がふわりと漂った。懐かしい香りに思えたが、何の香りなのかは思い出せなかった。

　窓辺に佇たたずんだまま、ヒスイは返事をした。

「入って大丈夫だ」

　銀色の台車を押したメリルが入ってきた。今日の診察の時間らしい。

　メリルは、寝台から離れて窓辺に立っているヒスイを見て、軽く微笑ほほえんだ。

「元気が出てきたようですね。陛下の梨が効いたのでしょうか」

「ああ、あれは美味うまかった。帝国の梨とはだいぶ様子が違ったが、個人的にはディーゼリアの梨の方が好みだ。溶けるような食感が良い」

「それはようございました。龍弦帝国の梨には咳せき止どめの効果があるそうですが、こちらの梨はどうでしょうね。……さ、殿下。こちらへ」

　促されるままにヒスイは寝台へ戻り、ふちに腰かけた。そのまま、いつも通りの診察を受ける。脈や血圧を測られ、心臓や肺の音を聴かれ──。何か異常があれば検査が追加されるのだが、今日は何もなかった。

「──はい、終わりでございます。少々貧血気味なので、食事を調整いたしましょう」

「なぁ、メリル。一つ訊ききたいことがあるのだが」

「なんでしょうか」

　手慣れた仕草で医療器具を片付けるメリルへ、ヒスイは言った。

「以前、身体が癒えたらこの国の言葉や歴史を教えてくれると言ったよな」

「ええ、殿下と始めてお話しした日に申し上げましたね」

「まだ僕の身体は完全に癒えてはいないかもしれないが……僕に、ディーゼリアの言葉を教えてほしい」

　メリルは作業の手を止めて、驚いたようにヒスイの方を振り返った。深い青色の瞳ひとみが、真っすぐヒスイを見つめている。

「……ディーゼリア語にご興味が？」

「言葉だけではなく、歴史や、地理も。先ほどヴィクターにこの国について聞かされて、衝撃を受けた。僕はなんと物知らずだったのかと呆あつ気けにとられた。だから、どうか僕に言葉を教えてほしい。ひとまずは、お前やヴィクターとディーゼリアの言葉で会話ができるようになりたい。……メリル？」

　メリルがあまりにもぽかんとしているので、ヒスイは少し心配になった。

　彼は──彼女かもしれないが──ヒスイの世話をたった一人でこなしている。それに語学教育まで追加するのは、さすがに負担が大きすぎたのだろうか。

「あの、メリル？　もし駄目なら、別に断ってくれても」

「いいえ……いいえ、駄目だなんてそんな！　むしろそのお言葉を待っておりました。ヒスイ様がわが国の言葉や地理歴史に興味を持たれたと陛下が知ったなら、とても喜ばれることでしょう。私わたくしめも大変嬉うれしく思います」

「そ、そうか？　絶句していたから、てっきりいらぬ迷惑をかけたかと……」

「ああ……それは申し訳ございません」

　気まずそうにメリルは咳せき払ばらいをした。そして、改めてヒスイと向き合い、真剣な眼差しで話し始めた。

「私が絶句したのは、迷惑だと感じたからではございません。ヒスイ殿下がわが国に興味を持ってくださったことに大変驚いたからでございます」

「そんなに驚くようなことなのか」

「ええ、まあ……。殿下はずっとこの部屋に籠こもっておいででしたから、ディーゼリアに興味を持つきっかけがなかなかないだろうと思っておりましたので。それに、龍弦帝国の方ですし」

　帝国の連中は、自国以外のことにゃとことん無関心だ、というモノシリの言葉が脳裏をよぎった。同じことをディーゼリア人も感じ取っていたようだ。

（……龍弦は、外部からどのように思われているのだろうか）

　ふと、ヒスイは思った。その途端、心が不思議なくらいざわついた。

　心臓がきりっと痛んだ。血が逆流するような不快感が身体の奥底を走った。

（僕の、故国は……）

『おっと、危ない』

　唐突にモノシリの声がした。姿は見えない。言葉だけが頭に響く。

『お前がそれを考えるのはまだ早い。やめとけやめとけ。今はディーゼリアのことだけを考えておけ』

　一瞬だけ、頭の中に靄もやがかかった。ヒスイの意識が遮断された。自分の思考が自分の手元から離れていく──。

「──では、明日から」

　メリルの言葉で、ヒスイははっと我に返った。

　奇妙な不快感は跡形もなく消え失うせていた。それだけでなく、ヒスイは自分がたった今まで何を考えていたのかもわからなくなった。

（……今、僕は何を？）

「明日から、授業を始めていきましょう。勉強部屋を整えておきますね。殿下用のペンや紙なども誂あつらえておきましょう。ああ、あとは寝間着以外の衣服も。ゆるゆるした格好では気持ちが締まりませんからね」

　メリルは実に楽しそうだった。世辞ではなく本当に、ヒスイが言葉を学びたいと言い出す日を待っていたのかもしれない。

　ヒスイは何かを深く考えることをやめて、素直にメリルの言葉に頷うなずいた。








６　学びの快楽






　寝室の隣の部屋が、ヒスイの勉強部屋となった。

　勉強部屋は寝室と同じ広さであり、中央には大きな机が、壁一面には天井まで届く高さの本棚が置かれている。本棚は暗緑色や暗赤色の表紙に金文字が刻印された本が整然と並んでいた。

　メリルが言うには、これらは全てヴィクターの私的な蔵書なのだという。大半が彼の個人的な趣味に関するものらしいが、ヒスイの勉強に役立ちそうな書籍も多数あるらしい。

　勉強を始めるにあたって、ヒスイの生活が少しばかり規則正しくなった。

　朝は決められた時間に起きる。

　寝室で食事や診察などを済ませ、体調が良好ならば身支度を整える。長い髪を後ろでまとめ、ディーゼリア風の簡素な平服に着替える。いつまでも着心地の良い寝間着姿のままでは気持ちが締まらないだろう、というメリルの配慮だ。

　白い絹の上衣シャツに、黒ないしは紺の細い下衣ズボン、黒革でできた沓くつ。

　帝国風の服に比べると少々窮屈に感じたが、決して悪いものではない。

　着替えたら隣の部屋に移動し、いよいよ勉強の時間である。

　ヒスイは座面と背せ凭もたれに綿入りの布が張られた椅子に座り、机を挟んだ向かい側にメリルが座る。講師役をしている最中のメリルは、なんだか楽しそうだった。

「まずは文字の書き取りから始めましょう。それでは殿下、ペンをお取りください」

「……この、先端が金属になっている筆はなんだ。こんなにつるつるとしていて、ちゃんと墨を含ませられるのか？」

「ああ、そこからですか。龍弦は毛筆が主流でしたものね」

　メリルの教え方は優しく、そしてわかりやすかった。

　龍弦帝国語とは根本的に違う文字、文法、発音。ヒスイにとって完全に未知であったそれらを、ひとつひとつ丁寧に教示していく。

「ディーゼリア語は二十六種類の表音文字で書き表します。それぞれ大文字と小文字がありますが、最初は大文字の方を覚えましょう」

「たったの二十六か？」

「ええ。数千種類に及ぶ表意文字から成り立つ龍弦語とは根本的に異なるのですよ。例えば、殿下のお名前をディーゼリア語で書き表すと──」

　最初のうち、ヒスイはなかなかディーゼリア語に慣れることができなかった。意味と文字を結びつける龍弦語に慣れたヒスイにとって、音と文字を結びつけるディーゼリア語はなかなかに難しい。

　しかし、メリルと一緒に何度も繰り返し学ぶうち、ふいに、ヒスイの頭の中で一つの扉が開いた。摩ま訶か不ふ思し議ぎな紋様にしか見えなかったディーゼリア語を、いきなり『言葉』として認識できるようになったのだ。

　その瞬間、ヒスイの中に不思議な気持ちよさが沸き上がった。学びの快楽だった。

（頭の中が、広がっていく……！）

　自分の内側がどんどん広く深くなっていくような感覚に、ヒスイは夢中になった。

　乾いた砂が水を吸い込むように、ヒスイはどんどん言葉を覚えていった。ある程度まで語学学習が進んだら、今度はディーゼリア語で書かれた子供向けの歴史書や地理の本を渡され、そちらの勉強も始まった。

『楽しくてよかったなァ』

　時々、モノシリが出てきて茶々を入れてきた。モノシリもヒスイと一緒に学びを得ているようで、ディーゼリア語で話しかけられることもあった。地理や歴史の知識比べを挑んでくることもあった。

　モノシリもモノシリで、この生活を楽しんでいるのだろう。

　そんな日々が、一か月ほど続いた、ある日のことである。

　午前中の勉強が一区切りつき、そろそろ昼食でも摂りましょうかというタイミングで、勉強部屋の扉がノックされた。

「聞いたぞ。順調なんだってな」

　入ってきたのはヴィクターだった。この若き国王は最近なかなか忙しかったらしく、約十日ぶりの訪問である。

　彼はいつも着ている黒い軍服ではなく、淡茶色のツナギのような服を着ていた。何やら油のような煙のような臭いが微かすかにする。

　ヒスイは教本を持ったまま振り返り、ゆっくりと、ディーゼリア語でヴィクターに話しかけた。

「〝国王陛下、ご機嫌麗しゅう〟」

　するとヴィクターは一瞬目を見開き、顔をほころばせて笑った。彼もまた、ディーゼリア語で返事をする。

「〝驚いた。完かん璧ぺきな発音じゃないか〟」

「〝ありがとうございます、光栄です〟」

　教本に載っていた例文を練習通り口にしているだけなのだが、ヒスイはだんだん楽しくなってきた。

　ヴィクターの国の言葉でヴィクターと会話して、そして褒めてもらえる。

　調子に乗って、ヒスイはさらにディーゼリア語を喋しやべった。

「〝メリルが丁寧に教えてくれるおかげです。感謝しています〟」

「ヒスイ殿下の出来が良いのですよ。少なくともヴィクター陛下よりはずっと語学の才能が有りますね」

　涼しい顔でメリルは言う。ただし、こちらは龍弦語だった。メリルは、まだヒスイが例文とその応用以外のディーゼリア語は使いこなせないし聞き取るのも難しいことを知っているのだ。

　ちなみに、ヴィクターに龍弦語の手ほどきをしたのもメリルらしい。

「〝ところで陛下、本日はどのようなご……ごよ……〟」

　ここで、ヒスイは言葉に詰まった。単語が思い出せない。

　困っていると、ふいに耳元でモノシリがディーゼリア語を囁ささやいてくれた。『〝ご用件〟だろ』と。

「〝どのようなご用件でいらっしゃったのでしょうか？〟」

　嚙かみそうになりながらも言い切ると、ヴィクターは笑いながら肩を竦すくめた。

「龍弦語に戻そうか。……いやなに、ここ数日ずっと宰相連中とやりあっていたんだが、ようやく一段落ついたんだ。そのついでに半日ばかり自由時間を作ったので、殿下のご機嫌でも伺おうかと」

「宰相閣下たちと……？」

　メリルは眉まゆを顰ひそめた。不安半分、不審半分といった声色である。

　ヒスイは、習ったばかりのディーゼリアの政治体制について思い起こしていた。

　ディーゼリアは制限君主制である。本来ならば君主が絶対的な権力を持つべきなのだが、現国王ヴィクター一世が五歳という幼齢で即位した関係上、大臣や議会の発言力が強くなった。

　大臣たちのトップに立つのが宰相であり、ヴィクターの治世を二十年にわたって支え続けた重臣である。幼王だったヴィクターの摂政として国政を担っていた名残なごりで、いまでも第二の国王と揶や揄ゆされるほど強大な権力を握り込んでいるという。

「ああ。ヒスイ殿下の処遇および今後の龍弦との外交について、ジジイどもと意見をすり合わせてきた」

「僕の処遇……」

　ヒスイは顔をこわばらせた。

　閉ざされた離宮でのほほんと穏やかな生活を送らせてもらってはいるが、「龍弦帝国から姫が嫁いでくるはずだったのに実際には男が寄越された」という事実は変わらない。政治的な問題が発生しないわけがないのだ。

（……ついに、裁かれるのか？）

　ヒスイの動揺を察したのだろう、ヴィクターが慌てて言葉を重ねた。

「安心してくれ。結論から言えば、引き続き余が殿下の身柄をあずかることで決定した。各大臣たちの了承をとり、全員にサインもさせた。今日からヒスイ殿下は正式にこの離宮の住人だ」

「ああ……では、厳戒態勢が解かれるのですね」

　メリルがあからさまにほっとした声で言った。

　ヒスイもなんとなくほっとしたが、厳戒態勢という言葉に引っかかりを覚え、メリルとヴィクターの顔を交互に見比べた。

「今までは、厳戒態勢が敷かれていたのか？」

「ああ」

　と、ヴィクターが頷うなずく。

「色々と一段落ついたし、もうヒスイ殿下に教えてもいいだろう。実は、今までは立て籠こもりみたいな状況だったんだ。国王が王妃候補者を誘拐してプライベート用の離宮に軟禁するという、なんとも奇妙な状態だった」

「なんだ、それ……」

「恥ずかしい話、今のディーゼリア上層部は複数勢力が複雑怪奇に入り乱れている魔境だ。人道的で穏やかな奴やつもいれば、ひどく過激な発想の連中もいる。そんな奴らといちいち意見をすり合わせていたら、君があっという間に死んでしまいそうだった。だから、あらゆる慣例や規則を国王特権でぶちぬいて君をここまで運び入れ、メリルを始めとする腹心だけで離宮を固めたんだ」

　ヴィクターは何てことがないような口調でそう言ったが、それが強引で型破りな、ただならぬ行為だということぐらいヒスイにもわかった。

「……知らなかった」

「知らせなかったからな。まあ、それも昨日きのうまでの話さ。今日から君の立場は定まったものになるし、離宮の運営形態も少し変わる。今日はまず一つ、それを伝えに来た」

　ヴィクターは部屋の隅に置かれていた予備の椅子を引っ張ってきて、それに腰かけた。

　ヒスイとメリルは王の顔を注視する。これから語られる話は、自分たちの生活に直接関係があるものだ。

「一つ。ヒスイ・カグヤミヤ殿下が男であるという事実は、国家最高機密扱いとする。今のところこれを知っているのは余とヒスイ殿下本人、宰相を始めとする大臣たち、そしてヒスイ殿下保護に関わり、離宮を固めてくれていた余の腹心三名だけだ。今後増えるかもしれないが、その数は最小限とする」

　ヒスイは頷きつつ、この離宮がたった三人の手によって回されていたことに驚いた。身辺の世話を一手に引き受けているメリルの他にも警備担当や設備維持担当がいることは察していたが、まさかそこまで少なかったとは。

「対外的には、ヒスイ・カグヤミヤという『姫君』がこの離宮に滞在しているという体裁になる。この秘密を守るため、基本的に君は姫扱いされることになるが、気を悪くしないでほしい」

「ああ、その点は大丈夫だ。気にしない」

「また、明日から料理人やメイドなどの使用人や衛兵を何名か入れることにした。診察や着替えの手伝いなど、殿下の性別が知られかねないところは引き続きメリルにやってもらうことになるが」

「人手を投入してくださるのであれば大変助かります。ですが、経歴などのチェックは？　間かん諜ちようが紛れ込む、なんて事態は絶対に避けたいところですが」

　メリルは安あん堵どした顔をしつつ、ぬかりなく訊きいてきた。それに対し、ヴィクターはしっかりと首を縦に振った。

「国王付きの使用人を選出するのと同じくらい厳密に審査した。加えて『ヒスイ姫に不要に近づくな』と直々に厳命してある」

「国王陛下直々に、ですか。ならばひとまず安心でしょうね」

「ああ。そして、ヒスイ殿下の行動範囲だが、この離宮の敷地内であれば好きに出歩いてくれて構わない。……というか、これは今までも同じように言っていたが、引き籠りがちだったそうだな？」

「そ、それは……」

　ヒスイは目を泳がせた。

　体調が安定したころから、庭やバルコニーに出て日の光を浴びるようにとメリルから何度も進言された。だが、なんとなく気が引けて、ごく限られた場所にしか行かなかった。具体的に言えば寝室と、その隣である勉強部屋。そして寝室からほど近い所にある厠かわやと湯殿だけである。

　これでも、寝室で数か月過ごしていたころに比べれば行動範囲が広がった方だ。

「ここに運び込まれた当初よりだいぶまともな肉付きになったが、まだまだ細いし、肌は病的に白い。どうした、衛兵が怖かったか。それとも得体の知れない機械でも見つけてしまって驚いたか？」

「陛下……。ヒスイ殿下はまだブラッドに会っておりませんし、ケンの発明品をうっかり目撃するといった事故も起こっていません」

　メリルが冷静に言い添えた。ブラッドとケンというのは、メリルの他に離宮に詰めていたというヴィクターの腹心だろうか。

　ヒスイはゆるく首を振った。

「その……故国でも、自分の居室から出ることがあまりなかったから……。それに、ここで学んでいると、あっという間に時間が過ぎてしまったし……」

　広い世界を知りたいと思った。

　けれど、実際に自分の見知らぬ所を歩いてみようというのは、また別種の勇気がいる。モノシリだって、あっちに行ってみようとか外に出てみようとか、そういうことは言わなかった。むしろ、そんな暇があったらディーゼリア語の本を読んでみようと提案していたくらいだ。

「出歩くのは性に合わない、と？」

「……一人では、ちょっと」

「誰かに手を引かれたら出てみるにやぶさかではない、と解釈して良いかな？」

「まあ……うん、そうだな。引かれた手を振り払うほどではない」

「そうか。そうかー」

　ヴィクターは腕を組んだ。なぜかにやにやとしている。実に嬉うれしそうだ。

　ヒスイは目を瞬かせ、メリルが溜ため息いきをついた。メリルには、ヴィクターが何を考えているかわかったらしい。

「……その格好でお出ましになった時点で、なんとなく察していましたよ。私は」

「察した通りだよ、メリル。さて、ヒスイ殿下。今日の勉強はここまでにして、午後は余と出かけることにしようじゃないか。今日は絶好の飛行日和びよりだぞ」

「ひ、飛行……？」

　戸惑うヒスイに対し、ヴィクターは大きく頷いてみせた。








７　エア・ヴィークル






　その日の午後、ヒスイははじめて離宮の庭に出た。

　少々荒れてはいるものの様々な木々や花などが植えられているエリアを、ヴィクターと一緒に歩く。その数歩後ろを、呆あきれ顔がおのメリルが静かについてきていた。

「ヴィクター、この服は……？」

　ヒスイは、ヴィクターが着ていたのと似たような淡茶色のツナギを着せられていた。非常に動きやすく、そして意外なほど暖かい。膝ひざまである革製のブーツや、指の部分が露出した黒い手袋など、ツナギ以外の衣服もヴィクターとお揃そろいだ。

　長い髪は三つ編みにして、項うなじのあたりで輪のように結った。うっかり髪が巻き込まれると危ないですからね、と言いながらメリルが結ってくれた。

「飛行服だ。薄手だが機能性抜群で、冷たい風も砂さ塵じんも防ぐ優れものだぞ。エア・ヴィークルに乗る時はこの服じゃないとな」

「エア・ヴィークル？」

「見ればわかるさ」

　庭園を抜けると、一面石畳が敷かれた広場に出た。その広場の真ん中に、実に奇妙なものが一台、でんと鎮座していた。

　ヒスイは、ぽかんとしてそれを眺めた。

　鋼でできた鳥、とでもいうべきか。形としては、両翼を広げて滑空する猛もう禽きん類るいに似ている気がする。首があるべき所には、代わりに船の舳へ先さきのような、ないしは靴の先端のような形状の金属塊が取り付けられている。両方の翼の付け根あたりからは柵さくのようなものが生えていて、ベルトやら何やらが何本かぶら下がっていた。

　そんなモノの傍らに一人の青年が立っていた。

「ああ、陛下。準備はできてますよぉ。燃料満タン、エンジンばっちり。いつでも飛べます」

　煤すすで汚れた飛行服を着た、ひょろりと背の高い男である。顔の上半分はなにやらごつごつとした複雑な形状の眼鏡めがねらしき装備品で覆われており、顔の下半分は飛行服と同様煤まみれで、口元には人懐っこそうな笑みを浮かべている。ぼさぼさの髪は、茶色に近いくすんだ金色だった。

　青年はヴィクターの横にいるヒスイに気が付くと、眼鏡を額の方へずらした。髪と同じ色の視線が、これまた人懐っこい笑みを含んでヒスイに向けられる。

「はじめまして、姫さん。俺は国王専属の技師メカニツクのケネスといいます。いつもは自分の工房にいるんですけど、ここ数か月は離宮の警備システムや清掃システムを担当していました。どうぞ気軽にケンと呼んでくださいねー」

　砕けたディーゼリア語だったが、ケンの発音が明めい瞭りようだったため難なく聞き取れた。

　ヒスイは若干面食らった。今までの人生の中ではあまり出会わなかったタイプの人間である。戸惑いつつも、ディーゼリア語で返した。

「〝よろしく、ケン〟」

「あー、ケン。ヒスイ殿下は、まだディーゼリア語が堪能ではない。正確な発音と平易な構文を心がけろ」

「御意です陛下。俺が龍弦語を話せれば良かったんですけどねー。……さて、ヒスイ殿下。これがなんだかわかりますか？」

　ケンはそう言いながら、鋼の鳥を指差した。その様子はどこか誇らしげだった。なんだか、ディーゼリアという国について語っていた時のヴィクターと同じ匂においがする。

　ヒスイは素直に首を横に振った。

「これはエア・ヴィークル。我がオズボーン社が開発した、空を飛ぶための機械です。特にこれは国王陛下用に誂あつらえた特注品。高度二〇〇、最高時速八〇まで飛ばせるイカしたやつです。……とはいえね、陛下」

　ケンは眼鏡をまた元に戻し、ヴィクターの方へ向き直った。ヴィクターはというと、わざとらしくあらぬ方向を向いている。

「これ何度も言いますけど、あまりカッ飛ばさないでくださいよ？」

「……心がける」

「エンジン全開にする気持ちよさは俺にもよぉーくわかりますけどね？　いつもいつも、陛下が乗った後は機体がちょっと可哀かわい想そうなことになっているんですよ？」

「気を付ける」

「俺の目を見て言ってください、陛下。特に今日は、姫さんもいるんだからほどほどに。安全第一でお願いしますよ。もし何かあったら俺の首が物理的に飛びますから」

「それはもちろん。余としても、初飛行は楽しんでもらいたいからな。クリスフォード上空を低速低高度で遊覧するだけにしておこう」

「離陸後十分おきに一回ベルが鳴るようにセットしてありますから、フライト時間の目安にしてくださいよ」

　ケンはこう見えて身分が高い人間なのだろうか。国主であるヴィクターに対して、だいぶずけずけと無遠慮に物を言う。

　ヒスイが呆あつ気けに取られていると、ヴィクターに手を引かれた。

「さて、こちらへ」

「ヴィ、ヴィクター。飛ぶのか？　これが、こんな重たそうな鋼の塊が飛ぶのか!?」

「ああ、飛ぶとも」

　そして、あれよあれよという間に、鋼の鳥──エア・ヴィークルに乗せられた。立って乗るものらしく、舳先側にヴィクターが、その後ろにヒスイが立つ。ケンから、彼の物より格段に単純な構造の眼鏡を「これ、姫さん用のゴーグルね」と手渡されたので、ヴィクターが装着しているのを真ま似ねしながら自分の頭に取り付けた。

「ヒスイ殿下、ベルトと飛行服を繫つなげ。やり方はわかるか？」

「え、いや、わからな……」

「ほら、ここに金具があるだろう？　これとこれを、こうだ」

　少し手間取りながら、柵からぶら下がっているベルトと飛行服とを連結させる。

　舳先みたいなものの内側には何やら見慣れぬ部品がたくさん取り付けられていた。ヴィクターはそれを手慣れた様子で操作する。

　エア・ヴィークルが大きな音を立てて振動しはじめた。翼の下あたりから蒸気が噴き出す。

「しっかり余に摑つかまってくれ。離陸するぞ」

「え、あ……？」

　次の瞬間。

　なにやら凄すさまじい衝撃がした。ヒスイは我を忘れて、ヴィクターの腰のあたりに後ろから抱き着いて目をぎゅっとつぶった。

　轟ごう音おん。強い風。感じたこともないくらい強い重力。

（と、飛んで……!?）

　目を開けられない。どうしても、刮かつ目もくすることができない。冷たい風と熱い蒸気の匂いがする。

　ヒスイはひときわ強い力でヴィクターにしがみつき、その背中に顔を押し当てた。

　王の身体からだは思ったよりも逞たくましく、そして温かかった。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　一方。

　地上に残されたケンとメリルは、二人並んでエア・ヴィークルを見送っていた。

　みるみる上昇していき、やがて緩やかに弧を描いて東の方角へ向かっていく機体を目で追いながら、ケンはぼそりと言った。

「……王と煙は高い所を好む」

「こら、ケン。またそういう不敬罪ギリギリのことを」

　メリルが嘆息しながら窘たしなめる。ケンはけらけらと笑った。

「事実じゃないっすか。ヴィクター陛下の飛行狂スカイ・ジヤンキーっぷりは」

「ええ、そうですけども。全く、ヒスイ殿下が高所恐怖症ではないことを祈るばかりです」

「龍弦帝国って飛行系のテクノロジーないんでしょ？　地上から見た感じ、今日の陛下はものすごく安全運転しているけど、姫さんには刺激強いだろうなあ」

「お二人が帰ってきたら、気持ちが落ち着くハーブティーでも淹いれて差し上げましょうかね。……ああ、そうだ、ケン。明日からこの離宮に使用人が入るそうですよ。料理人やメイドや警備兵が」

「お、ほんとっすか？　やったねメリル、久しぶりに台所仕事休めるじゃん」

「ええ。ですので、使用人が来る前に離宮内を徘はい徊かいしている貴方の発明品、全すべて撤去してください」

「……警備メカの方？　それとも、清掃メカ？」

　ケンはわざとらしいほど哀れっぽい口調にして、言外に「そんなのイヤです」というのをにじませたが、メリルには一切通用しなかった。

「どっちもです。あんなの、慣れない者が見たら腰抜かしますよ。私だって、何度、夜中に出くわして悲鳴を上げそうになったことか。ブラッドなんか、殿下を狙ねらった暗殺者だと誤認して攻撃してしまったそうですよ」

「変なキズついてた個体があったけどソレか！　あー……はいはい。残念だけど、今日中に引き上げますよぅ」

　柔らかな風が吹く。秋の匂いと、煤ばい煙えんを含んだ風だった。

　ケンはしばらく空を見上げていた。そして、ぽつりとメリルに問うた。

「……あの姫さん、今後どうなるんです？」

「さあ」

　メリルは肩を竦すくめた。

「しばらくは離宮暮らしが続くようですが、その後はなんとも」

「決まってないんすか。まぁ、難しい問題だからなぁ……。現時点では、ヴィクター陛下とヒスイ姫の御結婚はとってもホットなトピックス。世間から注目されまくりです。婚礼はいつになるのか、お妃きさき様はどんなドレスを着るのか、恩赦はいかほどになるのか……。ジャンクバレーの浮浪児から一等地に住む貴族の御令嬢に至るまで、全国民がわくわくしながら噂うわさしあってます。本当なら、この熱が変な風に冷めないうちに、とっとと挙式するのが最善なんですけどねぇ」

「変な風に、とは」

「根も葉もないゴシップが流れないうちにってことですよ。俺ら、去年あたりさんざん苦労したじゃないっすか、下町のブン屋にあることないこと書き立てられて」

「……まぁ、結局のところは国王であらせられるヴィクター・アレク・クリスフォード陛下の御心のままに、です。そして、きっと陛下はヒスイ様のことを思い遣やった決断を下されることでしょう」

「メリルはどうなるのが一番良いと思うんです？　この数か月、つきっきりでヒスイ殿下のお世話をしたでしょ。メリルから見て、あの方はどうなるのが理想的だと思う？」

「それは私の口からは言えませんよ。……ただ、ヒスイ殿下がいらしてからのヴィクター様のご様子を鑑みると」

　メリルは、眩まぶしそうに眼めを細めた。

「お妃様になるのだとしても、ならないのだとしても。いずれにせよ、あのお方はヴィクター様の愛情を一身に受けることになるでしょうね」

「それは恋愛的な意味で？　それとも、友愛的な意味で？　ヴィクター様、バリバリの両刀だけども」

「どっちもじゃないですか？　私は陛下じゃないのでわかりませんけども」

「メリルはずるいなあ……」

　ケンはぼやきながら伸びをした。メリルは踵きびすを返し、建物の方へ戻って行く。おそらくは、ハーブティーの用意をするために。








８　秋晴れの空






　びゅうびゅうと、冷たい風が耳元で唸うなる。

　飛行服の裾すそや、身体とエア・ヴィークルを繫いでいるベルトが、風圧をくらってばたばたとはためく。

　ヒスイはぎゅっと目をつぶってヴィクターにしがみついていた。生まれてこの方、ここまで強い力で他人に抱き着いたことはなかった。

（吹き飛ばされる……！）

　どっちが上なのか下なのかわからない。もしかしたら今、自分たちは飛んでいるのではなく、墜落しているのかもしれない。それすらも判断がつかない。生まれて初めての強烈な感覚に、ヒスイの中に得体の知れない震えが沸き起こる。

　けれど、この震えは、不思議なことにちっとも不快ではなかった。

　やがて、急に風が穏やかになり、めちゃくちゃだった重力感や平衡感覚がぐぅんと元に戻った。

「殿下ァ！　目を開けられるか!?」

　風の隙すき間まから、ヴィクターの声が聞こえた。

　ヒスイは彼にしがみついたままゴーグルの中で恐る恐る目を開き、次の瞬間、瞼まぶたが痛くなるほど大きく両目を見開いた。

「……空！」

　秋晴れの青空の中にいた。

　雲一つない晴天、少し鋭い正午の日差し。すぐ近くを名も知らぬ鳥の群れが飛んでいく。鳥と同じ高さの所に自分たちがいる。

「飛んでる。僕たち飛んでるぞ、ヴィクター！」

「ああ。今、高度三〇から四〇ってところだ。大丈夫そうか、殿下。気持ち悪かったり怖かったりしないか！」

「──大丈夫だ。怖くない！」

「ならよかった。下に見えるのが、殿下をずっと匿かくまっていた離宮だ！」

　ヒスイはゆっくりと視線を空から下へと下ろす。エア・ヴィークルの翼が少しばかり邪魔だったが、体をねじるようにして後ろ側を向けば、遥はるか遠くに地上が見えた。

　離宮は、上から見ると凹の字の形になっている石造りの建物だった。その周囲は森で囲まれているが、ところどころ切り拓ひらかれ、石畳の道や広場、小屋らしき建物が散見される。広場のうちの一つには、米粒のような人影が二つほどあった。

「メリルとケンだ！」

「手を振ってみたらどうだ。この高さだったら向こうからも見えるぞ」

「無理！」

　ヴィクターから手を離すとあっという間にバランスを崩してしまいそうだったので、ヒスイはかぶりを振って即答した。ヴィクターが大笑いするのが、ぴったりとくっついた身体越しに聞こえてきた。

「そうか。じゃあ、摑つかまっていろ。もう少し上昇するぞ。殿下に我が国の王都クリスフォードを見せてやろう」

　そう言いながら、ヴィクターはエア・ヴィークルを操作した。一際大きな音が鳴り響き、エア・ヴィークルは急速に前進しつつ少しずつ高度を上げていく。

　離宮が遠ざかっていく。

　視野が広がっていく。

　森の中に、巨大な白い城が建っている。その城を中心として、放射状に街が広がっている。

「見えるか、殿下！　あれがクリスフォードの王城だ。余の居城であり、ディーゼリアの政治の中枢だ」

　エア・ヴィークルは大きな弧を描きながら王城に近づいていく。龍弦帝国の宮殿は複数の建物を回廊で繫いだり塀で隔てたりする複雑な造りをしていたが、ディーゼリアの王城は一つの大きな建築物だった。離宮の何倍もの大きさで、上空から見ると口の字型をしている。四隅には尖せん塔とうがあり、屋根の先端では国旗らしき旗が翻っていた。
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　最初は森の中にあるのかと思ったが、どうやらそれは逆のようだ。城を中心として広大な庭園を造り、そこに木々を植え、離宮を建てたのだ。高い所から見ると、木々の数も離宮の位置も人為的にデザインされたものだというのがはっきりとわかる。

「……すごい」

　ヒスイの口から感嘆の言葉が漏れた。

　無知で浅学な元奴ど隷れい皇子の目から見ても、ディーゼリアの建築技術が凄すさまじく高いことがよくわかった。あの壮麗な城は、この国がどれほど優れ、どれほど豊かなのかを、ただ存在しているだけで明確に示している。

「城自体は数百年前からあったんだが、我がクリスフォード家が王座を得た際に徹底的に改築した。一見ただの石造りに見えるが、随所に最新技術を仕込んであるぞ」

「このエア・ヴィークルみたいな？」

「ああ。……さて、城の上をいつまでも巡回していると近この衛え兵たちに見み咎とがめられるから、移動するぞ」

　二人を乗せたエア・ヴィークルは緩やかな弧を描いて滑空していく。

　城の外側には森のような庭園があり、さらにその外側には王都が広がっていた。

　王城を中心とした放射状の街。城に近い所は比較的大きな屋敷が並んでおり、遠ざかるにつれて一つ一つの建物が小さくなっていく。街の中には何本かの大きな川が流れており、それを隔てるごとに街の様相が段階的に変化していた。

　──豊かで清潔な街並みから、貧しく汚い街並みへ。

　特に、王城から遥か遠く離れた場所は、街全体が灰色に煙っていた。

「メリルから習ったと思うが、ディーゼリアには大まかに分けて三つの階級がある」

　屋敷街の上空を旋回しながらヴィクターは言った。

「一番上は爵位や称号を持った王侯貴族や、爵位はないが豊かな富を持つ新興家系から成る上流階級アツパー・クラス。その次が、知識人を中心とした、様々な職業から成る中産階級ミドル・クラス。そして、賃金で雇われ我が国の屋台骨を支える労働者階級ワーキング・クラスだ」

　ヒスイは頷うなずいた。貴き者と働く者、その中間に位置する者の三種類がいるというのは龍弦帝国でも同じだ。

「クリスフォードでは、この三つの階級があまり交わらないように棲すみ分けがされている。法律などでそう定めた訳じゃないんだがな、いつの間にかそのようになっていた。王城に近い所に住むのは上の階級、遠い所に住むのは下の階級といった具合だ」

「あの煙っている所は下々が住む所か」

「そうだ。タール・クォーツの煤ばい煙えんが垂れ流しになっているせいで、下町は年がら年中曇っているんだ」

「では、上流階級が住む場所が綺き麗れいなのはなんでだ？　富める者はタール・クォーツを使わないのか？」

「いやいや、使うさ。暖炉にも、厨ちゆう房ぼうにも、自動車にも。生活の至る所にタール・クォーツが使われている。このエア・ヴィークルにも目いっぱい積まれている。ただ、金銭的に余裕がある者は煤煙フィルターをちゃんと使うから、さほど煙が流出しない」

　ヒスイはエア・ヴィークルの翼を見た。なるほど確かに、ほんの少しばかり煙が噴き出ているが、風を汚すほどではない。

　その際、視界の隅にちらりと何かが映った。遠くの方に、鳥影らしきものがある。なんとはなしにそちらを見てみると、それは鳥影ではなくエア・ヴィークルだった。

（一つ、二つ……三つ）

　ヒスイはゴーグルの中で目を細めた。

　視認できる範囲だけでも、自分たち以外に三台ほどのエア・ヴィークルが王都の上空を飛んでいる。そのうち二台は上流階級の街の上空を飛んでいるが、残る一台はだいぶ遠く──煙る街の、一歩手前あたりを低空飛行している。その一台だけは、灰色の濃い煙を尾のように出していた。

　自分たち以外にも、空を自由に駆ける者がいるのだ。この国には。

「ヴィクター。この空飛ぶ機械は、ディーゼリアでは一般的なのか？」

「ん？　ああ。まだまだ一般的とは言い難いが、徐々に普及しつつある。新しい物好きな富裕層はたいてい所持しているし、労働者階級でも中古機を持っていたりする。あの煤煙を噴いている機体も、おおかた中古だろう」

　ヴィクターがそう答えた時、金属を打ち鳴らす音が一つ、すぐ近くから高く鋭く響いた。

　ヒスイは反射的にびくっと肩を震わせたが、ヴィクターは悠然と、

「ああ、もう十分経たったのか。今日の飛行は、時間の進みが早いな」

　と呟つぶやいた。満足げなような、惜しげなような、そんな複雑な声色だった。

「殿下、次のベルが鳴るまで遊覧して、それから離宮に戻ろうと思う。上空から見て、どこか気になった場所があったら遠慮なく言ってくれ。近いうちにこっそり連れて行ってやろう」

　そう言いながら、ヴィクターは少しばかりエア・ヴィークルの速度を上げた。しゅうっと、機体の隙間から蒸気が漏れた。

　ヒスイは改めてクリスフォードの都を見た。

　屋敷街はとにかく美しい。緑も豊かだ。一つ一つの区画が大きくて、上空からでもわかるほど見事な庭園や噴水などを有する館やかたも多数ある。

　そこから大きな河川を一本隔てた先にある中産階級の街は、少しごちゃごちゃしているが活気があるようだった。整然と密集した建物群は、見ていてどこか心地よさすら感じる。

　そして、さらにその先。煙った街は、ここからだと何も見えない。

「……ヴィクター。あの煙の向こうには、どんな街が広がっているんだ？」

「はっはっは！　ヒスイ殿下はあちら側に興味を持たれたか。目の付け所がなかなかに渋い！」

　ヴィクターは声を上げて笑った。

「しかし、残念ながらあそこまで連れて行くのは少々手間だな。メリルを説得せねばならん」

「王が下々の街に行くなどとんでもない、と？」

「いや、それはもうあいつも諦あきらめている。ただ、さっきも言った通り、あそこは空気が極端に悪い。ガスマスクを着けていても肺病にかかることがある。病み上がりのヒスイ殿下を連れて行くのは言語道断だと、メリルはそう主張するだろうな」

「では、僕がすっかり健康になったら？」

「ああ。その時はメリルも快く送り出してくれるだろう。渋い顔でな！」

　そこでヴィクターは再び大笑いし、つられてヒスイも声を上げて笑った。

　青い空の下。風とエンジンの音に紛れて、若い国王と皇子は腹の底から笑い合う。

（ああ……楽しい）

　こんなに笑ったのは久しぶりだった。いや、もしかしたら生まれて初めてかもしれない。

　身体からだの底から歓喜が無限に湧わいて出る。笑いが止められない。楽しさが止まらない。

（僕の中に、こんな感情があったのか。世界には、こんなに心躍ることがあったのか！）

　この一瞬が永久に続けばいいのに。

　そんな思いが、心のどこかを掠かすめていった。








９　浅ましい身体






　その夜、ヒスイはなかなか寝付けなかった。

　暗い寝室の中。目を閉じれば、空の色や風の音、エンジンと蒸気の匂においが鮮明に蘇よみがえる。そして目をくっきりと開けてしまう。

　まだ空を飛んでいるみたいに、身体中がふわふわとしていた。両脚はまだエア・ヴィークルの振動を覚えているし、両腕にはヴィクターに縋すがり付いていた感触が残っている。

（……楽しかった）

　自分の中に渦巻く複雑な感情を、ヒスイはそのように言語化した。

　ただ単に楽しかっただけではない。嬉うれしかった。興奮した。そして、なにやら胸の奥を締め付けられるような、切なさに似た感情も覚えていた。

　とにかくこの時、ヒスイは初飛行の余韻にどっぷりと浸つかったまま、まるで抜け出せないでいた。

（離宮に戻って着陸した時、腰が抜けてしまった。ヴィクターが笑った。笑いながら、立つのを手伝ってくれた。そして、メリルが持ってきてくれたお茶を、その場で一緒に飲んだ）

　その後はメリルに急せきたてられて離宮の建物内に戻り、湯ゆ浴あみをして普段着に着替えた。その間にヴィクターは王城の方へ戻ってしまった。半日ほど自由時間を作ったとはいえ、丸々遊んで過ごすわけにはいかなかったらしい。

　この時、ヒスイははじめて、ヴィクターが帰ってしまって寂しいと感じた。

（ヴィクターは、次はいつ来るだろうか。明日だろうか。明後日あさつてだろうか。もう一度、僕と一緒に飛んではくれないだろうか……）

　ヴィクターの来訪はまちまちだ。最初のうちは毎日のように来てくれたが、ヒスイの容態が安定するにつれ、少しずつ足が遠のいた。どうやら、国王としての仕事が忙しい時期に差し掛かったというのもあるようだが。

（僕の方から会いに行くわけにはいかないからな……。離宮の中だったら好きに出歩いて良いらしいが、逆に言えば、離宮の外に出るのは駄目だ）

　そんなことを思いながら、ヒスイは何度も寝がえりを打った。

　いつまでたっても興奮は醒さめず、夜がどんどん更ふけていく。窓から差し込む月の光が妙に眩まぶしく感じられた。いつもなら全く気にならないはずなのに──。

　ヒスイが自分の身体の異変に気付いたのは、その時である。

「……？」

　下腹部に違和感。

　なんとはなしにそちらへ手をやって、そしてヒスイはがばりと跳ね起きて、自分の掛布団を剝はいだ。

「……え」

　久しく忘れていた生理現象。脚と脚の間にあるモノが、ゆるく勃たちあがっている。

　ヒスイは混乱した。なぜこんなことになるのか、心当たりがない。自分はただ、今日の出来事を反はん芻すうしていただけのはずだ。

『あーあ』

　こんな時に出てくるのが、モノシリという幻覚である。

　ヒスイのすぐ真後ろに出現したモノシリは、耳の中に吐息を吹き込むような近さで囁ささやいてきた。

『元気になったねぇ、お前も。しかしまあ……そーかそーか。身体の方が先に勝手に反応しちゃったか』

　ヒスイは後ろを振り返った。モノシリは、久しぶりに帝国風の衣装を着ていた。濃い色の絹を使った袍ほう、高い位置で一つにまとめた髪。

　長い袖そでの間から白い腕を伸ばし、モノシリは後ろからヒスイをやわく抱いた。

「身体の方が先に……とは、どういうことだ？」

『僕はお前を守っている』

　ヒスイは眉まゆを顰ひそめた。モノシリの発言の意図が読めない。

　モノシリの手がゆっくりとヒスイの身体を撫なでていく。幻覚なので、感触はない。しかし、どうしても触られた所に意識が向いた。顎あごのライン、首元、胸、腹──そして、寝間着の薄い布地を押し上げている男根。

『お前を守るため、本来はお前が持つべきモノのうちいくつかを僕が預かっている』

「僕が持つべきモノ……？」

『薄々気付いてんだろ。記憶とか感情とか、そのあたりさ。お前の心が穴ぼこだらけなのは、半分くらいは僕のせいだ』

　一瞬だけ、驚きが湧いた。しかしそれはすぐに搔かき消えて、ただ、モノシリの言葉が胸の内に沁しみ込んでいった。

（……ああ、そうだ）

　薄れかかっている故国での記憶。貴族どもに一方的に愛あい玩がんされ、虐げられていた頃ころ。あの時、ヒスイは異様に虚うつろだった。屈辱的な宴うたげの内容も、後々思い返せば曖あい昧まいだった。なぜなら。

「……お前が、預かっていたから」

『ああ、そうだ。そして、僕が預かっているあらゆるモノは、僕が手放さない限りお前には返って行かないはずだった。……でもまあ、僕はお前でありお前は僕だ。僕がいくら厳重に管理したところで、完全には切り離せなかったみたいだ。僕が返す前にお前の身体が反応した。そういう意味さ』

　ふむ、とモノシリは考え込むそぶりを見せた。その手は相変わらずヒスイの身体をゆるゆるとまさぐっている。弄もてあそぶように、ないしは、慈しむように。

『……ま、コレに関しては、頃合いかもな』

「モノシリ？」

『ヒスイはだいぶ回復した。滋養を摂り、異国について学び、日の光を浴びて風に当たった。死気は薄れ、陽ひの気が巡り始めている。となれば、僕がわざわざ堰せき止めている道理はない。……お前の一部を、お前に返そう』

　モノシリがそう囁いた時だった。

　ヒスイの中で、何かがずれる感触がした。今の今までそこに在ることすら気付かなかった、ひっそりと隠された壺つぼの蓋ふた。それが静かにずれて、中から何かが溢あふれ出してくる。溢れ出したものが、ヒスイの内部に零こぼれ、吸収され、そして肉の身体の中に巡り始める。

　最初に感じたのは、ぞわぞわとした熱だった。

　胸の内側をゆるやかに焦がす熱。それがまず心臓のあたりに渦巻き、やがて全身に広がっていく。

　熱が足の付け根に到達した途端、勃ちあがった男根とその熱が生々しく結びついた。

「……！」

　ぞく、と、鳥肌が立った。ヒスイは我が身を搔き抱いた。身体の芯しんが甘く甘く、淫みだらに痺しびれていく。

　なぜ、という疑問が頭に満ちた。

　夜よ伽とぎを命じられたわけでも、媚び薬やくを飲まされたわけでもないのに、なぜ自分は発情している。

『契機トリガーが何なのかは自分で考えなァ』

　耳元でモノシリが笑った。いつの間にかその姿が消え、声だけになっている。その声も、少しずつ掠かすれて小さくなっている。

『お前は今日という日に発情した。なにか、お前の情欲を呼び覚ますモノがあったんだよ』

「まさか……。違う、そんなわけがない。今日はただ、ヴィクターと一緒に空を飛んだだけだ……！」

『実はずっと発情状態だったんだが、僕が堰せ止めていた。うまく眠れなかったのもそのせいだ。……じゃ、あとは自力でどうにかしな。自慰くらいできるだろ。元奴ど隷れい皇子なんだからなァ』

「ま、待て！」

　ヒスイは小さく叫ぶが、それっきりモノシリは返事をしなくなった。

　月明かりが満ちる寝室の中、ヒスイは一人で取り残された。久方ぶりに熱を帯びた身体からだを持て余して。

（……どうしよう）

　白い寝台の中で、ヒスイは逡しゆん巡じゆんした。ディーゼリアに来てから性的なこととはとことん無縁だったせいで、淫らな気持ちになっているというのが途方もなく恥ずかしい。故国では毎日のように不特定多数と交わっていたというのに、今更勃ぼつ起きしたくらいで羞しゆう恥ちを覚えるというのもおかしな話だが。いや、この羞恥心も、モノシリが『預かっていた』というヒスイの感情の一端なのか。

　ヒスイは、そろりと下着の中に手を差し入れて、男根に直接触れてみた。

「……あっ……」

　びくっと肩が跳ねた。軽く手が触れただけなのに、神経を直接爪弾かれたような刺激が走る。

　ヒスイはとっさに手を引いて、寝台に潜り込み布団を頭までかけて丸くなった。熱が収まるまでじっと待とうと思ったのだ。

　しかし、いつまでたっても熱は引かず、むしろじくじくと悪化していく。さっきの刺激が頭から離れない。思考が、どんどんいやらしい方向へと傾いていく。

　観念して、ヒスイは再び股こ間かんに両手を伸ばした。もぞもぞと布を搔き分けて、先端が潤むほど勃ち上がった男根に指を這はわせる。

「んっ……んぅ……っ」

　声を押し殺し、身体が求めるまま自分のモノを扱しごいた。初めはゆるく、徐々に激しく。

　久方ぶりの快楽に、早くも頭がぼんやりとしはじめる。脳裏にはいくつもの情景が浮かんでは消えていった。青い空、整然とした王都、煙の中に沈んだ街、ヴィクターの背中、フライト後に一緒に飲んだハーブティー。

　それら輝かしい思い出が卑ひ猥わいな快楽と結びついてしまいそうで、ヒスイは奥歯を嚙かみしめた。

（違う……僕は、もう、淫らな皇子じゃないのに……！）

　命の喜びを覚えた身体が、性の悦びをも思い出してしまった。

（僕は、淫ら、では……）

　思考が乱れていく。

　男根だけでない場所も疼うずき始めた。口の中、うなじ、胸の先端、そして後ろの孔。自分の身体には、こんなにもいやらしい所が多い。

　気が付くと、ヒスイはシーツに全身を擦りつけるようにして悶もだえていた。片手は男根に、もう片手は後ろの孔に添えて、衝動のままに我が身を慰める。

「はあっ……あ……あっ……！」

　鼻び腔こうの奥に、何かの香りが蘇よみがえった。その瞬間、ヒスイの中で白い光がはじけた。

「──ッ」

　身体を丸めて息を詰め、ヒスイは自分の手の中で射精した。独特の臭いが鼻をつき、絶頂の直前に思い出した香りは跡形もなく消え去ってしまう。

　ヒスイはだいぶ長い間呼吸を止めていたが、やがてゆっくりと息を吐いた。

（……情けない）

　最初に思い浮かんだ言葉はそれだった。

（しみついた性根は、ちょっとやそっと養生したくらいでは治らないのか。ああ、こんな……浅ましい……）

　ヒスイにとって、この手の快楽は忌まわしいものに他ならなかった。そして、自らそれを求めてしまったということは、ヒスイの心を大きく揺らがせた。

　奴隷皇子という身分から解放されても、自分は淫らなままなのか、と。

（……。これ、どうしよう。暗くてよくわからないけれど、寝間着を汚してしまった気がする……指の間から漏れた感触があるぞ……）

　ヒスイは汚れた手を握り込んで寝間着から引き抜き、そっと肩を落とした。
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　ヒスイが初めてエア・ヴィークルに乗った次の日から、離宮での日常がまた少し変化した。

　まず、食事が変わった。料理人が来たおかげで一食に含まれる品目数が増え、味付けや盛り付けも凝ったものになった。メリルの料理も十分に美味おいしい部類だったが、やはり本職の者が用意する食事は格が違う。

　次に、複数のメイドがついた。着替えや湯ゆ浴あみなど、ヒスイの素肌を見兼ねないものを除き、あらゆる世話をメイドたちが行うようになった。例えば、ヒスイが勉強部屋に籠こもっている間に寝室の掃除をしたりリネンを交換したりするのはメイドの仕事である。

　ごく限られた手勢のみでギリギリ成り立っていた離宮生活が、王族の生活に近いものとなっていった。

（……悪くは、ない）

　ヒスイは、おおむねこの生活に満足し、順応していった。ディーゼリアの料理や食器にも慣れた。離宮内を散策して大まかな構造も覚えた。性別をごまかすために女の服を着る必要があったが、これは大して苦ではなかった。むしろ、男物のシャツやズボンよりも、女物のくるぶしまであるドレスのほうが龍弦の服に近い。ウエストを締め上げるコルセットだけはどうしても苦手で、体調が悪化しかねないことを理由に免除してもらったが。

　龍弦人はディーゼリア人と比べて骨格が華きや奢しやで小柄なので十分に女性でも通用します、とメリルは断言していた。

　ただし、それでもやはり肩幅などに男性らしさが滲にじんでいるので、不用意に使用人たちには近づかないように、とも。

（僕は一応、成年のはずなんだけどな……）

　そんな生活を続けて、数日ほど経たったある日のことである。

　午後の勉強が終わって勉強部屋でメリルと雑談していると、不意にヴィクターが来訪した。エア・ヴィークルに乗せてもらった日以来のお出ましである。

　ヴィクターは黒い軍服を着ていて、どこかげっそりと疲れ果てているような顔をしていた。

「……ヒスイ殿下。少し時間を貰もらっても良いだろうか。大切な話がある」

「な、なんだ」

　ヒスイは戸惑いつつも、ヴィクターに予備の椅子をすすめた。ヴィクターはいつになく乱暴な動作でその椅子に座り、長い息をつく。

　なんとなく気まずくなって、ヒスイは視線を逸そらした。──あの日以来、ヴィクターのことを考えると、妙に胸がざわつくのだ。胸だけならまだしも、やましい生理現象を起こしてしまうことも何度かある。

「では、私は退出していますね」

　ヒスイやヴィクターの内心を敏感に察知したのか、それとも単に二人きりにさせてあげようといういつもの配慮からなのか、メリルはそのまま部屋から出ようとした。が、ヴィクターが黙って片手をあげ、それを止めた。

「いや、メリルもいてくれて良い。むしろいてくれ。お前の意見も聞きたい」

「……はい、わかりました。部屋周辺の人払いはいたしますか？」

「もう済ませた。あと一時間は、この部屋には誰だれも寄り付かん」

　時刻は夕方。窓の外はだいぶ暗い。冬が近づいているので、日が落ちるのが早いのだ。

　メリルが部屋の隅にある棚からランプを持ってきて、それを机の上に置いた。ディーゼリアでは、ガラスの筒の中に蠟ろう燭そくを入れるタイプの室内灯が主流である。

　マッチを擦って、ランプを灯ともす。温かな橙だいだい色いろの光が柔らかく広がった。

「──殿下。明日、宰相どもに会ってやってくれ」

　ヴィクターは重い声でそう言った。

　ヒスイが何か言うよりも先に、メリルが反応した。

「ああ、もうこの時期だからですか」

「そうだ。余も頑張って粘ったんだがな、こればかりは避けようがない」

「待ってくれ。話を飛ばすな。ついていけない」

　ヒスイは慌てて二人を制する。ヴィクターとメリルの間では一足飛びに話が通じているのだが、肝心のヒスイには全く話が見えてこない。

　ヴィクターが空から咳せきをした。

「ああ。順を追って説明しよう。まず、ディーゼリア王国は年に一度、龍弦帝国へ使節団を送っている。これはヒスイ殿下も知っているな？」

「それはもちろん。年に一度、初春に大城壁の門が開かれ、龍弦は周辺諸国からの使者を招き入れる。それと同時に、前年の使者に土産みやげを持たせて帝国の外に返す」

　使者たちは龍弦帝国の皇都まで上り、帝に謁えつ見けんして貢ぎ物を捧ささげる。そしてしばらく祭りの時期が続き、祭りが済むと使者たちはそれぞれが入ってきた城門のほど近い所にある街に送られ、翌年の開門までその街で過ごす。

　ヒスイからすれば当然の、そしてヴィクターたちからすれば特殊極まりない『貿易』の作法である。

　ヴィクターは頷うなずいた。

「こちらの暦で言うと、大城壁の開門は毎年二月だ。クリスフォードから大城壁まで大量の荷物を運ぶには一か月ほどかかるから、使節団はどんなに遅くとも一月中には出発しなくてはならない。そこから逆算していくと、まあ、毎年この時期になると、龍弦へ送る使節団についての準備が始まるんだ」

　ヒスイは、テーブルに置かれた小さなカレンダーを見た。今は十月の半ばである。

　少しずつ、話が見えてきた。

「……つまり、その準備のために、この国の宰相たちが僕の話を聞きたいと？」

「そういうことだ」

　ヴィクターはまたしても、重い重い溜ため息いきをついた。エア・ヴィークルを操って空を駆けて大笑いしていた軽やかさはどこにもない。地を統べる王としての心労が全身から滲み出ている。

「君を寄越した件について、龍弦側の意図がさっぱり読めんのだ。龍弦帝国が普通の国であれば問い合わせるなり間かん諜ちようを送るなりすればいいんだが、あの国相手だと、そもそも接触の機会が極端に限られている。だから、次の使節団に持たせる品や親書に関しては、例年以上に慎重にならざるを得ない。しかし、慎重になるにしても具体的にどうやって？　あの国は色々と不透明なのに？　……と、会議が紛糾したあたりで、いいかげんヒスイ姫に謁見させろと大臣どもが騒ぎ出した」

「……僕とて、なぜ自分がここに送られたのか知らないんだが」

「それを君自身の口から聞きたいんだそうだ。……今までは君の負担になると思ってのらりくらりと躱かわしてきたが、さすがに限界だ。そのような経緯で、明日の昼頃、ヒスイ殿下には王城にお越し願うことになった。これは決定事項であり、君が突然の高熱でも出さない限り動かせない」

「ああ、高熱が出たということにすれば延期にはできるんですね」

　と、さらっと言ってのけたのはメリルだ。ヴィクターは黙って肩を竦すくめ、暗に肯定した。

「延期にはできる。だが中止は無理だ。下手へたに逃げ続けると、業を煮やした大臣どもが離宮に乗り込んでくるぞ。余としては、それだけは断固として避けたい。ここは唯一の完全プライベート空間だ。ジジイどもに踏み荒らされたくない」

「まあ、陛下の気持ちもわかりますけれど。でも、諸大臣方からすれば、譲歩に譲歩を重ねたという認識でしょうね。ヒスイ姫は対龍弦の重要な外交カードであり、数年後の王宮勢力図の鍵かぎを握る……かもしれない存在です。王命に大人しく従って、そんな方への接触を半年近くも我慢できたなんて、ちょっと前のディーゼリア上層部だったら考えられません」

　メリルは微妙に言葉を濁した。ヒスイが数年後の王宮勢力図の鍵を握るかどうか、すなわち王妃として君臨するかどうかは、未いまだに宙ぶらりんのまま決まっていない。

　そもそも、それをどうにかするために、ヴィクターや大臣たちは使節団だのなんだのと奔走しているのだ。それと連動して、メリルやケン、あとは未だ名前しか知らないブラッドというヴィクターの腹心三名が、身を粉にしてヒスイの安全を確保していた。

（……僕だけのほほんと過ごすわけにはいかないな）

　ヒスイは、小さく拳こぶしを握りしめた。

「……わかった。宰相たちに会おう」

　ヴィクターとメリルの視線がヒスイに集まった。ヴィクターが、心配げな声で問うた。

「大丈夫か？　余も同席するが、見守るだけになる可能性が高い。メリルは連れて行くことすらできない。ヒスイ殿下は実質一人で大臣どもに会うことになるぞ」

「陛下、あまり殿下を不安がらせるようなことは言うものではありませんよ。大臣閣下たちも、別にヒスイ殿下を取って食うつもりではないでしょうに」

「だが、メリル」

「大丈夫だ、ヴィクター。……どんな大臣にどんな言葉をかけられたところで、龍弦の皇子の矜きよう持じをかけて、毅き然ぜんと対応してやるさ」

　妙にヒスイに対して過保護気味なヴィクターはなおも何か言おうとしたが、ヒスイは首を振って聞かなかった。

　そろそろ、守られ慈しまれるだけの存在から脱したい。そんな思いが、ヒスイの心のどこかにあった。
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　かくして翌日。

　ヒスイは、メリルが用意してくれた紳士服に袖そでを通した。白いシルクのシャツに、白いベスト。ジャケットの色は黒で、太ふと腿ももの半ばあたりまで丈がある。ジャケットと同じ布地で仕立てられた細いスラックスに、磨き抜かれた革製の靴。その他、ネクタイやらソックスガーターやら、やたらと身体からだに巻き付けるタイプのパーツが多いな、というのがヒスイの正直な感想だった。

「女物じゃなくていいのか？」

「今日会う方々はみな殿下の性別について知っているので、わざわざ婦人の装いをする必要もないでしょう。──お似合いです、殿下。サイズもぴったりと合っております」

　本来、ディーゼリアの紳士というのは、身体の隅々まで計測してから服を誂あつらえるのだそうだ。だが、今回ヒスイに着せられたのは、メリルが大慌てでどこかからか調達してきた既製服レデイ・メイドである。さすがに一晩で服を誂えるのは不可能だったのだ。

「近いうちに、信用できる仕立屋を呼んで殿下の服を誂えてもらいましょうね。男物の服も、女物の服も」

「両方の性別の服を注文したら不審に思われないだろうか」

「そこも含めて『信用できる』仕立屋を探すのですよ。貴族御ご用よう達たしの仕立屋ならばまず安心でしょうね。……年端も行かぬ少年に女物のドレスを宛あてがう貴族なんて、珍しくもないのですよ。この国では」

　伸び放題だった髪にもはさみをいれ、肩より少し下の長さでばっさりと切った。良い香りのする髪油を付けてブラシで梳とかし、青い布リボンで一つに括くくる。

　そうやって身支度を整えたヒスイの姿は、ディーゼリアの若紳士そのものだった。

「殿下、一つ約束してくださいまし」

　と、全すべての支度を終えた後、改めてメリルが言った。

「大臣たちに何を問われても、できるだけ正直に答えてください。知っていることはありのままに、知らないことは知らない、と。間違っても、下手に気を回して隠し事をしたり、噓うそをついたりなどはなさらないように」

「……もし、ヴィクターやメリルたちの不利益に繫つながりかねないことを問われたとしても？」

「ええ」

　メリルは真っすぐヒスイの瞳ひとみを見つめてくる。

「どうしても答えたくないことは沈黙を以もって返しても構いませんが、今日ばかりは、あまり黙秘権を行使しない方が良いと思います」

「なんでだ？」

「もしここで諸大臣方に『ヒスイ殿下は隠し事をしたり、噓をついたりする方だ』という印象を抱かれてしまったら、後々、いらぬ厄介事を招く可能性が高いからです。良いですか、ヒスイ様。ディーゼリアの大臣閣下たちは味方ではありませんが、敵でもございません」

「ヴィクターはだいぶ大臣たちを警戒しているようだったが」

「陛下はしょっちゅう大臣と衝突していますからね。でも、それはそれ、これはこれ。いくらヒスイ様が陛下に匿かくまわれている立場だからだといって、初手から完全に陛下寄りになって、大臣たちを敵視したり欺いたりしても利益はありませんよ」

　ヒスイは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　ようは、余計な気を回すな、ということだ。ここでヒスイが変に隠し立てをすると、またぞろ面倒なことになるのだろう。

「……なんだか心配になってきたな。メリルはどうしてもついてきてはくれないのか？」

「残念ながら。ヴィクター陛下以上に大臣方に嫌われておりますので」

　苦笑しつつ、メリルは文官特有のアカデミックガウンの下から懐中時計を出し、時刻を確認した。

「では、そろそろ迎えの蒸気自動車が来ます。移動しましょう、殿下」

　ヒスイは、今度ははっきりと頷いた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　離宮の正面に、箱型の自動車が停とまっていた。タール・クォーツを燃料とする最新式の車である。

　自動車のすぐ傍そばには総白しら髪がの老紳士が立っており、ヒスイに対して恭しく頭を下げ、侍従長だと名乗った。国王の私生活を司つかさどる役職のトップである。『ヒスイ姫』の秘密については、ヴィクターから直々に聞かされたらしい。

　寡黙な侍従長が運転する車に乗せられ、ヒスイは王城に向かった。とはいっても、ものの数分で辿たどり着ついたが。

　壮麗な城の、ごく目立たない所にある出入り口からヒスイは入城した。内部は実に広く、煌びやかで、そして不自然なほど閑散としていた。広さに見合う人員がいないのか、それともヒスイが来るということで人払いがされているのか──。

（離宮とはだいぶ雰囲気が違うな）

　歩きつつ、ヒスイは城の内装を見渡す。

　床にはふかふかの絨じゆう毯たんが敷き詰められていた。壁は象ぞう牙げ色で、金色の壁飾りやら額装された肖像画やらが至る所に配置されている。天井は高く、離宮の二倍くらいあった。絢けん爛らん豪華なシャンデリアが等間隔でぶら下がり、水滴の形にカットされた無数のクリスタルが眩まぶしいほどにきらめいている。

『いいか、ヒスイ』

　ふいに、モノシリの声が脳裏に響いた。

　とっさに周囲を見回すと、壁に並ぶ肖像画のうちの一つがヒスイをじっと見つめて喋しやべっていた。

『お前が答えられないことは、僕が言う』

　その肖像画の前を通り過ぎる。すると、次の肖像画の口が開いた。その次も、その次も。名も知らぬ肖像画たちが、口々にモノシリの声でヒスイに語りかけてくる。

『お前は毅き然ぜんとしていろ』『恐れるな』『いざとなったら、全て僕に任せろ』『大丈夫だ』『お前は一人ではない』

　そんな中を侍従長に導かれて進み、ヒスイはとある扉の前に辿り着いた。重厚な、両開き式の木製の扉である。

「こちらでございます」

　一言、侍従長はそう言った。ヒスイの中に、ひんやりとした緊張が湧わいてくる。おそらく、この中に、ディーゼリアの大臣たちがいるのだ。そしてヴィクターも。知らず知らずのうちに口の中に唾だ液えきが溜たまり、それを飲み下した。

　扉には獅し子しを模したノッカーがついており、侍従長がそれを鳴らした。

　すぐさま、扉が内側から開かれた。

「──お成りでございます」

　誰かが言う。侍従長が振り返り、視線だけでヒスイを促す。

　ヒスイはもう一度生なま唾つばを飲み込んでから、その部屋の中に独り入っていった。

　そこは、廊下と似たような雰囲気の壮麗な部屋だった。

　広々とした室内の中央に巨大な長テーブルがあり、そこの長辺それぞれに十人ずつ、計二十名の男たちが座っている。全員が壮年以上で、あるいは仕立てのよさそうなスーツを、あるいは軍服を、あるいは僧服を纏まとっている。

　テーブルの短辺のうち、出入り口に近い方には何もなかったが、奥の方の短辺には空の椅子が一つだけあった。そして、その空席のさらに奥側は一段高くなっており、その真ん中あたりに玉座が設えてあった。左右にすまし顔の側近を数名ずつ侍らせたヴィクターが、どこか不機嫌そうな様子で脚を組んで座っている。

　ヒスイが部屋に一歩入った瞬間、ヴィクターを除く全員が一斉に立ち上がり、ヒスイに向かって恭しく頭を垂れた。

　ヒスイは面食らった。

（え……？）

　ヒスイはここに至るまでの間、実に色々な場面パターンを想定していた。ヴィクターが、国王特権をふりかざしてヒスイとの接触を阻んでいた大臣たち。きっと、姫という触れ込みでやってきた皇子に対し、良い感情は抱いていないだろう。冷たい視線を浴びせてくるだろうか、いきなり面めん罵ばされるだろうか──。

　そもそも『貴人たちの集まり』というものが苦手極まりない元奴ど隷れい皇子は、あらゆる屈辱的な扱いを想像していたのだった。

「──畏かしこくも、恐れ多くも、殿下に置かれましては」

　誰かが龍弦語で言った。ヴィクターに最も近い席にいる、実に恰かつ幅ぷくの良い男だった。おそらく、あれがディーゼリアの宰相だ。第二の国王と呼ばれるほどの権力を有する、大臣たちのまとめ役。

　ヒスイの背後で、扉が閉まった。

「遥はるか彼方かなた、龍弦帝国よりはるばるお越しいただき、心より感謝申し上げます。また、今日にいたるまで拝はい謁えついたしませんでしたこと、大臣一同を代表しましてお詫わび申し上げます」

「──顔を上げよ」

　ヒスイは、ごく自然にそう言った。皇子としての言葉が、意識するよりも先に口をついて出た。

　自分でも内心驚いたが、それを表に出すような愚は犯さない。なにかが自分の中で切り替わった感覚がしていた。

　ディーゼリア大臣たちがゆっくりと頭を上げる。彼らの視線が自分に注がれる。

　ヒスイはゆったりとした足取りで長テーブルを迂う回かいし、奥の方にある空席まで歩いていった。その途中、一瞬だけヴィクターと目が合った。

　ヴィクターの目はどこか冷ややかだった。一個人としてではなく国王としてこの場にいるためだろう。また、ヴィクターから見ても、ヒスイの眼まな差ざしが冷ややかに感じられるに違いなかった。王族の目というものはそういうものだ。

　ヒスイは長テーブルの短辺、空の椅子の隣に立ち、二十名の大臣たちの顔を見渡して口を開いた。

「龍弦帝国皇弟、輝かぐ夜や宮みやの翡ひ翠すいである。こちらこそ、皇女と偽って入国したこと、また諸官への挨あい拶さつが遅れた非礼をここに詫びよう。そのいずれにも如何いかんともしがたい理由があってのことだったが、本日はそれらの件について、双方の認識をすり合わせるために招かれたと了解している」

「……その通りでございます」

　太った宰相が重々しく返した。少しだけ、その態度に彼の驚きよう愕がくが透けて見えた。

　ヒスイが皇子らしく振舞っていることが意外だったのかもしれない。

　わずかな間、静寂が満ちた。

　ヒスイの背後から硬質な声が飛んできた。

「全員着席せよ」

　ヴィクターの命令に従い、大臣たちは再び席に着いた。ヒスイも自分で椅子を引き、そこに腰かけた。すると、ヴィクターの傍らについていた側近のうちの一人が、ヒスイのすぐ横まで来た。

「では、これよりは通訳を介します」

　宰相がディーゼリア語でそう言った。それを、ヒスイの横に立つ者が龍弦語に訳した。

　ヒスイの語学力は、日常会話程度ならすらすら話せるレベルには達している。まだ慣用句やら専門用語やらは弱い。正直、通訳の存在は有難かった。

　そして──長い長い質疑応答が始まった。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　ヒスイは疲労困こん憊ぱいした。

　大臣たちはヒスイに対して礼儀正しかった。礼儀正しくも容赦がなかった。彼らの手元には分厚い紙束があり、そこにびっしり書き込まれている文面は、全すべてヒスイへの質問項目だった。それら全てを、一つ一つ丁寧に、根掘り葉掘り訊きいてきたのである。

　まずは、ヒスイがディーゼリアに嫁いだ経緯を訊かれた。ヒスイは正直に、

「勅命であり、帝の意図を問う余裕はなかった」

　と答えた。これに始まり、ヒスイの帝国内での地位、帝との関係、宮廷内の情勢などを訊かれた。

　特に故国での暮らしぶりを訊かれた時、ヒスイの心が大きく削れた。どう答えたものかと口ごもっていると、ふいに身体からだの内側にモノシリの気配が発生した。次の瞬間、口が勝手に動いていた。

「皇弟とはいえ実権などなく、王宮の片隅で下々のような暮らしを強いられていた」

　幸いなことに、それ以上何も訊かれなかった。

　それ以降、ヒスイが返答に詰まるたびにモノシリがヒスイの口を借りて勝手に答えた。モノシリはヒスイよりも龍弦帝国について知っていた。法について、官吏について、皇族の数について。全てを完全に知っているというわけではなく、時々「これ以上は知らない」と突っぱねることもあったが、おおむね彼はよく答えた。

　また、ヒスイが一方的に質問を受けるだけではなく、大臣たちの方からもいくらかの情報が提示された。それにより、ヒスイが輿こし入いれした経緯がだいぶ明らかになっていった。

　ことの始まりは今年の二月である。

　大城壁が開かれ、昨年の使節団が龍弦からディーゼリアに帰還した。使節団は龍弦皇帝からディーゼリア国王への親書を預かってきていた。毎年ほぼ同じ文面だったそれに、今年は『皇女を一人下げ渡す』という旨が記載されていたのである。

　ディーゼリア側は大層困惑した。なにせ、その親書の内容は一方的に皇女と国王の婚姻を取り決めていた。このような暴挙、はっきり言って前代未聞である。

　様々な意見や思惑が錯さく綜そうした。そして、最終的に、ディーゼリアは龍弦の姫を歓迎することにした。

　龍弦帝国という閉ざされた大国と特別な繫がりを持つことができる千載一遇のチャンスだったし、何よりヴィクター国王が乗り気になったためである。

　ちなみに、この歓迎の仕方によっても意見が割れに割れ、結局、財務大臣たちが主張した「皇女入国を、国を挙げての祭典にする」という案が採択されたようだ。

　ちょうど同じころ、龍弦帝国でヒスイは婚姻の勅令を受けた。ヒスイ自身の記憶は乏しかったが、モノシリがはっきりと三月だと証言した。ちょうど、各国からの新しい使節団が龍弦の首都に到着する時分だった、と。

　それから一か月後の四月某日、二月にしか開かないはずの城門が開いた。ディーゼリア側の予定としては、大城壁近辺にある城に皇女一行を招き入れ、歓迎をすると同時にこの婚姻に関する打ち合わせをするはずだった。

　ところが実際には、息も絶え絶えの花嫁が一人きりで置き去りにされた。

　王都クリスフォードから派遣された出迎えの使節団は激しく困惑しつつ、意識のない花嫁を保護して歓迎の宴うたげを開く予定だった城に運び入れた。この使節団にたまたま加わっていた国王付きの秘書官メリル・ナッシングに医学の心得があったため、急きゆう遽きよ『姫』の手当をすることになった。

　かくして、『姫』が男であると判明した。

　メリルは使節団を率いていた外務大臣にのみその事実を伝え、外務大臣は即座に自ら大城壁に向かったが、すでに扉は固く閉ざされいくら叩たたこうと返事が返ってくることはなかった──。

　あとは、ヒスイが以前離宮で聞かされた通りであった。

　これらの認識をすり合わせ、時系列を再三整理して──。ヒスイの意識が疲労のあまり朦もう朧ろうとし始めた頃ころ、ようやく解放された。

　まだ会議を続けるというヴィクターと大臣たちを残し、ヒスイは来た時と同じく侍従長に連れられて離宮に戻る。あたりは真っ暗になっていた。鬱うつ蒼そうとした木々が闇やみを纏まとってさわさわと梢こずえを鳴らしている。

　離宮の正面口では、メリルがじっと佇たたずんでヒスイを待っていた。

　その姿を見た瞬間、ヒスイの中にどっと安あん堵どが溢あふれた。

「メリル……！」

「殿下、お疲れさまでした。さ、中へ。使用人たちは全て下がらせましたので、自由に振舞っても大丈夫ですよ」

　離宮では夕ゆう餉げと湯の支度がしてあった。ヒスイはゆっくり湯ゆ浴あみをして、食堂で食事を摂り、そこでやっと人ひと心ごこ地ちついた。

「……疲れた」

「いかがでしたか、大臣閣下たちとの会談は」

「皆、礼を尽くしてはくれた。しかし、何から何までを一度に訊かれて、本当に疲れた……。しかも、多分、彼らが求めるような情報は提示できなかった」

「それはどうでしょうか。断片的な情報を繫つなぎ合わせてみれば、何か新しい絵が見えてくるかもしれません。まあ、それは陛下たちの仕事なので、ヒスイ殿下が気に病むことではないのですけどね」

　湯浴みと夕餉を済ませたらだいぶ疲れが取れたが、疲れ果てた気持ちはなかなか癒えない。

　寝間着に着替えたものの眠れる気がしなかったので、ヒスイはリビングルームに移動した。そこはゆったりと寛くつろぐための部屋で、ゆらゆら揺れるロッキングチェアや、ふかふかの寝椅子カウチ、石造りの暖炉などが置かれている。寒さが深くなれば、この暖炉の中にタール・クォーツを入れて燃やすのだそうだ。透き通った鉱石が炎を纏っていく姿は、なかなか見ていて楽しいものらしい。

　ちなみにヒスイは、未いまだにタール・クォーツを見たことがない。

「……メリルはまだ休まなくていいのか？」

　ロッキングチェアにすわってぼんやりと天井を眺めていたヒスイは、ふとそう思い至ってメリルに声をかけた。未だ男か女か不明な世話係は、リビングルームの片隅にある椅子に腰かけて何やら分厚い本を読んで寛いでいる。

　いつもなら、メリルはヒスイの夕餉を見届けたあたりで離宮内にある私室に下がるのだが。

「まだもうしばらくは。……おそらく今日は、もう一仕事あるので」

「もう一仕事？」

　ヒスイが首を傾かしげた時、遠くの方で乱暴に扉を開け閉めする音がした。エントランスの方角だ。

　まもなく、荒々しい足音が近づいてきた。メリルが肩を竦すくめて本を閉じた。

「ほら、おいでなさった」

　こんな時間にこんな足取りで離宮を訪れる者など、一人しかいない。

　足音が近づき、リビングルームの前を素通りしそうになった。メリルが立ち上がって扉を開け、廊下に顔を出した。

「陛下、こっちですよこっち。ヒスイ殿下も起きてらっしゃいます」

「──ああ」

　ささくれだった声と共に、ヴィクターがリビングルームに現れた。先ほど王城で会った時と全く同じ服装をしている。衣服を改める暇もなく離宮に直行したのだろうか。

　ヴィクターはヒスイの顔を見るなり、なにやらほっとした顔をした。そして、少し子供っぽい口調で、いきなり宣言した。

「──もう嫌だ。限界だ。余は疲れた。だからしばらくこっちに泊まるぞ！」

　と。
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「もともとこのための離宮なんだ。仕事が行き詰まった時、少しばかり休むための」

　と、ヴィクターが饒じよう舌ぜつに言い訳をしている。ヒスイはそれをしらっとした表情で聞いている。

「無論、本当の本当に多忙になった時は、逃げずにちゃんと王城に詰めるさ。ただ、こう、ギリギリ寝る時だけは安らかでいられるという程度に追い詰められた時、ならばせめてその間は絶対不可侵の安全地帯でゆっくりしたいという……」

「……なるほど。有意義だと思う」

「だろう？」

「ただ、まさかここで国王陛下の夜よ伽とぎをする展開になるとは思わなかったな？」

　ヒスイに宛あてがわれた私室の、広い広い寝台にて。

　微妙な距離感を保ちつつ、ヴィクターとヒスイは向き合っていた。

　この離宮には、ちゃんとヴィクター用の寝室が用意されている。使われていない期間も毎日掃除され、いつなんどき王が逃げ込んでも大丈夫なようになっている──はずだった。

　それが、されていなかったのである。新しく入ったメイドたちの不手際だ。

　発覚したのはほんのついさっき。寝室の鍵かぎを開けに行ったメリルが、シーツすらかかっていない寝台を見て、険しい顔でリビングルームに戻ってきた。

　──今すぐ私が整えてきます。一時間ほどお待ちください。

　とメリルは言ったのだが、極端に疲れている人間というのは他者に余分な手間をかけさせるものを何となく厭いとうもので。

　ヴィクターは一気に何もかもがどうでもよくなったという顔色で、リビングで寝るからそれでよいと言い始めた。

　それに対し、仮にも離宮の主人をそんな所で寝かせるわけにはいかないとメリルは主張し、ちょっとした言い争いになった。そこに、ヴィクターと同じくらい疲弊しているヒスイが思わず口を挟んでしまい、『ヴィクターがどこで休むか』という平和な言い争いは混迷を極め、妙な方向にねじれていった。

　はたして、気が付いたら『いま使える部屋の中で一番広い寝台があるのはヒスイの寝室だから、とりあえずそこで一晩過ごせばよい』という結論に達していた。

　そんなわけで、寝支度を整えた男が二人、一つの寝台の上に座っている。

（……どうしてこんなことになった）

　と、ヒスイは強く思いながら視線をあらぬ方向へ逸そらした。

　寝間着の上にガウンを羽織っただけという、いつになく薄着のヴィクターを直視できない。湯上がりでざっくりと乱された赤毛や、石せつ鹼けんの香りが残る肌が目に毒だ。

　この奇妙な居い心ごこ地ちの悪さは何なのか、ヒスイは全く知らなかった。

（ああくそ、モノシリ。出てきてくれモノシリ。どうやって振舞ったらよいのか教えてくれ）

　心の中で念じるが、モノシリは出てきてくれない。日中に大臣たちとやりあった時は、半ばヒスイの身体からだをのっとるような形で助けてくれたのに。

　ナイトテーブルに置かれたランプが、ヂ、と微かすかな音を立てた。

「夜伽ってなぁ、君……。寝所で危うい言葉を使うもんじゃないよ」

　しかし、ヴィクターは泰然としていた。小さく欠伸あくびをしながらガウンを脱いで寝台近くにある椅子の方へ放り、先に布団の中へと潜り込んだ。多めに積まれた枕のうち一つに頭を沈め、また一つ欠伸。国王陛下はお疲れらしい。

　ヒスイは少しだけ憤慨した。

「夜伽だろうが。こんな、その……王の寝所に侍はべるなど」

「なんだ。そんなに意識していたのか？」

　横になったままのヴィクターが流し目で視線を寄越してきた。目元は色っぽかったが、声も口元も笑っている。茶化している態度だ。

　ヒスイの頰に朱が昇った。

「だ、だって僕はもともと」

「そうだなぁ。……殿下、ちょっと」

　ヴィクターがちょいちょいと手招きをする。ちなみに、龍弦では手招きをする時に掌てのひらを下に向けるが、ディーゼリアでは掌を上に向けるのが普通だ。文化の違いだとはわかっているけれど、ヒスイはどうにもディーゼリア式の手招きに慣れない。なぜか、軽くあしらわれているような印象を抱いてしまう。

　むすっとしながらも王の手招きに応じ、のそのそとそちらに近づいた──次の瞬間、ヒスイは強い力で腕を引かれ、あっと言う間に寝台の中に引きずり込まれた。

「!?」

　何が起きたのか把握するのに数秒ほどかかった。

　使い慣れた寝台の上に、仰あお向むけに縫い付けられた。目を白黒させるヒスイの上に、ヴィクターが覆いかぶさってくる。王の顔は薄く笑んでいた。軽く細められた茶色の瞳ひとみは捕食者の瞳だった。それが真っすぐ、腕の中の獲物を見据えてくる。

「──そうだな、これは夜伽だ」

　いつになく低く、甘く、掠かすれた声。ヒスイは息を詰まらせた。心臓が早鐘を打ち始める。ぞくぞくと全身の肌が粟あわ立だっていく。

「野暮なことを言ってしまったな。危うく、殿下に恥をかかせるところだった」

「ヴィクター……？」

「何も心配せず、力を抜いて身を任せるといい。大丈夫だ、何もしなくていい──」

　ヴィクターの膝ひざがヒスイの脚と脚の間に割って入った。内うち股またに他者の体温を感じ、ヒスイは全身をこわばらせた。

　──別に、男に抱かれるのは初めてではない。故国で何度も凌りよう辱じよくされた。だが、これはあれとは別種のものだ。根本的に違う。何が違うのかうまく言語化できないが、ヴィクターに犯されるのだけは何かが違う。

　ヒスイが抵抗できないでいるのを見て、ヴィクターがふっと笑った。ゆっくりと顔を近づけてくる。石鹼の香りに交じって、彼自身の匂においがする。

　観念して、ヒスイは固く目をつむった。

「──と、まあ、本当に夜伽をするならば、こんな雰囲気になると思うぞ」

　耳に吹き込まれたのは、いつもの通りのヴィクターの声だった。

　ヒスイがぱっと目を開くのと、ヴィクターがくつくつと笑いながら身体をどかすのがほぼ同時だった。

　数秒ほどの沈黙をはさんで、ヒスイは思わず叫んだ。

「からかったな!?」

「いやあ、君は初々しい反応をするな！」

　ヴィクターはごろりと寝転びながら、心底おかしそうに笑った。ヒスイは上体を起こし、ぎりっとヴィクターを睨にらみつける。

「僕の困惑を返せ！」

「はっはっは！　すまんすまん。あのまま就寝しても殿下がモヤモヤするかと思ってな。ここはひとつ緊張をほぐしてやろうと思ったんだが、つい魔がさした」

「本当に抱かれるかと思ったぞ」

「こんな形で殿下を手て籠ごめにするつもりはないから安心しろ。……というわけで、そろそろランプを消して寝ないか？　明日に響くぞ」

「──ッ！」

　ヒスイは何かを言おうとしたが、うまく言葉にできなかった。なので、当てつけのように荒々しい動きでランプの焰ほのおを吹き消して、ヴィクターの隣に潜り込んだ。

　心臓はまだ早鐘を打っている。

（ああ、もう。この男はわけがわからない！）

　これ以上ないくらいの安らぎを与えてくれたと思ったら、こうやって翻ほん弄ろうしてくる。

　暗くなった部屋の中でむくれていると、その気配が伝わったのか、ヴィクターがいくぶんか落ち着いた声で囁ささやいてきた。

「機嫌を直してくれ、殿下。すまなかった。悪ふざけしすぎた」

「……お前はいつもこうなのか？　こうやって、夜伽番の娘をからかって遊んでいるのか？」

　ヴィクターは独身であり、愛あい妾しようもいないことになっているが、二十代半ばの若い国王がずっと独り寝しているわけがない。一夜限りの相手が宛あてがわれているはずだ。

　そう確信しつつヒスイは問うたが、しかしヴィクターは神妙な感じで唸うなった。

「いや……そのような役の娘を抱いたことはないな」

「は？」

「何としてでも王家と繫つながりを持ちたい輩やからが、夜の方面から余を籠ろう絡らくしようと選えりすぐりの美女を差し向けてきたことは何度もあった。が、うっかり手を出してしまうと後々面倒なことになるのは火を見るよりも明らかだったからな。全部追い払った。ちなみに、途中から美女だけじゃなくて美少年も送り込まれるようになったが、同様に扱った」

「……もしかしてお前、不能なのか？」

「失敬な。人並みに性欲くらいあるわ。ただ、お家だのお国だのが絡むと著しく萎なえるのは確かだ。どうも余は、個人と個人でないとダメらしい」

　それは国主としてだいぶ問題があるのではないかとヒスイは思ったが、敢あえて黙った。

　房事は王族としての義務である。たとえどんなに気乗りしなくても、王家のため国家のために抱かなくてはならない相手というのが出てくるのだ。

　そこまで考えて、ヒスイは暗あん澹たんたる気持ちになった。

　ヴィクターの場合、それが『ヒスイ姫』だ。

「……なあ、ヴィクター。だから、今さっき僕を抱かなかったのか？　抱かなかったというか、抱けなかったのか？」

　ヒスイはヴィクターへ、溜ため息いき交じりに問いかける。何が何でも抱いてほしいわけではないが、一応嫁入りという形でここに身を寄せている以上、このあたりはちゃんと把握しておきたかった。

　すると、ヴィクターが首を傾かしげた。

「なんかなあ、殿下の場合はちょっと違う。別に龍弦帝国が殿下の後ろで『早く早く』と足踏みしているわけではないからな。おかしな話だが、おもいっきり国家が絡んでいるというのに、さほどそれが気にならない」

「そうなのか」

「むしろ、もう少しで勃ちそうな気配すらした」

「さらっととんでもないことを言ったなお前」

「だが、我に返った。雑に抱きたくない。どうせなら手順を踏みたい、と。……光栄に思うがよいぞ、ヒスイ・カグヤミヤ殿下。どうやらディーゼリア国王は君を特別大切に扱いたいようだ」

　おどけた口調でそう言って、ヴィクターは喉のど奥で笑った。

　ヒスイはぽかんとしていたが、その意味をじわじわと理解していき、さっきとは違う意味で耳まで真まっ赤かになった。

「……おい、ヴィクター」

「もちろん、無理強いはしない。確かに君は嫁入りしてきたが、嫌ならば遠慮なく拒むと良い。第一、男同士だしな。余は男も女もいけるクチだが、殿下もそうだとは限るまい」

「……」

　ヒスイはしばらく黙った。黙って、考えていた。その沈黙をどう解釈したのか、ヴィクターも口を噤つぐんだ。

　寝室に夜の静けさが満ちる。いつもは一人で眠る寝台の中に、もう一つのぬくもりがある。

　ヒスイは腹を括くくり、言葉を選びながら話し始めた。

「……ヴィクター。僕は、龍弦で酷ひどい扱いを受けていた」

「知っている」

　王は静かに頷うなずく。

　その件に関しては、大臣たちの前で自分の口から証言したし、入国した当初のぼろぼろの身体からだから『ある程度』までは推察されている。

　だからこそ、ヒスイは、なおも言葉を重ねた。

「故国では何度も結婚させられた」

「……その若さで？」

「僕の最初の夫は、黒くて大きな野犬だった」

　さすがに、ヴィクターが息を吞のむ気配がした。

　ヒスイの心が軋きしむように痛む。その痛みに呼応するように一瞬だけモノシリの気配がしたが、特に何もせずに消えていった。自分一人で、この告白を続けなくてはならない。

「酒宴の余興ではあったが、祝言から初夜まで、皆の目の前でやらされた。そういうことをよくやらされた。『夫』は家畜だったり、罪人だったり……。結婚だけではなく、刑罰や拷問の真似事もされた。貴族どもに直接穢けがされることもあった。僕が受けていた『酷い扱い』というのは、そういう類のものだった」

「──何な故ぜ」

「さあ。帝がそれを望んでいたからだと思うが、理由まではわからない。……今まで隠していてすまなかった、ヴィクター。お前の妃候補は、こんなにも汚れた身体なんだ。下町の娼しよう婦ふの方がまだ貞淑だろう。だから、むしろ、僕がお前を拒むというよりお前の方が僕を──」

「ヒスイ」

　一言、名前を呼ばれた。そして。

「──あっ」

　寝台の中で抱き寄せられた。温かい腕に抱擁された。

　ヒスイは軽くもがいたが、抵抗はゆるさないとばかりに強く抱きすくめられる。息苦しいくらいに、力強く。

「……よくぞ、耐えた」

　ヴィクターの声は震えていた。

「よくぞ生きて、ここまで辿たどり着ついて、余と出会ってくれた。君を抱擁できることが、こんなにも奇跡的なことだとは思ってもいなかった」

「……ヴィクター」

「君を幸せにさせてくれ」

　ヒスイは言葉を失った。目を見開き、抱擁されたままヴィクターの方を見ようとする。しかし、ヴィクターが今どんな表情をしているのかわからなかった。

「妃としてでもなく、客分としてでもなく。一人の人間として君を愛し、幸せにしたい。あらゆるものを与えたい。どうかそれを、受け取ってほしい」

「……ならば」

　ヒスイはそっと、ヴィクターの背中に自分の腕を回した。

「手順とやらを教えてほしい。僕は身体だけ暴かれることには慣れているが、そのようなものを与えられたためしがないんだ」

「……君が望むのならば、いくらでも」

　そうして与えられたのは、柔らかく触れるキスだった。

　唇と唇を触れ合わせるだけのキス。少しかさついた、柔らかい唇が触れては離れ、再び合わさる。

　そんなことをしているうちに、何とも言い難い幸福感が沸き上がってきて、ヒスイは頰を緩めて笑った。その頰にもヴィクターが口付けた。

　その晩二人は、ただ抱き合って眠った。

　夢すら見ないほど、深く安らかな眠りだった。
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　翌朝。

　目が覚めた時、すでにヴィクターはいなくなっていた。寝室に取り付けられた時と計けいは、正午ちかい時刻を指している。

　慌てて寝台から起きだし、寝間着の上に厚手のガウンを羽織って部屋から出ると、ちょうど部屋の前を通りかかったメリルと行き会った。

「おはようございます、殿下。ヴィクター陛下が『寝かせてやれ』とおっしゃっていたので起こしませんでしたよ。だいぶお疲れのようでしたし」

「ああ、おはようメリル。気遣いありが──」

　そこで、メリルの眼まな差ざしが妙に生温かいことに気付いた。ヒスイは大慌てで両手を振った。

「いや、疲れていたと言っても、昨夜は特に何も！」

　裏返った声で叫ぶと、メリルが実に柔らかな微笑を浮かべた。

「……陛下と全く同じ反応をするのですね、殿下は。ええ、熟睡できたようで何よりです」

「本当に何もなかったぞ！」

「陛下からも同じことを伺っていますとも」

　と、メリルは頷くのだが、信じてくれているのかどうかがいまいちよくわからない。ヒスイはぱくぱくと口を開閉させてさらなる言葉を探したが、やがて項うな垂だれて嘆息した。羽織っているガウンが肩からずり下がる。

「……まあ、いい。それより、午後は授業をしてくれるのか？」

「ええ、構いませんとも。今日はディーゼリア本国の地理でも勉強しましょうか。ちょうど、昨日きのう殿下が王城に呼ばれている間に街まで出て、白地図を山ほど買ってきたんです」

　基本的にずっと離宮にいるメリルだが、時々、王城の外に買い出しに出ることがある。そして、小説や詩集といった娯楽本や、ヒスイの勉強に必要な細々としたものを買ってきてくれるのだ。

　ヒスイの寝室の前で、二人が午後の予定について立ち話をしていると、ふいに聞きなれない声が飛び込んできた。

「──メリル。警備シフトの、件だが」

　廊下の向こうの方から、大きな人影がのそりと近づいてくる。

　ヒスイは呆気にとられて、その人物を見上げた。

　がっしりとした大男だった。室内だというのに身体をすっぽりと覆う黒いマントを羽織っており、そのマントには近衛兵団所属であることを示す盾形の紋章が縫い付けられている。日に焼けた肌に、短く刈り込んだ黒い髪。全体的に黒い中、左の瞳ひとみだけが血のように赤い。

　しかし、何よりも目を引くのは、その男の右半身だった。右目のあたりから顎あごにかけて、巨大な爪で抉えぐられたかのような深い傷跡がある。そして、その傷で失われたものを補うように、いぶし銀の歯車や螺ね子じでできた装置を取り付けているのだ。

　例えば、右目のあたりはレンズや歯車が複雑に組み合わさった眼帯でおおわれている。右耳の下あたりは、砕けた顎がく関かん節せつの代わりのように蝶ちよう番つがいに似た器具が埋め込まれている。

　人と機械が融合したような、そんな異様な姿をした大男だった。

　男の赤い左目と、機械の右目がヒスイの方を見た。彼は慌てたようにその場に膝ひざをついた。その際、ほんの微かすかに、金属と金属が触れ合うような音がした。

「……殿下」

　ヒスイははっと我に返って、ガウンの胸元を押さえながらメリルの陰に隠れた。この異様な衛兵に自分の性別を悟られるわけにはいかない、と。

　しかし、間に挟まれたメリルが、実にのんびりとした口調で言った。

「そういえば初対面でしたね。殿下、こちらはブラッド。私やケンと一緒に離宮に立て籠こもっていた三人のうちの一人です」

「……ああ！」

　彼がブラッドか。時折名前を聞いてはいたが、なぜか一向に会う気配がなかった最後の一人。

　大男は──ブラッドは微かに頷うなずいて、片膝をついたまま頭を下げた。ディーゼリアの軍人が王族に対して行う最敬礼である。マントに隠れてよく見えないが、片手を胸元に添えているはずだ。

「ブラッド・ナッシングと、申します。お見知り、おき、を」

　どこか言いづらそうにブラッドはそう名乗った。ゆっくりと丁寧なディーゼリア語だったが発音がたどたどしい。口の動きが不自由なのか、それとも異国の出身なのか。

　ヒスイはメリルの陰から顔を出し、ディーゼリア語で応こたえた。前よりもずっとずっと滑らかに喋しやべれるようになっている。

「ああ、宜よろしく。今まで離宮の警備を担当していたそうだな。実に大儀であった。……あれ、ナッシング？」

　どこかで聞いた家名である。

　ヒスイはしばし記憶の糸を手繰り、メリルの方に視線を移した。

「メリルとブラッドは親類なのか？」

　確かメリルのフルネームはメリル・ナッシングだったはずだ。初対面の時にそう名乗られた覚えがある。

　しかし、メリルは首を振った。

「いいえ。この国では、家名がない者はナッシング姓やゼロ姓などを名乗る習わしなのです」

「家名がない……？」

「ブラッドは孤児ですし、私も似たようなものなので」

「なるほど」

　この国について一通り教わったが、まだまだ知らないことの方が多い。王の腹心であるというメリルとブラッドが、特に豊富な知識を有するメリルが孤児というのは意外だったが、それはそれとして、ヒスイはまた一つこの国の知識を得た。

「立っていいぞ、ブラッド。そんなに畏かしこまる必要はない」

「……はい」

　のそりとブラッドが立ち上がる。それにしても巨大な男だった。ディーゼリアで出会った者たちの中でも抜きんでて大きい。まるで熊だ。

　わずかな沈黙。ブラッドは無表情で佇たたずんでおり、何かを言う気配がない。どうやらかなりの無口であるようだった。

「……それで。ブラッドはメリルに用事があるのではなかったか？」

「警備シフトがどうとかと言っていましたね」

　ヒスイとメリルに促されて、ようやくブラッドは訥とつ々とつと話し始めた。

「しばらく、夜の警備を強化する。陛下が、泊まるから」

　ブラッドが喋るたびに顎関節の装置が複雑に動いた。ヒスイは、その歯車の動きに目を奪われた。最初見た時にはグロテスクに思えたが、精せい緻ちな動きがなんとも面白く興味深い。

　そこからメリルとブラッドは警備体制について二つ三つ言葉を交わし、それが済んだらブラッドはヒスイに対して頭を下げて何ど処こかへ行ってしまった。彼が動くたびに、やはり金属が触れ合う音がしていた。

（……あのマントの下に、何かがあるんだろうな）

　そんなことを考えていると、メリルが穏やかに言った。ブラッドの前ではディーゼリア語を使っていたが、いつも通りの龍弦語に切り替わっている。

「──無口で巨大ですが、怖い男ではありませんよ。ああ見えて心優しく真ま面じ目めな軍人です」

「メリル、彼の右半身はなんだ？　いろいろなものが取り付けられていたが」

「彼は事故で大怪け我がを負いましてね、失った身体からだの一部分を機械化しているのですよ。……殿下は恐ろしくありませんでしたか？」

　ヒスイは即座に首を振った。

「いや。驚いたが、むしろ興味の方が強い。あれはどうやって動いているんだ？　顔だけでなく、身体も機械化しているのか？　ディーゼリアが機械に優れた国だとは知っていたが、あんなこともできるとは驚きだ。今度顎や右目を見せてくれと言ったら、ブラッドは気を悪くするだろうか？」

　すると、メリルがふっと微笑ほほえんだ。

「……安心いたしました」

「うん？」

「今までブラッドは、敢あえて殿下の前に姿を現さなかったのですよ。異国から来た殿下が自分を怖がるといけないから、と」

　そういえば以前、ヴィクターが、なぜ出歩かないかとヒスイに問うた時に『衛兵が怖かったか』と言っていた。

「ブラッドのアレは陛下から賜ったもの。彼自身は自分の醜さを誇りにしていますが、同時に、不気味に思われがちだということも理解していますからね。私も陛下も、そしてケンも、殿下を怖がらせることもブラッドを傷つけることもしたくなかったので、できる限りブラッドと殿下が出会うことのないように取り計らっていたのですが……。どうやら杞き憂ゆうだったようですね」

「……優しいんだな、お前たちは」

　ヒスイはぽろっと言った。

　ヴィクター、メリル、ケン。そしてブラッド。彼らは王とその臣下たちという枠組みを超えて、互いに思い遣っているように見えた。主従というより友人のようである。

　龍弦帝国はどうだっただろう。皇族の周りに、気安い臣下というものはいただろうか。

　思い出そうとしたが、記憶には霞かすみがかかっていた。

「優しいというより、互いの踏み込んでほしくない領域を把握しているだけですよ。ヴィクター陛下個人の周りに集まる人間というのは、何かしら抱え込んでいる者ばかりですからね」

「メリルも？」

「ええ。このメリル・ナッシングも。……さて、殿下。昼食を摂りに行きましょうか。いつもより少なめにしておきましょうね。なにせ今日から、王城むこうで特別な晩ばん餐さん会でもない限り、ヴィクター陛下がこちらで夕ゆう餉げを摂るようになりますから。陛下はああ見えて健けん啖たん家かなので、つられてこちらの食事量が増えていきますよ」

「……つられないようにしたいな」

　ヒスイは自分の腹を押さえた。このところ体調が良いせいか、食事が美味おいしく感じられる。そして、そのせいで少し太り始めている。

　毎日の診察を担当しているメリルは『まだ瘦やせの範はん疇ちゆうです』と言うのだが、このままだとあっという間に豚のようになりそうで怖い。

（もっと運動するべきだろうか……。離宮内を隅々まで歩くのを毎日三回ずつ、とか？）

　ヒスイはそんなことを考えつつ、メリルと一緒に食堂へ向かったのだった。
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「そうか。ブラッドに会ったか。なら、そろそろ君も離宮の外に出てみてもいいかもな」

　そう言ってヴィクターは白磁のティーカップを傾けた。

　夕餉が終わってから就寝までの憩いの時間、離宮内にある国王の寝室での会話である。

　ヒスイに宛あてがわれた部屋の倍はある広さの部屋に、豪ごう奢しやな寝台やらやたらと細やかな細工が彫られたテーブルやら、一国の王の私室に恥じない調度品の数々が配置されていた。反面、その一角には作業台らしき傷だらけの木製デスクが置かれていたり、飛行機や潜水艦の模型が天井からぶら下がっていたり、王の私室というより少年の秘密基地のような様相を呈している。

　ヴィクターという男の個性をそのまま具現化したような部屋にヒスイは招かれていた。

　黒こく檀たんのローテーブルの上には、銀製トレイに載せられた二人分のティーセット。しかしその中身はお茶ではなく、ホットショコラというやたら甘い飲み物に少量の酒を垂らしたものだ。

　そのテーブルを挟んでソファーが一対配置されているのだが、ヒスイとヴィクターは向かい合わず、同じソファーに隣り合って座っていた。ヴィクターがそう所望したからである。

　──ははは。テーブル一つ分の距離感が寂しいなあ。というわけでこちらへ、殿下。

　どうやら『手順を踏む』ということの一環らしい。

　特に否やはなかったので、ヒスイは大人しくヴィクターの隣に座って甘ったるい飲み物を啜すすりつつ、他愛もない雑談に興じることになった。ソファーは一人で座るには広いが二人で座る分には少々狭く、互いの腕が軽く触れ合っている。

「ブラッドに会ったことと外に出ることになんの因果が？」

「護衛の問題だよ。君の秘密を知っており、かつ腕が立つ者といったらブラッドしかいない。君がブラッドのあの見た目に拒絶感がないというのだったら、彼をお供に連れて遊びに出ても良いだろう」

「遊びに出るって……どこに？」

　せいぜい王城とその周りに広がる森までかな、と思いながらも問うと、ヴィクターは予想以上の答えを返してきた。

「クリスフォード内ならどこにでも」

「……へ？」

「まぁ、クリスフォード内でも治安が悪い場所があるが、そこはブラッドが適宜判断するだろう。ああ、クリスフォードの外も、事前に余かメリルに相談するのであれば行ってみてもいいぞ」

「待て、ヴィクター。僕がそんなに自由に出歩いても大丈夫なものなのか？」

　龍弦帝国では、皇族はそうそう気軽に出歩かない。たとえ王宮の外に出るとしても、大勢の従者を引き連れて牛車や輿こしで仰々しく練り歩く。間違っても、護衛を一人だけつけて市井に出る皇族はいなかったはずだ。

「大丈夫だ」

　ヴィクターは身を乗り出してテーブルの上のポットへ手を伸ばし、自分のカップへお代わりを注ついだ。ポットの横に置かれた酒瓶も手に取り、その中身を無造作に注ぎ入れる。

　よくぞそんなに飲めるな、とヒスイは秘ひそかに感心した。自分なんてまだ一杯目を半分も飲んでいないのに、純度の高い甘みで頭がくらくらし始めている。

「今までヒスイ殿下を離宮に押し込めざるを得なかった理由の全すべてが消えた。君の体調もすっかり良くなったし、何とか余の目を欺いてヒスイ・カグヤミヤに接触しようと目論む大臣たちを警戒する必要もなくなった。ちゃんと正式に謁えつ見けんさせたからな。語学力も申し分ないと、メリルから報告を受けている」

　ヒスイは素直に頷うなずいた。ヴィクターが龍弦語で話しかけてくれるのでそちらで会話をしているが、実のところ、ディーゼリア語に切り替えても大丈夫だという自信がある。

「そして、ブラッドを護衛につけても大丈夫だというのなら、君をこんな狭い場所に閉じ込めておく道理はない。むしろ自由にこの国を見聞してもらいたい」

「……ヴィクターも一緒に？」

　ディーゼリアの国王陛下は、どうやらちょくちょく王宮を抜け出しているらしい。しかも、護衛すらつけず、誰だれにも行き先を言わないまま。

　この話を初めてメリルから聞かされた時、とんでもない国王がいたものだとヒスイは仰天したものだ。だが、教えてくれたメリルは諦あきらめきった表情をしていた。

　国王の外出癖は一般市民ですら知っているほどの有名な話であり、出先で事件や事故に巻き込まれても自力で危機を脱してしまうので、もはや誰も咎とがめることができないのだと。

　しかし、ヴィクターは眉まゆ尻じりを下げた。

「是非とも一緒に出かけたいんだがなぁ……。この時期はどうにもこうにも」

「忙しいのか」

「忙しいとも。年末年始は行事だの会議だのが詰まっている。今年は戦争中ではないから暇な方なんだが、それでもやるべきことが山積みだ」

「……大変そうだな」

「だから、君だけは是非とも自由を謳おう歌かしてくれ、殿下。……自由はいいものだ。余も、十二歳から十四歳にかけての約二年間、国政から離れて身分を隠し、あらゆる国に行って見聞を広めた。実に楽しかった。あの二年間の経験こそが、今の余を形作っている。……代償も大きかったがな」

　ヒスイは、つい先日習ったことを思い出した。

　王が諸国を漫遊している二年間の間に、国主ではなく貴族が主体となって国を動かす仕組みが確立されてしまったのだ。

　傀かい儡らいの王と化したヴィクターは、なんとかして王権を元に戻す方向へ改革を進めているのだが、軋あつ轢れきが大きく難航しているのだという。

「……っと、すまん。愚痴を言っても飲み物が苦くなるだけだな」

「大丈夫だ、気にするな。忙しい時期をやり過ごしたお前と出かけられる日を楽しみにしている」

「はっはっは。殿下は嬉うれしいことを言ってくださる」

　ヴィクターはからからと笑いながら、無造作にヒスイの肩を抱いた。ヒスイは慌てて自分のカップを両手で持ち、まだ半分近く残っている中身が零こぼれるのを防ぐ。

（……あ、）

　どく、と心臓が跳ねた。ショコラに含まれていた酒精が巡り始めたのか、自分の身体からだが妙に熱い。

　しかしヴィクターはそれ以上何かをするつもりはないようで、肩を抱いたままそれまでと同じ口調で話しかけてきた。

「殿下はどこか行ってみたい所はあるか？　クリスフォードの主な観光名所は一通り習っているだろう。大橋とか、時と計けい塔とか、技術博物館とか」

「な、習ってはいるし、行ってみたいが……どこから行けばいいのかわからない」

　ヴィクターが愛する国について知りたいという動機で諸もろ々もろの勉強を始め、おかげでたくさんの知識を得た。書物で知って、いつか実物を見たいものだ、と思った物や場所は少なくない。だが、いきなり『実際に見に行っていいぞ』と言われても正直困る。

　どんどん広がっていく世界に、ヒスイ自身がついていけていない。

「だから、その……お前の都合がつかないというんだったら、せめてお前が気に入っている所に行ってみたい。何かあるだろう？　これぞ、というものが」

「そうだなぁ……」

　ヴィクターはしばらく虚空を見上げていたが、すぐに「ああ」と声を上げた。

「ちょうど来週、ノースパークで空中レースが開催される。エア・ヴィークルを使った障害物競走だ」

「エア・ヴィークル!?」

　ヒスイは思わず大きな声を出した。

　なんだかんだで、あの日以来エア・ヴィークルに乗せてもらっていない。だが、自由自在に空を駆けまわる楽しさは身体が覚えている。

　ヒスイの瞳ひとみがわかりやすく輝いたのを見て、ヴィクターは目を細めた。

「ああ、エア・ヴィークルだ。ディーゼリア中の名門大学から選手たちが集まって、秋空の下、飛行技術と速度を競う。まだ歴史の浅い大会だが、なかなかに大規模で盛り上がる催し物だ」

「それは是非とも見に行ってみたい」

「おすすめだぞ。……ふむ。確か、今年はケンが主催者側で手伝っているはずだ。観客席を都合してもらえるよう、余から頼んでおこう」

　ケンとも、あの日以来会っていない。どうやら彼はメリルやブラッドと違って、使用人が入ってからは離宮に常駐しなくなったようだ。

（レース、か……）

　どんなものだろう、とヒスイが思いを巡らせた時、柱時計が鳴った。

　ヴィクターの寝室にはどっしりとした大きな柱時計が置かれているのだが、それがボーン、ボーンと低くゆったりとした音色を奏で始める。文字盤を見ると、だいぶ遅い時間を指していた。

「……そろそろ寝る時間だな」

　呟つぶやくように言ってヴィクターはヒスイの肩から手を離した。

　ヒスイはカップの中のショコラを飲み干した。

「では、僕はそろそろ部屋に帰る」

「送って行こうか？」

　からかうようにヴィクターが言う。ヒスイは軽く彼をねめつけた。

「送るほどの距離でもないだろうが」

「気持ちの問題だよ、気持ちの」

　そして本当にヴィクターはヒスイと一緒に立ち上がり、ヒスイの寝室までついていった。

　最小限まで照明を落とした夜の離宮。使用人たちは各々に与えられた私室に下がっており、廊下に人の気配はない。元より静かな城ではあったが、夜間になるとよりいっそう静寂が際立った。

　ここまで静かだと言葉を交わすのも憚はばかられて、部屋の扉の前につくまで、二人は何となく無言だった。

「──じゃあ、おやすみ。ヴィクター」

　ドアノブに手をかけてヒスイはそう言った。

　暗がりの向こうでヴィクターが笑んだ。

「……ああ」

　別れ際、唐突に抱きすくめられた。顎あごを持ち上げられ、唇と唇が触れ合うだけのキスをする。

「おやすみ、ヒスイ。良い夢を」

　ヒスイは束つかの間ま固まっていたが、我に返るや否や、慌てて自分の部屋に駆け込み後ろ手に扉を閉めた。

　一拍遅れて、顔が熱くなっていく。

（いきなりか！　いきなりそういうことするのか、お前は!!）

　扉に背中を預けたまま、ずるずると床にへたり込んだ。

　心臓が破裂しそうだ。触れ合った体温が、彼の匂においが、ヒスイの心の深い部分に刻まれていく。

　そして、そんな清いときめきだけでは済まないのが、この俗な身体の恨めしい所で。

（……今夜もまた、一人で慰めなきゃならないのか、僕は！）

　しっかりと反応してしまった自分自身を見下ろして、ヒスイは情けない思いで顔を歪ゆがめ、観念してその場で衣服をゆるめたのだった。

「……くそ」

　自らを慰める時、脳裏に浮かべるものは決まっている。

　若き国王であるあの男と──どこまでも続く、美しく澄んだ青い空。








15　飛行祭






　ノースパークは、王都クリスフォードの北部に広がる広大な公園である。

　普段は中産階級ミドル・クラスを中心とした市民の憩いの場所として開放されているが、月に一度か二度くらいのペースで貸し切られ、スポーツの大会などが開かれる。

　その日もまた、ノースパークは大いに賑にぎわっていた。

　中心にある広々とした芝生の上にはいくつもの櫓やぐらが組まれている。高さはまちまちで、大人の背丈ほどしかないものから、首をのけぞらせて見上げなければならないほどのものまであった。櫓と櫓はカラフルなロープで繫つながれており、そのロープには矢印が描かれた布が一定間隔で取り付けられている。芝生に隣接した大きな人工池にも数隻の筏いかだが浮かび、やはりそこにも小さな櫓が建っており、ロープで連結されていた。

　そんな不思議な設備から十分な距離をとったあたりに柵さくが置かれており、その外側に多くの人々がごった返している。ほとんどはこざっぱりした格好の中産階級市民だったが、三割くらいは上等な服を纏まとってお付きの者を従えている上流階級市民だった。

　中産階級と上流階級がいる場所もまた柵で区切られており、上流階級市民たちがいるあたりには椅子が並んでいる。対する中産階級市民たちの場所は立ち見席ばかりであったが、笛を吹きつつ焼き菓子だのサイダーだのを売り歩く者がいたりして、こちらはこちらで楽しそうだった。

　また、観客席とは少し離れた所に、ガレージが立ち並ぶエリアがある。櫓と同じく、この日のためだけに建てられた仮設格納庫だ。各ガレージの外壁には大学の校章がペンキで塗られており、多くの学生や大会スタッフが慌ただしく出入りして、レースに向けて最終調整を行っている。

　そのひとつ。王冠と書籍と大おお鷹たかをあしらったマークが描かれたガレージの中には、特に多くの人間が出入りしていた。前年度の優勝校である王立グレートホーク大学である。広々とした庫内には三台の競技用エア・ヴィークルが並び、主催者側技師メカニツクによる最終チェックを受けていた。

「……エンジンよし。機関部よし。緊急用救助ワイヤー……あ、ちょっと傷んでいるな。誰か、予備持ってきて！」

　出入りする人々に紛れて、二人組の来訪者がガレージに入ってきた。一人は黒いコートの大男だ。顔を隠すように襟を高く立てて、右目には黒いシンプルな眼帯を巻いている。もう一人は小柄な東方人だった。上位中産階級アツパーミドルの若者が好んで着るような紺色のブレザースーツに灰色のボトムス。艶つややかな黒髪は後ろでまとめ、紺色のリボンでまとめている。

　ぱっと見は、大学に入ったばかりの良家の御子息とその護衛、といった出いで立たちだ。

　東方人──ヒスイは、行き交う大学生の一人を呼び止めて、丁寧なディーゼリア語で話しかけた。

「すみません。ミスター・ケネス・オズボーンを探しているのですが」

　すると、大学生はすぐに合点したように、一番奥のエア・ヴィークルの方を指差した。

「ああ、君がケンさんのお客さんか。彼ならあっちで整備しているよ」

「ありがとうございます」

　大学生が指し示した方向に行くと、今まさに作業を終えたケンが袖そで口ぐちで汗を拭ぬぐっているところだった。工具がたくさん仕込まれた作業着に、この大会の主催者側であることを示す腕章をつけている。

　彼の周りには他の技師や飛行服姿の大学生が群がっている。それらを押しのけるようにして、ヒスイはケンに近づいていった。護衛のブラッドは、人だかりから一歩離れ、無言で全体を見守っている。

「ケン！　久しぶりだな！」

　ケンがヒスイを振り返った。離宮で会った時もつけていた複雑な眼鏡めがね──多機能ゴーグルと言うらしい──を押し上げて、煤すすまみれの顔でにかっと破顔した。

「よう、ジェイド。お久しぶりぃ」

　ジェイド。これが、ヒスイに与えられた仮の名前である。

　ヒスイ・カグヤミヤ皇女殿下と一緒に龍弦帝国からディーゼリアへやってきた侍従の少年。ディーゼリアでの名前はジェイド・ゼロ──という架空の人物を、ヴィクターが作ってくれた。

　身分としては、国王の友人であるケンとほぼ対等である。だからケンの言葉遣いがだいぶ砕けたものになっているし、ヒスイもできる限り侍従の少年っぽい態度を心がけた。

「思ったより早かったなぁ。ここまでどうやって来たんだ？」

「蒸気自動車で。ブラッドが運転してくれた」

「あはは。どこかの誰かさんほどじゃないけれど、あいつの運転も荒っぽかったでしょ。酔ってない？　オレンジサイダー飲む？」

　どこかの誰かさんというのは、もしかしてヴィクターのことだろうか。飛行狂スカイ・ジヤンキーの国王陛下は、蒸気自動車の運転も大好きだと聞く。ちなみに、離宮を出発してからブラッドはずっと無言だった。ヒスイが話しかければ最低限の返事は寄越すのだが、自分から話しかけることはなかった。

　そんな会話をしていると、それまでケンと話していた大学生たちが、わっとヒスイに群がった。

「え、もしかして君が例の龍弦人？」「あのお姫様と一緒に来たっていう」

　どうやら、ケンはあらかじめヒスイについて周知しておいたらしい。

　若者たちは、口々にヒスイに言葉を投げかけてくる。ディーゼリアにようこそ、とか、お姫様の体調がなかなか回復しないって聞いたけど大丈夫か、だとか。どれも明るい厚意に満ちた言葉ではあったが、ヒスイはたじろいだ。

　聞き取りきれない。また、若者たちはおしなべて体格が良く、取り囲まれると圧迫感がある。

　ヒスイが困惑しているのを察知したケンが、すぐさま割って入ってくれた。

「はいはい、お前らそこまで。あんま怖がらせてやるなよ。せっかくレースに興味を持ってくれたのに、選手が押せ押せで怖いって思いこまれたら嫌じゃないか。あと、ヒスイ姫関連の質問は禁止。王宮からの正式発表を大人しく待て」

　大学生たちはちょっと不満そうな顔をしたが、ケンの言葉に大人しく引き下がった。

　何を隠そう、ケンはこの大学の卒業生なのである。大会スタッフと出場校の学生という以前に、卒業生と在校生という間柄だ。それに加えて、

「我らがフライトクラブ創始者のケンさんに言われちゃあなあ」

　誰かがそう言い、他がどっと笑った。

　ヒスイはほっと胸をなでおろした。

（……ケンがこの道のカリスマで良かった）

　実は、彼は単なる技師ではない。

　エア・ヴィークルの製造元オズボーン社の御曹司にして、エア・ヴィークルを用いたレース競技の発案者。母校のみならず、ディーゼリア中の大学のフライトクラブ設立に携わった功労者なのだそうである。その過程で国王ヴィクターとも面識ができて、大学を卒業してすぐ国王専属の技師として召し上げられた……と、空に魅せられた者にとってはこれ以上ないほど憧あこがれの存在なのだそうだ。

　ケンは多機能ゴーグルをかけなおした。

「さてと……。まだ開会式まで時間があるな。ジェイドのために用意した特別席に案内してもいいけど、どうする？　せっかくだし機体とか見る？」

「見たい」

　ヒスイは食い気味に即答した。

　ケンやヴィクター、ここにいる大学生たちほどではないにせよ、ヒスイだってエア・ヴィークルに興味がある。わざわざここまで来たのだから大会の裏方を見て回りたい。

　少年の熱意が伝わったのか、周りの大学生たちが、おお……、と嬉うれしそうにどよめいた。ケンも口角を上げた。

「オーケイオーケイ。……んじゃまあ、不肖このケネス、説明役を務めさせていただきますよっと。まず、これが今回の大会で使う競技用エア・ヴィークル」

「なんだか鋭い形だな」

　かつて乗せてもらったヴィクターの機体を思い出しながらヒスイは言った。

　大まかな構造はあれと同じだが、先端の部分がとがっている気がする。翼も少し短くて、斜め後ろへ傾いている。ヴィクターの機体が翼を広げた猛もう禽きんならば、こちらは翼を少し畳んだ猛禽だ。

「ジェイドが見たことがあるやつは遊覧向けの汎はん用よう機で、こっちはスピードを出すための競技型だからね。形とか、重量とか、積載できる燃料量とか、全部競技向けに特化している」

　ケンは機体の下部にある蓋ふたを開けてみせる。ヒスイはその中を覗のぞき込み、目を丸くした。

　蓋の中には、ダイヤモンドに似た透明な石がぎっしり入っていた。そのうちの一つをケンが摑つかんで取り出す。道端に転がっているような小石ほどのサイズのそれを持つ指が黒く汚れた。

「見たことあるだろうけれど、これがエア・ヴィークルの燃料、タール・クォーツ。これを燃やした熱でタンク内にある水を沸騰させてね。その蒸気のエネルギーを使って空を飛ぶんだ」

「……初めて見た」

「お、そうか。持ってみる？　手ぇめっちゃ汚れるけど」

　ヒスイが手を差し出すと、ケンがその上にタール・クォーツを置いてくれた。ヒスイはそれをまじまじと見て、指でつまんだ。

　少し爪を立てただけで欠けるくらい柔らかな物質だった。本体は透明なのに、どういうわけだか指が黒く染まっていく。ケンがいつも黒く汚れているのは、この鉱石を扱っているからだろうか。

　この不思議な物質こそが、ディーゼリアを強国たらしめた新世代のエネルギー源である。

「綺き麗れいだな」

「昔は『貧民のダイヤ』って言われていたんだってさ。ま、ダイヤなんて硬いだけで、装飾品になるくらいしか能がない役立たずだと俺は思っているんだけどね。……さて、次はコースについて説明しようか」

　ヒスイから返却されたタール・クォーツを元に戻して、ケンはガレージの外までヒスイを連れて行った。護衛のブラッドのみならず、大学生たちもぞろぞろとついてくる。

　ケンに窘たしなめられて大人しくしていた大学生たちだったが、我慢しきれなかったようで、やや控えめながらもヒスイに話しかけてきた。

「ね、君。エア・ヴィークルに乗ったことはある？」

「……一回だけ」

「へえ！　一人乗り？」

「いや、人に乗せてもらった」

　ヴィクター王に乗せてもらった、と言っても良いのか判断できず、ヒスイは曖あい昧まいに言葉を濁した。すると、大学生たちがなぜか盛り上がったので、ヒスイは面食らった。

（何かおかしなことでも言ったか？）

　すると、大学生たちの間から、モノシリがひょっこりと顔を出した。飛行服を着ていた。

『いや、ただ単に、お前が物珍しいだけだろ。良い意味で』

　それだけ言って、モノシリは搔かき消えた。その一言でヒスイは安あん堵どした。

（……そういえば、モノシリが出てきたのはいつ以来だ？）

　という疑問が脳裏をかすめた時、前を歩いていたケンが立ち止まる。一行は、ちょうどレース会場がよく見える場所に到着していた。

「あれが今回のコース。立体的だろ？　スタート地点はあそこ、ゴールはあそこ。今年は、三機ずつ一斉スタートして単純に速度を競うやつと、一機ずつ飛んでタイムを競うやつの二種目をやることになっている。一機ずつの方は、櫓やぐらに一本ずつフラッグを立てて、それを回収していくんだ」

　ヒスイはコースを眺め渡して、眉まゆを顰ひそめた。

「……上に行ったり下に行ったり、右に曲がったり左に曲がったり、水面ギリギリを飛んだり。とても複雑そうに見えるが、大丈夫なのか？　櫓に当たってしまったりしないか？」

「大丈夫さ！」

　と答えたのはケンではなく、ヒスイのすぐ近くにいた飛行服姿の大学生だった。選手なのだろうか。彼はさっきからずっとヒスイの近くにいて、ことあるごとに話しかけてきていた。

「おれたちはこの日のために何回も練習してきたから、綺麗に飛んでみせる」

「お前は選手なのか？」

「ああ。本選にも出場するし、エキシビションフライトにも出る」

「エキシビションフライト……？」

「閉会式の時、遊覧向け汎用機でゆっくりと会場上空を飛ぶんだ。誰か他の人と一緒にね。大抵はスポンサーとか、ガールフレンドとかを乗せるんだけど……」

　そこで彼は、言葉を区切った。他の学生が、にやにやしながら肘ひじで彼を小突く。

　ケンが一瞬視線を彷徨さまよわせ、ぽかんと口を開けた。他の大学生も『何か』に気付いてざわめき、ヒスイと選手からじわりと距離を取った。しかし、熱心にヒスイに話しかける選手はまるで気付いていない。

「よかったら、君、おれの機体に乗らない？　ええと、ジェイド君だっけ。こんな経験滅多にできないと思うし、どうかな!?」

「僕？」

　その時、ヒスイの真後ろから非常に聞き覚えのある声がした。

「──ほう。確かにそれは、何とも得難い経験だな？」

　ヒスイは心の底から驚いて背後を振り返った。

　今日はお出ましにならないはずのヴィクター・アレク・クリスフォード国王陛下がそこに立っていた。

　濃灰色のスーツにボーラーハット、ダービーハンドルの木製ステッキという、ごくありふれた上流階級紳士の装いをしていたが、醸し出す威圧感が尋常ではない。

　ケンが、あちゃあ、という声を発した。

「ジェイドだけじゃなくて陛下も来るなんて聞いてませんって。どうしたんです？　今日は公務のはずでは？」

「諸事情が重なって暇になったから抜け出した」

　その場にいた者たちが一斉にざわめいた。やっぱり国王陛下だ、と。動揺する群衆の中でただ一人、護衛役のブラッドだけがむっつりと押し黙っていた。

　ヴィクターはゆったりと人々を手で制した。

「非公式の訪問である。騒ぐな。──さて、エキシビションの件だが」

　ヴィクターに視線を向けられ、選手の大学生は明らかに縮こまった。

「せっかくの申し出だが断らせてもらおう。この子に万が一にも何かあったら、余が未来の王妃から責められるからな。君は、誰か他の者を誘うと良い」

「は、はい……っ！　申し訳ございません！」

　見ていて可哀かわい想そうになるほど震えた声で選手は言い、深々と頭を下げた。一介の大学生にとって、王の言葉というのはどんな内容であれ畏おそれ多おおいものだろう。

　ヴィクターは数秒ほど選手を見据えていたが、すぐに柔らかな声を出した。

「そう恐縮するな。さすがにこの子を預けるわけにはいかないが、グレートホーク大学の飛行技術の高さは余もよく知っている。本日もきっと素晴らしい飛行を見せてくれるのだろうと期待している」

「こ、こ、光栄ですっ！　必ずや、陛下の期待に応こたえて見せます……！」

「ああ」

　そこで、ヴィクターは周囲を見回した。

　いつの間にか凄すさまじい人だかりになっている。グレートホーク大学だけではなく、他の出場校の学生までもが集まってきていた。

　国王は言った。

「重ねて言うが非公式の訪問だ。なので、簡便に済まそう。諸君らが、今日という日のために一年間たゆまぬ努力を重ね、様々な工夫を凝らしたことを知っている。選手だけではなく、技師メカニツクや運営スタッフ、応援の学生、主催者であるオズボーン社の社員もな。どうか良き日を。──さて、ケン。余も時間が許す限り観戦したいのだが」

「……はいはい。ジェイド君のために用意した特等席に、陛下もご案内しますよっと」

　ケンが、呆あきれたように肩を竦すくめた。








16　二人だけの特等席






　レース会場から少しだけ離れた場所に展望台を兼ねた風車小屋がある。その最上階が、ケンがヒスイのために用意した特等席だった。

　多少距離があるが、そのぶん会場全体を眺め渡すことができる。一般人はおろか、運営スタッフが近寄ることもない。お忍びで観戦するには絶好の穴場スポットなのだと、ケンは言っていた。

　螺ら旋せん階段を上った先に小部屋があり、広場側の窓を見るような位置に簡素な木のベンチが置かれている。大急ぎで掃除したのか、部屋全体から微かすかに水の匂においがした。

　そんな場所へヒスイとヴィクターは案内された。ケンは運営業務に戻るため、ブラッドは風車小屋の周囲を哨しよう戒かいするために螺旋階段を下りて行った。

　二人きりになるや否や──。

「……!?」

　ヴィクターが無言でヒスイを抱きすくめた。彼の腕の中でヒスイはひたすら困惑する。ヴィクターが持っていた杖つえが、からん、と音を立てて床に転がった。

「……ヴィクター？」

「……」

「なあ、おい。どうした？　僕、何かしたか？」

「……キスしていいか？」

「はあ？」

「キスだ。今すぐしたい」

　ヴィクターの声は低く、どこか切羽詰まっているようにも聞こえた。ヒスイは戸惑いつつも頷うなずいた。いつもは不意打ちでキスしてくるくせに、と。

「いいけれど……」

　言い終わる前に唇を塞ふさがれた。

　それは、いつものキスではなかった。

　白手袋を嵌はめた手で顔を両側から固定され、唇全体を食はまれた。何度も角度を変え、荒々しく食らってくる。性急なその動作に驚いていると、息継ぎする間もなく口をこじ開けられた。

「んぅ……？」

　ヒスイの口の中にヴィクターの舌が押し入ってくる。歯列をなぞり、さらに奥まで入り、ヒスイ自身の舌を搦からめとるように動いた。

　とっさにヴィクターの胸を押して離れようとしたが、ヒスイの手足は痺しびれ薬でも飲まされたかのように動かなかった。呼吸を奪われ、思考が緩やかに霞かすんでいく。体格差の関係で、ほとんどつま先立ちになっているのも、ヒスイが抵抗できない一因となった。

「……ぁ、はっ……」

　ほんの一瞬だけ唇を離された時に息をしようとするが、すぐさま重ねられてしまう。鼓膜越しに脳を犯すような、淫いん靡びな水の音がした。

　互いの唾だ液えきが、粘膜の温度が交じり合う。

　ヒスイはいつの間にか、ヴィクターに縋すがり付きながら必死でキスに応えようとしていた。口付けの経験はほとんどないので、彼の唇や舌を受け入れるくらいしかできなかったが。

　時間が夢のようにとろりと間延びしていく。

　どれほどキスを続けていただろうか。

　遠くの方から歓声が聞こえてきた頃ころ、ヴィクターはようやくヒスイの唇を解放した。名残惜しげに唾液の糸が引いていき、ふつりと途絶える。

　すっかり息が上がってしまったヒスイは、ヴィクターに縋り付いたまま大きな呼吸を繰り返した。

「はっ、はあ……はあ……」

「……すまない」

　耳元でヴィクターが囁ささやくように詫わびる。やはりいつもより低い声だったが、だいぶ落ち着いたようだ。

　ヒスイも自分の呼吸を整えて、ヴィクターの腕の中で文句を言ってやった。

「キスしていいとは言ったが、こんなにしつこいキスまで許した覚えはないぞ」

「本当にすまない。我慢がならなかった」

「一体どうしたんだ、ヴィクター。お前らしくない」

　ヴィクターはバツが悪そうにヒスイから身体からだを離し、床に転がったステッキを拾い上げた。

「……つまらん嫉しつ妬とだ」

「は？」

「君がグレートホーク大の代表選手に口説かれているのを見て、少々頭に血が上ってしまった。余の器が小さかっただけだ」

　ヴィクターはヒスイから視線を外しながら、窓際に設置されているベンチの片側へ座る。

　ヒスイは唾液まみれの自分の口元を手の甲で拭ぬぐって、その隣にどっかりと座った。

「口説かれていたって、エキシビションで一緒に飛ばないかと誘われただけだぞ？」

「君は知らないだろうが、アレはそういう意味の誘いだ。この大会の選手は、試合の合間にエキシビションフライトの同乗者を探す。大抵は交際相手か、片思いの相手か、初対面で容姿が気に入った者だ」

「単純に、僕が物珍しかっただけだと思うけどなぁ……」

「仮に彼本人の意図がそれだとしても、観客はそういう目で君とあの選手を見るぞ。耐えられるか、そんなもの」

　かつん、とヴィクターはステッキを鳴らした。ヒスイは思わず噴き出した。

「……何がおかしい、殿下」

「いや、別に」

　ヴィクターの嫉妬があまりにも率直でわかりやすく、一周まわっておかしくなってしまったのだ。

　本当に強国の国主としてやっていけているのかと疑ってしまうくらい、この若い国王はストレートに感情を表現する。喜びも、妬ねたみも。

　今も、ヒスイに笑われてむっとしている。ヒスイはくすくすと笑いながら、ヴィクターの身体に寄りかかった。

　不意打ちで接触されると心臓が跳ねるが、自分から行く分には大丈夫なのだ。

「ヴィクターが止めに入らなくても、断るつもりだったぞ、僕は」

「……本当か？」

「本当だとも。お前ともまだ一度しか飛んでないのに、そうそう他の奴やつと飛んで記憶を上書きするものか」

　よく考えれば、エア・ヴィークルに同乗するということは、操縦者としっかり身体を密着させて抱き付かなければならないということだ。なるほどたしかに、エキシビションフライトがある種のナンパの場と化すのも頷ける。ヴィクターが妙な悋りん気きを見せたことも。

「……ヒスイ」

「なあ、ヴィクター。お前とまた飛びたいんだけれど、いつになりそうか？」

「……。……そうだな。うまくいけば数日以内には。ただ、そこを逃すと難しくなる。雪が降り始めるからな」

「ああ。ディーゼリアの冬は長く厳しいんだったか？」

「龍弦帝国に比べると。十一月くらいから雪が降りはじめ、二月の末まで王都全体が雪に閉ざされる。雪だけではなく深い霧も出る。煤ばい煙えんを含んだ黒っぽい霧が」

「……この国では霧が黒いのか」

「工業化の弊害だ。酷ひどい時だと、昼間でも夜のように暗くなり、外出が困難になる。そういう時は離着陸をしくじりやすくなるんだ。余のようにちゃんと飛行練習を重ねたエア・ヴィークル・ライダーなら多少コケたところで大事には至らないが、殿下を巻き込みたくはないな」

　そうこうしているうちに、会場の方ではいつの間にか開会式などの式典が終わり、競技が始まっていた。

　各大学の代表選手たちが競技用エア・ヴィークルを操縦して大空を舞う。定められたコースを凄まじい速度で飛び、旋回し、技術を競う。翼が風を切る音がここまで聞こえてきそうだった。

　ヒスイは身を乗り出して窓枠に手をかけた。

「……すごい。自由自在に飛び回っている」

「ケンの尽力によりエア・ヴィークルの大学対抗レース競技が始まって四年目。今年の選手は、大学入学時からクラブに入って切せつ磋さ琢たく磨ましてきた猛者もさだらけなんだろうな。去年よりコースの難易度が高いのに、易々と突破している」

　と、ヴィクターが解説してくれた。どうやら彼は去年の大会も観戦したらしい。

　しばし、二人は会話を忘れて競技に魅入った。

　スタート地点から滑空するように飛び立ったエア・ヴィークルは、まず急上昇して最初のターニングポイントを目指し、その次は墜落するような動きで下降。地面に激突する寸前にぐいっと向きを変え、今度は低空飛行。そのまま人工池の方まで、地面と機体を擦り合わせるようにして飛んでいく。水面に差し掛かると、風圧で水がカーテンのようにめくれ上がっていった。そこから再度上昇し、今度は複雑怪奇に曲がりくねったコースに突入していく──。

　見ているだけで目が回りそうだった。そして、それ以上に爽そう快かいだった。

　ヒスイは知らず知らずのうちに拳こぶしを握りしめた。

（──気持ちよさそうだ）

　そんな思いが、心の内側に沸き上がった。

（僕もあんなふうに飛べたら、どんなに愉たのしいことだろう）

　ヴィクターに乗せられて王都を俯ふ瞰かんするのも楽しかった。だが、それとは別に、自らあの空飛ぶ機械に騎乗できたら、と考えずにはいられない。

　凄すさまじい速度で風を切って、高く高く舞い上がり、この国の空を全身に感じられたら。

　想像するだけで、頭の芯しんがじんと痺しびれていくようだった。

　恍こう惚こつとしながら、ヒスイは無我夢中で大学生たちのフライトを見守った。

　一回のレースはほんの数分で終わる。だが、次から次へと新しいレースが始まる。エア・ヴィークルが三機ずつ、競い合いつつ複雑怪奇なコースを駆け抜けていく様子は、何度繰り返して見ても面白い。

　そして。

　その事故は起こった。

「……あっ」

　スタート時は三機とも順調に離陸したのだが、コースの中盤に差し掛かったあたりで、そのうちの一機が大きくバランスを崩したのである。先頭を走る機体から何とか首位を奪い返そうと躍起になっていたエア・ヴィークルだ。

　ヒスイは窓ガラスに額が当たるほど身を乗り出した。

　バランスを崩したエア・ヴィークルは、崩れたまま無理に飛ぼうとしていたが、あっという間に制御を失って地面に向かって行った。その隙に先頭争いをしていた機体は取り返しようもないくらい先に進んでしまったし、最後尾だった機体にも追い抜かれた。

　直後、ヒスイは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　墜落していく機体を追い抜いた最後尾の機体が、ぐるっと旋回してコースを逆走してきたのである。そして、その機体の先端部からワイヤーが射出された。ワイヤーは目にも止まらないスピードで墜おちゆく機体に追い付き、翼全体に巻き付いた。

　ワイヤーを放った方のエア・ヴィークルが、コースを無視してぐんぐん急上昇し始めた。空中でワイヤーがぴんと張りつめ、結果、バランスを失った方のエア・ヴィークルは地面と激突せずに済んだ。そのまま大人しく牽けん引いんされていく。

　二台のエア・ヴィークルがコースを外れ、スタート地点まで戻ったあたりで、ヒスイはヴィクターの方を振り返った。

「ヴィクター！　今の。今の見たか!?」

「ああ、見たとも。見事な救出だった」

　ベンチに優雅に座るヴィクターは、そう言って神妙に頷うなずいた。

　ヒスイは重ねて問いかけた。

「最初に崩れた方はともかく、助けた方はどうなるんだ？　ゴールできなかったが」

「救助された側もした側も失格扱いになるはずだ。レースをやり直すことはできない」

「そんな……」

「勝敗よりもライバルの命を優先した、賞賛すべき行為だよ。競技の上では敗者だが、心意気は王者チヤンプも同然だと言っていいだろう。エア・ヴィークル・ライダーの間ではしばらく英雄扱いされるだろうな」

「そういうものなのか……」

「そういうものさ。これは戦いではなくスポーツの一種なんだから。ああ、王宮を抜け出してまで見に来てよかった。素晴らしい場面を見ることができた」

　ヴィクターは満足そうだった。ヒスイはもう一度、広場の方へ視線を戻した。無事に助けられたエア・ヴィークルと、助けたエア・ヴィークルと、唯一ゴールしたエア・ヴィークル。それぞれに人が群がっていて、ちょっとした騒ぎになっていた。

　ケンや、ケンと同じ腕章をつけた技師たちが事故を起こした機体のチェックに取り掛かっている。それに乗っていた選手もどこかを怪け我がしたらしく、他の学生に肩を貸されて何処かへ去っていった。その後を、残り二名の選手が追いかけて、何やら気遣うそぶりを見せている。

　ヒスイは、ぼんやりと龍弦帝国の風習を思い出していた。

　龍弦にも弓射や馬術などの運動競技はあったが、勝負を捨ててまで敵を助けるという話は聞いたことがない。勝者は勝者、敗者は敗者。勝った者には褒美を、負けた者には罰を。龍弦での競技は、そういう殺伐とした雰囲気のものが多かった気がする。

（……褒美）

　連鎖して嫌な記憶が蘇よみがえりそうになり、ヒスイは慌てて首を振って回想をやめた。故国のことを思い出しても、故国とディーゼリアを比べても、何も良いことはない。

「……どうした、殿下。具合でも悪くなったか？　離宮に戻るか？」

　ヴィクターの声。これにより、ヒスイは完全に追憶から脱し、現実に戻ってきた。

「大丈夫だ。……それよりヴィクター、ここまでどうやって来たんだ？　従者が一人も見当たらないが」

「なんだいきなり。そして今更。言っただろう、非公式の訪問だと」

　ヴィクターはなぜか、得意げな顔をした。

「余はお忍びの名人だからな。乗合馬車を乗り継いで来た」








17　冬の始まりの、長い一日






　十一月に入ったあたりから、ディーゼリアは急に冷え込み始めた。

　例えば、早朝。いつもより早めに目覚めたヒスイが窓辺に寄ってみると、ガラスの内側がうっすらと結露している。そのまま窓を開けてみれば、冷たい空気が寝室の中に入ってきた。きん、という音でも立ちそうな硬い冷たさがヒスイにとっては物珍しく、心地よい。

　ヒスイがこの国に来てから初めての冬が始まろうとしていた。

（雪……は、まだ降らないよな？）

　朝起きて窓を開けて空模様を確認するのがヒスイの新たな日課になった。

　雪が降ったらエア・ヴィークルに乗せてもらえない。雪が降っていなくても、風が強かったり雲が低く垂れこめていたりしたらヴィクターが首を横に振る。そのヴィクターも、徐々に公務が忙しくなったようで、夜遅くに離宮に帰ってきて朝早くに王城に赴く日が増えてきた。

　そんなわけで、ヒスイの望みに反して、再び空を飛ぶ日がなかなか訪れない。

（こんなことになるんだったら、あの大会の日、エキシビションフライトの誘いを受けていればよかったな……）

　と、ヒスイは思ったりするのだが、口に出したりはしない。その代わりにヒスイは空を見る。日を追うごとに低彩度の冬空に近づいていく王都の空を。

「──殿下。お風邪を召しますよ」

　ある朝。

　いつも通り起床して窓を開け、ぼうっと空を眺めていたら、起こしに来たメリルに軽く窘たしなめられた。

　ヒスイは大人しく窓を閉めた。

「おはようメリル」

　メリルの方を振り返り、ディーゼリア語で朝の挨あい拶さつをした。ここ最近、ヒスイは普段から龍弦語ではなくディーゼリア語を使うよう心がけていた。時々発音や語法を間違えることはあるが、日常会話程度だったら難なく使いこなせるようになったからだ。ヒスイがディーゼリア語を使えば、ヴィクターやメリルも自然とそっちを使うようになる。

　今や、モノシリと会話する時くらいしか龍弦語は使わなかった。

「おはようございます、殿下。朝あさ餉げはいつも通りの時間でよろしいですか？」

「ああ。……ヴィクターは？」

「すでにお発たちです」

　ヒスイは肩を落とした。今日もヴィクターは忙しそうだ。

　そんなヒスイへ、メリルは苦笑いしながら言った。

「でも、今日は昼過ぎには一度お戻りになるそうですよ。午前で公務を終わらせてやると、鬼気迫る様子で宣言しておいででした」

「本当か？」

「ええ。ついでに、ケンにエア・ヴィークルの点検をしておくようにと命じていましたよ」

「本当か！」

　いったん沈んでいたヒスイの気持ちが、一瞬で高く舞い上がった。

　ケンは国王専属の技師メカニツクだが、メリルやブラッドのように常に王城に詰めているわけではない。普段はどこか別の場所にいて、ヴィクターの用命に応じて即座に馳はせ参さんじる。そのケンを呼び出したということは、つまりはそういうことだろう。

　拳こぶしを固めて喜ぶヒスイへ、メリルが言葉を重ねた。

「それで、殿下。申し訳ないのですが、本日の授業はなしにして構いませんか？」

「うん？　いや、構わないが……珍しいな」

　今までもメリルによる授業がなくなった日はあったが、いずれもヒスイの方から提案しての休みだった。メリル側から言い渡されるのは珍しい。

　すると、メリルは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「ちょっと、城下に出る用事ができてしまったもので。戻りは夕方ごろになるかと」

「そうか、わかった」

「ブラッドは離宮に詰めておりますし、もうしばらくしたらケンもガレージに来るはずです。話し相手が欲しくなったらそちらにどうぞ」

　ヒスイは頷うなずいた。

　ブラッドとは時々話すようになったが、正直会話は弾まない。ブラッドが無口すぎるせいだ。何か話しかけても、無言で頷いたり首を振ったりするか、一言二言だけの返事を寄越してくることが多い。別にヒスイに何か含みがあるわけではなく、元々そういう性格らしい。おかげで、未だにヒスイはブラッドの人となりがよくわからない。

（話すとしたらケンだな）

　ヒスイはそう思いながら、思いっきり伸びをした。
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　ヒスイが身支度をして朝餉を済ませるのを見届けてから、メリルは退出していった。

　広い離宮の中で、ヒスイはぽつんと取り残される。使用人たちがいることにはいるが、彼らはヒスイに極力かかわらないよう王から命令されているので、視界に入ってくることすら稀まれだ。

　使用人に本当の性別を悟られないよう、念のため女物の室内着を使うようにしているが、正直、男の装いで過ごしても問題ないのではないかとヒスイは思う。というのも、当初は「女物の服の方が龍弦帝国の衣服と似ている」という理由で特に抵抗を感じなかった女装が、ディーゼリアの文化に染まるにつれ、だんだん不安になってきたのだ。

　いくらディーゼリア人より小柄で中性的な龍弦人とはいえ、長きにわたった栄養失調のせいで実年齢より成長が遅いとはいえ、ヒスイはれっきとした成人男性である。もしかしたら、この格好は非常にちぐはぐなのかもしれない。

（ヴィクターやメリルに訊きいても『大丈夫だ似合っている』と言うばかりだからな。……うん、ケンだ。今日、ケンに訊いてみよう）

　と、ヒスイは秘かに決意する。ケンならば正直に答えてくれるだろう。

　さて、そのケンが来るまで、まだまだ時間がたっぷりとある。ゆうに二時間くらいはある。

　ヒスイは自室にて暇を持て余した。

「……モノシリー」

　ダメ元で呼ぶが、返事はない。最近、モノシリが出てくる頻度ががくっと下がった気がする。時々気配は感じるので消えたわけではないようだが、前みたいにちょくちょく姿を現すことはなくなってきた。

　ヒスイは溜ため息いきをついて、自室の隣──勉強部屋に移動した。本でも読もうかと思ったのだ。あの部屋には、まだ触ったことすらない本が何十冊もある。

　いつもメリルと一緒に過ごす部屋に、今日ばかりは一人きり。ヒスイは、巨大な本棚を隅から隅まで見て回った。

「ええと、経済学エコノミクス、政ポリテイ治カル・サ学イエンス、統計学スタテイステイクス、……これは何だ？　ああ、解剖学アナトミーか」

　片っ端から本を抜き取ってぱらぱらめくってみるが、内容が難しすぎてすぐに戻した。

　メリルが言うには、現在のヒスイの学力はディーゼリア基準でいうと中等教育の半ばに差し掛かったところらしい。だいぶ物事はよくわかってきたが高度な知識はまだないのだ。例えば、ディーゼリアの歴史は大雑把に学んだが細かい出来事についてはまだ知らない、といった具合である。

　ヴィクターとヴィクターが愛しているこの国について知りたいと思って学び始めたが、まだまだ国王の視座には程遠い。

（……この離宮は丸ごとヴィクターの私室みたいなものだから、あの男もこれらの本を読んでいるんだよな、多分）

　そう思うと、少し悔しい気持ちがした。自分にはちんぷんかんぷんの難しい本を、ヴィクターは個人的に所有し、ちゃんと読んでいる。

（おかしいな。知れば知るほど、学べば学ぶほど、知らない物事が増えていく……）

　心の中でぼやきながら、ヒスイは、本棚の一番隅にあったそれを何気なく引き抜いた。

「……ん？　なんだ、これ」

　他の本と同じように並べられていたが、どうやらこれは本ではない。スクラップブックだ。表紙にはタイトルや日付を書く欄があるものの空白のままで、しかし中身はずっしりと重い。

　ヒスイは立ったままスクラップブックを開いてみた。厚手の紙に、新聞記事の切り抜きがパズルのようにぎっしりと貼られている。新聞の紙質やフォントに差があるあたり、複数の新聞社の記事を寄せ集めたもののようだ。

（……王族や貴族に関わる記事ばかりだな）

　上品で堅い文面のものもあれば、やたらとセンセーショナルな内容を俗語交じりに書き立てたものもある。何々伯爵が領地の一部を競売に出しただの、何々子爵の家で正妻と愛人が大立ち回りを演じただの。

　一番多いのは、やはりヴィクターについて書かれた記事だ。どこぞの国を植民地にした、新しい法律を作った、何らかの式典に参加した、下町のバーで酒を飲んでいるところを目撃された──。

（……お忍び、思いっきりバレているじゃないか）

　ヒスイはだんだん楽しくなり、夢中になってスクラップブックを読み進めた。近代史の授業では教えてくれないような、こまごまとした出来事がたくさん書いてあった。

　そして、最後の方のとある記事を見て。

　ヒスイはスクラップブックを取り落とした。
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　離宮に隣接した所に建てられているガレージには、ヴィクターが個人的に所有している自動車やエア・ヴィークルなどが格納されている。機械油やゴムタイヤなどの臭いが入り交じった、独特の空気が満ちる場所だ。

　その片隅には整備エリアがあり、今まさにケンがそこでエア・ヴィークルの点検をしていた。船首部分を大きく開き、その中に上体ごと突っ込むような体勢になって、内部を何やら弄いじっている。

「──で、どうしたんです？　姫さん。さっきから神妙な顔で押し黙っちゃって」

　作業をしながら、くぐもった声でケンが聞いてきた。機体内部に彼の声が反響し、まるでエア・ヴィークル自体が喋しやべっているようである。

　ヒスイは、そのすぐ近くに座っていた。木箱から背せ凭もたれが生えたような、良く言えば素朴な、悪く言えば粗末な椅子である。小柄なヒスイがギリギリ腰を落ち着けられる程度の大きさだ。誰かが手慰みに作った子供用の椅子だろう。

「……あー……」

　何と切り出していいかわからず、ヒスイは意味をなさないぼんやりとした声を上げた。一方、ケンはそれ以上しつこく追及するでもなく、無心で機体を弄っている。

　やがて、意を決して、ヒスイは口を開いた。

「その、ちょっと気になることがあってな」

「へえ、気になること」

「気になることっていっても、いつから気になっているかと言えばほんのついさっきからで、ずーっと気にしているというわけではないんだが、逆に言えばまだ心の整理がつかないというか飲み込めていないというか」

「言い回しがグダグダというか、やわやわというかですねぇ。そんなにグルグル悩んでいるんだったら吐き出しちゃえばいいんじゃないでしょうか？　俺で良かったら聞きますよ。内容によってはホントに聞くだけになっちまいますけど」

「……ケンはヴィクターの腹心だよな」

「ん？　ええ、まあ、そうですね。光栄なことに」

「メリルとブラッドも、特別な臣下なんだろう？」

「そうっすね。俺ら三人、生まれも育ちも得意分野も全く違いますけれど、何らかの形で陛下と知り合って、特別親しくさせてもらってます」

「三人とも国王の愛人だというのは本当か？」

　がぃん、という凄すさまじい音が響いた。ケンがどこかに頭をぶつけた音である。

　ケンが機体から上体を引っこ抜き、ものすごい勢いでヒスイの方を振り返った。ぶつけた拍子に割ったのか、トレードマークの多機能ゴーグルのレンズに一条のヒビが走っている。

「ちょ、ま、姫さん!?　それ、誰だれから聞きました!?」

「否定しない、ということは本当なのかケン！　本棚に入っていたスクラップブックに、そういう新聞記事があったんだ」

　あのスクラップブックの中で最もセンセーショナルな切り抜きだった。一読したヒスイはそのままスクラップブックを取り落とし、しばらく動けなくなったくらいだ。

　粗悪な紙に俗語交じりの文面、そしてご丁寧にも挿絵がついていた。全く似ていなかった気がするが、衝撃的すぎて覚えていない。

「なんでそんなものが離宮に!?　ああ、違いますって。断じて違いますって!!　俺ら、そういうアレじゃありません!!」

　両手と首をぶんぶんと振って、ケンは力いっぱいヒスイの言葉を否定した。

　半信半疑のやや信寄りだったヒスイは、それでも安心できず、なおも問いを重ねた。

「ヴィクターが妃選びすらしなかったのは、三者三様のお気に入りたちとよろしくしているからだと書いてあったぞ。通例ならば愛あい妾しようくらいにしか与えない、王の寝室へ自由に出入りする特権。当代においてそれを与えられているのはこのお気に入り三人だけだ、つまり彼らは愛妾だ、と」

「だーっ！　それ、根も葉もないゴシップですってば！　そんなもん信じないでくださいよおおおお」

　ケンが頭を抱えて天井を仰ぎ絶叫した。

　それでもなおヒスイが不安がっていると、整備中のエア・ヴィークルの翼の上にモノシリが姿を現した。久しぶりの出現だった。ただ、その輪郭はひどく不安定で、手足の先なんかは完全に霞かすんでいる。辛うじて人の形をとっているのはわかったが、誰の姿を模しているのかはまるでわからなかった。

『……とりあえず、こいつの言うこと信じてやれよ。噓うそをついている態度じゃないぜ、これ』

　声も、以前より不ふ明めい瞭りような気がした。ヒスイは思わず、他人ケンがいるのも忘れてモノシリに話しかけようとしたが、その前にさっさとモノシリは消え失せた。

　後には、奇妙な安心感だけが残る。まるで直接精神状態を操作されたかのような、唐突かつしっかり定まった安心感が。

「……わかった。あれは噓八百だったんだな」

　ヒスイがぽつりと言うと、ケンが大おお袈げ裟さな身振りで激しく頷うなずいた。

「そうです。噓八百です！　下層の新聞記者がでっちあげた傍はた迷めい惑わくな作り話です！　俺は女の子が好き!!」

「ずいぶんと高らかに宣言するなぁ」

「だって、その記事が出されたあと、そりゃあ苦労したんですよ。俺たち。いや、俺たちというか、俺が。俺一人が。メリルは基本的に王城から出ないし、ブラッドはあんなんだし、ヴィクター陛下はヴィクター陛下だしということで、ゲス～い問い合わせは全部俺に殺到したんですよぉ……！」

　言われてみて、ヒスイは想像した。

　なるほど、その四人の中だったらケンが最も話しやすいだろう。

　ケンはしばらく唸うなっていたが、やがてがっくりと肩を落とすと、気を取り直したように機体に上体を突っ込んで作業を再開した。ヒスイは若干申し訳ない気持ちになった。

「……すまない、ケン。古傷を抉えぐってしまったな」

「いや、いいんですよぉ……。悪いのは記者と編集デスクですし。それに、俺らが王のプライベートに踏み入る特権を貰もらっているのは事実ですし」

「でも愛妾ではない、と」

「勿もち論ろんです。万が一、陛下からそういう命令を下されても、俺は断固として拒否しますよ。……まぁ、陛下にどっぷりと心酔しているメリルとブラッドはどうだかわかりませんけど」

　ケンは溜息をついた。それがまた微妙に反響した。

　ヒスイは眉まゆを顰ひそめた。

「心酔、しているのか？　メリルとブラッドが、ヴィクターに？」

「ええ。俺ら三人は並べて扱われることが多いんですが、あの二人はちょっと飛びぬけています。……あ、いや、逆か。俺が一歩引いているだけか。まぁどちらにせよ、メリルとブラッドはそれぞれ『ヴィクター陛下がいなかったらまともな人生を歩めなかった』という境遇ですからね。心酔もするでしょ」

　ヒスイは目を丸くした。

　それは、自分とよく似た境遇ではないだろうか。ヒスイもまた、ヴィクターによりまともな人生を与えられた身の上だ。

（……僕だけではなかったのか）

　ヒスイは口を尖とがらせた。なんだか胸の内側がもやもやとしていた。

　その感覚は一瞬だけ消失したが、すぐさま何事もなかったようにヒスイの中に再び広がった。どうにもこうにも、居い心ごこ地ちが悪い。

（不愉快……いや、違う。そこまでではない。なんだろう、これは。ええと……そうだ。『面白くない』だ。これが近い）

「──どういう身の上なんだ、あの二人は」

　ヒスイはケンに訊きいてみた。そうすれば、このもやもやが少しは晴れるのではないかと思ったからだ。

　がちゃがちゃと作業を続けるケンから、くぐもった声が返ってきた。

「ブラッドは最下層の貧民街出身です。故郷から這はい上がって国軍に入隊し、第三次アメリア内乱にも派遣された叩たたき上げの軍人だったんですが……あ、知ってます？　第三次アメリア内乱」

「ええと……五年くらい前にアメリア大陸全域を占める属領が独立を求めて蜂起した事件だな」

「正解っす。そんでまあ、ブラッドなんですが、その内乱の凱がい旋せんパレードの真っ最中に爆破テロに巻き込まれて、身体からだの右半分が吹っ飛ぶ重傷を負いました。血筋もなければ学もない無姓ナツシングの一兵卒、そのままロクな治療も受けられずに死ぬルートに入りかかりましたが、そこにヴィクター陛下が介入したわけです」

「助けてやれ、と？」

「そうそう。まあ、端的に言えば『身分がある者は優先的に助けるが、それ以外は後回し』みたいな状況だったようで、陛下はそれを見み咎とがめたそうです」

「ふむ……」

「ブラッドは無事生還、失われた体の部位も機械化。ちなみにこの機械化処置、未だに実験段階なんですがね。ブラッドを助けるためにはこうするしかなかったみたいです」

「ああ、彼の右目と右顎あごのあれだな」

「右腕と右脚もね。ブラッドはこういう経緯で、それ以来、陛下に山よりも高く海よりも深い忠誠を誓っています」

「なるほどな。……メリルは？」

「メリルは、ええと、これはどこまでなら言っていいのかな……。あの人はちょっと厄介な血を引いていて、生まれた時から幽閉生活を送ってました。それを陛下が解放したってわけですね」

「もしかして、メリルがナッシングと名乗っているのは、その厄介な血とやらから縁を断つためか？」

「そういうことです。ブラッドとは逆の意味で『身分のせいで生きていられない』ってところから救い出された形ですね。そんなわけで、メリルも陛下に傾倒してます。……ああ、そうだ。これ、姫さんにいつか言おうと思ってたことなんですけど」

　ケンは作業の手を止めて、ヒスイの方を振り返った。ひび割れたゴーグル越しに、くすんだ金の瞳ひとみが真っすぐこちらを見つめてくる。

「メリルは、ちょっとばかり政治的に偏った思想の持ち主です──生い立ちがアレなので仕方ないことではあるんですけど。あいつもそれは自覚していて、殿下に特定の思想を吹き込まないように注意しながら講義をしているようですが、もしかしたら滲にじみ出でているかもしれません。一応、忠告までに」

「偏った思想……？」

「ひらたーく言えば『国王が政治的主権を余すところなく握るべきだ』と奴やつは考えています」

　ヒスイは首を傾かしげた。べきも何も、皇帝や国王が権力を握るのは自然の摂理であり、それ以外の形などありえないのではないだろうか。

　ヒスイが困惑しているのを見て、ケンが苦笑した。

「そんな難しい顔しないでくださいよ」

「ケンは、その考えがおかしいと思っているのか？」

「いえいえ、俺も大きなくくりでは王党派ですよぉ。けど、世の中には違う考えの人間もいるってこと、心の片隅に留め置くことが大事です。……姫さんにこういうこと言えるの、多分俺だけでしょうから。メリルはああ見えて過激派っぽいところあるし、陛下は思いっきり当事者だし、ブラッドはあまり難しいことは考えないタチだし」

「……ええと」

「ま、一介の技師メカニツクの戯たわ言ごととして聞き流してくれてもいいですよ。こういうのは姫さん自身の中でゆっくり考えていくのがベストだと俺は思うんで」

　ヒスイは首を傾かしげながらも、なんとなく頷いた。

　正直、よく分からなかった。こういうことを考えるには広い知識が必要であり、そしてヒスイは圧倒的にそれが足りなかった。

　空気を変えるためか、ケンがおどけた口調で訊いてきた。

「そんなことより。離宮生活はどうですか？　何か面白いこととか、気になることとかありますか？」

「気になること……あっ」

　そういえば、もう一つ、ケンに訊きたいことがあった。

　ヒスイは椅子から立ち上がって、スカートを軽くつまんだ。

「なあ、ケン。この装い、おかしくないか？　今まで何となく着ていたんだが、その、ちぐはぐなのではないかと……」

　多機能ゴーグルの奥でケンが瞬きをした。

「……布の色とかデザインとか、そういう話ではなく？」

「もっと根本的なことだ。僕が女物の服を着ていること自体についてだ。ヴィクターやメリルは特に何も言わないんだが……」

「そうですねぇ。正直に言っていいっすか？」

　ヒスイはごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「……良いぞ」

「ギリセーフです。確かにちょっとだけ違和感ありますけど、人種が違うしこんなもんかな？　で納得できる範囲です。ディーゼリアには、もっとゴツい女の子なんて山ほどいますよぉ」

　ヒスイはほっと息をついた。

「なら、いい。違和感がないならいい」

「嫌なんですか？　その格好」

「好きでもないが嫌いでもない。……ああ、でも、何度か紳士の格好をしたが、あっちの方がしっくり来る気がしないでもない。その程度だ」

「うーん。男装趣味のお姫様って路線に変更するのもアリな気がしますけどね。そこらへんは陛下と相談してくださいや」

　そう言いながら、ケンはエア・ヴィークルの整備作業を再開させた。

　ヒスイはそれを見ながら、ヴィクターが離宮へ戻ってくるのを待った。
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　エア・ヴィークルの整備が終わり、ヒスイはケンと一緒に昼の軽食を摂った。それからさらに数時間して、そろそろ日が傾き始めるといった時間帯に、ようやくヴィクターが帰ってきた。

「……昼過ぎに戻るつもりが、予想外に長引いた。全く、この時期は面倒事が重なる」

　とヴィクターは愚痴っぽく言ったが、その表情はせいせいとしていた。いつもの黒い軍服ではなく、カーキ色の飛行服を着ている。向こうで着替えてきたのだろう。

　離宮のエントランスホール。いつもはヒスイとメリルで出迎えるところだが、今日はヒスイとケンという組み合わせで出迎えた。

「お疲れ様っす、陛下。エア・ヴィークル、きっちり磨いておきましたよ」

「ああ、礼を言おう。こういう日は飛ぶに限る。殿下……も、準備万端なようだしな」

　ヒスイは胸を張った。ヒスイもまた、あらかじめ飛行服に着替えておいたのだ。髪も自分で一つにくくった。メリルがいなくても身の回りのことを一通りこなせるのだ。

「日没が早くなったのだろう？　準備に手間取ってしまっては時間がもったいない」

　得意げに言えば、ヴィクターが微笑ほほえましそうに目を細めた。

「良い心がけだ」

「そんじゃ、陛下も姫さんも、ポートに移動しますか」

　エア・ヴィークルは、その機体と同じ広さの平地があれば離着陸できるが、安全に飛ぶのならば広い所から発って広い所に降りたほうが良い。この離宮の場合、ガレージ近くの広場が最もヴィークルポートに向いていた。

　エントランスから出て庭を抜ける。

　歩きながら、ふと思い出したように、ヴィクターがケンに話しかけた。

「そう言えば、ケン。今年はウィンターハウスに来るのか？　オズボーン家自体には招待状を送ったはずだが」

「あー……まだ親父おやじや兄貴と意見をすり合わせている真っ最中ですが、多分フル日程で伺うことになると思います。どーぞよろしくお願いします」

「わかった。まあ、現地では立ち話する余裕すらないと思うが、お互い頑張ろう」

「はーいイエス、国王陛下ユア・マジエステイ……」

　ケンは溜ため息いき交じりにしんなりとした声を出した。ヴィクターもまた、少しばかり遠い目をしている。

　ヒスイはその二人に訊きいた。

「なんだ、ウィンターハウスって」

「端的に言えば、心の底から面倒くさい行事だ」

　と、ヴィクターが答えた。

「別名は王家の冬季ロイヤル・ウイン休暇ター・バケーシヨン。だが、あんなの余からしたら仕事も同然だ。毎年十二月の半ば頃に、王家所有の別邸に上位貴族や特別な功績のある平民を招待して、七日間にわたって親交を深めるんだ。この会場となる別邸をウィンターハウスといい、行事そのものも同じ名前で呼ぶ」

「ま、いわゆる社交界ってヤツです」

　と、ケンが補足した。

　社交界というのはヒスイも知っている。ディーゼリア上層部の文化だ。

「俺ら招待客からしたら、クリスフォード家のゴージャスなお屋敷に宿泊して贅ぜいの限りを尽くすという夢みたいな催し事ですがね。招待されるだけでも名誉なことですし。でも、ホストである陛下にとっちゃ気が休まらない七日間ですからねぇ」

「気が休まらないどころか、ほとんど眠れん。賓客と一通り言葉を交わすだけで膨大な時間を食うのに、やれ歌劇だのダンスだのボート遊びだの……。毎年、五日目あたりになると頭が朦もう朧ろうとしてくる」

「た、大変だな……」

「そーだ、陛下。姫さんは連れて行かないんですか？」

　と、たった今思いついたという口調でケンが訊いた。ヒスイは突然のことに目を瞬かせ、ヴィクターは渋い顔をした。

「……皇女殿下は未まだ療養中の身ということになっているだろうが」

「あ、いえいえ。王妃候補殿下としてではなく、ジェイド君として。ウィンターハウスって毎年わちゃわちゃしてますからね。さらっと紛れ込んで、ちょっと上流階級の楽しいところだけをつまみ食いするのには最適じゃないですか？　美味おいしいもの食べて、綺き麗れいな音楽聞いて、海外領土産の珍品見たりして」

「ああ、なるほど……。それは考えつかなかったな」

　ヒスイは顔を曇らせた。

　王侯貴族の盛大な宴うたげというものに良い思い出がまるでない。無論、ディーゼリアの宴が龍弦のアレとは全くの別物だというのは理解しているが、どうしても否定的な感情が先に来る。

　しかし、だからこそ、ウィンターハウスなるものに行けるのならば行ったほうが良いのでは、という考えが頭をもたげてきた。もしかしたら、嫌な感情を払ふつ拭しよくできるかもしれない、と。

　ヴィクターがヒスイの方を振り返った。

「というわけだが、殿下自身はどうしたい？　余としては面倒くさいの一言に尽きる行事だが、王家の威信をかけて趣向を凝らしたイベントを多々用意した七日間だ。楽しくないわけはない。あと文句なしに食事は美味うまい。来たいのならば部屋を用意しよう」

　ヒスイは躊躇ためらいつつも、首を縦に振った。

「……行ってみたい。連れて行ってくれ」

「わかった。取り計らっておこう。だが、さっきも言った通り、現地では余がこれ以上ないほど忙しい。何かあったらケンを頼ってくれ」

「俺っすか？　まぁ、全然大丈夫ですけども」

　そんな会話をしているうちに、一行はポートに到着した。

　すっかり準備が整ったエア・ヴィークルが、広場の中央に鎮座している。天気は快晴、風は微風。絶好の飛行日和びよりである。

　前に飛んだ時よりも、空の色は冬の色彩に近くなっていた。
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　ずん、と身体からだが重くなったような、奇妙な感覚。タール・クォーツが燃える音。あの時より冷たい風の感触。

　ヒスイとヴィクターを乗せたエア・ヴィークルは垂直に離陸し、地上で見送るケンの身長を超える高度に達したあたりで斜め上に滑空するようにして空を走り出した。

　初めて飛んだ時は目をつぶってしまっていた離陸直後の様子を、今度はしっかりと目を開いてヒスイは見ていた。

「わあ……！」

　思わず歓声を上げた。

　吹き飛ばされないようにぎゅっとヴィクターにしがみつきつつ、ヒスイはどんどん遠ざかる地上の方を振り返った。ポートではケンが手をのんびりと振っている。

「やっとだ。やっと、もう一回飛べた！」

「はっはっは。殿下はストレートに喜んでくれるから乗せ甲が斐いがあるな！」

　操そう縦じゆう桿かんを握るヴィクターが、そう言って大いに笑った。

　二度目の飛行ともなれば、初回には気付かなかったことにも気付けるようになる。例えば、ヒスイがきょろきょろとあたりを見回すたび、重心がずれてエア・ヴィークルが微妙に揺れるのだが、そのたびにヴィクターが見事に調整して安定した飛行を維持している。また、以前見た競技大会のフライトに比べれば、ヴィクターはかなり速度を落として飛んでいるのがわかった。

　これら全すべては、ヒスイのための配慮だろう。

「殿下。今日は前回より少し高い所を飛びたいと思うんだが、良いだろうか」

「大歓迎だ！」

「よし。じゃあ、高度を上げるぞ」

　ヴィクターが操縦桿をぐっと押すと、エア・ヴィークルがみるみる空高く昇っていく。

　高さだけではない。以前は王城や屋敷街のあたりを旋回するだけだったが、今回はすでに中産階級ミドル・クラスのエリア上空に差し掛かっている。

　ヒスイはヴィクターの操縦の邪魔にならないように心がけながら、そっと街並みを見下ろした。

「……このあたりからすでに煙っぽいな。街全体が霞かすんでいるような気がする」

「地理的な理由もあるし、季節的な理由もあるな。王都の中でも、南東部は特に霧が深い傾向にある。寒い時期になればなおさらだ」

「なぜ南東部は霧が深いんだ？」

「大規模な貧民街があるからな。逆に、北部や西部は下町でも比較的清浄だ。北部にあるノースパークの空は澄んでいただろう？」

「ああ、確かに」

　真上から見下ろす中産階級の街は、とても活気があるように見えた。

　煉れん瓦がを積んでできた二階建てないしは三階建ての建物が規則正しく並んでいる。屋根の上で何やら弦楽器を演奏している少年がいた。煙突掃除夫が仕事をしていた。石畳が敷き詰められた道には多くの人が行き交い、馬車や自動車もちらほら走っていた。

「……楽しそうだな」

　ぽつりとヒスイは言った。風の音に紛れそうな声量だったが、ヴィクターはその呟つぶやきをちゃんと聞き取った。

「なら、そのうちあそこら辺を散策しようか。確か、やたらと美味いアップルパイを出すカフェがある」

「ヴィクターはその店によく行くのか？」

「年に一度か二度くらいの頻度だ」

　それが多いのか少ないのか、ヒスイにはよくわからなかった。そもそもヴィクターはどれくらいの頻度で王宮を抜け出しているのだろうか。しばしば新聞にすっぱ抜かれているようだが。

　決して自由な身分ではないはずなのに、貪どん欲よくに自由を求めるヴィクターの奔放さが、ヒスイには眩まぶしく感じられた。

「なあ、ヴィクター」

「どうした。乗り物酔いでも起こしたか？」

「そうじゃなくて。……エア・ヴィークルに一人で乗れるようになるまで、どれくらいかかる？」

「なんだ、藪やぶから棒に」

　ヴィクターはいぶかしげにそう言ったが、しばらく唸うなった後、律義に答えてくれた。

「そうだなあ……。乗るだけだったら誰だれでも簡単にできる。競技に出たいだとか、航空部隊に入りたいだとかだったら、数年単位での訓練が必要になるが」

「こうやって王都上空を飛ぶようになるのには？」

「余は三か月くらいかかったかな。公務の合間を縫って、ケンに少しずつ指導してもらった。集中的に練習すれば、もっと短い時間で乗れるようになると思うが」

「ヴィクター。僕、エア・ヴィークルに乗れるようになりたい」

　すると、ヴィクターがひどく嬉うれしそうな声を上げた。

「本当か！」

「お前の後ろに乗せてもらうのも悪くはないが、やはり、自力で飛んでみたい」

「いいとも、いいとも！　殿下ならきっとすぐに上手うまく乗りこなせるようになる。冬の間に訓練すれば、春先には飛べるようになるぞ」

　ヒスイ本人よりも、ヴィクターの方がよっぽど嬉しそうだった。真後ろからしがみついている関係で彼の顔を見ることができないが、きっと相好を崩しているに違いない。

　しかし。

　ふいに、ヴィクターが「……ん？」と低い声で唸った。

「……あれは」

　打って変わって真剣な声色だった。

「どうした、ヴィクター」

「鳥がいる」

「鳥？」

「ああ。大型の猛もう禽きんが、前方に十羽ほど。……おかしい、こっちに真っすぐ向かってくるぞ。普通の鳥じゃない──！」

　ぐ、とヴィクターの身体に力が入るのがわかった。

　重心を下げて、足を踏ん張る。何やら操縦桿の近くを操作し、ピンを一本抜いた。その途端、ヒスイたちの足元で、エア・ヴィークルが激しい唸り声を上げた。

「申し訳ない、殿下。余の背中に額をくっつけるようにして、ひときわ強くしがみついていてくれ。スピードを出す」

「ヴィクター……？」

「喋しやべるな、舌を嚙かむぞ。できるだけ身動きもしないでくれ。大丈夫だ、余に全すべてを任せろ」

　ヴィクターがそう言った瞬間、エア・ヴィークルが急加速した。その場でくるりと反転し、一路、王宮の方へ向かって行く。

　ヒスイは慌ててヴィクターの指示に従った。身体を密着させる。歯を食いしばり、できるだけ動かないようにする。

　ごうっ……という風の音がヒスイの鼓膜を揺るがせた。
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　ふわり、と身体が宙に浮くような感覚がした。

　その直後、ヒスイは後ろに吹き飛ばされた。そんな錯覚がした。実際には、ヴィクターにしっかりと摑つかまっていた。しかし、急加速したエア・ヴィークルは、一瞬、ヒスイの体性感覚の全てを消失させ、混乱させた。

　ピィ──　ピィ──

　甲高い、鋭い音が風音を切り裂く。猛禽の、鷹たかの鳴き声だ。それが真後ろからどんどん迫ってくる。

　呼応して、エア・ヴィークルが速度を上げ続ける。

「ああ、くそっ！」

　ヴィクターが悪態をついた。

「ヒスイ、絶対に振り落とされるなよ！」

　言いざま、ヴィクターは身体からだごとエア・ヴィークルを傾けた。ぐぅん、と遠心力がかかる。機体が鋭い角度でターンする。

「───ッ!!」

　ヒスイはゴーグルの中で目を見開く。額をヴィクターの背中に押し付けているので周りの景け色しきは全く見えない。ただ、全身の血が逆巻くようなスピード感だけがある。

　ヴィクターは、猛禽の群れを振り切ろうと躍起になっているようだった。加速する、ターンする、上昇する、下降する──。

　あの、ノースパークで見た競技もかくやと言わんばかりの複雑な動きを、猛スピードで畳みかけていく。

　ヒスイの背筋がぞくっと凍った。次いで、全身の毛が逆立つような興奮を覚えた。

（──ああ……）

　きぃん、と耳の奥が鳴った。

　平衡感覚はおろか、自我すらも溶けそうなほど暴力的な飛ひ翔しよう。頭がくらくらする。酩めい酊ていする。恍こう惚こつとする。

　ヒスイは、言いつけを破り、首をのけぞらせた。鋼の機体。まとわりつく猛たけ々だけしい鳥。微かすかにたなびく白い蒸気と黒い煤ばい煙えん。その遥はるか向こうに広がる無限の大空。

　その鮮やかな青色を見た瞬間、ヒスイは雷に打たれた心ここ地ちがした。

（……気持ちいい）

　皇子として生まれ、奴ど隷れいとして育ち、王妃となるべく未来を与えられた青年は、とろけるような笑みを浮かべた。

（なんて、気持ちがいい……！）

　脳のう脊せき髄ずいが痺しびれていく感覚に、ヒスイはうっとりと目を細めた。
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　──しばらくして。

　何とか猛禽を振り払い、ヒスイとヴィクターは離宮へと帰還した。

　二人を乗せて逃げ回ったエア・ヴィークルは微かに不穏な音をたてて軋きしんでいた。何かが焦げついた臭いすらしている。

　無人のポート──手を振って見送ってくれたケンはいなくなっていた──へ丁寧に垂直着陸しながら、ヴィクターは低い声で呟つぶやいた。

「なんだったんだ、あの鷹の群れは。明らかに対空襲撃の訓練を受けていた動きだったぞ……！」

　ヒスイは、そんな彼にずっとしがみついていた。未いまだ興奮が醒さめず、肩で息をしている。地上に降り立ったと頭ではわかっていても、身体はまだ空を飛んでいるようだった。

「反王党派の仕業だったとしたら厄介だ。急いで調査させねば。……ああ、殿下。大丈夫か？　怖い思いをさせてしまってすまない」

「……ヴィク、ター」

　掠かすれた声で王の名を呼ぶ。

　身体の中心が燃えるように熱い。空の上で感じた強烈な快楽が、行き場を失って腹の底に渦巻いている。

　そして、それは徐々に、原始的な欲求へと置き換わっていく。

「ひとまず屋内で休もう。メリル……は、まだ帰ってきていないだろうから、適当なメイドに命じて茶と菓子の準備をさせる」

　ヴィクターはそう言いながら、手早くエア・ヴィークルを完全停止させ、自分の安全ベルトやゴーグルを外した。

「殿下、自分でベルトを外せるか？　というか立てるか？」

　いつまでたってもしがみついているヒスイを不審に思ったのか、心配そうな声色でヴィクターが訊きいてきた。ヒスイの腕を柔らかく引きはがし、身体をねじって同乗者を振り返る。

「どうした、殿下」

「……しろ」

「ん？」

「キスしろ、ヴィクター」

　言いざま、ヒスイは振り返ったヴィクターの首に腕を回し、ぐいっと引き寄せた。

　身体の中が熱い。この熱を鎮める術すべを、ヒスイは一つしか知らない。そして、いつもなら浅ましい身体を恥じて独り自室に駆け込むところが、今はそんな余裕も理性もない。

　前回は内なる幻影モノシリが押し留とどめていた情欲。それが、ヒスイを焦がし、狂わせていた。

　ヴィクターは一瞬ぽかんと呆あつ気けにとられた顔をしていたが、眉まゆを顰ひそめて目を細めた。

　至近距離で、二人の視線が絡み合う。

「……空に酔ったか、殿下」

「ああ、酔った。悦楽に浸った。……だが、身体が昂たかぶったまま、戻らない」

　情欲はすでに身体に反映され、下肢に血を集めている。

　ベルトで繫つながれたままの不自由な身で、ヒスイはできる限りヴィクターに身体を押し付けた。この熱を暗に示すために。

　ヴィクターが薄く笑った。次の瞬間、ヒスイの後頭部を摑んで深く唇を重ねた。

　嚙みつくようなキス。焦じらす間もなく、ぬるりと舌が潜り込んでくる。ヒスイもそれに応こたえる。

　王の身体もまた、ヒスイに負けず劣らず高い熱を帯びていた。

「……よもや殿下が余の同類とはな」

　キスの合間に、低い声でヴィクターが言った。

「……同類？」

　ヒスイは問いを返す。どれほど濃厚に舌を絡め合っても、熱が収まる気配がない。むしろどんどん昂っている。

　身体が、ヴィクターを明確に求めている。

「ああ。命懸けの飛行の、一瞬の命の味わいに取りつかれた者。高度や速度に対し、恐怖ではなく歓喜を覚える者。……そして、しばしば、地に降り立った後にあらゆる欲求が高まってしまう」

「……お前も、それだと？」

「そうだ。はは、飛行慣れしているから、フライト後に己を律するのは得意だと思っていたんだがな。……殿下の熱にあてられた」

　ばちん、と、ヴィクターがヒスイの安全ベルトを外した。その音が妙に大きく響いた。

「──人目を憚はばからずに済む場所に行こうか、ヒスイ」

　耳に息を吹き込むように低く囁ささやかれ、ヒスイはぞくりと鳥肌を立てた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　ヴィクターに手を引かれ、ヒスイは、ポートにほど近い所にある小屋に連れ込まれた。

　普段は何に使われている小屋なのだろうか。内部はがらんとしていて、壁際にちょっとしたベンチが置かれている程度の殺風景な場所だ。壁と天井の境目あたりに小さな明かり取りの窓があり、そこから西日が斜めに差し込んでいる。

　そこに入るや否や、再び強い力で抱きすくめられてキスを受けた。ヒスイもヴィクターの首に手を回し、積極的に唇を押し付けた。卑ひ猥わいな水音が鼓膜を犯す。

　角度を変えて何度も啄ついばみ合い、気が付くと壁際まで追い詰められていた。壁に背中を預けた状態になり、急にこみあげてきた閉へい塞そく感かんにヒスイはぎゅっと目をつぶった。

（……逃げられない）

　はなから逃げようとは思っていなかったが、そんな考えが頭に浮かんだ。

　壁に押し付けられ、口の中を蹂じゆう躙りんされる。片手で頭を固定されているため、ヒスイ側に自由はほとんどなかった。自らも舌を突き出して応える以外、何もできない。

「……ん、んん……っ！」

　下腹部あたりにヴィクターの熱を感じた。この男も勃つのかと思うと、何とも幸せな気持ちになった。

　ぷつり、と、飛行服の一番下のボタンを外された。続いて、二つ、三つ。この服は上下が繫がっており、首元から下腹部にかけて一直線にボタンが並ぶ構造になっている。下から順に三つのボタンを外したあたりでヴィクターは片手を服の中に潜り込ませ、すっかり勃ちあがっていたヒスイ自身を取り出した。

　先走りで濡ぬれた男根が外気に晒さらされる。その刺激だけで、ヒスイはびくんと震えた。

「……ああ、可哀かわい想そうに。もうこんなになっていたのか」

　ヴィクターがヒスイの性器を指先でなぞった。下から上へ、擽くすぐるように。

　先端から透明な液体がとろとろと流れ、王の指を濡らした。

「んっ……あっ、ヴィクター……！」

　知らず知らずのうちに腰が揺れた。もっと刺激を寄越せと、ヴィクターの掌てのひらに先端部分を押し付ける。すると、ヴィクターがヒスイの性器を柔らかく握り、上下に扱きだした。

「ぁあっ……くっ……んぅ……っ！」

「声を殺さなくても良いぞ。……どうせ、ここには誰だれも来ない」

　にゅち、と性器を握り込みながらヴィクターが囁いた。掠かすれ気味の低い声が耳に心地よい。

　だが、ヒスイは歯を食いしばって声をこらえた。少しでも喘あえげば、わずかに残った自我も何もかもが一瞬で吹っ飛んで、あられもなく快楽をねだってしまいそうだった。

　それでも、こらえきれない嬌きよう声せいがふとした拍子に口から零こぼれていく。

「ん……はっ、……ああっ……！」

　立ったまま他者から快楽を与えられるという背徳感。ヒスイの身体からだがぴくぴくと跳ねる。

　性器だけではなく、後ろの方が甘く切なく疼うずき始めた。

「はぁっ……ヴィクター……あっ……！」

　射精感が込み上げてくる。ヒスイは身をよじった。

「あ、イく……！　イッ……！」

　ヴィクターが亀頭のあたりを握り込んだ直後、ヒスイは身体をのけぞらせて絶頂した。
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　ずるり、とその場にへたり込んだ。

　頭がぼうっとする。自分でも把握できないほどの色々な激情をまとめて快楽の炎にくべたかのようだった。妙な虚脱感があった。

　荒い呼吸を繰り返しながらぼんやりとヴィクターを見上げる。彼はヒスイの精液を受け止めた掌を、飛行服のポケットから取り出したハンカチで丁寧に拭ぬぐっていた。

　ヴィクターの目を見ようとしたが、さりげなく視線を逸そらされた。

　ヒスイは思わず眉を顰めるが、視線を下に落として納得する。ヴィクターはまだ、熱を収めてはいない。

（……苦しそうだ）

　ぼんやりとヒスイは思い、生なま唾つばを飲み込んだ。

　一方、少し気まずそうなヴィクターは、いつも通りの高さの声で、やや早口めに言った。

「……さて、殿下。少し休んだら戻ろうか。風ふ呂ろで汗と埃ほこりを流して、そして何か甘いものでも食べよう。ああ、ケンにエア・ヴィークルの整備も頼まなくてはいけないな。乱暴に飛んだせいで機関部分が傷んだ感覚がしたからな。ははは、またあいつに怒られ──」

　ヴィクターはそこで言葉を途切れさせた。

　ヒスイがヴィクターの足元で膝ひざ立ちになり、飛行服の下のボタンをはずし始めたからだ。

「殿下」

　ヴィクターがヒスイを止めようとした。しかし、ヒスイはそれを無視して、ヴィクターの前を寛げて中の熱源を取り出した。

　そして、その大きさに一瞬だけひるんだ。

（……大きい）

　人種差というものだろうか。長さも太さも、ヒスイが今まで知っているものとは比べ物にならない。それがはちきれんばかりに怒張して、微かすかに脈打っている。

「こら、ヒスイ殿下。……ヒスイ！　やめろ。君がそんなことをする必要は……！」

　ヒスイは、ヴィクターの性器に恭しく口付けた。少し刺激的な香りが鼻び腔こうをくすぐった。香りというより臭いなのかもしれないが、少なくともヒスイにとっては、脳髄を溶かすような蠱こ惑わく的な香りに思えた。

　口の中に唾だ液えきが湧わく。

　ちゅ、と音を立てて唇をいったん離す。ヴィクターがほっと息をつく気配がした。

　しかし、ヒスイはそのまま彼の性器を改めて両手で持ち、亀頭部分から竿さおの半ばまで一息に咥くわえ込んだ。

「ヒスイ！」

　叱責に似た声が飛ぶが、聞き流した。

　口の中いっぱいにあの香りと、独特の苦みが広がる。ヒスイの頰が緩んだ。匂においが、味が、熱が、全すべてが異様に愛おしい。

　本当は根元まで咥えたかったが、ヒスイの口では竿の半ばまでが精一杯だった。これ以上は、喉のど奥まで使わないと収めきれない。

　腹の奥が、また疼く。これを下で受け入れてしまったら、一体どこまで入るのだろうか。

「んっ……」

　喉を鳴らしながら、ぢゅ、と吸い付く。

　相手を喜ばせる技巧というより、ヒスイがただ欲求のままに吸引しただけだ。けれど、その刺激で、ヴィクターのそれがぐっと大きくなった。

　なんだかそれが嬉うれしくて、ヒスイは無我夢中でヴィクターの性器へ奉仕した。頭全体を動かして抜き差ししたり、舌を平たく押し付けるようにして舐なめ回したり。

　ヴィクターは途中、ヒスイの頭を剝はがそうと躍起になった。しかし、やがてその抵抗も止やんだ。やめろ、だとか、よせ、だとか、そういった言葉を投げかけるが、それはむしろこの場の淫いん靡びさを彩る響きにしかならなかった。

　狭い小屋の中に卑ひ猥わいな水音と微かな息遣いが響く。

　やがて、ヴィクターが息をつめ、ヒスイの口の中で達した。青臭い苦みが口いっぱいに広がり、ヒスイはそれを余さず飲み下す。内部に残っている残ざん滓しまでも吸い出して、喉を鳴らして胃いの腑ふに収めた。

　ヴィクターが明らかにぎょっとした。

「なっ……！　おい、汚いだろう。吐き出せ！」

「……もう遅い。飲んでしまった」

　ヒスイは答え、手の甲で唇のあたりを拭った。

　何とも言い難い、気け怠だるい充足感があった。安心感、と言ってもいい。身体の中で行き場を失って暴れ狂っていた熱が、ゆっくりと勢いを失い、消え失せていく。

　しかし、ヴィクターはそういうわけにはいかないようだった。

　王は慌てて着衣の乱れを直すとその場に膝をつき、ヒスイの両肩をがっしりと摑つかんだ。

「あんなことはしないで良いと言っただろう！」

　珍しく荒い口調で言われ、ヒスイはむっとして言い返した。

「僕がしたかったんだ。それに、お前だってついさっき僕に似たようなことをしただろうが」

「いやそうだが。確かにそうだが！　けれどだな！」

「なんだヴィクター。口でされるのは好みではなかったか」

「……いや、違う。そういうんじゃない。ああ、待て。言葉を探す。何かが嚙かみ合っていない」

　片手はヒスイの肩に置いたまま、ヴィクターはもう片手で自分の目元を覆った。

　仕方がないので、ヒスイは待った。ぼんやりとヴィクターを眺めながら。

　やがて、ヴィクターが口を開いた。

「──以前、添い寝した時のことを覚えているか？」

「覚えているとも」

　ヒスイは頷うなずく。先月の半ば、大臣たちから質問責めにあって疲れ果てた日の夜のことだろう。色々とあってヴィクターがヒスイの寝室に泊まることになり、ついに夜よ伽とぎかと身構えたが、結局は軽いキスだけして抱き合って眠った、あの夜。

　そして、ヒスイが故国でどのような扱いを受けていたか、ヴィクターに直接告白した夜でもある。

「君を幸せにしたいから手順を踏む、と約束したのは？」

「それも覚えている」

「その『手順』の中に、君からさっきみたいなことをされるのは含まれていなかったというか、なんというか……こちらからそちらへ色々としてあげたいとは思っていたんだが、まさかやり返されるとは、と。そんなことをせずとも良いのに、と。君は、その、龍弦帝国で酷ひどい扱いを受けていたとも聞いていたしな……」

「……一方的に愛情を享受するだけの貞淑なマグロがお望みだったか？」

「なんだ貞淑なマグロって。……まあ、言葉選びはともかくとして、余の想定はそれに近かった。艶つや事ごとに関してだけではなく、その他の面でも、こちらが全てお膳ぜん立だてするから君は何も考えずにただ楽しく過ごしてくれればよい、と」

　そこまで言って、ヴィクターはゆるく首を振った。

「……というところまで自分の中で言語化して、余はなんと傲ごう慢まんだったのだろうと思い至り、ちょっと強めのショックを受けていたところだ」

「ああ、傲慢だな」

　ヒスイはきっぱりと言い切った。まるで質量を持った言葉を乗せられたかの如ごとく、ヴィクターの肩ががっくりと下がった。

「僕はもう、口の中に粥かゆを流し込まれないと生きていけない死にかけではないぞ。お前や、お前の家臣たちのおかげで精神的にも身体的にもだいぶ力がついた」

「……そうだな。殿下がこの離宮に運び込まれてから、今日でちょうど半年だ。今にも息絶えてしまいそうだった君が、今や高速の飛行を楽しむほど健やかになった」

「そうだ。……無論、まだ一人前とは言えないことは重々承知している。現実問題、この離宮で衣食住の世話にならなければならない身の上だからな。でも──」

　ヒスイは言葉を募らせる。

　言えば言うほど、自分の中の感情が明確になっていく。何を思い、何を望んでいるのか。ヴィクターに何を伝えたいのか。いっそ心地よいほどクリアになっていった。

「──たまには僕が与える側になったって、いいじゃないか」

　できることなど限られている。この国の知識はまだまだ足りないし、エア・ヴィークルを扱えるわけでもないし、武術の心得があるわけでもない。唯一持っている技が、故国で酷い扱いを受けた副産物である性技というのも情けない話だが、それでも。

「ヴィクター。僕はお前のことが好きだ。僕の命の恩人であり、庇ひ護ご者でもあり、飛行やお忍びなどの遊びを教えてくれる兄貴分でもあるお前が好きだ」

「……ヒスイ」

「お前が僕のことを好きなことも知っている。……だから、な？　僕にもお前を甘やかさせてくれよ。性的な意味でも、性的じゃない意味でも。……駄目か？」

　ヴィクターは目を丸くして、ヒスイを真っすぐ見つめてくる。ヒスイもその視線を受け止め、真っすぐ見つめ返した。

　やがて、ヴィクターは苦笑して、ヒスイを軽く抱擁した。

「……君には敵かなわないな」

　と、独り言のように呟つぶやいて。
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　その日の夜。

　夜も更ふけ、寝台に入り、いざ眠りに就こうとしたあたりで、ヒスイは強烈な羞しゆう恥ち心しんに襲われた。

（ああああああ……!!）

　今日は、なんだかすごいことが立て続けに起こった気がする。

　実に長い一日だった。勉強部屋で片っ端から本を漁あさって、変な新聞記事を見つけて動揺して、ケンに相談して、ヴィクターと一緒にエア・ヴィークルに乗って、鷹たかに襲われて、それから──。

（ふしだらにも程があるだろ、僕の馬鹿野郎!!）

　寝台の中でうつぶせになり、ふかふかの羽根枕を頭の上からかぶってヒスイは呻うめいた。

（すごい飛行をした直後で興奮していたとはいえ、アレはない！　ああ、頭がどうかしていたんだ。なんで……なんでヴィクター相手にあんなことを……！）

　ちなみに、今夜のヴィクターは本城泊まりだ。夕ゆう餉げを一緒に摂った後、迎えに来た侍従長の車に乗って向こうに戻ってしまった。

（それに飽き足らず、なんか流れですごいことを言ってしまった……。ああ、ヴィクター、内心呆あきれかえっていたりしないだろうか！　賢さかしらなことを言う困った皇子だと思っていたりはしないだろうか。傲慢なのはヴィクターじゃなくて僕だろうが!!）

　しんしんと冷え込む初冬の夜。ヒスイは広い寝台を転がりまわった。冷静になればなるほど恥ずかしい。

　自分がしでかしたことも恥ずかしいが、何よりも、ふとした弾みにヴィクターに抱かれる妄想をしてしまうのが恥ずかしい。どれくらい丁寧に広げたらあの大きさのモノを自分の中に入れられるのか、などとイメージしてしまう自分の浅ましさが情けない。

　そして、こういう時に現れる幻影がある。

『……お前、ブレッブレだな』

　呆れたようにモノシリが言った。

　モノシリは寝台の上に浮遊し、片胡坐あぐらをかいて頰ほお杖づえをついている。今回彼が着ているのはカーキ色の飛行服だった。

『カッコつけて啖たん呵か切ったのなら貫けよ。自分の欲望に忠実になって淫みだらなことをしたのなら開き直れよ。今更怖おじ気けづいて転げまわるな、見苦しい』

「でも……！　あれは、空酔いとやらを起こしていたせいで」

『逃げんな。酔って頭がどうかしていたとしても、全部ひっくるめてお前自身だよ。諦あきらめろ』

「……う」

　なにも言い返せず、ヒスイは布団の中に潜り込んで胎児のように丸くなった。目をぎゅっとつぶれば、何もない闇やみが眼前一杯に広がる。

　その闇一杯の視界の中央にモノシリが再び現れた。彼は幻覚なので、こんなこともできるのだ。

「……ヴィクターは呆れただろうか」

『僕はお前であってヴィクターじゃないからわからん。知りたいなら自分で訊きけ』

「恥の上塗りになりかねないから嫌だ」

『じゃあ気にするのはやめろ。〝零こぼれたミルクを嘆いても仕方がない〟だろ？　別にお前は見栄を張ったり偽りを言ったりしたわけじゃなく、自分の本心を、ちょっとカッコつけて言っただけだ。ヴィクターだって汲くんでくれるさ』

「……だといいんだけど」

『忘れがちかもしれないがな、お前とあいつ、現時点では婚約者なんだぞ。どう転ぶかわからないとはいえ、高確率で浅からぬ仲になる相手だ。本心はどんどんぶちまけていけ』

　ヒスイはむっつりと押し黙った。

　ヴィクターのことは好きだし、向こうも好いていてくれる。それは確実だ。けれど、自分はこのまま、ヴィクターの妃になるのだろうか？

　妃になるにしろならないにせよ、どうにも現実感に乏しかった。むしろ、このまま永遠に離宮で暮らしていくという方がまだ想像がつく。

「……もし、僕が妃にならなかったら、ヴィクターは他の誰かを娶めとるのだろうか」

『当たり前だろう。国王なんだから』

「……そうだよな」

　ヒスイの中に、何やら不愉快な感情がもやもやと沸き上がった。これは、今日の昼間にも味わった感情だ。ヴィクターに救われたのは自分だけではなかったと知った時に感じた、面白くないという感情。

『……ま、とりあえず寝ろ。お前』

　そう言って、モノシリは唐突に搔かき消えた。暗くら闇やみの中に、ヒスイは独り取り残される。

　ヒスイはしばらく布団の中に籠こもっていたが、やがて息苦しくなって、顔だけ外に出した。ひんやりとした夜の空気が顔を撫なでる。今日はなんだか、やたらと冷え込む。

　顔を傾けて、なんとなく窓の方を見た。

　窓の外では、白い雪がちらちらと舞っていた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




「……ついに降ったか」

　ほぼ同時刻。

　ヴィクターもまた窓の外を眺めていた。

　ディーゼリア王城での彼の私室である。

　離宮の私室は趣味部屋の要素が強いが、こちらの部屋は歴代のクリスフォード家当主から受け継がれた場所だ。二部屋続きになっており、表側が居室、奥側が寝室となっている。室内装飾は絢けん爛らん豪華を極めており、ちょっとした足置きですら名だたる名工が希少な木材を用いて最上級の絹を張り、大粒の宝玉をあしらっているという有様だ。

　ヴィクターは五歳の時からこの部屋で寝起きしているため、目を射らんばかりの華美さにはとっくの昔に慣れたが、やはり離宮の方が本城よりも心が落ち着いた。

　できれば年中あちらに籠っていたいが、そうはいかないのが国王家業の悲しいところだ。今日だって、本来ならば午後一杯は休みであり、夜も離宮に泊まるはずだった。だが、遊覧飛行中に明らかに訓練された猛もう禽きん類るいから襲撃を受けるという事態に巻き込まれ、それの対応のために急きゆう遽きよいくつもの会議をすることになった。

　諸もろ々もろが一段落したのはほんのついさっきのことである。やたら煌びやかな居室で一息つき、ふと窓の外を見たら今年初めての雪が降っていた。

（今日のうちに飛べて良かった）

　窓際に設置したソファーに身を埋うずめて、ヴィクターはひっそりと息を吐いた。今日は色々と想定外の出来事が多発したものの、無理を通して半休をもぎ取った甲か斐いがあったというものだ。期せずしてヒスイの本心を聞く機会にも恵まれた。

（どうしても、離宮に運ばれてきた当初の姿が印象深くて、ついつい一方的な庇ひ護ご対象だと思ってしまっていたが……。本来の彼は、とても芯しんの強い皇子なのだろうな）

　今までヴィクターがヒスイに抱いていた感情は、有体に言えば憐れん憫びんだった。何と可哀かわい想そうな子なのだろうと。だから自分が全すべてを与えてやろう、という心構えでいた。ヒスイからは何も求めないつもりだった。──だが、その認識は改めた。

　あの青年は、王たる自分と対等になり得る存在なのだ、と。

（いずれは──）

　ヴィクターが物思いに耽ふけりながら窓の外を眺めていると、不意に、廊下側の扉がノックされた。

「──陛下」

　メリルの声である。ヴィクターは入室を許可した。メリルは王の私室に無断に入っても良い特権を持っているのだが、きちんとノックして入室の許可を得てから入ることが多い。

「どうした、メリル。離宮の方で何かあったか？」

「いえ、特には」

　ヴィクターは指先で、自分の向かい側にあるソファーを指し示した。しかしメリルはゆるく首を振る。長居するつもりはないらしい。

「なら良かった。──今日はずっと外出していたそうだが、どこに行っていたんだ？」

　するとメリルは柔らかく微笑ほほえんだ。

「両親が眠る墓地へ。そろそろ命日なので」

「ああ……もうそんな時期か」

　ヴィクターは遠い目をした。

　メリルの両親は十五年ほど前、季節外れな吹雪ふぶきの夜に卑劣漢の手にかかって死んだ。メリル自身も殺されそうになったが、すんでのところで憲兵隊が踏み込んだおかげで助かったのだという。

「早いものだ」

「ええ、まったく。まぁ、墓参りついでに久々に市民向けの大図書館に入り浸ったり、古書店を巡ったりして、実に充実した日を送ることができました」

「本当に本の虫だなぁ、お前は」

「いずれは自分専用の図書館を作って隠居するのが夢ですからね。……ところで、古書店から古書店へ移動する際、王都上空をめちゃくちゃな飛び方をしていたエア・ヴィークルを目撃したのですが、よもやあれは陛下ではありませんよね？」

「余だ」

　悪びれずにヴィクターは言い切った。メリルは眉まゆを顰ひそめた。

「ということは、ヒスイ殿下も同乗されていたわけですよね。なんともまぁ……」

「小言なら聞かんぞ。ボロボロになったエア・ヴィークルを見たケンから散々文句を言われたし、今さっきだって家来どもから空中散歩を控えろとチクチク言われたばかりなんだ」

「……なら、私からは特に言及はしません。あの時、鳥の群れに襲われているように見受けられましたが、あれはなんなんですか？」

「わからん。これから調査させる。……単なる鳥の群れなのか、エア・ヴィークルを見境なく襲っている愉快犯が鳥を操っているのか、新手の反国王派か。まぁ、昨今の情勢を総合的に考えれば愉快犯である可能性が高いんだが、王都の情勢を一通り確認するまでは飛行禁止と言われたよ。どうせ冬が終わるまで飛べないから別にいいんだがな」

「反国王派……」

　顔を曇らせたメリルへ、ヴィクターは静かに言った。

「もし反国王派だった場合、前王朝の末まつ裔えいであるお前に接触してくる可能性がある。十五年前、国家転覆を企たくらむテロリストどもがお前の両親を御み輿こしに担ごうとしたみたいにな」

「……気を付けます。貴方に救われて以来、家名を捨て、生涯クリスフォード家に仕えると誓いましたから」

「本当に気を付けてくれ。お前を喪うしないたくはないぞ、余は。ブラッドも悲しむぞ」

　メリルは苦笑した。

「ブラッドのことはお気になさらず」

「……うん、まぁ、これは余が口を出すことではないな。すまないすまない、一言多かった」

「いえいえ、別に。……では、そろそろ離宮に戻ります。お休みなさいませ、陛下」

「ああ、お休みメリル。明日の夜は、また離宮に泊まると思う」

「殿下に伝えておきますね。きっと喜ぶことでしょう」

　そう言って、メリルは去った。

　あとに残されたヴィクターは一つ欠伸あくびをして、重い腰を上げると寝室の方へ移動する。

　明日もまた、忙しくなりそうだった。








23　ウィンターハウス






　雪に閉ざされた森の中、深い霧がどこまでも続いている。昼下がりだというのにあたりは非常に薄暗い。濃霧が太陽の光を遮っているせいだ。

　そんな森の中を、一台の蒸気自動車がゆっくりと走っていく。ハンドルを握るのは、右半身を機械化した衛兵ブラッド。後部座席に座って窓の外を眺めているのは、冬物の紳士服の上に厚手のコートを羽織ったヒスイである。

「……話には聞いていたが、本当に冬のディーゼリアは霧が深いな」

「はい」

　低い声でブラッドは返事をする。そこで会話が途切れた。ブラッドはいつも必要最低限か、それ以下の返答しかしない。

　ヒスイも彼の寡黙さにはすっかり慣れたので、車内に満ちる沈黙を特段気にすることはなく、窓の外に目を凝らし続けた。

　十二月の半ば。

　ヒスイは、ウィンターハウスなる場所に向かっていた。場所は王都市街地から西へ遠く離れた森の向こう、小高い丘の上である。だいぶ近づいてきているはずだが、今日はひときわ霧が濃いため、未だに城の影さえ見えてこない。

　その城では今、ディーゼリア王家主催の贅ぜい沢たくな親睦会パーテイーが開催されていた。

　国中の貴族やら名士やらを招いて七日七晩遊び尽くすという、奢しや侈しを極めた催し事。会場となるのはクリスフォード家が所有する城館、ウィンターハウスであり、催し事そのものも同じ名前で呼ばれることが多い。

　元々は、年の暮れに王家が一堂に会して一日か二日ほどゆっくりと過ごすという、ごく私的な季節行事だったそうだ。だが、いつの間にか王家、ひいては国の豊かさを示すためのイベントに変化してしまった。この七日間で動く金は、ヒスイが普段住んでいる離宮の維持費の一年分をゆうに超えるという。

「この日のために、国中どころか世界中から美食を集めたり、歌手や劇団を招いたり、その他様々な趣向を凝らしたイベントを用意しているとか……。よくもまあ、毎年こんなことができるものだ。世界の半分を掌中に収めている大国なだけはある」

「はい」

「ケンは参加するようだが、ブラッドは行かないのか？　客として……というか、近衛兵として。お前の本業は僕でなくてヴィクターの護衛だろうに」

「……貴族は、この顔を怖がりますから」

　ブラッドの右目と右顎がく関かん節せつ部は歯車やレンズなどの部品が露出している。ヒスイはそれ以上何も言わなかった。

　蒸気自動車は、ゆっくりと坂道を登っていく。

（……実際どうなんだろうな、ウィンターハウス）

　ヒスイは後部座席で腕を組み、自分の腕をぎゅっと握りしめた。

　事前に話を聞く限り、ウィンターハウス自体は実に楽しそうなのだ。珍しい物を見聞きできたりするだろうし、食事だけは文句なしに美味うまいと国王自身が太鼓判を押している。

　しかし、『貴族たちが集まる催し』というもの自体に対する嫌な気持ちを払ふつ拭しよくできるかどうか、ヒスイ自身にもよくわからなかった。また、身分を隠して大勢の中に入るというのもヒスイの不安を募らせる。もしも、周りの人々に自分の正体がバレてしまったら、ヴィクターたちに大きな迷惑がかかるだろう。それだけは避けたい。

（素直に楽しめるといいんだが……）

　がたん、と自動車が揺れた。

　またしばらく走っているうちに、だんだん霧が晴れてきた。それに伴って森の木々も途切れ、視界が開けていく。

　珍しく、ブラッドの方から声をかけてきた。

「……見えて、きました」

　ヒスイは、運転席の背せ凭もたれに手をかけて身を乗り出し、フロントガラス越しにそれを見た。

　雪が降り積もった小高い丘に、荘厳な城が建っていた。大昔は軍事要よう塞さいだったというそれは、堅けん牢ろうな石造りで、物見の尖せん塔とうが何本もそびえている。周囲には城壁と堀を巡らせており、跳ね橋が唯一の出入り口に見えた。

「あれがウィンターハウスか！」

「はい。……招待状は、持ちましたか？」

　ヒスイはこくりと頷うなずいて、コートの内ポケットから王室の紋章がついた白い封筒を取り出した。中身は国王の署名入りの招待状で、これがないとウィンターハウスには入れない。

　その他の荷物は全すべてウィンターハウスへ事前に運び入れてもらっているので、この招待状が唯一の持ち物だった。

「良い、休暇を」

　自動車はどんどんウィンターハウスに近づいていく。

　身を乗り出していたヒスイは後部座席にいったん落ち着き、帽子をかぶり直し、シルクの白手袋を嵌はめた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　ウィンターハウスは昨日きのうから始まっており、ヒスイは二日目からの参加となる。初日は何かと慌ただしく思わぬトラブルが発生しがちだから避けるべきというヴィクターの采さい配はいだ。

　そのおかげで、エントランス前で車から降りた時、ヒスイ以外の招待客の姿はなかった。待機していた使用人たちがさっと駆け寄って、招待状の提示を求めてくる。

　ヒスイはあらかじめ教えられた通り、使用人に招待状を渡したのだが──ここで、少し手間取った。

　なぜかヒスイはエントランスとは違う入り口に招かれ、ごく手狭な応接室で待たされた。

（……違う封筒でも持ってきてしまっただろうか）

　応接室に一人きり。ぽつんとソファーに座ったヒスイはだんだん不安になってくる。車の中でちゃんと確かめた方が良かっただろうか、もし帰れと言われたらどうやって帰ろうか……などと考えあぐねていること小一時間。

　応接室の外がにわかに騒がしくなったかと思うと、扉が開き、息せききった国王がお出ましになった。

「すまん、ジェイド。連絡が行き届いていなかったようだ」

　開口一番、ヴィクターはそう言って詫わびた。今日の彼は、ディーゼリア国軍の煌びやかな礼装を纏まとっている。彼の背後には、側近と思わしき正装の男たちが数名侍っていた。

　ヴィクターの声でジェイドと呼ばれることに多少むずがゆさを感じながら、ヒスイは敢あえて龍弦語で返した。

「……まさかお前本人が迎えに来てくれるとは。忙しいのではなかったのか？」

　するとヴィクターは苦笑して、龍弦語で言った。

「目が回るほど忙しいとも。だが、余が直接来た方が早いと判断してな。偽の招待状を持ってきたのではないかと疑っている使用人どもに、彼は紛れもなく『ヒスイ姫の従僕』であり、今年の招待客の一人であると証言してやったさ。──じゃあ、来たまえ。ちょうど、ホールで立食式の昼食会の真っ最中だ。腹が減っただろう」

　来たまえ、から後はディーゼリア語だった。

　ヴィクターに伴われ、背中に側近たちの視線を感じながら、ヒスイはホールとやらに向かった。

　ウィンターハウスの内部は、外見ほど無骨ではなかった。赤い絨じゆう毯たん、白しら地じに細やかな模様が織り込まれた壁紙、等間隔に並ぶシャンデリアと、なんとなく本城の趣に近い。

　ただ、さすが元要塞なだけあって、本城よりもさらに内部が複雑だった。

「今、招待客のほとんどがホールに集合している」

　と、ヴィクターは歩きながら説明した。

「初日と二日目の昼までは、招待客全員が集まることを想定した食事会やダンスパーティーばかりなんだが、今日の夜からは色々と分散するぞ。余も臨席するフォーマルな晩ばん餐さん会もあれば、招待客の従者たちが中心となる気軽なディナーもある、といった具合にな」

「好きな所に行っていいのか？」

「いいとも。まぁ、詳しいことはそこら辺の使用人か、ないしはケンにでも訊きいてくれ」

　ヒスイは頷いた。ウィンターハウス期間中は、基本的にケンを頼るように言われている。あの、いつも煤すすまみれでにこにこ笑っている多機能ゴーグルの技師メカニツクが、こういう場で頼りになるのか正直かなり疑わしくはあるが。

「ケンも今ホールに？」

「ああ。君を彼に引き渡したら、余は自分の仕事に戻る。……まぁ、側近たちに交じってずっと余の近くにいてもいいが、相当退屈すると思うぞ」

「やめておこう」

「賢明な判断だ。……あと、念を押すが『ヒスイ姫』について誰かに何か訊かれても黙秘するように。あまりにしつこく訊かれたら余の名前を出せ。ディーゼリア国民ならそれで黙る」

「わかっているさ」

　ウィンターハウスに参加するにあたってボロがでないように『ヒスイ姫と一緒に龍弦帝国からやってきた従僕ジェイド・ゼロ』の設定は『ヒスイ姫』のそれと一緒にしっかり覚えてきた。

　大雑把に言えば、姫は現在も離宮で療養中であり、寝台から起き上がることもままならない。そのかわり、従僕が姫の代わりにディーゼリアという国を見聞することになった。これは姫たっての希望であり、国王ヴィクターの格別な厚意である──という筋書きだ。有体にいって、ヒスイ本人の境遇を『ヒスイ姫』と『ジェイド』の二つに分割して色々と誤ご魔ま化かしただけである。

（これ以上の話はしてはならない。そもそも、自分が龍弦から来た人間であること自体をできる限り伏せておく。……うん、大丈夫だ）

　そうこうしているうちに、ヒスイたちは一つの扉の前に辿たどり着ついた。大きな両開き式の扉の向こうからは、何やら楽しそうな笑い声が幾重にも聞こえてくる。

　ヴィクターの側近たちが静かに進み出て扉を開けた。ヴィクターが堂々とその向こうへ歩いていく。

　ヒスイも心持ち緊張しながら、生まれて初めて、ディーゼリア社交界へ足を踏み入れた。








24　社交界の華






　そこは、あまりにも煌びやかな空間だった。

　広々としたホールに、着飾った人間が大勢いる。色とりどりのドレスを纏まとった貴婦人たち、上質なスーツに身を包んだ紳士たち。総白しら髪がの老人もいれば、ほんの小さな子供もいる。皆、皿ないしはグラスを片手に集まって、何やら楽しそうに歓談している。

　部屋の至る所にはたくさんの料理が載ったテーブルが配置され、そこから自由に食べたいものを取っていく形式のようだ。テーブルには一人ずつ使用人がついていて、彼らに料理を取り分けてもらうこともできるらしい。

　ヴィクターが入室した時、それに気付いた入り口近くの客たちは恭しく一礼した。だが、すぐにまた歓談に戻った。国王が近くにいるからといって口を噤つぐんで畏かしこまる場ではないらしい。

　ヒスイは、思ったことをそのまま口にした。

「……思ったよりずっと気軽ラフな雰囲気だな」

「ああ。そんなもんだ」

　ヴィクターはそう言いながら、会場をゆったりとした足取りで歩き回り始めた。ヒスイはそれについていく。側近たちがさらにその後に続く。

　ふと、妙に懐かしい香りが漂ってきた。香りの源を探してきょろきょろとあたりを見回すと、とあるテーブルが目についた。

　白いテーブルクロスが敷かれた卓上に、湯気の立つ蒸せい籠ろうが積まれている。中身は一口サイズの饅まん頭じゆうのようだ。他にも、銀の皿に盛られた野菜炒いための餡あんかけ、鶏とり肉にくを蒸して甘辛いタレをかけたもの、色とりどりの果物でできた瑞ずい鳥ちよう──全て、龍弦の料理である。下々の者が仕事の合間に食べるようなものから宮廷料理に近いものまでが同じテーブルに並べられている。そのテーブルについている使用人も、龍弦の民族衣装に似た服を着ていた。

　ヒスイは思わず立ち止まった。それに気付いたヴィクターが、ああ、と小さく声を上げた。

「最近、ディーゼリアの上流階級では龍弦文化が流行はやっているんだ。君から見たら色々とちぐはぐかもしれないが、とりあえず龍弦っぽいものを並べておくとウケがいい」

　確かに、そのテーブルは盛況だった。着飾った紳士淑女が饅頭や蒸し鶏が載った皿を受け取り、銀のフォークで食べている。中にはうまく箸はしを使いこなしている者もいた。

「そんな流行が……」

「貿易商たちが龍弦から持ち帰った壺つぼやら皿やら染め物やらが、凄すさまじい高値で取引されているとも聞くな。──さて、ケンは、と。……ああ、いた」

　ヴィクターはその場であたりを見回し、龍弦料理のテーブルとは反対方向に視線を定めた。

　ヒスイもつられてそちらを見ると、やや遠い所に、ひときわ華やかな集団が見えた。うら若い令嬢たちが、二人の青年を囲んでかしましく笑いさざめいている。

　中心となっている青年二人は兄弟なのだろうか。顔立ちと背格好はよく似ており、二人とも長身瘦そう軀くで眉び目もく秀しゆう麗れい、髪はくすみがちな金髪。だというのに、片方は堅物、もう片方は軽薄といった感じで、受ける印象は正反対だ。堅そうな青年は穏やかに微ほほ笑えみながら令嬢たちの話に耳を傾けているが、逆に、軽そうな青年は積極的に少女たちに話しかけている。

「……ケンはどこだ？」

　ヒスイは呟つぶやいた。ヴィクターの視線の先にケンらしき人物はどこにもいない。

　が、ヴィクターは重々しく答えた。

「信じられないかもしれないが、あれがケンだ」

「は？」

「あっちの、積極的に喋しやべっている方。ちなみにもう片方の寡黙な男はケンの兄だ」

　ヒスイは絶句して、改めて青年を見た。

　あまりにも普段のケンの印象とはかけ離れている。だが、確かに、言われてみるとケンの面影が残っている。口元やら顎あごのラインやら、多機能ゴーグルで覆われない箇所がケンそのものだ。ざわめきの中、微かすかに聞こえてくる青年の声はケンのそれと同じだ。

「……身み嗜だしなみを整えただけで、あんなに人は変わるものなのか？　まるで別人じゃないか」

「変わるものらしいな。余も最初はものすごく驚いた」

「なぜだろう。なんだか、ひどい裏切りを受けたような気持ちがする。ケンはいつでもどこでもあの姿であってほしかったような。いや、この場を作業着でうろうろするわけがないというのはわかっているんだが……なぜこんなに釈然としないんだ」

「ははは。まぁ、いつも煤まみれで工具を担いでいる技師が実は社交界の華だとは誰だれも思うまいよ。ケンのアレは、本人の意思というよりオズボーン家のための戦略だ」

「戦略……？」

　そのあたりで、ヒスイとケンの目が合った。

　ケンは周囲の令嬢に何事か言って、するりと人の輪から抜け出した。令嬢たちが残念そうにケンを引き留めようとしたが、ケンが向かう先に国王の姿があるのを見て、慌てたようにドレスの裾すそを軽く持ち上げてお辞儀をする。ケンの兄という青年も王に向けて一礼した。

　一方、ケンはヒスイとヴィクターの下へ駆け寄り、ちょっと雑な礼をした。

「ああ、無事についたんですね、ジェイド君。お久しぶり」

　と言って、ケンは気さくに笑う。いつもとはまるで別人のようだと思ったばかりだが、やはりケンはケンだった。ヒスイはほっと息をついた。

「久しぶりだ、ケン。最初わからなかったぞ」

「たはは……よく言われます」

「悪いな、令嬢たちとの歓談中に」
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　と、ヴィクターが口を挟む。するとケンは軽く肩を竦すくめた。

「いえいえ。どーせ大したことは話してませんから。後は兄貴が場をもたせてくれるでしょ。それより、ジェイド君の案内の方が大事です」

「そうか。では、任せた。……ジェイド、あとは好きに楽しんでくれ。良い休暇を」

　そう言って、ヴィクターは側近たちを引き連れて何処かへ去っていった。後に残されたヒスイとケンは、なんとなく顔を見合わせた。

「……陛下も大変そうっすねー。来賓との歓談に次ぐ歓談。ただの世間話で終わるのならまだしも、こういう場でのちのち国を動かしかねない話が飛び出したりするってんだから、国王家業も楽じゃあないって感じです」

「ああ、良かった。いつものケンだ」

「はいはい、エア・ヴィークル整備から社交まで、何でもこなすあなたのケネス・オズボーンですよっと。……さて、陛下より君の案内係を仰せつかったわけですが、どうします？　すぐに部屋に行きます？　それともちょっとつまんで行きます？　あっちで配っているケーキ、なかなか美味おいしかったですよ」

「うーん……いや、遠慮しておこう。あまり食欲がない」

　出発前に離宮で軽食を摂ったということもあり、部屋の至る所に積まれた美食の山を見てもいまいちそそられなかった。それよりも、なんとなく周囲の視線が気になる。ヴィクターが離れていったあたりから、より無遠慮に盗み見され、ひそひそと噂話をされている気がする。

　あの子は誰かしら、陛下の新しいお気に入りかしら、といった言葉が切れ切れに聞こえる。

「そうっすね。じゃあ、俺と抜けましょうか」

　ごく軽い口調でケンは言い、さりげなくヒスイを周囲の視線から守る場所に立った。場ば馴なれした者特有の動き方だった。

「あ、でもやっぱあのケーキは絶品だったんで、後で部屋に運んでもらいましょ」

「そんなこともできるのか」

「できると思いますよぉ。なんせ、俺らはウィンターハウスを心行くまで楽しむべきお客様ですからね」

　そう言って、ケンは明るく笑った。

　いつものケンだが、やはりほんのちょっとだけ違う。どこか、よそいきの笑い方のようにヒスイには思えた。








25　あの時の言葉






　ケンに連れられてホールを後にしたヒスイは、客室ゲストルームが並ぶ一角に連れて行ってもらった。

　道すがら、ケンはいつもの調子で長広舌を振るった。

「陛下やメリルからも聞いていると思いますが。ここウィンターハウスは、クリスフォード家が所有する数多あまたの城館のうちの一つです。元々は砦とりでだったそうですが、何代か前の当主が住みやすいように改築しました。ここ近年は年末のどんちゃん騒ぎにしか使っていない城ですけれど、ホテルとして開放してた時期もあったそうですよ」

「ああ、知っている。王家の城を宿屋として使うとは面白いなと思った」

「ここだけの話、今は飛ぶ鳥を落とす勢いのディーゼリア王室クリスフォード家ですが、財政難だった時期もあるわけで。そんな時にやってた資金繰りの一環だったらしいですよぉ。学校の授業では扱わない近代史の雑学ってヤツですね。ま、そんな背景もあって、この城は大勢の人間を数日間にわたってもてなすのに向いている構造になっているってわけです。客室がたっぷりあったり、やたらとホールが多かったりね。そんで、ええと……ああ、ここだ。ジェイド・ゼロ君の部屋」

　等間隔で並ぶ似たような扉。そのうちの一つの前でケンが立ち止まった。飴あめ色いろの木材に、真しん鍮ちゆう製のドアノブ。ドアノブのすぐ横には、ごく小さな金属製の飾り鋲びようが打ち込まれていた。

　ケンは、その鋲を指差した。

「これ、覚えておいてくださいね。ここがちょっと特殊な部屋だっていう目印です」

「特殊な……？」

「ま、詳しい説明は入ってから」

　ケンはスーツの胸ポケットからスケルトンキーを取り出し、解錠するとさっさと部屋の中に入っていった。ヒスイもそれに従う。

　離宮でヒスイに与えられている寝室よりやや手狭な部屋だった。手前側がソファーやテーブルを配置したリビングルームで、奥側が寝台や寝椅子を配置したベッドルームになっているが、仕切りはなく、一つの大きな部屋にも見える。

「ま、中の中ってランクの部屋です。本来ならば最上級の部屋を用意すべきところだったんですけれど、表向き『王妃予定者の従僕』ということになっているんでね、そこは勘弁してほしいと陛下からの伝言です。あ、これ鍵かぎ。なくさないでね」

「あ、ああ……別に部屋の上中下でごちゃごちゃ言うつもりはないよ。なかなか過ごしやすそうな部屋だし」

「なら良かった。姫さんの荷物は、こっちのウォークインクローゼットの中に運び込んであります。こっちのベルは、使用人を呼び出したい時に。離宮と違ってここでの姫さんは男扱いなので、湯ゆ浴あみや着替えの手伝いとかをさせちゃっても大丈夫でしょ」

「一応従僕扱いなのだろう？　そんなことで使用人を呼び出したら不自然じゃないか？」

「それもそうっすね。あ、そっちのテーブルの上に載せられている冊子が、今年のウィンターハウスの案内状です。館内の見取り図やら大雑把な予定表とかは、それに書いてあるので確認してください」

　その他、ケンはこの城で過ごす上での決まり事や注意事項などを手早く説明していった。ずいぶんと慣れているようだ。ウィンターハウスにも、その説明にも。

　一通り説明したところで、ケンは、

「──とまあ、こんな感じですけれど、何か質問があればどーぞ」

　と言った。ヒスイは、ドアノブの横についていた飾り鋲のことを思い出した。

「さっき言っていた『特殊な部屋』というのは、あれはなんだ？　見たところ、取り立てて変わったところのない部屋に見えるが」

「あ、あー……すいません忘れてました。姫さん、こっちへ」

　ケンは何な故ぜかにやっと笑いながら、部屋の片隅まで行った。何の変哲もない壁際だ。飴色の腰板があって、白い壁紙が張られている、ただの壁。

　そのただの壁の腰板を、ケンは軽く掌てのひらで押した。すると、腰板部分がガコッと音を立てて奥へずれた。

　ヒスイは目を見開いた。

「隠し扉か！」

「そういうことです」

　ヒスイはケンの傍まで駆け寄って、腰をかがめて隠し扉の向こう側を見た。

　真っ黒な空間が広がっていた。どうやら通路のようだ。ひんやりとした、少し黴かび臭くさい空気が顔を撫なでる。

「全部の部屋にこういうからくりがあるわけではありません。ごく一部の部屋だけです」

「さすがは元要よう塞さいだな……。城が落ちた時のための脱出経路が残っているのか」

「ええ。ま、うっかり冒険心なんぞ刺激されて探検に繰り出さない方がいいですよ。内部はかなり複雑怪奇ですからね。あっという間に迷まい子ごになって、暗くら闇やみの中を半泣きで彷徨さまよう羽目になります。何を隠そう、俺は初めてのウィンターハウスでソレをやらかしました。いやぁ、あれは怖かった。生還できたのが奇跡でしたね」

「そ、そうか……。わかった。緊急時でもない限り、無む暗やみに立ち入らないようにしよう」

「そうしてくださいや。この通路を自由自在に行き来できるのはヴィクター陛下くらいのもんですから」

　そう言って、ケンは腰板を元に戻した。かちり、という小気味が良い音がして、隠し扉は再び何の変哲もない壁に戻る。

「ヴィクターは行き来できるのか」

「できますよぉ。いいですか、姫さん。ウィンターハウスの七日間のうち、必ずどっかで陛下は爆発します」

「爆発」

「ストレスが限界値を超えるんですよ。もうやってられるか！　って。あの人、こういう社交メインの華やかな催しがとにかく苦手だから」

　なんとなく想像がついた。ヴィクターは、大勢の人間に囲まれて気取った会話に興じるよりも、一人で王都を散策したりエア・ヴィークルで自由に飛びまわったりする方が好きなタイプだ。

「そんで、やさぐれた国王陛下は、隠し通路を使って腹心の部屋に逃げ込むわけです。去年は俺の所にお出ましになったので、謹んで愚痴聞き役を務めましたよ」

「……ご苦労だったな」

「いえいえ別に。普段から、俺と陛下は愚痴を吐き合う仲ですから。ただ、今年は姫さんの所に癒いやしを求めに来るかもしれませんね。その時は陛下をよろしくお願いしますってことで」

　ケンはおどけた仕草で、片足を引き片手を胸にあてて一礼した。

　ヒスイはそれに対して頷うなずきつつ、愚痴を吐き合う仲、という言葉が妙に心にひっかかった。国王としてそれなりに心労を背負い込んでいるヴィクターがついつい愚痴をこぼしてしまうというのはわかる。

　しかし、ケンがその手の言葉を漏らす様子が、いまいち想像つかなかった。

　ケネス・オズボーン。平民でありながら並の貴族よりも富み栄えているオズボーン家の次男坊にして、現国王ヴィクター・アレク・クリスフォードのお気に入り。名門大学出の優秀なエア・ヴィークル技師メカニツクでもあり、また、社交界の華でもある。各方面において恵まれた人間のように思えた。本人の性格も極めて明るい。

（確かに、ヴィクターの愛人疑惑なんていうゴシップが流行はやった時は苦労したようだが……ケンに悩み事は似合わない気がするな）

　ヒスイが黙り込んでいると、ケンがその目の前でひらひらと手を振った。

「姫さん、大丈夫っすか？　急にぼーっとしちゃって。移動の疲れでも出ちゃいました？」

「……あ、ああ。そうだな、少し疲れたかもしれない」

「無理せず休んでくださいよ。ここで姫さんに肺炎にでもなられたら、俺が陛下とメリルから叱しかられます。怒ったあの二人を相手にするなんて、考えただけで冷や汗と動どう悸きが止まらなくなりますわ」

「確か、冬のディーゼリアでは肺病患者が急増するんだったな。わかった。大事をとって、僕はしばらくここで休むとしよう」

「そうしてください。俺はもう戻りますけど、何か困ったことがあったらいつでも頼ってくださいね。使用人を捕まえて『ケネス・オズボーンはどこだ』と言えば引き合わせてくれるはずですから。……あ、でも、時々俺も対応不可になるかも。特に深夜」

「深夜に何かあるのか？」

「そりゃあもう、独身紳士の嗜たしなみ──夜の社交ってものが」

　ケンは妙に色っぽく笑い、ヒスイは呆あきれて肩を竦すくめた。以前に聞いた、俺は女の子が好き！　というケンの絶叫が耳の奥に蘇よみがえる。

「……技師としてのケンしか知らなかったけど、お前も男だったんだな」

「ははは、趣味と実益を兼ねているってやつですよぉ。我がオズボーン家は鉱山経営と製造業でのし上がりましたけれど、社交界ではまだまだ新参者。他のお家とガツガツ仲良くしていく必要がありますからね。……というわけで姫さん、俺はここで失礼しますね」

　そう言って、ケンはやや足早に去っていった。

　あとに残されたヒスイは、ひとまずリビングルームのソファーに座り、案内状を眺めた。やたらと手触りの良い紙に、箔はく押おしの題字。一枚めくると、流麗な筆記体で歓迎の言葉が書かれていた。

　何とはなしにそれを読み進めたあたりで、ヒスイは気付いた。手書きかと思いきや、手書き風の活字だ。文字と文字が、どこも綺き麗れいに繫つながっている。一つの文字につき複数の字型を用意しているのか、それとも何か他の技術を使っているのか。

（……案内状すらも財力と技術力を誇示する道具にするとは、恐れ入った）

　つくづく、ディーゼリアという国は恐ろしい。

　案内状をめくると、王都一番人気の音楽隊による演奏会だの、あらゆるの美術品を集めた展覧会だの、そんな心躍るような予定の数々。まさしく、この世の贅ぜい沢たくを全すべてかき集めたかのような煌びやかな七日間だ。

　それら一つ一つを読んでいるうち、ふと、ヒスイの意識は過去に飛んだ。

　まだ寝台から出られなかったころ。見舞いに来たヴィクターが、世界地図を見せてくれた時のことを、ぼんやりと思い出した。

　──ああ、余はこの国が好きだ。

　ヴィクターはそう言っていた。龍弦の言葉で。あの頃ころ、ヒスイはディーゼリア語がわからなかったから。

　──この国は面白い。世界中の面白いものをどんどん食らいつくして大きく育ったディーゼリアは実に面白く、愛いとしい。そして──。

　あの後、ヴィクターはディーゼリア語がわからないヒスイの前で、ディーゼリア語で独り言を言った。あの時は何を言っているのかわからなかったが、どういうわけだか音の羅列を正確に暗記してしまった。今でも覚えている。

　そして、今なら、彼が何と言ったのかわかる。

　ヒスイは、パンフレットを膝ひざの上に載せて虚空を眺めた。

（……ヴィクター。お前）

　なんとも言えない、漠然とした感情が胸の中に広がった。怒りではない、悲しみでもない。さりとて、喜びでもない。ただ、心の中が激しくざわつく。

　あの場で流れて消えてしまうはずだった言の葉。その意味を時間差で解して、ヒスイは静かに息を止めた。

　──そして、いずれは、帝国を含めるこの世全てがディーゼリアのものとなる。

　彼はあの時、確かにそう言ったのだ。

　閉ざされた大帝国より寄越された、瀕ひん死しの皇子を前にして。








26　添い寝






『あれはこれ以上ないくらい紛れもない本心だろうよ』

　音楽が聞こえてくる。なんとも優美で不思議な旋律だ。弦楽器と笛の音色が複雑に絡まり合うそれは、どこか遠くの国の民族音楽だという。

　その音ねに、モノシリの声が紛れている。

『ディーゼリアは二百年ほど前から積極的に海を渡り、山を越えて、この世界の掌握に務めた。大船団を以って、西の果てと東の果てが繫がっていることを証明し、未知の大陸を発見した』

「……」

　ヒスイは黙って聞いていた。音楽とモノシリの声の両方を。

　ここはウィンターハウス内の小ホールだ。王都一番人気の楽団とやらが、古典クラシツクから大衆曲ポツプス、果ては民謡フオークまで、様々な楽曲を演奏している。聴衆は若い令嬢や小さな子供、そしてどこかの貴族家の従僕らしき比較的地味な身なりの若者が多かった。

　国王の姿はない。同時刻に違う場所で行われている催しの方へ臨席しているはずだ。

　そんな小ホールの後ろの方の壁際に立って、ヒスイはぼんやりとしていた。

『そして五十年ほど前、蒸気機関が発明されたことにより、ディーゼリアは飛躍的な進歩を遂げる。機械時代の到来だ。船も武器も、あらゆるものが全て新しくなり、ディーゼリアは世界中の豊かな国々を次々と掌中に収めていった。この時期がばっちり、クリスフォード王朝の時代と重なっている。そんな時代にそんな国のそんな王家に生まれたあいつが、世界征服を望んでいるのはごく自然なことだろうよ』

（……近代史の授業の復習をありがとう、モノシリ）

　一曲終わり、わっと歓声と拍手が沸いた。その喧けん騒そうが終わるか終わらないかのうちに、また次の曲が始まる。今度はハイテンポな明るい曲だった。舞踏曲ダンスミユージツクだろうか。五歳くらいの小さな紳士淑女が耐えきれずに踊りはじめ、周囲の温かい眼差しを浴びている。

『今現在のディーゼリアは戦時中じゃない。だが、これは極めて珍しいことだ。たいていは、いつもどこかの国と戦争したり、ないしは海外領土の内紛を鎮圧したりしている。国王の正装が軍服なのはその影響だろうな』

（本人の趣味もあると思う）

『そんなこたどうでもいい。大事なのは、ディーゼリアがとんでもなく戦争慣れしてるってことさ。お前だって気付いているんだろう、ヒスイ。──エア・ヴィークル。あれ、大城壁を飛び越えられるぞ』

　高度二〇〇まで飛べるという鋼の翼。大城壁の高さはどれくらいだっただろうか。だが、少なくとも、エア・ヴィークルで飛んだ高さよりも高いということはあるまい。

（……ディーゼリアは、その気になればいつでも龍弦帝国に侵攻できる？）

『だろうな。無論、諸もろ々もろの問題は立ちはだかっているだろう。まず、ディーゼリアは龍弦帝国についてほとんど知らない。どんな土地が広がっているのか、技術力はどれくらいなのか。まぁ、こないだ僕とお前で結構ゲロったわけだけど』

（ああ、あの大臣たちに呼び出された時）

『結局、僕らが提供した情報がどう扱われているのかわからないけどな。あれ以来、ヴィクターもその件には全く触れないし。が、少なくとも、ディーゼリアにとって全く益がないわけがないだろう。龍弦にはタール・クォーツがないこととか、機械文明がないこととか、武人は主に刀剣や弓矢の訓練をしていることとか、ぺらぺら言っちまった』

（僕らは……故国に不利益になるようなことを喋しやべった？）

『だとしたら、どう思う？』

　モノシリに問われて、ヒスイは目を閉じた。

　想像してみた。千年もの間、龍弦帝国を護まもり続けていた大城壁。その上空を、何百何千ものエア・ヴィークルが飛び越え、領内を侵していくのを。噴きあがる煤ばい煙えんが青空を汚す。駆動音が静穏を破壊する。鋼でできた巨鳥たちが、蛮族の軍人たちを乗せ、空を駆けて都を目指す様子を。

　──何も感じない。龍弦の皇子であるはずなのに、心が驚くほど凪ないでいる。いっそ不自然なほどに。

（……特に、何も）

『お前の中で、龍弦がずいぶん遠いモノになったねぇ』

　モノシリが笑った。

『まぁいい。この話はおしまいにしようか。僕らが今あれこれ思案しても詮無いことだ』

　それっきり、モノシリは沈黙した。

　ヒスイは一つ小さな息を吐いて、そっと小ホールから抜け出した。

　廊下に出ると、ちらほらと他の人間がいた。立ち話をしている者、どこかに向かって歩いている者。貴族もいれば、その従僕もいる。ウィンターハウスでは、それぞれが好きなように過ごしている。

　そして、思ったより、ヒスイが悪目立ちすることはなかった。

　良い意味で、ヒスイは数多あまたの招待客のうちの一人に溶け込んでいた。時々見知らぬ人に挨あい拶さつされ、通り一遍の世間話を振られることがあったが、それだけだ。名前を訊きかれてジェイド・ゼロと名乗れば、その姓で相手方は何かを察するらしく、特に深追いすることなく愛想よく離れていく。

　おかげで、今のところヒスイは大変快適に過ごすことができている。少なからず心配していた貴族社会への拒否反応も全くなかった。そもそも、龍弦の貴族連中とディーゼリアの貴族たちは雰囲気がだいぶ違う。

　ヒスイが入城して二日目、ウィンターハウスが始まって三日目。

　城内の至る所で、面白そうな催しが開かれている。そこを自由気き儘ままに梯はし子ごして、小腹が空すいたら適当な軽食をつまみ、疲れたら部屋に戻ってぼうっとする。これが、ヒスイの過ごし方だった。

　館内をうろついていると、時折ヴィクターやケンを遠目に見かけることがあったが、敢あえて近寄らなかった。二人とも忙しそうだったからだ。

（僕は案外、一人で物事を楽しむことができるタイプなのかもしれない）

　そう思うと、ちょっとだけ誇らしい気持ちになった。今まで知らなかった自分自身を発見できたような気がして。

（さて、次はどこにいこうか）

　ヒスイは、緩やかな足取りで当てもなく歩きだした。
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　そんなこんなで、ウィンターハウスを満喫していたヒスイだったが。

　ケンが予言していた、隠し通路を使ったヴィクターのお出ましとやらが早々に現実のものとなった。

　三日目の深夜──より正確に言えば四日目の早朝である。

　ウィンターハウス三日目の夜は舞踏会が開かれていた。夜九時ごろから始まり、明け方まで続くという盛大なものである。ヒスイは最初のうちは隅の方で見物していたのだが、飽きたのと眠くなったのとでさっさと引き上げてしまった。

　ケンは若い令嬢をとっかえひっかえしていてヒスイの話し相手になってくれそうな空気ではなかったし、ヴィクターもまた、いかにも大貴族といった風情の人間たちと酒杯を片手に話し込んだりしていて、ケンよりもさらに近寄り難かったのだ。

　与えられた客室に戻って服を丁寧に脱ぎ、部屋に付属しているシャワールームで身を清めた。誰かに湯ゆ浴あみの用意をしてもらうまでもなく、バルブハンドルをひねるだけで熱い湯を浴びることができるのはとても良い。これも技術の恩恵というやつだろう。

　そうやって一日を締めくくったヒスイが寝台の中に潜り込んだのは夜半過ぎ。日中ふらふらと遊びまわった疲れもあって、あっという間に心地よい眠りに就いた。未まだ続いている舞踏会の喧騒を遠くに聞きながら、滑り落ちるように夢の世界へと入っていく。

　──そして、微かすかな物音で目を覚ました。

（……？）

　窓の外はまだ暗い。舞踏会の喧騒も止やんで、あたりはしんと静まり返っていた。

　寝台の中で寝がえりをうち、目を閉じたまま耳を澄ませる。また、微かな物音がした。遠くではない。この部屋の中から。

　ヒスイは一瞬だけ身体からだをこわばらせた。

（誰かいる……!?）

　うっすらと目を開けて、部屋の中を確認した。窓から微かに月の光が差し込んでいるため、完全な暗くら闇やみというわけではない。──リビングルームに、誰かがいる。ソファーに座ってぐったりとしている。

　誰だ、と思ったが、すぐに思い至った。

「……ヴィクター」

　小さな声で呼びかけると、はっとしたようにソファーに座っていた人物がヒスイを振り返った。

「ああ……すまない、起こしてしまったか」

　ヴィクターの声には強い疲れが滲にじんでいた。ずっと客たちと喋っていたせいか、いつもより声が掠かすれている。

　ヒスイは寝転がったまま口を開いた。

「舞踏会はもういいのか？」

「今さっき終わったよ。……まったく、夜明け近くまで踊るなんて馬鹿らしい」

「お前も踊ったのか？」

「ある程度は。着飾った女どもに『国王陛下にダンスの相手をしてもらった』という栄誉を授けるためだけにな」

　その言い方が妙に憎々しげだったので、ヒスイは小さく噴き出した。

「ふふっ……その令嬢には一生ものの思い出になるだろうな」

「誰だれが令嬢って言ったか？　ほとんどはその令嬢の母親くらいの年代の夫人だよ」

「それはご苦労なことだ」

「ああ、ご苦労だとも。君は満喫しているようで良かったが」

「おかげさまで」

　ヴィクターは背せ凭もたれに身を沈め、重たい息を吐いた。

　舞踏会が終わって、衣服を改める間も惜しんで来たのだろう。軍服姿のままだった。サーベルや記章、手袋などの装飾品は全て外してテーブルの上に置き、襟元を緩めている。足元は軍靴ではなく、なぜかスリッパだった。

「……ああ、殿下。君は君で寝ていてくれて構わない。ただ、ちょっとの間だけ、此こ処こで休ませてくれ。自分の部屋だと、どうにもうまく眠れなくて」

「国王陛下の次の予定は？」

「四時間後の朝あさ餉げだ。海外領土の総督たちとの会談を兼ねているから、できるだけ疲れをとった状態で臨みたい」

　ヒスイは予定表を思い浮かべた。国王の朝餉の時間から逆算すると、今はちょうど夜明け直前あたりか。もうじき、窓から朝日が入り込むだろう。

　ヒスイは寝台から手を伸ばし、手招きした。

「ヴィクター」

「……殿下？」

「ヴィクター、こっちへ」

　疲れ果てた国王はいぶかしげな顔をして、億おつ劫くうそうにソファーから立ち上がった。

　ヴィクターが寝台のすぐ横まで来たあたりでヒスイはむくりと上体を起こし、布団を剝はいでシーツをぽんぽんと叩たたいた。

「座ったままでは仮眠くらいしか取れないだろう。僕の寝台を半分貸してやる」

　ヴィクターが目を見開いた。その目の下にはうっすらと隈くまが浮いていた。

　しかし、ヴィクターはぐっと眉み間けんに皺しわを寄せて首を横に振った。

「……気遣いは嬉うれしいが、余は君が思っている以上に疲れている。寝過ごしてしまうかもしれない」

「僕が起こしてやるよ」

「貴族どもの香水や煙草たばこの臭いが染みついた服のままだ」

「気にしない」

「……しかし」

「御託はいいからさっさと入れよ、もう。お前、疲れている時ほど他人に遠慮する癖あるだろ？　それ今ものすごく出ているぞ。なんで僕にまで遠慮するんだ、ここに居るのは他ならぬお前の妃候補だぞ」

　ヒスイはもう一度シーツを叩いた。すると、ヴィクターが観念したように、軍服のまま寝台に入ってきた。彼の言う通り、香水や煙草の残り香と、あとは酒の匂においがした。

「かなり飲んだな？　ヴィクター」

「当たり前だろう。社交界だぞ」

　妙に抵抗していたヴィクターだが、寝台に入った瞬間、緊張の糸が切れたようだ。ぐったりと脱力したのが手に取るようにわかった。

　ヒスイは彼の身体に布団をかけてやり、自分は上体を起こしたままヘッドボードに凭れかかった。

「……寝ないのか、殿下」

「言っただろう、起こしてやるって。ここで僕まで熟睡して二人して寝坊したら大変なことになるだろうが」

「……ああ、すまない。本当に、世話になる」

　ヴィクターは呻うめきに近い声でそう言った。ヒスイは何となく、その頭を撫なでた。ちょうど触りやすい位置にあったからだ。

「──おやすみ」

　そう囁ささやいたが、ヴィクターが聞き届けたかどうかはわからない。彼の頭を撫でていた手をどかした時にはすでに、ヴィクターは深い眠りに落ちていた。

　規則正しい寝息を聞きながら、ヒスイはぼんやりと窓の外を眺めた。ほんの微かに黎れい明めいの気配がする。あともう少しすれば、朝が始まるだろう。

　ヒスイは窓の外を眺め、それに飽きればヴィクターの寝顔を眺めた。ぴくりとも動かず死んだように眠る男が、この世界の半分を治めている王なのだと思うと妙に感慨深い。

（……この男は、いずれ、龍弦を侵すつもりなんだろうか？）

　ヒスイはまた想像した。大城壁を越えるエア・ヴィークルの大軍勢。その指揮を執るのは、きっとこの男だ。空が好きで社交が嫌いな、ディーゼリアの国王陛下。

（その頃ころ、僕は、どこで何をしているんだろうか……）

　夜明けを待ちながら、ヒスイはあるかどうかもわからない未来へ思いを馳はせていた。








27　大公襲来






　約束通りヴィクターを起こし、ヒスイの新しい一日が始まった。

　ちなみに、ヒスイが一声かけただけでヴィクターはすっきりと目を覚ました。そして、慌ただしく隠し通路を使って自分の部屋へ戻っていった。

「……忙せわしないなぁ」

　隠し通路の扉を元に戻しながら、ヒスイは思わず口に出して呟つぶやいた。朝餉の時間にはまだ小一時間はあるはずなのに、ろくに言葉を交わす余裕すらなかった。寝台の中には、まだ彼のぬくもりが残っている。

　なんとなく、ヒスイはそのまま寝台に潜り込んで二度寝した。少しだけお腹なかが空いていたが、それよりも眠りたいという気持ちが勝った。体温と香りの残ざん滓しの中で、ゆるゆると意識を手放していく。

　こうしてヒスイがのんびりと惰眠を貪むさぼっている間にウィンターハウスでは一つの事件が起こっていた。
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　ヒスイは昼過ぎに目を覚ました。いい加減眠るのも飽きたし、喉のども渇いたのだ。

　もそもそと起きだして、リビングルームの方に置いてあった水差しから水を飲み、たまたま昨日きのうどこかのホールで貰もらってきた焼き菓子を食べた。貝型の焼き菓子はふんわりと甘くて、バターの味が強かった。

　そして身支度を整え、気儘に館内を散策しはじめたのだが、なにやら妙に騒がしい。ウィンターハウス全体に緊張感が満ちている。使用人たちは慌ただしく立ち働き、招待客たちは各所で固まってひそひそと噂話に興じている。

（……何かあったのか？）

　廊下を歩きつつヒスイが眉まゆを顰ひそめていると、ちょうどケンが通りかかった。というより、ケンがヒスイに声をかけてきた。

「ああ、こんな所にいた！　探しましたよ」

　ケンも珍しく顔がこわばっていた。明らかに何か不測の事態が起きている。

　ヒスイがこの事態に問うより早く、ケンがヒスイに耳打ちした。

「……とりあえず来てください。陛下が呼んでます」

「僕を？」

「はい。なるべく急ぎで。……ああ、何が何やらって顔してますね。ちゃんと説明しますから、とりあえず俺についてきて」

　そう言って、ケンは足早に歩き始める。ヒスイは小走りになってそれについていく。

「何があったんだ？」

「招かれざる客ってやつですよ」

　ケンに導かれ、ヒスイはウィンターハウスの奥の方へ向かう。確かこの先は、特別な応接室などがある場所だ。国王が賓客と交流するために使うエリアである。気軽で楽しい催し事が開かれるホールとは離れているため、ヒスイは全く立ち入ったことがなかった。

「そんなの、追い返せばいいじゃないか」

「追い返せない相手でね。おかげで今、ウィンターハウスは大パニックです。陛下も全すべての予定をキャンセルして対応に乗り出してます。そんで、お客人が是非ともジェイド・ゼロ君に会ってみたい、と」

　ヒスイは眉を顰めた。

「誰だれなんだ、そのお客人って」

「アルバート・エディ・クリスフォード大公閣下」

　ケンとヒスイは、とある一室の前に辿たどり着ついた。扉の両脇を衛兵にがっちりと固められた物々しい部屋だ。

　ケンは衛兵に『ジェイド・ゼロ』の来訪を告げ、衛兵がそれを部屋の内部の者へ扉越しに伝えた。ほんの少しだけ、ヒスイたちはその場で待たされる。

　顔がこわばったままのケンが、小さな声で言った。

「先王の弟君。つまり、ヴィクター陛下の叔お父じ君ですよ」

　ヒスイは目を見開いた。

「なん──」

　言いかけた時、部屋の扉が開かれた。ケンがヒスイの背中を押した。

「俺がついてこれるのはここまでです。じゃ、ご健闘を」

　ヒスイは素すっ頓とん狂きような声を上げそうになったが、ぐっとこらえた。そのかわり、唇を引き締め、毅き然ぜんとした態度で部屋の中へ入った。いまいち事態が飲み込めないが、無暗に騒いでもどうしようもない。堂々と振舞うしかない。

　その部屋は、豪華絢けん爛らんな応接室だった。目がくらみそうなほど煌びやかな室内の中央に、どっしりとしたソファーが一対。そのうちの片方に、黒い軍服姿のヴィクターが不機嫌そうな様子で座っている。もう片方には、四十歳ほどの細身の男が、大勢の美少年を侍らせてゆったりと坐ざしていた。

　ヒスイが入室したと同時に、ヴィクターと男が振り返った。

「……来たか」

　ヴィクターが低い声で言う。ヒスイはとっさに、ウィンターハウスに来る前に離宮で叩たたき込こまれた礼儀作法の一切合切を思い出し、その場で一礼した。右足を引き、右手を胸元に添え、左手を斜め下へ真っすぐ伸ばす立ボウ・アンド礼・スクレイプ。

　今までは多少尊大に振舞っても大目に見てもらえていたが、さすがに大公とやらがいる場では、従僕の振舞いに徹した方が良いだろう。

「お呼びでしょうか、陛下」

「……ああ、こっちへ」

　ヴィクターに指示された通り、ヒスイは部屋の中央まで進み出でて、ヴィクターの斜め後ろに立つ。

　細身の男の視線が、自分に絡みつくのを感じた。

「叔父上。彼が先ほど言った、ヒスイ皇女殿下の従者、ジェイド・ゼロだ。ジェイド、こちらは──」

「アルバート・エディ・クリスフォードだよ」

　ヴィクターの言葉を遮って、男は言った。ゆったりとした穏やかな声だった。

　ヒスイは改めて一礼して、アルバートを見た。

　白はく皙せきの紳士。一言で言うならそんな印象の男だ。金髪というより銀髪に近いプラチナブロンドに青い瞳ひとみ。一目で最高級品とわかるスーツを纏まとい、大ぶりの宝石がついた指輪をいくつも嵌はめているが、豪ごう奢しやな装いが不思議なくらい似合っている。彼単体ならば、上品な佇まいの男だと言えただろう。

　しかし、その周囲に侍る美少年たちが、その印象をがらりと変えていた。肌の色も髪の色も目の色も様々で、それぞれ違う国の民族衣装を着ている。そんな種々様々な見目麗しい少年たちが、あるいは膝ひざに頰を乗せ、あるいは背後から凭もたれかかり、あるいは床に寝そべって主人の脚と戯たわむれているのだ。

　彼の周りだけ、まるで娼館の一室であるかのように、退廃的で淫いん靡びな空気に満ちていた。

　ヒスイは思わず眉を曇らせた。

（享楽的な王族、か……！）

　アルバート・エディ・クリスフォード。名前だけなら、ディーゼリア近代史の授業で習った。先王の年の離れた弟であり、二十年前、当時五歳のヴィクター王子と王位争いをしていた相手である。

　結局、王位争いはヴィクターの勝利に終わり、アルバートは大公に叙されてディーゼリア内でも屈指の豊かな地域を領主として治めることになった。しかし、アルバートは政治に興味を失い、領地運営を人任せにして自分は遊び暮らすという生き方を選んだ。ここ十年ほどは異国趣味に目覚め、海外領土を転々としているという。

（……そんな大公が、なぜここに？）

　アルバートはヒスイをじっと見つめた。

「なるほど、これが生粋の龍弦人か。象ぞう牙げの肌、黒曜の髪。……ああ、瞳の色がよく見えないな。もっと近くへ寄っておくれ」

「寄らんでいい、ジェイド。ろくなことにならん」

　おっとりとしたアルバートとは対照的に、ヴィクターの声は刺とげ々とげしかった。ヒスイはヴィクターの方に従った。なんとなく、あの美少年たちを搔かき分わけてまで大公へ近づきたくはなかった。何人かの少年が、アルバートと戯れながらヒスイに挑発的な視線を投げかけてきている。

　アルバートが鷹おう揚ように笑った。

「そう苛いら立だつな、ヴィクター。仮にも国王ともあろう男が」

「余計な世話だ。それで、叔父上。どうしていきなり帰国した。まさか本当に龍弦人を一目見るだけに海を越えて来たのではないだろう」

「いや？　まさしくその通りだよ」

　しれっとアルバートは言った。美少年たちがくすくすと笑う。

「私の可愛かわいい甥おいっ子こが龍弦帝国の姫君と結婚したと聞いて、はるばるスィンドゥリャから駆け付けたのだよ」

　スィンドゥリャというのは南の方にある海外領土の名前だ。茶葉や綿、香辛料、宝石など、数多くの特産物をディーゼリア本国にもたらす極めて豊かな地域である。

「しかし、聞くところによると、実際にはまだ結婚どころか正式な婚約もしていないというじゃないか。王妃候補が王宮入りしたという段階で止まったまま何か月もたっているそうだね」

「姫は長旅の疲れを取るために療養中だ。無理はさせられない」

「別に婚約発表くらい、本人が寝込んでいようが何していようができるだろう。告知だけなんだから」

「全ては此方こちらで調整中だ。叔父上に口出しされる謂いわれはない」

　ヴィクターは怒気を隠そうともしないが、アルバートはどこ吹く風で、今度はヒスイの方へ話しかけた。

「ジェイド、だったかな。君のご主人様の様子はどうだね？」

「……療養中です」

「姫も君と同じく美しい黒髪をしているんだろうか？　一目お目通りしたいのだが、取り次いでもらえるかね？」

「療養中ですので」

「ふむ。……さては『療養中』ということ以外口に出してはならないと命じられているね？」

　ヒスイは黙った。どうにもやりあいにくい相手だ。ヴィクターの機嫌が悪くなるのも無理はない。長々と相手をしていると、完全にこちらの調子を崩されて相手のペースに飲まれてしまいそうだ。

　ヒスイの沈黙をどう受け取ったか、アルバートは芝居かかった仕草で肩を竦すくめ、溜ため息いきをついて見せた。

「残念だ。ヒスイ姫は、もしかしたら私の妻になるかもしれないのに」

「……待て、叔父上。どういうことだ!?」

　ヴィクターが鋭い声を上げた。ヒスイもまた、驚きのあまり顔をこわばらせた。そんなこと、一言も聞いていない。

　対して、アルバートは膝の上の美少年の髪を指先で弄もてあそびながら、実におっとりとした口調で言った。

「ヴィクターとの結婚が遅々として進まないのであれば、国王に代わって大公たるこの私が娶めとろうという話だよ。ちょうど、愛めでる相手として龍弦人も欲しいなと思っていたんだ。それが姫君ともなれば、愛あい妾しようやペットではなく正式な妻として迎えるのにやぶさかではない」

「勝手なことを！」

「理にかなっていると思うがね？　まぁ、王妃より一段格下になる公妃となるが、そんなの、あの龍弦帝国からすれば取るに足らない差異だろう。この国は龍弦と姻いん戚せき関係になる、お前は改めてお妃選びができる、私は龍弦の姫を手に入れることができる。万事が丸く収まるじゃないか」

「叔父上!!」

　ヴィクターが一喝した。美少年たちが怯おびえたようにアルバートにしがみついた。

　しかし、アルバートはやはりヴィクターの怒声を聞き流し、にこやかに笑った。

「お前が結婚しないのなら、という話だよ。ああ、それはそれとして、そちらの彼を貸してもらえないかな？　一目見て気に入った。こちらに滞在する間、私の世話係として指名したい」

「駄目だ。ジェイドは確かに姫の従僕だが、ここではれっきとした客人として扱っている。他の招待客が連れてきた使用人とはわけが違う」

「……ふむ」

　アルバートはヴィクターをじっくりと見て、続いてヒスイをじっくりと見た。ヒスイは思わず身を固くする。

　やがて、アルバートは何事か納得したように何度か頷うなずいて、ゆったりと立ち上がった。

「まぁ、いい。ひとまず、十年ぶりのウィンターハウスを満喫させてもらうことにするよ。そろそろ私の部屋の用意も済んだころだろう？」

「侍従たちに訊きいてくれ。余は知らん」

「最後に参加した時よりも派手な催しになったな。クリスフォード家もいよいよ繁栄しているようで、実に結構なことだ」

「叔お父じ上。念のために言っておくが、今のクリスフォード家当主が誰だれなのか、よく念頭に置いて行動してくれ。いいな」

「やれやれ。わかったよ、国王陛下。私はこの子たちと共に、ゆったりと楽しませてもらおうじゃないか」

　見目麗しい少年たちを引き連れ、大公は去っていく。

　広々とした応接間には、ぽかんとしたヒスイと、重たい溜息をつくヴィクターの二人だけが残された。
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　他に誰もいないことを確認してから、ヒスイは恐る恐るヴィクターに声をかけた。

「……ヴィクター。なんなんだ、あの男」

「見ての通りだ」

　疲れ切った声でヴィクターは言った。腕を組み、また重たい溜息。眉み間けんには深い皺しわが刻まれている。

　それまでヴィクターの斜め後ろに立っていたヒスイは、ソファーの前まで回り込んで国王の隣に腰かけた。

「叔父上は昔からああだった。贅ぜい沢たく好きの趣味人で、享楽的で。普段は海外で大人しく豪遊しているからいいものの、数年に一度は本土に戻ってきて、こういう困ったことをしでかす」

「その……あの、ヒスイ姫を娶るとか言っていたが」

「冗談半分、本気半分といったところだろう。……君には黙っていたが、実は、叔父上から何度も問い合わせがあったんだ。龍弦の姫が来たというのは本当か、詳しく話を聞かせろ、と。異国趣味をこじらせている叔父上が君に興味を持たないわけがなかった」

「……」

　ヒスイが俯うつむくと、ヴィクターがぎこちなく微笑ほほえんでヒスイの頭を撫なでた。

「心配そうな顔をするな。間違っても、ヒスイ殿下を叔父上に嫁がせるような真ま似ねはしない。約束する。君だっていやだろ？　あの取り巻きたちの中に加わるのは」

「ああ。やはりあの子たちは、そういう手合いなのか」

「叔父上が世界各国から選えりすぐったご自慢の美少年軍団だよ。あれが全すべてではないぞ。伝え聞くところによると、百人近く手元に置いているそうだ」

「ひゃ、百人……」

「普段あの子たちとどういう生活を送っているか聞かされた時は、あまりの不道徳さに耳が腐り落ちるかと思った……。本国の貴族社会もだいぶ風紀が乱れているが、叔父上に比べるとまだまだ清い」

　そう言って、ヴィクターは遠い目をした。

　本国の貴族社会の風紀が乱れている、というのは、なんとなくヒスイも肌で感じ取っていた。ウィンターハウスを歩き回っていれば、色々な噂話が聞こえてくるし、男女が堂々と夜の誘いをかけあっている場面も目撃する。

　どうやらディーゼリアの上流階級では、婚前交渉は当たり前、結婚しても複数の愛人を持つことが紳士淑女の嗜たしなみとされているらしい。ケンが『夜の社交』とやらに精を出しているのは、特別彼が女好きだからではなく、そういう文化に従っているだけなのだ。

「……大丈夫なのか、あの大公を叩たたき帰さなくて」

　心配になって問うと、ヴィクターは幾度目とも知れない溜息をついた。

「元々、ウィンターハウスは王族たちのプライベートな休暇。れっきとしたクリスフォード家の一員である叔父上には、招待状がなくとも参加権がある。参加者というか、むしろ主催者ホスト側に近いな」

「だからさっき釘くぎを刺したのか。今の当主が誰なのか念頭に置け、と」

「そういうことだ。……まあ、色々と困った人物ではあるが悪い人ではない。世界中を転々としているから知見も広く、面白い話を多数知っている。以前、余が二年ほど国を空けて諸国漫遊した話を聞かせただろう」

「ああ。身分を隠して、あらゆる国に行ってみたという」

「その時に世話になったのが叔父上だ。いらん知識も植え付けられたが、有益なこともたくさん教えてくれた。……あの享楽至上主義さえなければ、むしろ殿下に紹介したい相手だったんだがなぁ」

　ヴィクターはかつて、諸国漫遊の二年間が今の自分を形作っていると言い切った。その貴重な経験の世話をしてくれた男というのだから、本来なら王の恩師と言っても過言ではないだろう。

（……その功績を打ち消すレベルの道楽者、ということか）

　ヒスイはそう納得した。なんとも強烈な親族がいたものである。

　ヴィクターは最後にもう一つ息をつくと、切り替えるように言った。

「──いくら普段の叔父上が堕落と背徳を極めているからと言って、さすがにここでは大人しくするだろう。妙な問題は起こさないはずだ。

　すまなかったな、殿下。いきなり呼び出して変な御仁に会わせることになってしまって」

「そこは大丈夫だ。多少驚いたが、ヴィクターに謝らせるほどのことではない」

「ならいいんだが。──君は明後日あさつての昼頃に離宮に戻るんだったな？」

　ヒスイは頷いた。ウィンターハウスは七日間あるが、混雑や混乱を避けるために二日目に来て六日目に帰る、という手て筈はずになっている。

「明後日の昼、ブラッドが自動車で迎えに来てくれるはずだ。僕はそれに乗って一足先に離宮へ戻る」

「そうか。なら、それまで目いっぱい楽しんでいってくれ。君たちが楽しんでくれていると思うことで、余はこの七日間を耐えているからな」

「……あまり無理するなよ。眠れなかったら僕の部屋に来るんだぞ」

「ありがとう、殿下」

　ヴィクターはそう言って、どこか安心したように笑んだ。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　それから丸一日ほど、ヒスイは何事もなく過ごした。大公と関わることもなく、限界を迎えたヴィクターが部屋に逃げ込んでくることもなく。

　自由気き儘ままにウィンターハウスを満喫して、そろそろ帰り支度のことを考え始める五日目の夕方。すなわち、ヒスイが離宮へ戻る前日。

　なぜかヒスイは、大公アルバートの部屋にいた。

（……どうしてこうなった!?）

　館内を歩いていたら、突然やたら妖よう艶えんな美少年たちに絡まれたのだ。そして、あれよあれよという間に、アルバートの部屋に連れ込まれてしまった。

　大公の部屋は、異国趣味を極めていた。

　もとからあった家具は全て撤去して、私物の調度品を持ち込んだのだろう。複雑な紋様が織り込まれた絨じゆう毯たん、ソファーくらいの大きさがあるクッション、優美な曲線を描く寝椅子。広々とした部屋は薄暗く、随所に置かれた香炉らしきものが唯一の光源だった。何とも言えない甘ったるい香りが立ち込める室内では、何人もの見目麗しい少年たちが、思い思いの格好で寛いでいる。或あるいは猫のように丸まって眠り、あるいは酒杯を傾け、あるいはぷかぷかと葉巻を吸っている。

　そんな部屋の奥に、Ｌ字型をした巨大なソファーともベッドともつかない調度品が置かれている。ふかふかのマットレスの上に円筒型のクッションが無造作に並べられ、それら全てに甘い香りが染みついている。

　龍弦風の室内着をゆるく纏まとったアルバートはそこに寝そべり、不思議な形をしたパイプを吸っていた。サイドテーブルに細長いガラスの壺つぼのようなものが置かれており、そこから伸びている長いチューブの先端を咥くわえているのだ。アルバートのすぐ傍には幾人もの少年が寄り添い、彼の指先に香油を塗り込んだり、髪を梳すいたりしている。

「──あの口うるさい甥おいっ子このいない所でゆっくり話したかったんだよ。ジェイド君」

　Ｌ字型ソファーの、アルバートが寝そべっているのとは違う方の辺にヒスイは腰かけていた。当然のようにヒスイの両脇にも少年が張り付いていた。南の国から連れてこられたのだろうか。露出度の高い民族衣装を纏った褐色肌の少年が二人、まるで猫のようにヒスイの腕や肩に身体からだを擦り寄せてくる。

　ヒスイはどうしていいかわからず、ただ身体をがちがちに固めていた。

　ふっとアルバートが笑った。

「そう緊張せずとも。酒はどうかな？　それとも水煙草たばこでも？」

「……は、はあ」

　ヒスイが曖あい昧まいに返事をしていると、両脇の少年たちが勝手に酒や煙草の準備を始めた。

　紅あかく透き通ったガラスでできた酒杯にとろりとした金色の酒を注ぐ。アルバートが使っているのとよく似た壺──水煙草というらしい──を引き寄せ、チューブをヒスイの口元に持ってくる。ヒスイは思わず顔を背けた。チューブの先端から立ち上る煙に噎むせてしまいそうだった。

　ヒスイが酒も煙草も拒むと、それを用意した少年たちが代わりにそれを口に含んだ。

　どうも、この部屋の中では時間の流れが狂っているらしい。なにもかもが緩慢に進んでいく。

「ジェイド君。君はヴィクターのことをどう思うかね？」

　紫煙をくゆらせながら、ゆったりとアルバートが訊きいてきた。蠱こ惑わく的な香りが、また一段と濃厚になる。

「どう……とは」

「あれは君のことを可愛がっていると聞いたよ」

「……実によくしてもらっています」

「それなりに関わり合いも多いだろう。君は、ヴィクターのことをどう思うかね？」

　ヒスイは答えに窮した。この大公を相手に、どう答えておくべきなのかわからない。

　しばらく間をおいて、結局、無難に返した。

「良き王だと、思います」

「……ふぅん、そうか」

　ぴちゃ、とすぐ近くで水音がした。アルバートに侍っている少年たちが戯たわむれだしたのだ。

　ヒスイはそちらを見てしまい、とっさに目を逸そらした。妙に表情の乏しい美しい少年たちが、まるで棒付き飴あめでも味わうかのように、互いの舌をぴちゃぴちゃと舐なめていた。

（……い、居い心ごこ地ちが悪い）

　ヒスイは両りよう膝ひざをすり合わせるようにして身を縮こまらせた。このまま席を立って部屋から出て行ってしまいたかった。

　しかし、少し身み動じろぎするだけで、両脇の少年がぴったりと張り付いて動きを邪魔してくる。

「もう、二十年も前になるか。私は、この国の王になるはずだった」

　すぐ傍で少年たちが睦むつみ合っているにも拘わらず、アルバートはそれを気にするそぶりすら見せなかった。彼にとってはこれが日常なのかもしれない。

「だが、私は王にならなかった。代わりに、まだ五歳だったヴィクター坊やが王冠を被かぶることになった。可哀かわい想そうなことをした」

「可哀想……？」

「今では、私とあの子が王座を取り合ったように語られているが、実態は違うのだよ。私が王になることがほとんど決まっていた。だが……私は玉座を放棄した。先王が崩御する寸前に、私は王になる意味を失ってしまったんだ」

　ヒスイは眉まゆを顰ひそめた。

　アルバートの言葉はゆったりとしていて、回りくどく、水煙草の煙のように摑つかみどころがない。相あい槌づちすら打たず、ヒスイはじっと大公の言葉の続きを待った。

　──その間に、徐々に、自分の身体が弛し緩かんしはじめていることに、ヒスイは気付かない。

「王妃が」

「……？」

「王妃の冠を被せてあげたかった人がいた。その人が死んでしまった。まだたったの十八だったのに」

　十八。今のヒスイと同じ年齢である。

　ヂ……、と、香炉か何かが燻くすぶる音がした。

「元々病弱な少女だった。だから、覚悟はしていた。しかし、いざ亡くしてみると、私は驚くほど空虚になった。傍らに彼女がいない王座など何の意味があろうか？　そう思い、まだ何もわからない幼いヴィクターに全て押し付けた」

「……わからない。王妃というものは、それほど大切なものだと？」

「少なくとも、私はそうだった。まぁ、だからといって可愛かわいい甥っ子に全てを丸投げしたことに、多少の罪悪感があってね。玉座に縛り付けられて窮屈そうにしていたあの子を連れ出して、多少の遊びは教えてやったんだよ。城の抜け出し方、女の買い方、男の抱き方──そして、旅をする方法」

「旅……」

「二年ほど連れまわしてやった。いろいろな所に行ったよ。……さて、どこに行ったと思う？」

　ヒスイは首を傾かしげた。ディーゼリアの海外領土は広い。二年間でどこまで回れるのか想像もつかない。

　首を傾げた瞬間、ヒスイは眩暈めまいを感じた。ぐらりと身体が傾き、それを両脇から異国の少年たちが支えた。褐色の肌から香油と汗の入り交じった香りが立ち上っている。

「私はヴィクターを連れて、様々な──。おっと、ジェイド君。大丈夫かな？」

　アルバートが穏やかな口調で訊きいてきた。ヒスイは首を振ろうとして、またしても眩暈に襲われた。

　頭の中がぼんやりとしている。身体が重たく、妙に熱い。湿気を吸ったシルクのシャツが肌に張り付いているのを感じた。

「お前たち、衣服を緩めてやりなさい」

　アルバートが命じると、少年たちがヒスイの衣服に手をかけた。ジャケットとベストを脱がせ、ネクタイをほどき、シャツのボタンを一つずつ外していく。

　彼らの手はひんやりと冷たく、堪たまらずヒスイは目を細めた。
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　少年たちはヒスイのシャツのボタンを全すべて外した。火照った肌にひやりとした空気に直接触れて、ヒスイは小さく震えた。

「……さすがは龍弦人。肌の美しさはどの民族にも勝る」

　アルバートが感嘆の声を上げた。すると、少年たちがくすくすと笑いながら、ヒスイの胸元を大きくはだけて見せた。まるで、珍しい宝物を披露するかのように。

　緩んだ思考の中で、ヒスイは羞しゆう恥ちし、困惑した。なぜ自分は大公の前で肌を晒さらしているのだろう。けれど、おかげで暑さはだいぶましになった。

「この肌を、王は愛めでたのかな？」

　アルバートが、煙を吐きながら穏やかに問うた。

　いつものヒスイだったら眉を顰めてしまうであろう問いかけだったが、強く弱く続く眩暈に翻ほん弄ろうされているヒスイは素直に記憶を手繰り、目を伏せた。

「……いや」

　キスは何度もした。抱き合って眠った。その場の勢いと興奮に任せて、ふしだらな戯れに興じてしまったことも一度だけある。

　けれど、それ以上のことは、未だにしたことがなかった。

「ふむ……あいつも勿もつ体たいないことをする。いや、もしかして熟するのを待っているのかな？」

　するすると少年たちの手がヒスイの身体からだを這はった。両脇から身体を挟まれ、頰に口付けされ、髪をほどかれた。

　耳たぶを甘く嚙かまれ、さすがにヒスイは身をよじった。

「……大公。この者たちは」

「ああ、うん。酔っているんだ。いつものことだよ」

「いつも……？」

「酒にも煙草たばこにも香炉にも、スィンドゥリャの神秘的な薬草がたっぷりと含まれているからね。この世の辛さも苦しさも全て忘れて、夢見心地で美しく戯れることができるのだよ。……同じ薬草を、ヴィクターにも何度か贈っているのだけれどね。使ってくれているのかどうか」

　少年たちはいよいよ妖あやしく身をくねらせて、ヒスイのズボンに手をかけた。

　その途端、ヒスイの頭の中の霧がすっと醒さめ、拒絶感が沸き上がった。そこから先は許してはいけない。

「あっ……やめろ……！」

　少年たちの、幾重にも腕輪が巻かれた手を押し留め、ヒスイは声を上げた。鋭く怒鳴ったつもりだったが、実際に出たのは呂ろ律れつの回らぬとろけた声だった。

「そこはだめだ……！」

　ヴィクターに触ってもらった所を、名前も知らない少年たちに戯たわむれでいじられたくはない。

　ヒスイの抵抗が面白かったのか、少年たちは互いに目くばせしあい、ズボンの上からヒスイの股こ間かんを弄いじりだした。

「いっ……!?」

　身体に合わせて仕立てた細身のズボンの前をふにふにと揉もまれ、ヒスイは顔をこわばらせた。いつの間にか周りには、他の所で寛いでいた多種多様な美少年たちが興味津々といった様子で集まってきており、綺き麗れいに飾り立てられた手をヒスイに向けて伸ばしてくる。誰だれも彼もが無言だった。言葉を知らないのか、それとも無言でいるべしと定められているのか。ただ、くすくすと笑いさざめく声だけが、遠い残響のように幾重にも響く。

　誰かが、ヒスイの鼻先に香水瓶を突き付けた。顔を背ける間もなく得体の知れない香水を噴きつけられ、ヒスイは激しく咳せき込んだ。酸素が不足し、頭が再び溶け始める。そして、身体の芯しんが不自然に熱を帯びていく。

「……やめ、ろ……！」

「ジェイド君。これも遊戯の一つだよ。せっかく美しい肢体を持っているのだから楽しみなさい」

「嫌だ……！」

「この子たちは君に酷ひどいことはしないよ？　そう躾しつけてあるからね。昇天しそうなほどの快楽を与えるだけだ」

　ヒスイの脳裏に、極めて嫌な記憶が蘇る。故国でさんざん蹂じゆう躙りんされ、奴ど隷れい皇子と蔑さげすまれた日々。この国に来てからうまく忘れられていたというのに、次々と思い起こされていく。

　少年たちの手と、龍弦の貴族どもの手が重なった。自分の意思とは関係なく身体を暴いていく凌りよう辱じよく者の手。快楽を与えるか痛みを与えるかの違いはあれど、どちらもヒスイを支配するという一点は変わりなかった。

　布越しに性器を食はまれる。シャツが透けるほど香水を掛けられる。ぬるぬると肌を撫なでられる。乳首に口付けられ、生温かい舌でちろちろと転がされる。

「……助けて……」

　初めて、ヒスイは救いを請う声を上げた。あまりにもか細いそれは、この場にいない者に向けられていた。

「いやだ……助けて……ヴィクター……！」

　少し離れた場所で寝そべって事の経緯を見守っていたアルバートが、ほう、と興味深そうに声を上げた。

「ここで彼の名前を呼ぶか。君はよほど、我が甥おいのことが好きなんだね？」

「……たす、け……」

「ヴィクターに抱かれたいかね？」

　問われた途端、ヒスイの奥がきゅうっと疼うずいた。

　なよなよとした淫いん蕩とうな少年たちではなく、ヴィクターの腕に抱かれたい。地を統べ空を駆ける王と繫つながりたい。彼にだったら、この身体を支配されてもいい。

　ヒスイは、半ば無意識のうちに頷うなずいた。

「おやおや……。君は素直だねぇ、ジェイド・ゼロ君。でも、言葉には気を付けなければいけないよ。彼は、君の女主人の婚約者。道ならぬ恋ということになってしまうからね？」

　多分に含みがある言い回しだったが、ヒスイはそれに構うほどの余裕はなかった。

　意識が飛びそうだった。ヒスイを巻き込んだ背徳的な遊戯に耽ふける少年たちは、どんどん昂たかぶっていっているようで、もつれ合うように裸になってちゅうちゅうと互いの唇を貪むさぼったり、乳首や性器を刺激し合ったりしはじめている。

　もはや彼らは個々の人間ではなく、発情して蠢うごめく淫みだらな群体だった。

　その中心に捕らわれたヒスイは、重たい身体を必死に動かして逃げようとする。しかし、虚空に向けて腕を泳がせるのが精一杯だった。甘い香りを放ちながらぬめる香油のせいで、他の少年たちとぴったりと肌が密着する。

　このまま溶け合ってしまうのではないか──というこの世ならざる恐怖が、ヒスイの中にじんわりと広がった。

　自分が自分であるために、ヒスイはただひたすら、彼の名を呼んで正気を保った。

「……ヴィクター……！」

　やがて、何やら『外側』が騒がしくなる。外側というのは、ヒスイと少年たち以外の存在、という意味合いだ。

　扉を激しく叩たたく音。誰かの怒鳴り声。それにおっとりと対応する大公の声。

　ひときわ大きな音がした。それが、怒りに任せて扉を蹴け破やぶった音であったとヒスイが知るのは、だいぶ後になってからである。

「何をしている。叔お父じ上──!!」

　淫蕩な空気を叩きつぶすかのような怒声は、愛いとしい王のそれだった。

（……ああ、来てくれた）

　逞たくましい手が伸びてきて、ヒスイの腕を摑つかむ。

　その途端ヒスイは安心しきって、ふつっと意識を途切れさせた。
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　頭上から生温かい湯を浴びせられ、ヒスイははっと目を覚ました。

　自分の部屋のシャワー室だ。ヒスイは目の前にいる人物に身体を支えられて、服を着たままシャワーを浴びている。

「……あ」

「気付いたか、殿下」

　ヒスイは自分を支えてくれている男をぱっと見た。

　男は──ヴィクターは、眉み間けんに皺しわを寄せて、ヒスイと一緒に湯に打たれていた。彼もまた服を着たままだった。さすがに勲章がたっぷりとついた上着は脱いであるが、その下のシャツや軍服のズボンが湯を吸ってぐずぐずになっている。

「ヴィクター、軍服が……！」

「気にするな。君がかぶった香油を洗い流す方が大事だ」

「でも……」

「叔父上め。悪戯いたずらにしては度が過ぎている……！」

　ざあざあと、激しい音を立てて湯が降りしきる。殴りつけるような水圧のそれが、ヒスイの肢体から香油を剝はがしていく。

　ヒスイはしばらくヴィクターを見つめた後、下唇を嚙かみしめ、縋すがるようにして抱き付いた。

「……すまないヴィクター。僕が、迂う闊かつだった……！」

「大まかな話は叔父上から聞き出した。君は悪くない。ああ、とにかく無事でよかった……」

「ヴィクターが来てくれてよかった……！　だが、なぜヴィクターがあそこへ？」

「叔父上本人から呼び出されたからだ」

　ヴィクターが唸うなるように言った。

「薬草入りの水煙草や香油でどろどろになった君を一緒に鑑賞する算段だったらしい。王族同士の遊興にはもってこいの肴さかなのつもりだったと。……あの部屋、おぞましい性具まで揃そろえてあったぞ。どこまで弄もてあそぶつもりだったのか」

　ヒスイはぎょっとして顔をこわばらせた。少年たちから素手で弄ばれるだけでも嫌だったのに、妙な道具まで使われるところだったとは。

　遠い過去の記憶とないまぜになった恐怖が、じわじわとヒスイの足元から上ってきた。

　明らかな怯おびえを見せたヒスイの背中にヴィクターは手を回し、落ち着かせるようにとんとんと軽く叩いた。

「我が叔父とはいえ、今回のことは流石さすがに見過ごせん。きっちり報いは受けてもらう。……殿下は、明日の迎えが来るまで部屋にいてくれ。余も付き添おう。どうせ後は、国王と『親しく』会話したという栄誉が欲しい貴族どもとの会談しか予定されていない。そんなものに時間を割くくらいだったら、君の傍にいた方がずっといい」

　ヒスイは目を見開き、そっと閉じた。顔を隠すように俯うつむいて、額をヴィクターに押し付ける。

　離宮へ帰るまでヴィクターが一緒にいてくれる。そう思うだけで、泣きたくなるほど嬉うれしかった。

　ざあざあという激しい水音が、束つかの間ま、二人を世界から隔絶した。

「……ごめん、ヴィクター」

「殿下が謝ることではないよ」

「違う、違うんだ……ヴィクター」

　香油はあらかた洗い流された。しかし、興に乗った少年たちに身体からだをまさぐられた感触が、まだ肌の上に生々しく残っている。無遠慮な愛あい撫ぶによって、身体の奥深くに灯ともされた情欲も。

「抱いて、くれ」

　振り絞るような声で、ヒスイは懇願した。

　優しく背中を叩いていたヴィクターの手がぴたりと止まった。

「……今、なんと？」

「僕を抱いてくれ、ヴィクター。僕の全部を塗り替えてくれ。このまま、あいつらにいいように弄ばれた記憶だけ残して一人で眠るのは嫌だ……！」

　一度口にしてしまえば、とめどもなく言葉が出てきた。

　ヒスイはヴィクターに身体を押し付けた。誘惑というより、自分がいかにヴィクターを求めているか、この身体をヴィクターに鎮めてもらいたがっているかを訴える動きだった。

　あいつらというのが誰だれを指しているのか、ヒスイにもよくわからなかった。アルバートとその少年たちか、それとも、故郷に置いてきた有象無象か。

　ヴィクターは何も答えない。なので、ヒスイは、顔を上げることができなかった。彼の表情を見るのが怖かった。

「……一回だけで、いいから……」

　付け加えた一言は、情けないほど小さく、足元で渦巻く湯と共に排水口に飲まれていった。

　シャワー室に沈黙が満ちた。

　実際にはほんの数秒ほどなのだろうが、ヒスイには、気が遠くなるほど長い時間が経たったように思えた。息をつめて、ヒスイは王の返答を待った。もし拒絶されたら……と思うと、それだけで心臓が止まりそうだった。

　そして、ヴィクターが低い声で言った。

「──顔を上げろ、ヒスイ」

　とっさに従ったヒスイは、次の瞬間、強引に唇を奪われた。食らいつくすようなキスこそが、ヴィクターの答えだった。








30　月明かりの中で






　濡ぬれそぼった服を脱がされ、一糸纏まとわぬ姿でシャワー室から出る。ヒスイの部屋ではなかった。もっと広く、たくさんの調度品が置かれている絢けん爛らんなリビングルーム。奥の壁には重たそうな扉が設えてあり、半開きのそこの隙すき間まから薄暗いベッドルームが覗のぞいている。

（……ああ。ここは、ヴィクターの部屋だったのか）

　ばさり、という音がする。振り返ると、ヴィクターが自分のシャツを脱ぎ、シャワー室のタイル床に放ったところだった。

　露になったヴィクターの上体は、ヒスイが想像していたものよりも逞しく、均整の取れた身体つきをしていた。王族として軍籍に身を置いているのみならず、それなりに鍛えてもいるようだった。

　ヒスイは、急に、自分の瘦やせた肢体が恥ずかしくなった。

（同じ男だというのに、こんなにも違う）

　気後れして俯いていると、いきなり、ヴィクターがヒスイを横向きに抱き上げた。

「う、うわっ!?」

「すまないが、スマートなエスコートは期待しないでくれ。ああも健けな気げに煽あおられては、こちらの余裕なんぞ一瞬で吹き飛ぶ」

　ヒスイを軽々と抱き上げたまま、ヴィクターは奥の部屋へ向かう。

　リビングルームと同じく豪華な調度品や絵画などが飾られたベッドルームは、薄暗がりの中に沈んでいた。片側の壁にある大きな窓の向こうには冬の夜空が広がっており、冴さえ冴ざえとした月が淡い光を放っている。

　ヒスイは大きなベッドに放り込まれた。間髪入れずベッドに乗り上げてきたヴィクターが、上から折り重なるようにしてヒスイを抱きしめた。

　ぽたり、と、互いの髪から雫しずくが滴ってシーツを濡らす。しかし、それを気にする余裕はない。

　ヒスイの心臓が高鳴る。全身にヴィクターの体温を感じる。それがたまらなく幸せだった。幸せと感じること自体が、また、幸せだった。

　自分にとって、夜の営みはもはや屈辱の行為ではない。

（この男と繫つながるための、行いだ）

　どちらともなく唇を重ね合わせた。最初はヒスイ側からも食いついていったが、すぐさまヴィクターに押され、キスしたままシーツに沈められた。

「んっ……ん、んん……」

　唇を薄く開き、互いの舌を絡め合わせる。くちゅ、くちゅ、という微かすかな水音が鼓膜から脳を犯すように響いた。喉のどを鳴らして混ざり合った唾だ液えきを飲む。飲み下せなかった液が唇の端から滴る。

　それをも舐なめとろうと、ヴィクターの口付けは少しずつ移動していった。唇から頰へ、顎あごへ、喉のど元もとへ。唇を押し付け、歯形が残らない程度に甘く嚙む。

　小さな刺激を与えられるたび、ヒスイは小さく喘あえいだ。

　どんなにひどいことをされても無反応でやり過ごしていられたはずなのに。ヴィクターから与えられるものは全すべて鋭敏に感じ取ってしまう。小さな口付けの音一つだけでも、ヒスイを煽り、興奮させる因子となった。

「ぁ……ヴィクター……！」

「ん」

　ヴィクターはヒスイの胸元を強く吸い、赤い鬱うつ血けつ痕こんをひとつ残した。その途端、ヒスイの中に歓喜とも羞しゆう恥ちとも対抗心ともつかない、なんともごちゃまぜになった感情が噴きあがる。

　ヒスイは負けじとヴィクターの手首を摑つかんだ。左腕の方だ。ヴィクターがいちど愛撫をやめ、じっとヒスイの動向を見守る。

「……どうした、ヒスイ」

　ヒスイは無言でヴィクターの手を自分の口元にあてると、まず、その掌てのひらを平たく広げた舌で舐めた。続いて、親指から順番に口付け、爪の形や関節のふくらみを確かめるように丹念に舌を這はわせる。指と指の狭間はざまの皮膚が薄くなっている部分も、舌先を尖とがらせ、ちろちろと爪弾くようにして舐めた。

　そうしながらちらりとヴィクターの方を見る。

　自分の片手を弄もてあそばれているヴィクターは、低く掠かすれた声で呟つぶやくように言った。

「……挑発的だな、君は」

「言っただろう」

　ちゅ、と、薬指の付け根に音付きの口付けを施して、ヒスイはうっすらと笑った。

「僕だってお前に与えたい、と」

　とはいえ、ヒスイ自身も、自分の仕草に自分で煽られている。身体の奥底でくすぶっていた情欲の熾おき火びが静かに大きくなりつつあった。下腹部に血が集まっていく。

　すると、ヴィクターがうっすらと微笑ほほえんだ。獰どう猛もうな笑みだった。

「じゃあ、与えてもらおうか。君が枯れ果てて、動けなくなるまで」
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　冬の夜は更ふけていく。

　ヒスイとヴィクターは互いに互いを貪むさぼり合った。身体中を隅々まで愛あい撫ぶし、口付け、甘あま嚙がみした。もはや相手の身体の中で知らない場所はないというところまで。

　そうしているうちに、愛撫は自然な流れで下腹部に集中していった。勃ちあがって濡れそぼつ男根も、きゅっとすぼまった後孔も、ヴィクターの手により暴かれた。前はゆるゆると扱かれ、後ろには指を差し入れられる。

　このあたりで、ヒスイから余裕が失われた。自分だってヴィクターを愛めでたいという気持ちは強くあるのだが、身体がついていかない。良い香りのするシーツやふかふかの枕に身体を埋め、か細い声で喘いだ。

「あ……や、……あぁ……っ！」

　ぐちゅぐちゅと、自分の後孔から卑ひ猥わいな音がする。この部屋に潤滑油や香油などという気の利いた物はないので、ヒスイの先走りを掬すくい取って孔に塗りこめていた。長々とした愛撫のせいで、まるで漏らしたかのように透明な液体がとめどもなく溢あふれていく。それが竿さおを伝って後ろ側まで垂れ、丹念に孔を慰い撫ぶするヴィクターの指を濡らしていた。

「もう……挿いれていいから……！」

「まだ無理だろう」

　ぐぽ、と孔を拡ひろげ、ヴィクターはそう言った。すでにヒスイの孔はヴィクターの人差し指と中指を同時に受け入れ、肉壁をぐにぐにと捏こねられている。入り口の輪はすっかり緩んでいるはずだが、ヴィクターは愛撫を続けていた。

「このままだと裂けるかもしれんぞ」

「そうは言ったって……あっ……！」

　胎はらの中で指をばらばらに曲げられて、ヒスイは背筋を粟あわ立だたせた。

　後ろの孔を使われるのは、別にこれが初めてのことではない。故郷ではさんざん愛あい玩がん奴ど隷れいの肉孔として扱われてきたし、この国に来た後だって、自慰をする際に自分の指をヴィクターのモノに見立てて咥くわえ込んだりしていた。

　けれど、こんなに丁寧にほぐされたことはない。ぬるま湯のような快楽はヒスイをどんどん蕩とろけさせるが、絶頂に至れるほどの起爆力はない。

「あたまが、おかしくなる……っ」

　ヒスイは譫うわ言ごとのように喘いだ。

　視線が下の方へ向く。初めのうちは軍服のズボンを穿はいたまま愛撫に興じていたヴィクターだったが、今は全て脱ぎ捨てており、屹きつ立りつした性器も何もかもを晒さらしだしている。

　ヒスイの喉が鳴った。

　アレが欲しい。欲しくてたまらない。

　ヒスイはゆるゆると腕を動かして、自分の膝ひざ裏に手を回して上の方へ持ち上げた。臀でん部ぶが持ち上がり、左右に割り開かれて熟しきった孔が強調される。

　ヒスイの知っている中で最も淫みだらな体勢だった。

「裂けても……壊れてもいい。もう、限界だ。抱いてくれ。犯してくれ。僕の中を、お前でいっぱいにしてくれ……！」

「……ッ」

　ヴィクターの中で、理性の糸がぶつりと切れたのがわかった。

　荒々しく指を引き抜き、かわりに熱く硬く膨れ上がった怒張の先端を宛あてがう。そのまま、ずぶ、と内部へ侵入していった。

　ヒスイの背中が弓なりに反った。

「ああっ──！」

　脚を持ち上げていた腕が痺しびれ、淫らな姿勢が崩れそうになる。間髪入れず、ヴィクターがヒスイの両脚を担ぎ上げた。

　身体からだを二つ折りにされながら、ヒスイは胎内にヴィクターを受け入れていく。

「……ッ!!　あ、くぁ、あああっ……！」

　凄すさまじい圧迫感があった。粘膜をみちみちと押し広げられ、奥へ奥へと入り込まれる。ヴィクターが懸念したように孔が裂けるということはなかったが、大きなものを無理に入れている痛みはあった。

　だが、それを搔かき消すほどの充足感があった。

「は、ああ……、ぁ……」

「さすがにキツいな……。ヒスイ、力を抜け」

　ヒスイは浅くなった息をゆっくりと深いものに切り替えながら、だらりと全身の力を抜いて全てをヴィクターにゆだねる。ただ、後孔がきゅうきゅうと不随意に収縮して、ヴィクターのものを味わうように食はんでしまう。
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　ずっと、これが欲しかったのだ。

　少しずつ、ヴィクターの全てを飲み込んでいく。じりじりと結合が深まるごとに、ヒスイは自分という存在が塗り替えられるような錯覚に陥った。自分はずっと空虚な孔そのもので、今そこにヴィクターが満ちているという錯覚が。

「んっ……あぁ」

「ヒスイ、気付いているか？……お前、さっきからイきっぱなしだぞ」

　ヒスイは目を見開いて自分の下腹部を見た。反り返るほど勃ちあがった性器の先端から、とろとろと白い物が漏れ出している。

（いつの間に……!?）

　射精の解放感はなかった。充足感と快楽が交じり合ったものは、未いまだにヒスイの中で出口を求めて渦巻いている。

　だというのに、自分の身体はすでに絶頂を迎えている。ヒスイは混乱した。身体の仕組みがおかしくなってしまった。

「ぁ……噓うそ……噓だ……」

「漏らしているみたいだな」

　からかうように言って、ヴィクターがヒスイの性器を指先で弾いた。

　その瞬間、ヒスイの目の前が真っ白に染まった。

「あ、あ、あああああああっ……！」

　身をよじる。曖あい昧まいな快楽のうねりが、束つかの間ま、鮮やかな刺激となってヒスイを貫いた。

　気持ちいい、という言葉に頭の中を支配される。他のことが考えられなくなる。

「ぁ、あ、ヴィクター……！　今の、今のを、もっと……！」

「ああ、コレがお気に召したか」

　ヴィクターに性器をぺちぺちと叩たたかれて、ヒスイは身も蓋ふたもなく叫んだ。イきっぱなしだった身体がさらにもう一段階高い次元にある絶頂へと昇り詰めていく。同時に、後孔が弛し緩かんと収縮を繰り返し、ヴィクターの性器をついに根元まで飲み込んだ。

「気持ちいいか、ヒスイ」

「ぎも、ぢ、気持ちい……！　あっ、あっ、あっ……。動いて、もっと、ああ……全部、ぜんぶ壊せ……！」

「……全く、欲深い」

　ヴィクターはそう呟き、ヒスイと繫つながったまま膝立ちになった。宙に浮いたヒスイの腰を両手で摑つかみ、遠慮ない抜き差しを開始する。

　肉壁を絶えず抉えぐられる。ぎりぎりまで退き、その直後、最も奥まで打ち込まれる。

　激しい動きに、ヒスイはなすすべもなく翻ほん弄ろうされた。ヴィクター以外の何も感じられなくなった。シーツの上でのたうち回る上体も、つま先まで一直線にぴんと伸びた足も、快楽のままもっともっととねだる口も意識の外に消え去った。

　ヴィクターと繫がっている。

　それが全すべてだった。

「はっ、あっ、あっ、ああっ……もっと……あっ、ぅあ……！」

「ッ、これ以上、煽あおるな……！　本当に君を壊してしまいそうだ」

「壊して、いいからっ……！　好きだ、ヴィクター。お前に、ぁ、……ッ、お前に壊されるなら……お前に、壊されたい……！」

「……君というやつは」

　ヒスイは薄く唇を開け、虚空に舌を突き出した。ヴィクターがその意図を汲くみ、身をかがめて幾度目とも知れないキスを落とす。真正面から繫がった状態では存分に唇を密着させることができず、舌同士を空中で絡め合うキスとなった。

「んっ……んぅ、……んん」

「……愛している、ヒスイ」

　抜き差しの速度が上がっていく。肌と肌がぶつかり合う音が響く。

　ヒスイの胎内でヴィクターの熱が膨れ上がり、そしてはじけた。精液が胎の中に吐き出されていく。

　二人は束の間息を止め、繫がったまま抱き合った。息が荒い。肌と肌の間に互いの匂においを含んだ熱がわだかまっている。

　満たされていた。この上なく幸せだと思った。

　けれど──。

（──足りない）

　ヒスイは身じろぎした。あれほど貪むさぼったのに、まだ足りない。もっと犯されていたい。せっかく得た繫がりをほどきたくない。

「……ヒスイ」

　ヴィクターが囁ささやく。彼の声にもまた、未だおさまらない情欲の熱が籠こもっている。

「どうにも一回だけでは収まりそうにない……恨み言なら、明日の朝に聞いてやる」

「恨み言、など……」

　言うはずもないのに。そう続けようとした言葉は、再び奥を突き上げられたことにより、甘い喘あえぎにとってかわった。

　窓の外では、十二月の夜が更ふけていく。








31　非日常の終わり






　結局、二人は朝になるまでずっと繫がりっぱなしだった。

　一晩で何度果てたか、何度精液を受け止めたかヒスイは覚えていない。最後の方には出すものもなくなって、空打ちの絶頂を繰り返して痙けい攣れんしていた。

　ぐったりと臥ふすヒスイを、まだ体力が余っているヴィクターがシャワー室へ連れて行き、そこで二人して身体からだを清めた。中に溜たまった精液を搔きだしたり、汗やその他の体液でどろどろになった肌を洗い流したり。

　そうして、長い夜は終わりを迎えた。

　ウィンターハウス六日目──すなわち、ヒスイが一足先に帰る日である。

　帰り支度も何もしていないヒスイは少々焦ったが、ヴィクターは泰然と構えて、

「全て手配しておくから、君は少し休んでいろ」

　と、リビングルームにあるソファーにヒスイを寝かせた。ヒスイは起き上がろうとしたが、瞼まぶたが鉛のように重たくなって、一度目を閉じた。

　次に目を開いた時にはすっかり昼になっていた。

「……あ」

「おはよう、殿下」

　笑いを含んだ声。見ると、向かい側のソファーで、軍服を纏まとったヴィクターが優雅にティーカップを傾けている。香油だのシャワーだので汚れたものではなく、替えの制服を着ているようだ。

「……おはよう、ヴィクター。というか、お前は寝たのか？」

「あとで寝るさ。それよりも君、ひどい声だな」

　さんざん喘いだせいで、ヒスイの声はしゃがれてしまっていた。

　ヴィクターは、テーブルに置かれていたティーポットから、もう一つ用意されていたカップに紅茶を注いでくれた。まだ淹れたてなのだろうか、ふわりと白い湯気が立ち上った。

「ほら、飲め。喉のどを潤した方がいい」

「ああ……ありがとう」

　紅茶を受け取り、一口含んだ。爽さわやかな苦みが口の中に広がり、ヒスイの眠気を追い払っていく。

「──先ほど、ブラッドから連絡があった。もうそろそろ殿下を迎えに行くと」

「ブラッド……ああ、そうだ。帰り支度は！」

「使用人にやらせた。君は来た時と同様、手ぶらで車に乗り込むだけでいい」

　そう言って、ヴィクターは部屋の片隅を指差した。そちらを振り向くと、銀製の洋服掛けがあり、ヒスイの服が一通り揃そろっている。帽子も、靴も、手袋もある。このまま身支度を整えて迎えの車に乗り込むだけ、というところまで整えられていた。

（ああ──）

　ヒスイの中に、妙な寂せき寥りよう感が満ちた。

（もう帰る時間なのか）

　最後の最後でひと悶もん着ちやくあったが、総合的に見て、実に楽しい日々だった。いくつもの趣向を凝らした催し物が毎日用意されていた、日常ならざる冬期休暇。主催者ホストであるヴィクターは大変なのだろうが、一介の招待客であるヒスイは本当に満喫させてもらった。

　ここから去るのは実に惜しい気持ちがするが──祭りの終わりとは、このようなものだろう。

「ヴィクターはいつ帰るんだ？」

「叔お父じ上という特大の厄介事がどう動くかで変わるが、遅くとも三日後には城に戻る予定だ。その後は、新年の国家行事やら東への使節団の最終調整やらが終われば、ようやく余も一息つけるな」

　東への使節団、という言葉を聞いて、ヒスイはティーカップを傾ける手を止めた。

（龍弦への、使節団）

　毎年、二月に大城壁が開門する。それに合わせて、各国が龍弦帝国へ使節団を送る。ディーゼリアは大城壁から遠く離れているため、一月の早い段階で人員や荷物を整えて出発しなくてはならない。

　この使節団が運ぶのは貿易品だけではない。国主から龍弦皇帝へ宛てた親書も預けられる。

　その親書には、ヒスイについて触れられているはずだった。

　皇女という但し書きで単身送り込まれた皇子についての。

「──そう心配そうな顔をするな、殿下」

　ヴィクターが苦笑した。

「誓って、君個人の悪いようにはしない。国同士の腹の探り合いには慣れているから、安心して全て任せてくれ。……ああ、そうだ」

　ことり、とヴィクターはソーサーに空のカップを置いた。

「ケンがな、年明けからエア・ヴィークルの手ほどきをしてくれるそうだぞ」

　それは、ヒスイの憂ゆう鬱うつを晴らすには十分な朗報だった。ヒスイはぱっと顔を輝かせた。

「本当か！」

「ああ。バレーサイドタウン……王都南東部の商業地区にあるケンの工房に、エア・ヴィークルの訓練機やシミュレーターが保管されている。そこに週に二度か三度ほど通えばいい。詳しい話は、そのうちケンが離宮に来るから、その時に打ち合わせしてくれ」

「わかった」

「春になるまでに一緒に飛べればいいな」

　ヴィクターが笑み、つられてヒスイも微笑ほほえんだ。

　自分であの翼を操縦できる。そう思うと心が弾んだ。空のことを考えている間は、悩ましいことは何もかもを忘れられた。龍弦のことも、自分のことも。

　そうしているうちに、ブラッドがもうじき到着する、という時刻になった。

　ヒスイのウィンターハウスは、こうやって終わりを告げた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　粉雪が舞う。煤ばい煙えん混じりの灰色がかった雪が舞う。

　その中を、一台の蒸気自動車が緩やかに走っていく。後方にはウィンターハウスが見える。それが、少しずつ遠ざかっていく。

　自動車の後部座席に座るヒスイは、やや興奮した面持ちで、運転席に座るブラッドに話しかけた。

「年明けから、バレーサイドタウンという所に通うことになるらしいぞ！」

「……伺って、おります。ケンの工房ですね」

「ブラッドも一緒についてきてくれるのか？」

「当然、です。護衛、いたします」

「クリスフォードの商業地区か……。あまり行ったことがない場所だな。離宮に戻ったら、王都の地図を見てみよう。ブラッドは、バレーサイドタウンに行ったことは？」

「……何回も」

「そうか。護衛、頼んだぞ」

　ヒスイは浮かれていた。頭の中が楽しいことでいっぱいだった。

　相変わらずディーゼリアの冬は薄暗く、陰いん鬱うつな色合いの雪と霧で満ちていたが、彼の心は晴れやかだった。

　自動車が揺れるたびに、一晩中開かれっぱなしだった身体の奥に響くのだけは、少々閉口したが。

「ああ……楽しみだ」

　この日を境に、離宮での日常がまた少し様相を変えることになるのだが、この時のヒスイはまだそれを知らなかった。








32　陰鬱な季節






　年が明けて数週間経たった。

　王都は雪と霧に閉ざされていた。晴れ間は極端に少なく、常に曇天。薄暗い街の中を煤煙交じりの粉雪が舞い、石畳に分厚く降り積もる。民衆は建物の中に閉じ籠り、タール・クォーツをたっぷりと燃やして暖を取る。煙突からは真っ黒な煙が立ち上り、空を汚す。そしてまた灰色の雪が降る。

　一年の中で最も陰鬱な季節の真まっ只ただ中なかだ。

　それは、ヒスイが住む離宮でも変わらない。いくらランプを灯ともそうと常に部屋がなんとなく暗いし、しんしんと冷え込んで手足が氷のようになる。

　何をするにも億おつ劫くうで、憂鬱で。

　そんな、鈍い灰色の季節の中、ヒスイは。

「……ぁ、はぁっ……うぅ……！」

　爛ただれた生活を送っていた。
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　ウィンターハウス以来、ヴィクターはほぼ毎日のように離宮へ帰ってくるようになった。たとえどんなに政務が立て込んでいようとも、ほんの数時間しか滞在できなくても、ここしか寝床がないのだと言わんばかりに離宮へ泊まりに来る。

　離宮の、しかも、ヒスイの部屋に。

「うっ……あ、あああっ……！」

　シーツの上で四よつん這ばいになって、ヒスイはあられもなく嬌きよう声せいを上げた。

　後ろからはヴィクターが覆いかぶさり、ヒスイの後孔に剛直を突き立て、肉壁をずるずると蹂じゆう躙りんしている。すでにヒスイは何度も達していたが、この時、ヴィクターはまだ一度も精を放っていなかった。

「あ、イくっ……また、僕だけ、あ、あああ……！」

「……くっ」

　ぴゅる、と力なく吐精し、ヒスイは繫つながったままシーツの上に臥ふした。腰だけ高々と掲げた格好だが、恥ずかしがっている余裕はない。ひくんひくんと全身が痙けい攣れんしており、自分の身体からだを支えるだけの力が残っていない。

　ヒスイが達する際に反射的に後孔を締め上げて、その時ヴィクターも一瞬息を詰まらせたのだが、彼が果てる気配はなかった。

　ヒスイは半泣きで後ろを振り返った。

「お前も、もう、イけよぉ……」

「……まだ、もう少し」

「や……やだ……も、限界ぃ……」

　ヒスイは這はいずって逃げようとしたが、あっさりと押さえ込まれた。

　全身をシーツに押し付けられるような体勢にされる。散々放った精液でぬるつく布地へ自分の性器が押し当てられた途端、電流のような快楽が走り抜け、ヒスイは喉のど奥で濁った声を出す。

「ぃぎ……っ」

「逃げるな、ヒスイ」

「や、……だってぇ……あ、あ、もう、もう動かないでええ……！」

　ずちゅ、ずちゅ、ずちゅ、と重苦しい音を伴った抽送。完全に逃げ場をなくし、ヒスイはひんひんと咽むせび泣ないた。

　だというのに、ヴィクターは手加減しないどころか、うなじを甘あま嚙がみしたり、後ろから手を差し入れて乳首をこねくり回したりと、好き勝手にヒスイの身体を堪能してくる。要所要所で、自分が楽しむためではなくヒスイに快楽を与えるためだけの愛あい撫ぶをしてくるものだから、余計に質たちが悪い。

「ひゃっ、そこ、だめっ……うっ、んっ、あああ……!!」

「ヒスイ、可愛かわいい。もっと苛いじめたくなるな」

「くっ……くたばりやがれっ……！」

「どこでそんな汚い言葉を覚えた？　ん？」

「あっ、あぁああぁ……っ!!」

　また、ヒスイの中で絶頂感がせりあがってくる。なのに、もう出すものがない。解放する手段を失った熱がヒスイの中で荒れ狂い、どんどん肥大化していく。

（おっ……おかしく、なる……）

　終わらない快楽の渦の中に叩たたき込こまれ、ヒスイは耳を塞ふさぎたくなるほど淫みだらな声を上げた。それに煽あおられたのか、ヴィクターの動きが激しくなる。

「あ、ああ、あぁっ……──」

　結局、その夜は、ヴィクターが果てる前にヒスイが限界を迎えて意識を失った。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　王都南東部。

　主に中産階級ミドル・クラスの人間が住まうエリアの一角に、バレーサイドタウンと呼ばれる地区がある。少々薄汚い、さびれた街並みだ。立ち並ぶアパルトメントの外壁はひび割れていて、煤煙で黒く染まっている。真冬だというのに、路上には物もの乞ごいの姿もちらほら見られた。

　中産階級者の地区といっても、中の下ないしは下の上といった層の住人ばかり。バレーサイドタウンとはそんな場所だ。

　その街の外れに、ケンことケネス・オズボーンの工房があった。

　周囲をぐるりと鉄てつ柵さくで取り囲み、そこそこ広い前庭を経た先にのっぺりとした大きな建物がそびえている。かつては市役所だか郵便局だかとして使われていた廃はい墟きよを、オズボーン家の次男坊が買い取って自力で改造したものだ。ここからは日夜、奇怪な騒音が鳴り響くことで有名だった。

　家主が一体何をしているのか、近隣住人はまるで知らないし、知りたいとも思わない。どうせ、ノーブルタウンに実家がある金持ちのボンボンが好き勝手遊んでいるんだろう、という認識だ。

　そんな工房の門前に、蒸気自動車がぴったりとつく。こんな下町には珍しい走る高級品を、道端で座り込んで火酒を呷あおる労働者たちが胡う乱ろんそうな目つきで眺めた。

　自動車が停まって数秒。門がひとりでに開いた。自動車は蒸気を噴きながら敷地内へ入っていく。労働者たちは、興味を無くしたように視線を元に戻し、酒瓶から滴る酒を最後の一滴まで舐なめとりながら雇い主の悪口大会を再開させた。

　一方。自動車は前庭を抜け、玄関先に辿たどり着ついた。自動車が停まると同時に玄関扉が開き、多機能ゴーグルをつけた作業着姿の青年がひょっこり顔を出した。

「いらっしゃーい。シミュレーターの準備、ばっちりですよぉ。……どうしたんすか？」

　自動車の後部座席から、一人の青年がよろよろと出てきた。膝ひざまである分厚い毛織物のコートを着込んでいるが、それでもわかる、明らかなへっぴり腰。

　青年──ヒスイは、すまなそうに言った。

「すまない、ケン。その……今日も、足腰が」

　その一言で全すべてを察したケンが、慈愛に満ちた微笑みを浮かべた。

「じゃ、今日も実技ではなく座学ってことで」
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「なぁーんか、入っちゃいけないスイッチが入っちゃった感じですねぇ。あの陛下は」

　何やらよくわからない機械によじ登ってバルブを締めたり部品を交換したりしながら、ケンは吞のん気きにそう評価した。

　工房の一角にあるガレージ。

　四階分の床と壁を全てぶち抜いて作ったという巨大な空間の中には、ケンが製作したという機械の試作品が所狭しと並んでいる。天井に届きそうなほどの威容を誇るものも少なくないし、まったく別個の機関に見えるもの同士がよく見れば金属パイプで連結していたりする。

　機械工学の知識が全くないヒスイには、あれらが一体何なのかまるで見当もつかない。

　明かり取りの窓が圧倒的に不足しているガレージは全体的に暗く、そこかしこにランタンを吊つるすことで凌しのいでいる。複雑に折り重なる影の向こう側では、絶えず何かの機械が歯車を回転させ、がしゃんがしゃんとピストンが上下運動を繰り返し、排煙装置がプロペラを唸うならせている。真冬だというのに、ここは蒸むし風ぶ呂ろのように暑かった。

「元々あの人は、仕事の合間に何か趣味に打ち込んでないと死ぬっていうタイプの人ではあったんですが……。そうかそうか、今年の冬の趣味は姫さんでしたかー」

「趣味なのか、あれは……？」

　工房の中央。比較的片付いているあたりに製図デスクと椅子があり、ヒスイはそこに座ってケンの作業を眺めていた。

　デスクの上には、橙だいだい色いろの光を放つランプとエア・ヴィークルの仕様書、そしてケンお手製だというアイスクリームが置かれている。アイスクリームといっても、牛乳と砂糖と卵黄を混ぜて容器ごと凍らせたという簡素な代物である。容器がどう見ても、そこら辺の機械を組み立てる時に出てきた金属の切れ端を曲げて作ったお碗わんなのだが、このあたりは深く考えない方がいいだろう。

　ついさきほどまでブラッドも一緒にいたのだが、外の見回りをしてくると言って早々に出て行ってしまった。彼には、この蒸し暑さもアイスクリームの冷たさも辛いらしい。

　ヒスイは、年が明けた頃ころからこの工房に通うようになった。

　頻度は週に二日ないしは三日。離宮からここまでブラッドに送迎してもらって、エア・ヴィークル操縦の手ほどきを受けるはずだった。しかし、ちょうどそのころからヴィクターに抱きつぶされるようになったため、せっかく来たのに足腰が立たず、乗り方よりもエア・ヴィークルの構造を学ぶ日々が増えている。

（今日も乗れなかったなぁ……）

　ヒスイはガレージの一角を見て溜ため息いきをついた。そこには、エア・ヴィークルのシミュレーターが鎮座している。本物のエア・ヴィークルそっくりだが飛ぶことはできず、下部の台座は床に固定されている。そのかわり、ちょっと離れた所にある操作盤から機体を傾けたり振動させたりできるので、飛行時の動きを体感できるのだ。

　エア・ヴィークル・ライダーは、最初はこういうシミュレーターで各種操作方法や体重移動のコツを覚え、ある程度慣れたら実機で飛ぶらしい。

　しかし、ヒスイがあれで練習できたのは、まだほんの三回だけだ。

　どこかで蒸気漏れの警笛が鳴った。ケンが慌てたように作業を中断して、そちらの方へすっ飛んでいく。

　ヒスイは手元の本に目を落とした。エア・ヴィークルの製造元たるオズボーン社の社内資料をベースに、ケンが独自のアレンジを加えて作成した緻ち密みつなマニュアルである。メインは操縦方法の説明だが、操縦に関わりのある機関部のざっくりとした解説やメンテナンス方法なども記載されており、ヒスイの中でどんどん知識ばかりが積み重なっていく。

（このままだと搭乗者ライダーじゃなくて技師メカニツクの方になりそうだ……）

　警笛が止やみ、機械と機械の間から、ケンが額の汗を拭ぬぐいながら戻ってきた。

「ふぅー、危なかった。……それはそうと姫さん。いっそ陛下にきっぱり言ったらどうです？　ちょっと控えてくれって」

「……言おうとはしているんだが」

「何、言っても聞いてくれないとか？」

　ケンはヒスイの真横に立ち、多機能ゴーグルを額までずり上げた。華やかな場では数多あまたの令嬢を魅了する甘い美び貌ぼう──の、はずだが、汗や煤すすにまみれた状態だと、どうしても美男子という印象にはならない。ヒスイはこっちのケンの方が飾らない感じがして好きだったが。

「そりゃ困りましたねー。だったら、いっそメリルに告げ口するのがいいですよ。あの人、言う時は言ってくれますから。ガツンとね」

「いや、違うんだ。その……どうしても、流される。僕が」

　溶けかかったアイスクリームに視線を落として、ぼそぼそとヒスイは白状した。ケンが「へ？」という間の抜けた声を出す。

　一拍遅れて、ヒスイは色んなことをまざまざと思い出し、耳の先まで真まっ赤かになった。もし自分が機械だったとしたら、きっと蒸気漏れの警笛が鳴ったことだろう。

「ヴィクターだけが悪いんじゃなくてだな……ええと……」

　どうしてもヴィクターを拒むことができない。それどころか、ヒスイ自身、この爛ただれた生活を楽しんでしまっているところがある。

　だいたい、ヒスイは何か月も前からヴィクターのことを考えて秘かに自慰に耽ふけっていたのだ。無事に一線を越えることができて、しかも向こうから何度も求めてきてくれるなんて、嬉うれしい以外の感情が湧わくはずもない。

　けれど、そのせいで生活に支障が出つつあるのもまた事実である。

　エア・ヴィークルの訓練が著しく滞っている以外にも、夜遅くまでヴィクターと楽しんでいたせいで寝過ごしてしまい、メリルの授業をすっぽかすことも増えてきた。これについてメリルは特に何も言わないが、内心は相当呆あきれているだろうとヒスイは察している。

「お前たちに迷惑をかけているのはわかっているんだが……僕だって生身の人間だし、ちょっとハマってしまっているというか……。あの、夜のヴィクターが結構すごくて」

「ああ、はいはい。わかりました。わかりましたとも！」

　ケンは耳を塞ふさいでヒスイの言葉を遮った。

「姫さんと陛下が仲良しこよしで何よりです！　俺が口挟むことじゃなかったっすね。とんだお節介失礼しましたぁッ！」

「ほ、本当にすまないと思っている！　せっかくシミュレーターの準備をしてもらっているのに、こんな有様で」

「いえいえ。別にそれはどうってことないですよ。どっちにしろ、実技だけ練習しても駄目なのがエア・ヴィークル。座学で機体の仕様を覚えない限りは実機に乗せるわけにはいきませんからね。そのテキスト、全部暗記してもらいますよ」

「……全部？」

「全部。隅々まで。テストのご用意もありますよ」

「う……」

　ヒスイは呻うめいて、恐ろしいものを見る目つきでデスク上に広げっぱなしのマニュアルを見た。勉強するのは嫌いではないが、丸暗記しろと言われるとどうしても怖気づいてしまう。

「いや、概要を覚えるだけじゃだめか……？　これ、かなり分量あるぞ。暗記は無理があるんじゃないか」

「無理じゃありませんよ。俺が指導したエア・ヴィークル・ライダーは全員これをパスしてますから。大学の後輩もオズボーン社の新入社員も、もちろん、我らのヴィクター・アレク・クリスフォード国王陛下もね」

「そ……そうか。……わかった」

　そこまで言われてしまえば、ヒスイもこれ以上抵抗できない。大変だろうが、やるしかないだろう。

（モノシリに手伝ってもらえないかなぁ……）

　モノシリは記憶力が非常に良く、ヒスイがなかなか習得できなかった知識も一発で覚えてしまう。ディーゼリア語のややこしい単語や文法、馴な染じみのない地理や歴史の用語などがそうだ。

　このマニュアルも、モノシリならば一読しただけで隅々まで覚えてしまうのだろう……と、ヒスイが考えた矢先、機械の駆動音に紛れてモノシリの叱責が飛んできた。

『なに甘えたこと言ってるんだ。自力でやれよ』

（……わかったよ）

　ヒスイはちょっとだけ口を尖とがらせた。すると、ケンがそれを何か勘違いしたらしく、苦笑しながらフォローを入れてきた。

「そんなむくれないでくださいよー。大丈夫ですって。姫さんならイケます。物覚えものすごくいいじゃないですか」

「だといいんだが……」

「ま、焦らず焦らず。陛下は『春先にはヒスイ殿下と一緒に飛びたい』とか夢見てますけど、ゆっくりでいいんですって。時間はたっぷりとあるんですから」

　その時。

　外から、ずがぁん、という落雷のような音が鳴り響いた。続いて、何かが崩れる大きな音。

　ケンがひくっと顔をひきつらせた。

「……ケン？　今の音は」

「銃声です。多分これは、ブラッドの！」

　そう言うや否や、ケンは脱だつ兎とのごとく走り出した。ヒスイは思わず、その後を追った。








34　機械大国の表と裏






　ケンとヒスイは裏庭に出た。広さは前庭の半分程度で、使わなくなった機材やジャンク品などがごちゃごちゃと積み上げられている場所である。

　今の季節はジャンクの山へ均等に雪が降り積もっているのだが、二人が駆けつけた時、その一部は盛大に崩れていた。近くにはブラッドが佇たたずんでいる。

「ブラッド、何なんすか、今の音は！」

　ケンが悲鳴じみた声を上げた。その後ろでヒスイはくしゃみをした。蒸し暑いガレージからいきなり雪が降り積もる庭へ出たものだから、肌に突き刺さる冷気がいつもよりひどいものに感じられる。

　ブラッドがのそりと振り返った。いつも通り、身体全体をすっぽりと覆うマントを身に纏まとっているが、その裾すそや襟元などの隙すき間まからしゅうしゅうと蒸気のような煙のようなものが立ち上っている。

「……侵入者だ。威嚇射撃で、逃げていった」

　ブラッドは視線で庭の外を指し示した。裏庭の周囲は背の高い鉄てつ柵さくで囲まれており、ごく狭い路地を挟んで、裏手の建物がすぐそびえている。その建物は廃はい墟きよらしく、いくつかの窓ガラスが割れたままだった。

　ケンが、多機能ゴーグルの調節ネジを指先でキリキリと回して、裏手の廃墟をざっくりと眺めた。

「ああ……二階の窓枠に足跡ついてる。そこからこっちまでジャンプしたのかぁ」

「追うか」

「追わなきゃヤバそうな感じでした？」

「普通の泥棒に、見えた。武装してなかった」

「んー……ならいいでしょ。ここのジャンク品目当ての泥棒なんて珍しくもないですし」

　ヒスイはケンの後ろから顔を覗のぞかせてジャンクの山を見た。

　折れ曲がったネジ、歪ゆがんだ歯車、錆さびが浮いた何かの機関部──。大小さまざまなゴミが乱雑に積まれている。わざわざ盗み出す価値があるものだとは到底思えない。

　うーん、とケンが唸うなった。

「でも、やっぱ、警備メカ稼働させるかぁ。庭先のジャンク品はともかくガレージまで入られたら嫌だしなぁ」

　その途端、ブラッドが今までに聞いたことがないような大きな声を出した。

「駄目だ！　それは！」

　ヒスイはびくっと肩を震わせた。一方、ケンは動じることも悪びれることもなく、唇を尖らせて反論する。

「えぇ……俺の最高傑作ですよぉ」

「メリルからも、止められただろう。あれはおぞましすぎる、と」

「みんな機械美がわかっちゃいないなぁ」

　ヒスイはとんとんとケンの背中をつついた。

「なんなんだ、警備メカって。以前は離宮にも配置されていたと聞いたが」

　ヒスイが離宮に運び込まれたばかりの頃ころは、たった三人だけで離宮の守りを固めていた。メリルが生活の運営を、ケンが建物の維持を、そしてブラッドが警備を担当していたという。

　しかし、ブラッドひとりであの広い離宮を警備するのは物理的に不可能だった。そこで、ケンが何かしらの技術提供をして、ブラッドの補佐をしていたのだと後々聞かされたものだ。

　なぜか極めてげっそりとした顔つきのヴィクターや、同様の表情のメリルから。

　ケンはくるっと振り返って、得意そうに笑った。

「今さっきまで俺がメンテナンスしていたやつですよ」

「今さっき……え、ええ!?　あの、ケンがよじ登っていた巨大なやつか!?」

「そうです。今は改造中なので外装剝はがしてますけど、あれです。俺の傑作。自律的に動きます。動いて、不審者を排除します」

「動くのか!?　アレが!?」

「動きます動きます。離宮でも動いていました。常に五台くらい稼働してました。本体の他にも人間サイズのサブユニットもあったりして、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だったんですよ」

　ケンは誇らしげに胸を張り、ブラッドは顔をしかめ、ヒスイは目を剝むいた。

　あまり詳しくは見ていなかったが、ものすごく大きかったのは確かだ。あれが動き、なおかつ不審者を排除するとはにわかに信じ難い。

　そして、そんなものが離宮の中を闊かつ歩ぽしていた時期があった、ということは。

（……メリルやブラッドは、あれが動き回っている場所で何か月も生活していたのか）

　ヒスイには機械美とやらがわからないが、ケンが最高傑作と言い切るならば、きっと素晴らしい技術の結晶なのだろうと予想はつく。

　しかし、どちらかというと、ケンの傑作に対する称賛よりもメリルやブラッドへの同情の方が先に湧わいてきた。

（僕は寝室から動けない身だったから一度も目にせずに済んだが……あの時の僕があれを見たら、多分、ディーゼリアという国を心の底から怖がっただろうな）

　そこでヒスイは、またくしゃみをした。

　外がい套とうを羽織らずに出てきたから、身体がすっかりと冷え切っていた。おまけに、霧が出てきた。やたらと黒っぽい、濃厚な霧が。

「──だいぶ黒い霧が出ましたね。ジャンクバレーの瘴しよう気きかな、これは」

「ケン……寒い」

「中に入りましょうか、姫さん。ブラッドも。威嚇射撃一発とはいえ、砲撃したんでしょ。フレームが歪んでいないか点検してあげますよ」

　こくりとブラッドが頷うなずいた。三人は連れ立って、工房の中へ入っていく。

　一連の会話を陰で聞いていた者たちがいたことに、彼らは気付いていなかった。
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　工房には、ケンの『最高傑作』やエア・ヴィークルのシミュレーターなどが並ぶガレージとは別に、主であるケンが居住するための区画がある。

　ずっと外にいたブラッドが蒸気の籠こもるガレージに入ると機械部分が結露して大変なことになるから、という理由で、三人は居住区の方へ移動した。

　倉庫なのか作業場なのかリビングルームなのか判然しないごちゃついた一室に通され、そこでブラッドはマントを脱いだ。

　ヒスイは思わず感嘆の声を上げた。

「……おぉ」

　ブラッドの右半身は鋼に覆われていた。右腕と右脚は完全に機械化されており、それを生身部分に固定するためなのだろうか、腰部や腹部も何やら複雑なパーツで覆われている。纏っているのは王宮近衛兵の制服なのだが、機械部分に合わせ、袖そでや裾の一部が切り落としてあった。

　今、彼の右腕全体からは蒸気が薄く立ち上っている。その二の腕のあたりに王家の紋章が刻まれているのが、なぜだかヒスイの印象に強く残った。

「初めてブラッドのマントの下を見たが……すごいな。こんな風になっていたのか」

「凄すごいでしょう、これ。オズボーン社とはまた違う組織が開発したものですけど、ディーゼリアが誇る最新テクノロジーの結晶です」

　と、ケンは得意そうに言った。自社製品ではなくても、技術者として鼻が高いらしい。

　作業場の片隅から引っ張ってきた椅子にブラッドを座らせ、ケンは彼の右腕を点検し始めた。といっても、工具を持ち出して解体するわけではなく、分厚いグローブを嵌はめた手でフレームの歪みを確認したり可動性をチェックしたりするのみにとどめている。

　その様子を、ヒスイは少し離れた所から黙って見ていた。

「んー……特に歪んではいないみたいですけど、それよりも熱の籠り方がヤバい。排熱機能がいかれてるのかも」

「撃った時は、いつも、こんな感じだ」

「噓うそでしょ。熱くないです？」

「慣れた」

「うーん……そもそも撃つことを想定していないのかなぁ。いやだったらそもそも戦闘機能積むなよって話なんですけど。わっかんねぇなあ、他社の技術は」

　二人の会話を、ヒスイはぼんやりと聞いていた。適当な椅子に腰かけて、小さな欠伸あくびを一つ。元々寝不足気味だったところにひと騒動があって、寒い戸外から暖かい室内へ移動して一息ついたら、少し眠くなってきた。

「いずれ軍で使う予定の、戦闘用義肢の、試作品……と聞いたことがある」

「え、それ詳しくお願いします」

「詳しくは、聞いていない。説明が、難しかった」

「ちゃんとそういうのは聞かなきゃダメですってば……」

　ブラッドは優秀な兵士であり身体からだを動かすのは得意だが、頭脳面はからきしらしい。ちなみにメリルはその逆で、ケンはブラッドとメリルを足して割ったような能力バランスなのだそうだ。

「なぁ、ケン。ブラッド」

　二人の会話が一段落ついたころを見計らい、眠気を堪こらえながらヒスイは声をかけた。

「さっき言ってたジャンクバレーの瘴気って何だ？」

「ああ、あれはですねー」

　ブラッドの腕に冷却材らしきものを当てながら、ケンが説明してくれた。

「ここから近い所に、ジャンクバレーっていう大きな貧民街があるんです。メリルから習いませんでした？」

「いや、特に……。ああ、クリスフォード南東部に大規模な貧民街があるというのは聞いたことがある」

　二度目の飛行の時にヴィクターが教えてくれたことだ。冬の王都クリスフォードは霧に包まれるが、南東部は特にそれが濃くなる。なぜなら貧民街があるからだ、と。

「それっす。それ。南東部の大規模貧民街、ジャンクバレー。地の裂け目みたいな大渓谷で、工業廃水が流れ込んでいるんです。加えて、その谷の住人はフィルターなしでタール・クォーツを燃やすから、ただでさえ空気が悪いのに垂れ流しの煤ばい煙えんが混じって、とんでもないスモークが谷全体にわだかまってます。それが時々風に流されて、こっちまで来るんですよ」

「ああ、だから瘴気、と」

「実際にどこまで有害物質が含まれているかはわかりませんが、とりあえずアレが流れてきたら屋内に退避するのがベストです。肺病になっちまいますからね」

「そんな貧民街が、なぜ放置されているんだ。国を挙げて解体するべきだろうに」

「何度も解体しようとして、そんで住民と警察が全面戦争になっているんですよ。何年か前に相当悲惨な事件にまで発展して、それ以来、ジャンクバレーは慎重に扱うべしって方針になったようです」

「……だから、このあたりは、地価が安い」

　ぼそりとブラッドが補足した。

　ヒスイはこのあたりの街並みを想起し、納得した。

「ああ。中産階級ミドル・クラス向けの商業地区にしては妙にさびれているなと思っていたが、貧民街の影響だったのか」

「そうそう。おかげで、こんな広い工房を構えることができたんですけどねー。めちゃくちゃ安かったんですよ、この建物。大学出て間もない若造が、ちょっと整備士の真似事をして稼いだ小銭で買えちゃうくらい」

「ケンは自力で工房を購あがなったのか。てっきり、元々オズボーン家の持ち家だったのかと」

「会社は会社でちゃんとした研究所や製造所がありますって。ここは、陛下にとっての離宮みたいなもんです。俺が好きなことを好きなだけするための素敵なアトリエ。機械に囲まれて過ごせる楽園なんですから、多少の瘴気やコソ泥被害なんかは大目に見ないとねって感じです」

「大目に見られる程度の被害なのか？　それは……」

　そうしている間に、ブラッドの腕のチェックや冷却が終わったようだ。寡黙な衛兵は立ち上がり、再び黒いマントを羽織る。身体全体をすっぽりと布で覆いつくしてしまえば、彼の右半身が機械化されていることなんて一見しただけではわからなくなる。右目や右頰も人工物で置換しているから、完全な生身の人間を装うことはできないが。

「……もう一度、見回りに出る。殿下の訓練が、終わったら、声をかけてくれ」

「はいはい。了解っす。──じゃ、姫さん。俺らはガレージに戻りましょうか。とりあえずエア・ヴィークル・シミュレーターの操作盤だけ触って、どのレバーが何なのか覚えちゃいましょう。これなら足腰痛めててもできますし」

「わかった」

　ヒスイは頷うなずく。

　そして、せっかくバレーサイドタウンまで来たのに足腰が立ちません、なんていう醜態はいい加減避けるべきだなと、心の底から強く思った。








35　王と側近






　王都のどこかの、薄暗い場所。複数の影たちが囁ささやき合っている。

　──王妃となるべき、龍弦の姫が。

　とある影が、とある影へ耳打ちする。

　──男のナリで、バレーサイドタウンに出没している。オズボーンの倅せがれの家に入り浸っているらしい。

　──本当か。ずっと寝込んでいるという話だが。

　──見た者がいる。身体の右側を機械化した大男を従えた男装した龍弦人を。

　──さすがあの放ほう蕩とう王の妃。仮病を使って遊び歩いているのか。

　影から影へ。その話はひそやかに伝でん播ぱしていく。次第に影たちは集まっていき、良からぬことを企たくらみ始める。

　──姫を攫さらって反王党派へ売れば、金になるだろうか。

　──なるだろうさ。

　──攫え、攫え。金を稼げ。

　──しかし、どうやって？　そもそも姫はどんな顔立ちをしている？

　──黒髪ということしかわからない。

　──攫え。攫え。臆おくするな。どうせ今まで贅ぜい沢たくの限りを尽くしてきた王族なんだから。

　──もし間違えて違う黒髪を攫ってきたら？

　──このご時世に髪が黒い方が悪い。いつも通り、ジャンクバレーの人材屋にでも売り渡しておけ。




　　　　＋＋＋＋＋＋




「例の鳥の群れに関して、犯人グループが検挙されたようです」

　王城の、国王執務室にて。

　分厚い書類束を抱えたメリル・ナッシングが入室するなりそう言った。奥の執務席についていたヴィクターは顔を上げた。

「そうか。早かったな」

　ヴィクターは感心する。エア・ヴィークルを襲撃した奇妙な鳥たちの調査は、どんなに早く進めても冬いっぱいはかかるだろうと踏んでいたのだ。なにせ空の上での事件である。手掛かりは極めて少ない。

「元々、別件でマークされていたようで。こちらが報告書です。本来は国王陛下に奏上するべくもう少し内容を整理するものなんですが、陛下個人に関わりがある件なのでそのままの状態の写しを用意しました。後で、きちんと体裁を整えた正式な書類が上がってきます」

「礼を言おう」

　ヴィクターがそう言いながらずっしりとした書類を受け取ると、メリルが軽く頭を下げた。

　ヒスイが来て以来、彼の主治医兼世話係兼教師として離宮で働いていたメリルだが、本来は国王付きの秘書官である。王が政務を行うにあたって、謁えつ見けん希望者の取次から筆記具の交換まで、大小さまざまな補助をする役職だ。平たく言えば、一般民衆が『王様の側近』と聞いて思い浮かべるものが彼らだろう。

　ヒスイがケンの工房に通うようになって、メリルもまた、『姫様』不在の時間中は秘書官としての業務を再開する運びになった。

　ヴィクターは、そのメリルから手渡された資料をその場で確かめた。そして、沈痛な面持ちで眉まゆを顰ひそめた。

「……犯人は子供だったか」

「子供」

　メリルが軽く驚きの声を上げる。紙束を運んだのは彼だが、国王宛ての書類を先に閲覧するわけにはいかないので、詳しい内容は知らないのだ。

　ヴィクターは書類を読み、やりきれない気持ちになった。

「ああ、子供だ。犯人グループの最年長者ですら十代後半。元々、王都の下の方でスリをしていた貧民の子供たちが徒党を組み、いらん知恵を付けて次々と犯罪行為に手を染めていったようだ。詐欺に、売春斡あつ旋せん、強盗……。それらがエスカレートした結果辿たどり着ついたのが、鳥を使ってのエア・ヴィークル無差別襲撃」

「そんな貧民の子供が猛もう禽きんの群れなんて操れるものでしょうか」

「協力者がいた。かつては富裕層相手に鷹たか狩用の猛禽類を取り扱っていた調教師が、職を失って貧民街まで堕おち、そこで商売を始めたようだな。その調教師も任意で取り調べを受けているが……」

　書類を執務机の上に放って、ヴィクターは溜ため息いきをついた。

「空を自由自在に飛んでいる者は富める者に限られているから、よく訓練された鳥をけしかけて怖がらせてやろう。それで墜落でもしたら追おい剝はぎもできて好都合だ──と、そういう動機だったようだ」

「それはそれは……。子供らしい浅はかさですね」

「子供らしいというより、貧民らしい考えだ。王都の下町では、このような考え方をする者が少なくないぞ」

　ヴィクターは頻繁に城を抜け出して、身分を隠して王都を練り歩く癖がある。そうしていると、嫌でも耳に入ってくるのだ。城の玉座に座ったままでは決して聞こえてこない、民衆たちの生々しい声が。

「我が国は破竹の勢いで世界を掌握していく豊かな国だが、国の成長に内部が追い付いていない。富める者はより富み、貧しい者はより貧しくなるという循環に陥っている」

　富める者といえば、例えばケンの実家でもあるオズボーン家だ。元は本土東部の山間部を所有する無爵の地方地主に過ぎなかったのだが、そこから採れるタール・クォーツが燃料として極めて優秀だと判明した結果、国内屈指の大富豪となった。数多あまたの国を侵略していったディーゼリア海軍は、オズボーン家から戦艦用の燃料を購入している。

　対して、貧しい者。これは枚挙にいとまがない。貧民街の無産階級者はもちろんのこと、貴族階級であっても生活苦に喘あえぎ、先祖伝来の家宝や領地などを切り売りして糊こ口こうを凌しのいでいる者は珍しくない。

　なまじ誇り高いせいで平民のように働くこともできず、雨漏りのする屋敷の中で空腹を抱えている伯爵様子爵様、なんていうのもいるくらいだ。

「戦争中はまだいい。学がない貧民でも兵士として雇うことができるし、軍需景気で国全体が活性化する。そうなれば下々を救うことができる。だが、ここ最近は平和だからな……」

「陛下は戦争をお望みで？」

　メリルは訊きく。その声色に含みはなく、純粋に問いかける口ぶりだった。戦争を望むのか、望まないのか、という単純明快な二クローズド・択クエスチヨン。

　なので、ヴィクターはあっさりと頷いた。

「ああ。だが、相手がいないことにはどうしようもないからな。独立失敗を繰り返すアメリア大陸以外には不穏な動きをする海外領土もないし、急いで支配領域に加えたくなるほどのメリットがある国があるわけでもない。まぁ──」

　ここでヴィクターは、心持ち声を潜めた。

「──東側にデカいのが一つあるが、アレはまだ時が熟していない」

「……龍弦帝国ですか」

　メリルの青い瞳ひとみに憂いの色が浮かんだ。

「やはり陛下は、あの国もいずれは手に入れるおつもりなのですね」

「いずれは、な。今の段階では、余の遠大なる夢の一つにしかすぎない。しばらくは大人しく見下されながら、大城壁の内側へ『貢ぎ物』をせっせと届けるさ」

「ヒスイ殿下との婚姻に乗り気だったのも、その一環ですか？　あまりにも唐突で一方的な婚約に反発するどころか歓迎の姿勢を示していたのも、きたるべき侵略戦争の布石ですか？」

「なんだ、メリル。妙に突っ込んでくるなぁお前」

「不ぶ躾しつけをお許しください。どうしても気になったもので」

　本人が自覚しているかどうかはわからないが、メリルはかなりヒスイに肩入れしている。王族なのに極めて不自由な生活を強いられてきた、という共通点があるためだ。

　メリルはあの皇子に過去の自分を重ねて、その上で可愛かわいがっている。献身的に世話するのも、自分の知識を移し替えるかのごとく丁寧に勉強を教えるのも、かつてメリル自身が「そうされたい」と渇望したことなのだ。

　それを、ヴィクターは特に指摘するつもりはなかった。ここは自分が踏み込んでよい領域ではない。

「……イエスかノーかで言えば、ノーだ。確かに龍弦と婚姻関係を結べば今後大きなメリットになるだろうが、そのためだけに『皇女』を受け入れたのではない。別の理由がある」

「別の理由とは」

「それは伏せさせてくれ。余にだってプライバシーというものがあるのでな」

　メリルは呆あきれた顔をした。そして、溜息を一つつくと、ついでと言わんばかりに口を開いた。

「陛下の御心はさておき。僭せん越えつながら言いますけどね、最近の陛下は少し控えるべきだと思いますよ」

「……最近の？」

「ウィンターハウスが終わってから、ヒスイ殿下にどっぷりじゃないですか。今日だって、夜になったら離宮に戻って殿下の部屋に入り浸るおつもりでしょう？」

「ああ……まぁ、そのつもりだが。今日は工房行きの日だから、早めに政務を切り上げて殿下の帰りを待つくらいの心持ちでいる」

「外野が口を挟むのも野暮かなと思って静観してましたが、もう言いますよ。殿下の身体からだを少しは労わってあげてください。陛下と殿下では体力が違います」

「……もしかして、殿下の健康に影響が出ているとか？」

　恐る恐る訊くと、メリルはぴしゃりと言い切った。

「出ています。敢あえて品のない言い方をしますが、ヤりすぎです陛下」

「お……おお、そうか……」

「私だって、陛下にこんなことは言いたくないですよ。と言いますか、言う日が来るとは思いませんでしたよ。てっきり、兄と弟のような、清く慈しむ関係が続くのかとばかり思っていましたから」

　ヴィクターも当初はそのような関係に落ち着くと思っていた。だが、結果的にこうである。

　若さを持て余している国王は、執務机に肘ひじをつき、指を組んでそこに自分の眉み間けんを当てた。

「余もそのつもりだったんだがなぁ……。自分でも驚くくらい、殿下を抱くのが楽しくなってしまって。最近では、昼間に殿下と離れるのが少々辛い」

「そこまで……」

「文官の服を着せて連れ歩こうかとか、いっそ離宮に閉じ込めてしまえればと思うことすらある。綺き麗れいな部屋で、綺麗な服を着せて、綺麗な椅子に座らせたまま」

「……陛下」

　さすがに、メリルは咎とがめる声を出した。

「それは危険です。その考え方は大変危険です。まるで……ヒスイ殿下を、ご自分の持ち物のように考えているみたいではないですか。殿下は人形ではないんですよ……！」

「君がちゃんと余を咎めてくれる秘書官でよかったよ。ここで君に『では協力しましょう』と言われたら最後だった。いろんな意味で」

「私がそんなことを言うわけがないでしょうが！」

　メリルは叫び、ヴィクターは肘をついたまま肩を竦すくめた。

　ヒスイをずっと手元に置いていられたら──というのは、ここ最近のヴィクターがしょっちゅう抱く妄想だ。片時も離れたくない。彼の一挙一動を把握しておきたい。今だって、ヒスイが何をしているのか気になって仕方がない。

　けれど、それが非常に危ない状態だという自覚はちゃんとあった。

「どうすればいいんだろうなぁ……。今まで辛い思いをしてきた分、殿下には広い世界を見てほしいし、自分の好きなように生きてもらいたい。そう願う余と、自分の手元で心ゆくまで愛めでたいと願う余が同時に存在している」

「……陛下の御心が後者に傾いた場合、このメリル・ナッシング、国王陛下を全力で諫いさめる所存です」

「ああ、諫めてくれ。どうか諫めてくれ。余が変な方向に行ってしまった時、不敬を一切恐れずに力尽くで止められるのはメリルとケンとブラッドくらいしかいない」

　メリルは重々しく頷うなずいた。

「……陛下と殿下が仲なか睦むつまじく褥しとねを共にすること自体は何も言いません。なんだかんだで、殿下もやぶさかではないようですから。ですが、度を越した執着が見受けられたら我々も動きます。そのおつもりで」

「わかった。できる限りお前たちの手を煩わずらわせないよう自制するつもりだが、いざとなったら頼む。……しかしな、メリル。最近、余はつくづく思うんだよ」

　ヴィクターは腕を組んで、背せ凭もたれに寄り掛かった。

　今は一月の半ば。すでに、次の使節団は王都を出発して、大城壁の開門に備えている。その使節団に持たせた国王親書には、『ヒスイ姫』の性別についての言及を巧妙に避け、婚姻の準備を進めており、ついては龍弦側にもそれなりの態度を取ってもらいたいと記している。

　国として大切なのは、婚姻成立後にディーゼリアと龍弦の国交がどう変化するかなのだ。願わくは、姻いん戚せき関係を根拠にした特別待遇。具体的に言えば大城壁の頻繁な開門および貿易の自由化、まともな国交の成立など。この要求を龍弦が飲めば、ディーゼリアは世界で唯一、龍弦へ積極的に干渉できる国となる。

　ここでヒスイの性別がバレて「ディーゼリアの国王は男を妃にした」という醜聞がばらまかれることを危き惧ぐする者もいるが、これに関してはいくらでも打つ手がある。

　端的に言えば、デメリットよりメリットの方が大きい。これがディーゼリアの導き出した結論であり──早ければ春先に、ヴィクター国王と『ヒスイ姫』の婚礼の日取りが布告される。まだ一部の関係者しか知らない極秘事項だが、この予定が覆されることはないだろう。

　二人は正式な夫婦となる。

「……あの子を王妃にするということは、これ以上ないほど、あの子の自由を奪ってしまうのではないか、と」

　ヴィクターはヒスイを愛しているし、ヒスイもヴィクターを愛している。国としても、二人が結ばれることを望んでいる。民衆も祝福することだろう。軍需景気並の経済効果も期待され、この国がより一層豊かになる。

　だというのに、ヴィクターは未だに躊躇ためらっていた。愛いとしい皇子に純白のドレスを着せて、その頭に王妃の冠を被かぶせることを。

「あの子は……自由にならなくてはならない」

　ヴィクターは、遠い過去に思いを馳はせながら小さく呟つぶやいた。








36　挿れないで






　この言葉は絶対に言わなければ……と決意してから、ヒスイが実際にそれを口にできるまで三晩ほどかかった。

「い……挿れないでくれ」

「……」

　もはや日常と化したヴィクターとの同どう衾きん。いつものように寝台に組み敷かれ、深い口付けを受けたあたりで、ヒスイはようやくその言葉を言った。

　ヴィクターは神妙な顔つきで黙り込んだ後、そっとヒスイから身体を離した。そのまま寝台から降りようとしたので、ヒスイは大慌てで彼の寝間着の裾すそを摑つかんだ。

「ち、違う！　勘違いしないでくれ！」

「いや、勘違いも何も……今日はそういう気分じゃないのだろう？」

「違うんだ、行かないでくれヴィクター！」

「おっと、これは殿下も何か勘違いしているな？　どこにも行かないよ。ただ、アレを取ろうとしただけだ」

　ヴィクターは苦笑し、少し離れた所に置いてある酒瓶とグラスを指し示した。不眠気味であるヴィクターは、就寝前に強めの蒸留酒を一口飲む習慣がある。それを取りに行くつもりだったらしい。

「あ……そうか、寝酒か……」

　ヒスイは茫ぼう然ぜんと呟き、そして猛烈に恥ずかしくなった。

　自分が放った一言でヴィクターがいつもと違う行動をとっただけで、滑こつ稽けいなほど取り乱した。しかも大胆に縋すがり付いた。

（あああああ……！）

　ヴィクターの裾から手を放し、ヒスイは寝台の上で頭を抱え込んだ。耳の先まで真まっ赤かになっているのを感じた。この場にヴィクターがいなかったら、このまま寝台の上を転がりまわっていただろう。

（だって、仕方ないじゃないか！　抱いてくれって言った時よりも勇気を振り絞ったんだ！　ヴィクターの反応が気になったって、別にいいじゃないか!!）

　今日こそは、と思いながら毎晩流されていたのだ。

　今日こそは拒まねばと思いながら抱かれ、今日こそは断らねばと思いながら喘あえがされ、今日こそは突っぱねなければと思いながら絶頂していた。甘ったるい爛ただれた生活が心地よすぎたせいだ。決して自分の意志が薄弱だからではない。

　ヒスイが羞しゆう恥ちに震えていると、ヴィクターが頭を撫なでてきた。苦笑交じりの柔らかな声が頭上から降ってくる。

「──すまないな、殿下。言いにくいことを言わせた。余も、このところ君に負担を強いている自覚があったんだが、つい……。こちらから気を遣ってやればよかった。今後はしばらく控えよう」

「違う……違うんだヴィクター……」

「殿下、顔を上げてくれ。何が違うというんだ？」

　ヒスイが顔を上げられるようになるまで、即すなわち落ち着くまで、また少し時間がかかった。情事の最中の羞恥は心地よいのに、この羞恥はかなり居い心ごこ地ちが悪い。

　ヴィクターもヒスイの気持ちを汲くんだのか、宥なだめたりなんだりして、最終的にベッドの端に腰かけて膝ひざの上にヒスイを座らせるという体勢になった。

「……子供みたいだな、この体勢」

「嫌か？　落ち着くだろう？」

「落ち着くけれど……」

　確かに落ち着いた。体格差があるため物理的にも落ち着いている。

　背中に、太ふと腿ももに、ヴィクターの体温を感じる。

「それで。さっきから違う違うと連呼しているが、何がどう違うんだ？」

「それは……」

　穏やかに促され、ヒスイは必死になって言葉を探した。迂う闊かつなことを言うと、また妙な行き違いが発生してみっともない姿を晒さらしてしまうかもしれない。

　正確に心の内を述べたところで、また別方向の恥ずかしさを味わう羽目になりそうだが。

「……あのだな、ヴィクター」

「うん？」

「その、お前とああいうことをするのは楽しい。気に入っている。間違っても、やりたくないなんてことはない」

「そこまでお気に召してもらえたようで光栄だよ」

「でも、エア・ヴィークルの練習に支障が出ていてな……。もう機体の仕様や操縦方法は覚えたのに、シミュレーターにほとんど乗れていないんだ」

「ああ、すまなかった。実技練習ができないのはつまらないよな」

「寝不足になるのはさほど問題じゃないんだ。ただ、お前のアレを受け入れていると、どうしてもあそこが……」

「うん。だから、控えよう。少なくとも工房行きの前日は、穏やかに眠るだけにしよう。それだけでは不満か？　いっそ、君が飛べるようになる日まで禁欲しようか？」

「いや、違う……その……僕が言いたいのは……」

　ヒスイの声がどんどん小さくなる。ヴィクターは黙って言葉の続きを待っている。

（ああ……さすがにここは汲んではもらえないか。自分ではっきり言うしかないのか……）

　ヒスイはもじもじと膝を擦り合わせ、蚊の鳴くような声で言った。

「……い、挿れない範囲で、淫いん猥わいなことがしたい……」

　つかの間、静寂が訪れた。雪の夜は静かだ。まるでこの世から音という存在が消え失せたように。

　ヴィクターの膝の上で、ヒスイは自分の発言を激しく後悔しはじめた。

（い、言わなければよかった！　絶対呆あきれている！　いやむしろ笑われる！）

　心の中で絶叫したタイミングで、ちょうどヴィクターが噴き出した。

「……ぷっ……くくっ……」

「わ、笑うな！　もういい、忘れてくれ。しばらく禁欲だ、禁欲。そうしよう、禁欲！」

「いや、待て……ああ、ちょっと待ってくれ殿下。行くな。降りるな。ちょっと待て」

　膝から降りようとしたヒスイを、ヴィクターが後ろから抱きすくめた。声を押し殺して笑っている振動が、寝間着の薄い布地越しにヒスイまで伝わってくる。

　ヒスイはむっつりと押し黙った。ヴィクターにがっちりとホールドされているせいで逃げるに逃げられない。

「……ふっ、くくっ……そうかそうか」

「ヴィクター。ディーゼリアには、人の記憶を消す装置というのはあるか？」

「いやいや、余の記憶を消そうとしないでくれ。ああ、殿下。拗すねないでくれ。よく正直に言ってくれた」

「笑いながら言うな。どうせ僕は、はしたない淫みだらな皇子だよ」

「すまないな、笑いが止まらなくて。……だってなぁ」

　くつくつと喉のど奥で笑いながら──ヴィクターは、ふいに声を低め、ヒスイの耳に吐息を吹き込むようにして囁ささやいた。

「つまり──挿れなければ何をしてもいいんだろう？」

「……！」

　ぞくっとヒスイの背筋が粟あわ立だった。

　ヴィクターの低く掠かすれた声と、耳みみ朶たぶに吹きかかる吐息、拘束するように抱きしめてくる逞たくましい腕。それら全すべてが、情事の記憶と生々しくリンクする。

　一瞬にして、寝室の空気が淫らなそれに切り替わった。

「……あ、ああ」

　ヒスイは小さく頷うなずいた。先ほどまで感じていた羞恥や後悔が、違う性質のものに置き換わっていく。

　もしかしたら、また、ヴィクターのスイッチを入れてしまったのではないか。

　しかし、一度口にした言葉はもう戻らないし、興が乗った国王を止める術はヒスイにはない。

「いい機会だ。挿れない範囲で、たっぷりと愉しもうじゃないか。……実は、試したいことが色々とあるんだ。いいよな？」

　疑問の形をとりつつ有無を言わせぬ口調に、ヒスイは若干の嫌な予感を覚えつつも頷くしかなかった。








37　目隠し遊戯






「……目隠し？」

「嫌ならいつでも取ってくれて構わないぞ」

　闇やみに閉ざされた視界。ヴィクターの声が、いつもより鮮明に聞こえる気がする。

　あの後二人は、ヴィクターの寝室に移動した。何をされるのかとヒスイは身構えてしまったが、何のことはなく、いつも通りに寝台に押し込められた。

　一通り堪能されるように愛あい撫ぶやキスをされて──そして、どこから持ってきたのか、柔らかなシルク製のスカーフで目隠しをされたのだ。

「これが、お前の言っていた『試したいこと』か？」

「まあな。本当は他にも色々とあるんだが、まずはこれだ。殿下は何もせず、身体からだを任せてくれればいい」

「……何もせず？」

「ああ。何もせず。いつも健気に余へ奉仕しようとしてくれているが、今夜はなしだ。いいな？」

「……わかった」

　ヒスイは頷く。ヴィクターの表情が見えないのが、少しだけ不安だった。

　ヴィクターが小さく笑う気配がした。

「いい子だ──ヒスイ」

　ヴィクターがヒスイを『殿下』と呼ばなくなる時。それは、情事が始まったというサインである。

　ヒスイの寝間着がするすると脱がされ、あっという間に全裸に剝むかれた。身に着けているのは、視界を遮るスカーフのみである。そんな状態で、まず、寝台に仰向けに寝るよう命令された。

「──横たわったぞ」

「足は少し開いてくれ。そうだな、肩幅より少しだけ広くだ」

　大人しく指示に従う。すると、肌に視線を感じた。無防備な裸体を惜しげもなくヴィクターに晒しているのだ。

　身体なんて何度も見せているのに、じわじわと羞恥心が込み上げてきた。

（見られている……僕の身体が、隅から隅まで）

　年の割に未発達な肢体も、胸の飾りも、少しだけ勃ちはじめている性器も。改めてヴィクターの前に差し出されている。

「……ヴィクター？」

　ほんの短い沈黙ですら、ヒスイを不安にさせる。視界を奪われている以上、物音や触覚でしかヴィクターの存在を感じることができないのだ。

「ヴィクター？　いるんだろう。なぁ、おい」

「あぁ、すまん」

　その声がすぐ耳元で聞こえてきたので、ヒスイは反射的に身体を縮ませた。

　寄り添っている──わけではなさそうだ。ヴィクターの声がした側へ片手を泳がせたが、彼の身体に当たらない。どうやら、寝台の横に立ち、身をかがめるようにしてヒスイの耳元で囁いたようだ。

「見み惚とれていた」

　それからしばらくの間、ヴィクターは何もしてこなかった。ゆっくり寝台の周りを歩き回る足音がするが、それだけだ。寝台の上のヒスイに指一本触れないし、話しかけもしない。

　ヒスイの中に、一つの単語が浮かんだ。

（視し姦かん──）

　肌がひりついた。ヴィクターの視線が自分に注がれているのがわかる。

（視線で、犯されている）

　ヒスイは微かすかに身をよじった。

　何もせず、ただ裸体を見られる。これだけのことがこんなに恥ずかしいとは思わなかった。自然と呼吸の速度が上がっていく。身体がむずむずとする。

「ヴィクター……！」

「どうした、ヒスイ？」

　足元の方から、笑みを含んだ声。ヴィクターは、今はそちらに立っているらしい。ヒスイは頭を持ち上げて、ヴィクターの声がした方へ顔を向けた。

「さ、触らないのか……？」

「もう触ってほしいのか？　もう少し見せてくれたっていいだろうに」

「だって、これ……お、落ち着かない」

「そうか？　ヒスイだって興奮しているように見えるがな」

　次の瞬間。

　ぴん、と性器の先端を指先で弾かれた。ほんの小さな刺激だ。しかし、視界を塞ふさがれていたために刺激を予期できなかったヒスイは、ただそれだけで身体をのけぞらせて嬌きよう声せいを上げた。

「ひゃあっ!?」

「何もしないでも、こんなになっているというのにな」

　ヒスイは、いつの間にか自分の性器が天井を指し示すほど勃ぼつ起きしていたことに気が付いた。

　もう一度、性器をつつかれる。程よい硬度を得た茎がぷるっと揺れた。

「んんっ……！」

「可愛かわいかったよ。君のここが、少しずつ頭をもたげていく様子は」

　ヴィクターが寝台に乗り上げてくる。そして、ヒスイの下腹部に、何かひんやりとしたものがかけられた。

「っ、冷たっ……！」

「香油だ。良い香りだろう？」

　言われてみれば、花のような果実のような、何とも言えない甘ったるい香りがする。潤滑油は何度か使ったが、ここまで香りが強いものは初めてかもしれない。

　ヴィクターは、過剰なほどにヒスイの身体へ香油を垂らした。へそのあたりから足の付け根まで、身体のちょっとしたくぼみに液溜だまりができるほどの量を注いでいく。香油がシーツまで垂れていくのが肌の感覚でわかった。

　このあたりで、ヒスイは、ヴィクターがわざわざ自分の視界を塞いだ理由を察した。

（あ、……いつもより、感覚が鋭敏に……）

　目が見えない分、他の感覚が鋭くなっている。ヴィクターの足音や息遣いを聞き逃すまいとずっと耳を澄ませているし、いつ触られるかわからないので肌もぴりぴりと緊張しっぱなしだ。香油の香りが甘く強く感じるのも、嗅きゆう覚かくが鋭くなったせいかもしれない。

　ヴィクターは一通り香油を垂らすと、濡ぬれそぼったヒスイの性器へ手をかけた。

「ッ！　あっ……！」

「君は本当に感じやすいな」

　にゅるにゅると、香油をすり込むように性器を扱き始める。茎の部分を上下に擦り、先走り汁を滲にじませる先端を指先でくるくると撫なでる。

　耐えきれず、ヒスイは甘い声を上げた。

「はぁっ……んっ」

「いつもいつも、最初の内は健気に自分も動こうとしているのに、すぐに力尽きて何度も達してしまう。全く、可愛がり甲が斐いがあるよ、君は」

「いっ、あっ……んぅ……」

「気持ちいいか？　ヒスイ」

　袋の部分を掬すくい上あげるように持ち上げ、ゆるゆると揺さぶりながらヴィクターが問う。

　ヒスイは身体をよじらせた。シーツに爪を立てて、性器を弄いじくり回される快楽に酔う。

「あっ……あっ……」

「気持ちいいか？」

「き……気持ちい、い……」

　絞り出すような声で答えれば、つうっと裏筋のあたりを指先でなぞられた。弱い所を刺激され、ヒスイは頭をゆるく振る。

「そうか。それは良かった」

　ヴィクターは片手でヒスイの男根を扱き上げ、もう片手を後孔の方へ伸ばした。

　挿れない、という約束を守っているのか、きゅっと閉じた肉輪の淵ふちをゆるく押したり、擽ったりする程度で、内部に侵入してくる気配はない。

　ただ、そこばかりを重点的に責められれば、否が応でも身体からだは思い出す。熱い剛直に強引に割り開かれ、内部を彼の形に作り変えられるあの感触を。すっかりヴィクターを受け入れるための器官に作り変えられた胎がきゅんと疼うずいた。

（欲しい……）

　ヒスイはその言葉を口に出しそうになって、すんでのところで飲み込んだ。

　今宵こよいは挿れないと決めたのだ。じゃないと、また際限なく貪むさぼってしまって、いつも通りの夜を過ごして怠惰な朝を迎える羽目になる。どんなに欲しくても、我慢しなくてはならない。

（ああ、欲しい……犯されたい。蹂じゆう躙りんされたい）

　おりしも、ここはヴィクターの部屋だ。いつもよりも彼の匂においが濃厚に漂う場所で、淫みだらな遊戯に耽ふけっている。視覚以外の全ての感覚が鋭敏化しているヒスイは、物足りない刺激を補うように、部屋の香りを浅く短く何度も吸い込んだ。

　呼吸をするごとに、身体の疼きが深くなる。

　半ば無意識のうちに、ヒスイは後孔を緩めた。孔の縁をとんとんと叩たたくヴィクターの指先を咥くわえようと、孔をほころばせて腰を揺らめかせてしまう。

「こら、ヒスイ」

　苦笑交じりの声がする。

「そんな腰つきをして煽あおるんじゃない。全く、君という奴やつは……」

「だって……」

　はくはくと下の口が開閉する。挿れないということが、これほどじれったいものだとは思わなかった。

　ヒスイはそろりと自分の手を動かし、後ろ孔に触れようとした。その手をヴィクターが摑つかんで止めた。

「駄目だろう。今日は挿れないと言ったじゃないか」

「じ……自分でするのも？」

「君、止まらなくなりそうだろう？　手の置きどころがないのなら、こっちを弄っていなさい」

　そう言って、ヴィクターはヒスイの両手を胸元に導いた。外気に晒さらされて尖とがった飾りが指先に触れ、じぃんとした淡い刺激が広がっていく。

「う……」

　ヒスイは呻うめき声を漏らし、しかし、自分の胸から手を離すことができなかった。むしろ、夢中になって両方の飾りを指先で摘つまみ、抓つねって、微かな快楽を貪ってしまう。

「ぁ、……んん……」

　夢中になって乳首で自慰をする姿は、ヴィクターの目にはどう映っているだろうか。そんな思いが脳裏をかすめたが、自分の手を止められない。背中を反らせて胸を突き出し、ぷっくりと膨れた飾りを親指と人差し指で摘まんで弄る。

「はあっ……はぁっ……」

　じわじわとした快楽が頭を犯していく。

　しかし、圧倒的に足りない。胸の刺激はどうしても弱いし、性器をいたぶるヴィクターは明らかに手加減をしている。もっと、あの大きな手で痛いほど強くしごき上げ、精液を搾りだしてほしいのに、香油のぬめりを楽しむような柔らかな愛あい撫ぶを繰り返すばかりだ。後孔も、あやうい所ですっと指を離され、内部の粘膜に触れてもらえない。

「あぅ……ヴィクター……！」

「……いやらしいな、ヒスイ。身体を反らせて、大事な所を見せつけてきて」

「た……足りない……気持ちいいのに、足りない……！」

　焦らしに焦らされ、ヒスイはか細い悲鳴を上げた。身体はすっかり蕩とろけているのに、決定打となる刺激がないのだ。このままでは夜が終わらない。永遠にこの快楽地獄の中に閉じ込められてしまう。

「イきたい……！」

　震える声で懇願すると、ヴィクターがヒスイの耳元に唇を寄せ、息を吹き込みながら囁ささやいた。

「──では、指を一本」

「……ッ」

「指を一本だけ、後ろの孔に差し入れてもいいだろうか？」

　ヒスイは無我夢中で何度も頷うなずいた。虚むなしく疼くばかりだった胎の中にヴィクターの一部が入ってくるのだったら、指一本だけでもなんでもいい。

「い、れて……挿れてくれ……早く……！」

　つぷり、と、指の先端がヒスイの後孔に侵入した。待ち望んだ異物の挿入に、思わず肉の輪で締め付けて味わった。何度も何度も収縮させる。

　ぬるぬるになった性器の先端から、また新たに先走り汁が溢あふれていくのを感じた。

「もっと……ああ、ヴィクター。もっとぉ……」

「そう焦るな。じっくり楽しもうじゃないか」

　ヴィクターは、ヒスイの肉壁を指の腹で撫でながら、少しずつ奥へ進んでいく。何かを探している動きにも思えた。ヒスイは全すべての神経をそこに集中させ、ヴィクターの指を感じた。

「あ……ぁ……」

　そして、ヴィクターの指がある一点を探り当てた瞬間、それまでの甘やかなじれったさが全て吹っ飛んだ。

「ふぁ……あああああっ!?」

　凄すさまじい快感がヒスイの全身を貫いた。

　何が起きたのかわからない。ただただ、気持ちが良かった。全身が跳ね、ぴくぴくと痙けい攣れんする。

「ああ。ここか」

「ヴィクター、一体何を……？」

「ヒスイの後ろの性感帯を探そうと思ってな。ほら、挿入中に、ことさら好よい場所があっただろう？　今日は、そこだけを刺激して開発しようかと」

「好い場所って、……あ、あっ、ああっ!!」

　その場所を指でとんとんと叩かれ、ヒスイはこらえきれずに嬌きよう声せいを上げた。叩かれるだけではなく、上下左右に撫でられ、肉壁をぐーっと押し上げられたりした。そのたびにヒスイは翻ほん弄ろうされる。

「ひゃっ、ヴィク、あああっ」

「面白いな。ここを弄ると、前の方も同じタイミングで反応するぞ。ほら、こうすると──」

「ひぎっ……！」

　たった一本の指だけで、ヴィクターはヒスイを激しく責め立てた。身体を伝い垂れた香油が後孔にも流れ込み、卑ひ猥わいな水音が立て続けにはじける。それと同時に性器も強い力でしごかれて、ヒスイは情けない悲鳴を上げた。快楽を感じるためだけの存在になったようだった。

「あ、あ、……イ……！」

　イく、と言い終わる寸前に限界を迎え、びゅるびゅると精液を吐き出した。焦らされた末の放ほう埓らつの解放感は凄すさまじく、ヒスイは口元をだらしなく緩めて、白濁液が性器の内側を通っていく感覚に身をゆだねる。顎あご近くまで温かい液体が降り注いだ。

「あぁ──」

「勢いが良いな」

　ヴィクターがからかうように言った。ヒスイは何か答えようとしたが、再び後ろの弱点をぐにっと押され、引ひき攣つった嬌声を上げた。

「ひっ……あ、やめ……いま、イったばかりで……！」

「だからこそ、だよ。気持ちいいの好きだろう？」

「待って、休ませ──」

　制止の声は途中で途切れた。

　射精の快楽がおさまっていない状態で、また次の行為が始まろうとしている。

　恐ろしいのは、ヴィクターのモノを受け入れていないせいで、体力に余裕があることだった。いつもなら受け入れる過程で消耗し、快楽と疲労がないまぜになってだんだんわけがわからなくなり、最後には気をやるのだが、今宵は純粋に快楽だけを受け入れている。付け加えて、ヒスイからヴィクターへの奉仕が禁じられているので、ヴィクターの方にも余裕が有り余っている。

　つまり、まだしばらくは意識を明めい瞭りように保ったまま、良いようにイかされ続けるのだ。

「ふあ、ああああっ……！」

「まだだよ、ヒスイ。まだ夜は長い。君がもっとおかしくなるまで、しっかりと愉しもうじゃないか」

「や、あ……」

　ヒスイは震える手で、自分の目隠しの布を取った。もういいだろう。これ以上、何も見えない状態で翻弄されたら、冗談ではなく頭がおかしくなってしまいそうだ。

　結び目を緩めればはらりと布が取れて、視界が明瞭になる。

　実に楽しそうなヴィクターと目が合ったので、ヒスイは思いっきり、王を睨にらみつけてやった。
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　──しばらくして。

　何度も何度もイって疲れ果てたヒスイは、ヴィクターの寝台の中でぐったりと横たわっていた。

　ヴィクターはベッド近くのソファーに移動し、機嫌よく酒杯を傾けている。今宵こよい彼が射精したのは一回きりで、それもヒスイを絶頂させつつの自慰という形だったのだが、それでも満足そうだった。

「足腰はどうだ？　殿下」

「……無事だ。無事だけども……」

　多分、明日はエア・ヴィークルのシミュレーターに乗ることができるだろう。今まで滞っていた分取り戻すことだってできるはずだ。

「なら良かった。こういう趣向も面白いだろう？　殿下を善がり狂わせるのは本当に楽しいな」

「……挿れてないはずなのに、挿れっぱなしだった時みたいに疲れた」

「ゆっくり休むといい。君も一杯飲むか？　よく眠れるぞ」

「お前の酒は喉のどが灼やけるほど強いから嫌だ……」

　そうか、とヴィクターは呟つぶやくように言って、琥こ珀はく色いろの液体が満ちたグラスを傾けた。

　静かな時間が流れる。情事後特有の、とろりとした気怠い時間。

　広々とした寝台に沈むヒスイは、ぼんやりとヴィクターを眺めていた。酒杯を傾けるだけで絵になる男だった。

　この男が、自分の中の何もかもを書き換えていく。

「……」

　耐えがたい眠気がヒスイを襲った。くらくらと現実世界が揺れ動いて、夢の世界が扉を開く。

　その眠気に身を任せて目を閉じようとした時、ふと、ヴィクターが静かな声で話しかけてきた。

「殿下」

「……なんだ」

　応こたえた声は、ヒスイ自身が思っていた以上に溶けていた。

　瞼まぶたが重く、もう目を開けていられない。指先から順番に眠りの世界へ浸っていく。

「殿下は、どこか行きたい場所はあるか」

「……行きたい場所？」

「ディーゼリアは広い。エア・ヴィークルが好きならば、あれの製造や開発を行っている街がある。もっと学びたいのなら、伝統ある学び舎やが各地にある。その他、海外領土でも」

「ヴィクター……？」

　彼が何を言いたいのか、ヒスイにはいまいち汲くみ取れない。どうも、『行きたい場所』というのが単なる観光場所を指しているのではなさそうだというのは察したが、それ以上は頭が働かない。

「余なら、どこにだって、君の居場所を用意できる。君は、自由に──」

　ヒスイが意識を保っていられたのは、そこまでだった。

　眠っては駄目だと心の中の誰だれかが言う。誰だろうか。自分自身のようでもあるし、自分ではない誰かでもありそうだ。けれど、その声の主が誰であれ、今のヒスイを覚かく醒せいさせることはできない。

　遠く、ヴィクターの声を聞きながら、ヒスイは健やかな眠りに落ちていった。








38　地に足つかず上の空






　二月に入った。一年の中で最も寒い時期である。逆に言えば、ここさえ乗り切ってしまえば次に訪れるのは暖かな春だ。ディーゼリア王都クリスフォードの春は、都そのものがふわふわと浮かれているかのような賑にぎやかな季節なのだという。

　二月の灰色が暗ければ暗いほど次の季節が美しく映える──という歌さえあるのだそうだ。

　そんな灰色の二月を、ヒスイはそわそわしながら過ごしていた。

　離宮で寝起きしていても、ブラッドの運転する蒸気自動車に乗っていても、ケンの工房でエア・ヴィークルの特訓をしていても、ヒスイの気持ちはどこか違うところにある。

「──姫さん」

「うわっ!?」

　がごん、と自分の足元が盛大に傾いた衝撃で、ヒスイは我に返った。

　エア・ヴィークルのシミュレーターを使っての操縦訓練の真っ最中であった。本物そっくりの機体に乗り、安全ベルトを繫つなぎ、操そう縦じゆう桿かんや各種レバーを操作するという訓練。操縦桿とシミュレーターはちゃんと連動しており、ヒスイの操作ひとつで右に傾いたり、左に傾いたり、あるいはエンジントラブルを模した振動を起こしたりする。

　他にもう一つ。シミュレーターは少し離れた所にある、机によく似た操作盤とも繫がっている。現在こちらには指導員であるケンがついており、ヒスイが乗っているシミュレーターを適宜傾けたり振動させたりしている。こちらは、乱気流に巻き込まれたケースや、他の飛行物に衝突してしまったケースを再現するための仕組みだ。

　今ヒスイの足元が傾いたのは、ケンがそうなるよう操作したせいだ。

　ヒスイは慌てて傾きを修正するべくレバーを引いたり体重移動をかけたりしたが、その真っ最中にシミュレーターが動かなくなった。

「姫さん。もう休みましょうか。いくらシミュレーターといっても、はたで見ててわかるくらい気が散ってて危なっかしいです。もしこれが実機だったら、今いま頃ごろ姫さん墜落してましたよ」

　普段は大雑把でへらへらと明るいケンだが、エア・ヴィークルの指導中は別人のように手厳しくなる。特に実技練習中は。

　ヒスイは操縦桿を握ったまま肩を落とした。

「す……すまない」

「口酸っぱくして言ってますけど、操縦中は集中力が命です。ぼけーっとしていたら、あっという間に地面まで真っ逆さま。肝に銘じてください」

「はい……」

「んじゃ、水平に戻すんでしっかり摑つかまっててくださいねー」

　ケンが手元のレバーを操作すると、傾いていたシミュレーターが元に戻り、ゆっくりと下がっていった。完全に停止してから、ヒスイは翼部や操縦盤を指差し確認し、不備がないことを確かめてから安全ベルトを外して機体から降りた。ちなみに、この確認作業を怠るとかなりきつめに怒られる。

　しょんぼりしながらシミュレーターから降りると、ケンが苦笑しながら近づいてきた。

「ま、最後は集中力切らしましたけど、途中までは上出来でしたよ。反応も速くなったし、手が迷まい子ごになることも少なくなりました。もうちょっとですよ、姫さん」

　乗っている間は厳しいが、降りた後はちゃんとフォローしてくれる。それがケネス・オズボーンというエア・ヴィークル指導官だった。

　ヒスイはぎこちなく笑い、しかしすぐに表情を曇らせた。

「……ケン」

「なんすか」

「僕は飛べるようになるだろうか」

「なりますって。何人ものライダーを育てた俺が保証しますよ。……でも、今日はもう実技はやめておいた方がいいっすね。疲れたでしょ？」

　ヒスイは正直に頷うなずいた。

　今日は朝から工房に来て、何時間もシミュレーターに乗っていた。もちろん、途中で何回も休憩を挟んだが、疲れがだいぶ溜たまってきている。ガレージ内の時と計けいを見ると、午後二時を少し回ったところだった。

「うわ、もうこんな時間か。姫さん、腹減ってませんか？」

「……いや、大丈夫だ」

「最近食欲薄いっすね。メリルからも聞いてますよ～、食事量がだいぶ落ちてきているって」

　普段はこの工房に籠こもっているケンだが、週に一度は王城に来る。その時にメリルとも会うようで、おかげでヒスイの生活状況は筒抜けだった。

「ああ……うん、気を付ける……」

　ヒスイが曖あい昧まいに返事をすると、ケンが呆あきれたように腕を組んだ。

「──ま、無理にとは言いませんよ。俺が姫さんの立場だったら、夜眠れなくなると思いますもん」

「……」

「明日ですもんね、龍弦の開門の日」

　ヒスイは俯うつむいた。

　年に一度だけ、龍弦帝国の大城壁が開かれる日。それが翌日に迫っているのだ。

　ディーゼリアの今年の使節団は何日も前に大城壁近くの街に到着し、東西南北のうち西側の大門が開くのをじっと待っているのだという。それに伴い、ヴィクターは離宮に来なくなった。一時期は毎日離宮に帰ってきていたのに、今は本城の方で政務に追われる生活をしている。

　一方、ヒスイの日常は特に変わらない。変わらないよう、ヴィクターやメリルが心を砕いているおかげだ。その心遣いが、かえってヒスイの心をざわつかせる。

　自分の知らないところで何か大きな動きがあるのではないかと、そんな妄想にとらわれてしまう。

（──何も起きないわけがない）

　ヒスイは秘かに歯を食いしばった。今年の開門を境に、ヒスイの運命はまたしても変わるだろう。だが、具体的にどう変わるのか、今のヒスイには予測できない。それが歯がゆい。

　不ふ明めい瞭りような焦燥感に駆られていると、ケンが大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「浮かない顔ですねぇ。いっそ、気分転換に買い物にでも行きますか」

「……買い物？」

　ヒスイは顔を上げた。

　ケンは多機能ゴーグルを額まで押し上げ、にかっと笑った。

「姫さん、離宮と工房を自動車で往復するばっかりの生活でしょ？　ただでさえ寒くて暗いのに、そんなドアツードアばっかりだったら気も滅め入いるってもんですよ。たまには歩きましょうや」

「歩くって、どこへ？」

「そうですねぇ……ちょっと離れた所に美味うまいパン屋があるんで、とりあえずそこまで行きましょうか。姫さん、お金あります？」

「……多分、ブラッドがいくらか持っている」

　ディーゼリアの貨幣を見たことはあるが、実際に持たされたことはない。思い返せば、今まで金を使う機会がまるでなかった。離宮に、ウィンターハウスに、ケンの工房。そして空。このいずれにも、金を出して何かを得るという場面がない。

（……僕の世界、まだまだ狭いな）

　王のおかげで不自由はしていないし以前よりはぐんと視野も広くなったが、狭い。ヒスイは、自分がパンの値段すら知らないことに気が付いた。

「あちゃあ、姫さんお小遣い無しだったんですか。ブラッドもあんまり持ち歩かない人だからなー……。仕方ない。ここは俺が奢おごりましょう」

「いいのか？」

「いいんですって。俺、こう見えても稼いでますから。国王専用エア・ヴィークル整備士としてのお給料とか、家業手伝いの小遣いとか、趣味の発明品の特許料とか」

「す、凄すごいな……。いろんなところから収入を得ているのか」

「今のご時世、技師メカニツクは食うに困らないんですよ。──さ、姫さん。外を見回っているブラッドを呼んできてください。俺はその間に着替えますから」

　ケンは相変わらず煤すすまみれの機械油まみれだ。この汚い格好のまま出かけたくはないらしい。

　ヒスイは額の汗を拭ぬぐい、ブラッドを呼びに行った。
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　かくして、ヒスイとケンとブラッドという組み合わせで買い物に行くことになった。

　外は雪こそ降っていなかったが、相変わらず霧が濃かった。ほんの数歩先が薄灰色にぼやけてしまうほどに。

「うへぇ、寒っ。言い出しっぺの俺が言うのもなんだけど、お世辞にも散歩日和びよりとは言えないよなぁ」

　一歩外に出るなり、ケンは身体からだをぶるっと震わせた。トレードマークの多機能ゴーグルを外し、上品な薄茶色のロングコートを纏まとっている。軽くとはいえ身み嗜だしなみを整えているので、いつもの技師姿よりも社交界で見せていたあの姿の方に近い。

「姫さ──ジェイド君、寒くない？　大丈夫？」

「平気だ」

　ヒスイは黒いコートを着て、ぐるぐる巻きにした紺色のマフラーで口元を覆っていた。煤ばい煙えん対策である。本当はちゃんとしたフィルター入りのマスクを着けた方がいいのだが、ケン曰いわく『このあたりで高価なマスクを着けたまま練り歩くと、それだけでスリのターゲットになる』とのことで、少々子供っぽいがマフラーで代用したのだ。

　ちなみに、ケンもブラッドもマスクなしでけろりとしている。ディーゼリア育ちの彼らは、煤煙交じりの霧にはすっかり慣れているのだ。

「じゃ、行きましょうか。さくっと行ってさくっと帰って、あったかいお茶でもしばきましょうや」

「しばく……？」

「お茶を飲むって意味です」

　ケンは時折、ざっくりと崩した言葉を使う。ヒスイはそれが俗語だと知らないままケンの言い回しをそっくり真似て、ヴィクターに笑われたりメリルにきっちり訂正されたりしたことがあった。

　和やかに雑談しながら、三人は濃霧が充満した石造りの街を歩いた。真昼だというのに薄暗く、人通りは極端に少なかった。建物沿いに歩いているのだが、道路を挟んで向かい側の建物が霧に飲まれてほとんど見えない。

　ざく、ざく、と雪を踏む音が妙に響く。

「うわ、目にゴミが入った。あぁ……ゴーグルしてくればよかった」

　雑談しながら、とは言うが、発言者はもっぱらケンだった。ブラッドは相変わらず無口だし、ヒスイもいつもよりは言葉少なだった。口を開くと霧を吸って咳せき込みそうだったからである。

「ここらへんもねー、昔は綺き麗れいで活気があったらしいですよ。今じゃこんなですけど」

「へぇ……」

「橋を一本渡ったら隣の地区になって、そこから先はいきなり綺麗になるんですよねー。ついでに地価もぐっと高くなる。霧の濃さは変わらないのに」

　ケンの話を聞きながら、ヒスイはマフラーの中でそっと欠伸あくびをした。練習の疲れが今になってじわじわとせりあがってきた。自然と足が遅くなり、ケンやブラッドの背中を見る形になる。護衛役のブラッドは時折ヒスイの方を振り返るが、ケンはずんずんと前に進んだ。ヒスイはそれに遅れないよう、眠気を堪えて雪を踏んで歩く。ブラッドはヒスイだけでなく、全方位に気を配っている。──すなわち、ケンもブラッドも、ヒスイの方を見ていないという瞬間が存在した。

　その瞬間と、一行がとある路地の前を差し掛かる瞬間とが重なった。

　建物と建物の隙すき間まからにゅっと腕が伸びた。その腕がヒスイを摑つかんだ。まず真っ先に口元を押さえ、声を出せないようにした。それから複数の人間が出てきた。

「──!!」

　ヒスイは目を見開き、路地裏に引きずり込まれる。声を上げて抵抗しようとした刹せつ那な、何か強烈なにおいのするものを口元に押し当てられ、そのまま意識を失った。








39　消えた花嫁






　真っ先に異変に気付いたのはブラッドだった。

　ほんの数秒前までそこにいたヒスイが消えている。

「……いない」

「え？」

「いない」

　ぎょっとした顔でケンが立ち止まる。それと同時に、ブラッドは素早く自分の眼帯に手を当てた。

　機械化した彼の右目と一体化した特殊な眼帯。こめかみ部分にある小さなスイッチをひっかくようにして下げると、いくつもの歯車が連動して回り、ずれていき、その下から新しいレンズが何枚も出現した。

　その途端、ブラッドの視界は極端に広く、明めい瞭りようになる。レンズ一枚一枚がブラッドの新しい眼球であり、全すべて視神経と接続されているのだ。

　ディーゼリアが誇る最先端技術、機械義眼による感覚拡大である。

　ブラッドは霧の粒子すら数えられるほどの右目であたりを見回した。雪の降り積もった歩道、足跡。ヒスイの足跡が途切れているあたりに複数の足跡が新しく出現している。そして、そのあたりの気流がくっきりと乱れている。

　以上を一瞬のうちに見分け、ブラッドは石畳を蹴けって走り出した。

「あ、ちょっと！」

　後ろからケンが追ってくる。

　ブラッドは、ヒスイが引きずり込まれたと思わしき路地に飛び込んだ。建物と建物の間の狭い隙間であり、積雪も霧も比較的薄い。だが、複数人がいた痕こん跡せきがある。それも、ほんの数秒前まで。

「まだ近くにいる」

　後ろのケンに一言言い、ブラッドは再び疾走した。走りながらも絶えず拡大感覚を駆使して周囲の状況を確認し、手掛かりを拾っていく。

　路地は、奥に行くにつれて入り組んでいた。分かれ道に差し掛かるたび、足跡は両方に分岐したり、ないしは地面に水をぶちまけてどちらに曲がったかわからないようにしたりしている。

　素人しろうとのやることではない。

「ブラッド！　手分けしましょ。俺はこっち行きます！」

　途中、ケンがそう言い、二手に分かれた足跡のもう片方を追っていった。彼が多機能ゴーグルを工房に置いてきたのは痛手だった。あれにも、ブラッドの義眼ほどではないが視覚を強化する機能がついている。

　二月の街の中、ブラッドは走り回った。まだ近くにいる、という感覚は、徐々に薄れていった。確かにここにいたが、数秒前ではなく数十秒前だ。数十秒前ではなく数分前だ、といった具合に。

「……くそっ」

　ブラッドの中に焦りが燃え上がった。

　陛下から信頼されて、あの皇子を預かっていたのだ。あの子は陛下にとって大切な人だ。だから、ここで失うわけにはいかない。

　しかし、ついに、ブラッドは完全に見失った。複雑に入り組んだ路地を駆けずり回った挙句、元の場所に戻ってきてしまったのだ。

　どこかの段階で『敵』の策にはまり、正解とは違うルートを辿たどらされたのだ。ブラッドはもう一度路地裏を走ろうとするが、すぐに立ち止まった。

　足跡も何もかも、すでに完全に消されていた。

　生身の左半身に、冷たい汗が噴き出した。

「──ブラッド！」

　ブラッドと同じように、ケンもまた元の場所に戻ってきていた。いつもひょうきんな技師の顔は、血の気を失って真っ青になっている。

「すみません。見失いました。……これって」

「手て練だれの、仕業だ」

　ブラッドは歯は嚙がみするように言った。ヒスイの数歩前を歩いていた自分を呪のろい殺したかった。あの時自分がしんがりにいれば、みすみすヒスイを連れ去られることはなかったのに。

「どうしよう、ブラッド……」

　ケンの声が震えている。彼も自責の念にかられているのだ。自分がちゃんと見ていれば、そもそも外出しようだなんて言い出さなければ、と。

　ブラッドは低い声で言った。

「ケンは、報告を。おれは、追跡を続ける」

「──了解です」

　ケンは真っ青な顔で頷うなずき、自分の工房の方へ走っていった。そのわずか数分後、ケンの工房から王城に向けて、一台のエア・ヴィークルが猛スピードで飛んでいった。とても飛行できるような天候ではないが、あれが一番速いのだ。ケンは王の親友であるため、空から城に入る特権を貰もらっている。

　ブラッドは視界を拡大させたまま、冬の街を疾駆した。
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　ヒスイが連れ去られた。

　ヴィクターがその報告を聞いたのは、それから約一時間後のことである。他国からの使者を引見している真っ最中であったため、なかなか席を外せなかったのだ。

　王城にある、国王用居室のうちの一つ。政務の合間の休憩室として使われているそこに、ヴィクターとメリル、そしてケンがいる。

　ヴィクターは壁際に設置されたひじ掛け付きの椅子に座り、その横にメリルが立つ。ケンはヴィクターの足元に跪ひざまずいていた。普段のケンならば、たとえ王の御前であろうと飄ひよう々ひようと立っている。しかし、今日ばかりは、己の失態の重みに耐えかねるように膝ひざをついて首こうべを垂れていた。

「──なんだと。殿下が」

　ヴィクターの声が硬い。怒っているというより呆ぼう然ぜんとしている声色だった。

　ケンはますます深く頭を下げた。

「申し訳ございません。ブラッド共々、殿下の安全には気を配っていたのですが、一瞬の隙に……！　現在、ブラッドがバレーサイドタウンを中心に捜索を続けています」

「犯人に心当たりは。どこから情報が漏れたんだ」

「ありません……！　殿下が工房にお越しになっていると知っているのは自分だけであり、父や兄にすら漏らしていませんでした」

　それまで黙っていたメリルが、静かに口を開く。

「あの方がヒスイ殿下であるとわかった上で攫さらったのか、それとも単に身なりの良い子供に見えたから攫ったのか。それだけでもだいぶ状況は変わります。あのあたりは治安が悪く、誘拐事件もたびたび起こっていますしね」

「どちらにせよ、殿下の身が危ないことには変わりがない」

　ヴィクターの言葉に、ケンはひたすら震えた。大失態もいいところである。自分の信用は地に堕おちた。王の友人という立場も、あらゆる特権も剝はく奪だつされるかもしれない。ヴィクターはあらゆる慣習を破って成金のジェントリや元王族、元下層民を手元に置く柔軟さの持ち主だが、さすがにこの過失を看過することはできないだろう。

　しかし、ケンは自分の進退よりも、今いま頃ごろ誘拐犯の手元にいるであろうヒスイの身が心配でならなかった。冬に入ってからほぼ毎日顔を合わせているので、彼がどのくらい強くて、同時にどのくらい弱いのか把握している。

　あの子は気丈だが、身一つで生き抜いていける知識や経験に乏しい。

「本当に、申し訳ありません……！」

「……。いや、いい」

　ヴィクターが何らかの言葉を嚙かみ殺ころしたのがわかった。王は努めて冷静であろうとしている。跪いているケンにはヴィクターの足元しか見えないが、おそらく、彼はひじ掛けを握りしめて激情を押し殺していることだろう。

「ケンとブラッドの二名だけに殿下護衛の大役を負わせ、また、殿下に護身術を学ばせるよう指示しなかった余の責任だ。たとえケンの私有地であろうと、今の段階で殿下をバレーサイドタウンに行かせるべきではなかった」

「……俺の、責任です」

「メリル。市警を動かす。手配しろ」

「かしこまりました」

「あくまで『ジェイド・ゼロ』を探すという体裁は崩すな。……ああ、くそ。こんなことになるなら、機密局の再編を急ぐべきだった」

　機密局とは国王直属の諜ちよう報ほう機関である。有体に言えば、ヴィクターの奥の手だ。国王が市警や軍を動かすには煩雑な手続きがいるが、機密局の実働部隊ならば比較的スムーズに出動させることができる。

　しかし、近年この機密局を某大臣が私物化してしまい、徹底的な再編を余儀なくされていた。ヴィクターが必要としているのは、完全に自分だけが支配できる手足なのだ。ケンたち腹心三名がそれに近いが、彼らには部下がおらず、組織だった行動はできない。

　メリルが王命を受けて動こうとした時、ノックなしで部屋の扉が開いた。王が在室している部屋に無断で入ることができる者は、この国では三人しかいない。

　雪まみれのブラッドがのっそりと居室に入ってきた。

「ブラッドか。今、ケンから報告を受けていたところだ」

「は」

　ブラッドはケンと同じく跪いた。金属がこすれ合う音と、微かすかな焦げ臭さがマントの内側から立ち昇る。義肢が高熱を帯びるまで動き続けていたのだ。

「……足取りは、つかめず。けれど、気になる情報が。ジャンクバレーに関わりがある、人身売買組織が、動いていた形跡が」

　ジャンクバレーという言葉に、その場の全員が息を吞のんだ。

　王都クリスフォードの南東部にある大規模貧民街。華やかな王都の最大の汚点。大地の裂け目にこびりついた垢あか。今まで幾度となく官憲が浄化作戦に乗り出し、そして住人たちと衝突してきたという曰いわくつきの地だ。度重なる衝突を経て、現在のジャンクバレーはかなり閉鎖的な場所と化している。

　もしもヒスイがジャンクバレーに連れ去られたのだとしたら、市警は手出しができない。

　すかさず、ケンは床に額ぬかずいて声を張り上げた。

「陛下。俺たちに、汚名返上のチャンスをください！」

「……何をする気だ？」

「市警とは別行動で、ヒスイ殿下を探しに行きます。俺とブラッドなら、ジャンクバレーに潜入することができます」

「ケン。お前、ジャンクバレーに入ったことがあるのか」

「ごく浅層まででしたら、谷がまだ比較的開かれていた頃ころに何回か。ブラッドなんかは、元々──」

「あそこで、生まれました」

　ブラッドがケンの発言に被かぶせて言った。彼の声にもまた、強い焦燥と深い自責の念が滲にじみ出でている。

「もう、知人は、誰だれもいないでしょう。内部構造も、変化しているでしょう。ですが、まったく何も知らない者が、探しに入るよりは、ましでしょう」

　ブラッドが懸命に言葉を紡ぐたび、顎がく関かん節せつの歯車や継ぎ目が微かな音を立てて軋きしんだ。

　ヴィクターが小さく唸うなる。強い視線が自分とブラッドに注がれているのをケンは感じた。思えば、こうやって王に跪いて許しを請うのは初めてだった。いつもは友人として接していたから。

　やがて、ヴィクターが結論を出した。

「──ジャンクバレー入りを許可する」

　ケンとブラッドは、弾かれたように顔を上げた。険しい顔の国王と目が合った。

「ただし、最初は市警と協力し、捜査に必要な情報を提供しろ。まだ、ヒスイ殿下がジャンクバレーに連れて行かれたとは限らない。地上のどこかにいる可能性だって大いにあり得る。そうだった場合、捜索の要かなめとなるのは市警だからな。情報提供が終わったら迅速に動け」

「かしこまりました……！」

「それと」

　椅子に座っていたヴィクターがぐっと身を乗り出した。跪いているケンやヴィクターと、視線の高さが近くなる。

「汚名と言うな。ずっと余の我わが儘ままに付き合わせてしまった末の事件だ。そりゃあ、霧の深い日に外出した上に殿下から一瞬でも目を離すというところだけ切り取れば大失態だし、後々大臣ジジイどもから追及が飛んでくるかもしれないが、功罪でいったら功の方が大きいと余は思っている」

「……本当に、申し訳ございません」

「ケネス。ブラッド。お前たちを処罰しようという動きが出たら、余が防波堤となる。だから、どうか、自分の身の進退は気にせずにヒスイの捜索に専念してくれ。……今の余には、手足と呼べる存在がお前たちしかいないんだ」

　ケンは再び頭を深々と下げ、王の婚約者を必ず奪還すると声に出して誓った。








40　ガラクタの谷






　一方。

　ヒスイは、長いこと半覚かく醒せいの状態にいた。

　意識はうっすらあるのだが、まるで深い霧の中にでもいるかのように、周りの状況を認識することができない。時々、霧の隙すき間まから誰か人間の影が見えたり、声が聞こえたりするのだが、目を凝らし耳を澄ませようとすると、あっという間に綿のような霧で覆いつくされた。

　暖かな霧の中で、ヒスイの意識はたゆたっている。

　──男じゃないか。

　そんな声が聞こえた。

　──付いているぞ、こいつ。男だ。

　──くそっ、上手うまく攫ったのに。

　──おかしいとは思ってたんだよ。本当に姫ならもっと厳重な護衛がついているはずだろ。

　──どうするんだよ、これ。暴れて手が付けられないし。

　暴れる？　とヒスイはぼんやりと思った。

　暴れた記憶はない。そもそもヒスイは、生まれてこの方暴れたことがない。いつだって抵抗せずに受け入れてきたのだ。凌りよう辱じよくも、嘲ちよう笑しようも、何もかも。

　意識が深い所にゆっくりと沈み、ゆっくりと浮上する。けれど完全に覚醒はしない。まだ眠っていろと、ヒスイの中の誰かが言う。

　──いまうちの店は手一杯だよ。

　また、誰かが言った。先ほどとは全く違う声だ。老婆の声に聞こえた。

　──顔は綺き麗れいだが、貧相な身体からだだ。見なよ、この枝みたいな手足。そして水仕事なんかしたこともなさそうな指。客を取らせるどころか、下男にすらなれないね。

　──ウチもいらん。欲しいのは、重い荷を軽々持ち上げて走れる奴やつだ。そういう奴はいないのか？

　また意識が沈み、浮かぶ。

　──くそ、大損じゃねえか。

　──そういえばお前、ロバートん所にツケ溜ためてたんじゃなかったか？

　──げっ。忘れてた。

　──ちょうどロバートが小間使いを欲しがっていたはずだから、こいつを渡してツケをチャラにしてもらえばいいんじゃないか？

　──それしかねぇよなあ。ああもう、地上の連中もとんだ詐欺師だぜ。なんなんだこのガキはよぅ……。

『好き勝手言いやがって』

　ヒスイの内側から、ヒスイとよく似た声がした。刺々しい声だった。

『あいつら、ヒスイをどんどん転売しやがって。挙句の果てにこんな所まで来ちまった』

　モノシリ、と、ヒスイは心の中で呼びかけた。これはモノシリの声だった。ずいぶんと久しぶりな気がした。

　すると、曖あい昧まいな意識の中、目の前にモノシリの姿が現れた。龍弦皇族としての装束を身に着けたモノシリだ。ひどく懐かしい薫香が鼻び腔こうをくすぐったが、これが何の香りなのか、ヒスイはとうの昔にわからなくなっていた。

『でも、まあ……ひとまずは、安全そうだ』

　──モノシリ。何の話だ？

『そら、目覚めろよ。ヒスイ。健闘を祈る』

　モノシリがそう言ったとたん、ずっとヒスイをくるんでいた霧がみるみるうちに晴れていく。ヒスイの意識が、どんどん覚醒の世界へ引き寄せられていく。

　深いまどろみの世界に残されたモノシリが笑って手を振った。どこか寂しそうな笑顔だった。
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　どれほど長い間眠っていただろうか。

　ヒスイが緩やかに覚醒した時、真っ先に見えたのは汚いパイプが交錯する煤すすけた天井だった。

「……？」

　全身が軋むように痛い。特に背中が痛い。何か硬いものの上に寝かされている。

　ヒスイはそっと起き上がり、周囲の様子を見回──そうとして、激しく咳せき込んだ。

「ごほっ、けほっ、ごほっ……！」

　咳き込むたびに何か埃ほこりのようなものを吸い込んで、また噎むせる。ひとしきりそんなことを繰り返した末、なんとか呼吸を落ち着けて、ヒスイは改めて周囲の様子を確認した。

　小さな部屋だった。

　天井は低く、ヒスイが立ち上がって手を伸ばせば張り巡らされたパイプを指先で触ることができるだろう。壁は太い針金でできた金網で、そのすぐ向こう側に乾いた土が見えた。目隠しのつもりなのだろうか、金網の上から古びたポスターを何枚も貼っている。色いろ褪あせた舞台演劇の告知ポスターだとか、下着姿の女がにっこりと笑っている絵姿だとか。

　ヒスイが寝かされていたのは、木箱を二つ並べた上に布を被せたものだった。もしかしなくても、これは寝台なのだろうか。比較的小柄なヒスイでも、足首から先がはみ出てしまうほど小さい。その他、この小さな部屋の中には用途不明のガラクタで満ちており、はっきり言って足の踏み場所がない。

（……ここは、どこだ）

　四方を金網で囲まれ、床にはガラクタが積み重なり、天井にはパイプが張り巡らされている場所。天井のパイプには小さなランタンがぶら下がっており、それが唯一の光源だった。オレンジ色の光が静かにヒスイを照らしている。また、金網の一部は長方形に切り取られており、そこに金属の扉があった。

　その向こうから、何やら、カンカンカンカンと金かな槌づちを打つような音が響いてくる。

「……おーい」

　ヒスイは声を上げた。

「誰か、いるのか？」

　返事はない。金槌のような音がずっと続いている。

　ヒスイはそろりと寝台らしき台の上から降りた。そして、自分の衣服が変わっていることに気付いた。

　粗末な服だ。白いシャツに、茶色い吊つりズボン、くるぶしまである革のブーツ。革と言っても、普段ヒスイが履いているような、しっかりと磨かれた頑丈なものではない。靴の形をした革袋に申し訳程度のソールを取り付けました、といった感じの代物である。

　服も靴も全体的にゆるくて、適宜それを紐ひもなどで補っている。だらんと伸びた襟ぐりだとか、足がすっぽ抜けそうな靴だとかは、細い革紐で編み上げてあるし、ぶかぶかの腰には比較的頑丈そうなベルトが巻かれていた。

　ヒスイはそっと、床の上のガラクタを踏まないように金属扉に近づいた。金属扉には小さな窓があるが、そこにはまっているガラスが凄すさまじく曇っているため、覗のぞき込んでも外の様子は見えない。ここより明るそうだということはわかるが。

　ヒスイは腹を括くくって、扉を開けた。扉は異様に重く、身体全体を押し付けないと開かなかった。

「誰か──」

　そして、ヒスイは言葉を失った。

　扉の外側には、奇妙な部屋が広がっていた。

　ヒスイが目覚めた部屋よりも、天井は三倍以上高いし横は五倍以上広い。ただ、奥行きはそれほどでもない。ヒスイの部屋の二倍程度だ。巨大な平たい箱を縦にしたような構造である。

　そんな部屋に、見たこともない機械がぎっしりと並べ立てられていた。

　ヒスイはとっさにケンの工房を思い出した。ケンの工房もだいぶ散らかっているように思えたが、ここはもっと散らかっている。むしろ、ガラクタの山だ。ガラクタの山の中に、大きな機械らしきものが埋もれている。そう表現した方が正確だ。

　うずたかく積まれたガラクタの山の向こう側から、金槌の音が響いている。

　ヒスイは躊ちゆう躇ちよしたが、ここで佇たたずんでいても始まらない。ガラクタの山を迂う回かいし、その向こう側に顔を出した。

「誰か──」

　そこには、奇妙な人物がいた。

　小柄な少年に見えた。歯車やら何やらを組み合わせた巨大な脚立のようなものの上に乗り、機械いじりをしている作業着姿の少年。髪の色はわからない。頭全体をすっぽりと覆う金属の頭ず巾きんのようなものを被っているせいだ。

　ヒスイが声をかけると、少年は作業の手を止め、遥はるか頭上からヒスイを見下ろしてきた。

「あぁ、目ぇ覚ましたか」

　驚くべきことに、渋みの強い中年男の声だった。少年らしき男は、手に持っていた工具を作業着のホルダーに手早くしまうと、脚立についているレバーを後ろから前へ倒す。すると、脚立ががしゃがしゃと音を立てながら折りたたまれていき、それに伴い男が下降してくる。最終的に、男とヒスイの目線の高さが合う所まで、巨大な脚立は縮み切った。

　ヒスイはぽかんとして、男の姿を眺めた。

　男がかぶっているのは多機能ゴーグルだった。ケンが普段使っているものよりもずっと大きくて、頭部全体をすっぽりと覆ってしまっている。男の顔の中で表に出ているのは口元だけだった。

　また、脚立の方に目を向けると、脚立の天板と男の腰がしっかりと連結されているのがわかった。作業着のズボンは半分くらいの所でバッサリと切断されており、男の脚が見えているのだが、病的に細くて足首から先が内側へ曲がっていた。

（この男……歩けないのか）

　あの足では立つことすら困難だろう。

　ヒスイがそう思っていると、男が鼻を鳴らした。

「おい、何ジロジロ見てやがる」

　口元は瑞みず々みずしい少年なのに、そこから発せられる声はやはり中年男性のそれだ。あまりにも不機嫌そうに言われ、ヒスイはとっさに男から目を逸そらした。

「わ、悪気はない！」

「ふん……。お前、貴族訛なまりが強いな。良い所の坊ちゃんか」

　ヒスイは答えに窮した。

　一応、誰かに身分を訊きかれたら『ヒスイ姫の従僕、ジェイド・ゼロ』と名乗るように言われている。だが、この場合もそう名乗って良いものかどうかわからなかった。何もわからないうちに下手へたなことを言うと後々大変なことになるのではないか、とヒスイの直感が告げている。

　ヒスイが口ごもっていると、男は小さく舌打ちした。

「だんまりか。だが、お前が地上でどういう御身分だったかなんて、もう関係ない。お前はオレ様に買われた小間使いだ。これからキリキリ働いてもらうぞ」

「待ってくれ。……小間使い？　買われた？」

「そうだよ。そういう運命だったと思って諦あきらめな」

「諦めるも何も、何が起きたか説明してくれ。ここはどこなんだ？　お前は誰だ？」

「ご主人様に向かって『お前』たぁできた小間使いじゃねえかよ、おい」

　男が唇の端を歪ゆがめる。しかし、本格的に怒り出す様子はないようだ。尊大そうに腕を組み、男は言った。

「オレ様はロバート。ロバート・エレックでも、ロバート・ザ・ギークでも、マスターでも好きなように呼べ。そんで、ここはジャンクバレーの浅層エリアにあるオレ様の家であり工房だ。今日からはお前の家にもなる」

「──ジャンクバレー!?」

　ヒスイは目を見開いた。

　クリスフォード南東部にある瘴しよう気きに満ちた貧民街。工業廃水が流れ込む、大地の裂け目のような大渓谷。いつかケンがしてくれた説明が脳裏をよぎる。

「な……なんで、僕が、ジャンクバレーに？」

　さすがに声が震えた。気を失っている間にどうしてそんな所まで来てしまったのか。ヴィクターは、ケンやブラッドやメリルは、自分がここにいることを知っているのだろうか。

「そりゃお前、売られてきたからだよ。決まってんだろ。地上から来た奴らはみんな同じ反応をするよなぁ！」

　ロバートは茫ぼう然ぜんとするヒスイを前にして、けっけっけと愉快そうに笑った。

　しかし、ヒスイはロバートの言葉をほとんど聞いていなかった。

　帰らなくては、一刻も早くヴィクターの下へ戻らなければ。ヒスイの頭の中が、その思いで満たされていた。
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　細長い工房は長辺二つと片方の短辺を土の壁に、残るもう片方の短辺を錆さびた金属の壁に囲まれている。金属の壁はところどころ小さな穴が開き、そこから白い外光が入り込んでいる。また、一部は四角く切り取られ、そこから出入りできるようになっている。

　ヒスイは転げるようにして工房の出入り口まで走り、表に出た。そして、目に入ってきた光景を見て呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「なんだ……ここは……」

　見たこともない、奇妙な街並みが広がっていた。

　まずあるのは、ほぼ垂直の断だん崖がいである。その断崖から無数の建物が好き勝手に飛び出しており、ハシゴやら金属板やらで無秩序に連結されている。いまヒスイが立っているのも、ロバートの工房から張り出した金属板のベランダだ。柵さくなんて気の利いた物はついておらず、もし足を滑らせたらあっという間に崖がけの下まで落下するだろう。その前に、どこかの家の屋根ないしは天幕に引っかかる可能性も大いにあるが。

　空気は極めて汚くて、霧とも煙ともつかないものが充満していた。この霧の向こうに何があるのか全く見えないが、おそらくこちら側と同じような崖がそびえているのだろう。何本もの太いロープが向こう側へ渡されているのが見える。ロープには籠かごがぶら下がっていたり、洗濯物がはためいていたりした。

「だから、ジャンクバレーだよ」

　後ろからロバートがゆっくりと追ってきた。脚立には大きな車輪がついており、それがキリキリと音を立てながら回転している。

　ヒスイのこめかみから頰へ、汗が滴った。真冬であるはずなのに、谷全体が妙に暖かい。空気そのものにむわっとした熱気が籠こもっている。

「あ、そこ、板弱くなってるから気を付けろ。踏み抜くぞ」

　ロバートに指摘され、ヒスイは慌てて飛とび退のいた。見ると、ちょうどヒスイが踏んでいたあたりの金属板がひどく腐食していた。あのまま一歩踏み出すために体重をかけていたら、ロバートの言う通り踏み抜いてしまっただろう。

「……ったく。ジャンクバレーって聞くや否や、いきなり表に出やがって。言っとくが、逃げようとか考えるなよ？　これは心優しいオレ様がお前のためを思っての忠告だ。逃げようとしたが最後、足場を踏み抜いて死ぬか、迷って死ぬか、深層の連中にとっつかまって死ぬかのどれかだ」

「……う、わかった……」

　ヒスイは大人しく、もう一歩退いた。

　逃げるなら早いうちにという考えで表に出たが、断崖絶壁にこびりつくようにして生えている貧民街という光景を目の当たりにして、一刻も早く脱走しようという気持ちが根こそぎ奪われた。こんな構造の街の中を逃げ切れる自信がまるでない。

「とりあえず中入った方がいいぜ。そろそろ、一階層下の食堂のババアが昼飯の仕込みを始める時間だ。そこにいると煤ばい煙えんが直撃するぞ」

　ロバートがそう言った時、ちょうど、斜め下の方にある煙突らしき黒ずんだ金属筒が、真っ黒な煙を噴き始めた。筒は中途半端に傾いており、その先端がロバートの工房の方へ向いている。

　ロバートが脚立を器用に操って工房の奥へ引っ込んだ。ヒスイもそれを追った。ヒスイが中に入ったのを見計らって、ロバートはベランダに面したシャッターを閉める。

　工房内が暗くなった──と思いきや、すぐさま明るくなった。あらゆる所に配置されているランタンが一斉に点灯したのだ。何か便利な仕掛けが施されているらしい。

「んで。小間使い、お前の名前は？」

　ロバートが尊大な口調で訊いてきた。ヒスイは少しむっとしたが、素直にいつもの偽名を口にした。

「ジェイド・ゼロ」

「ゼロぉ？　お前、良い所の坊ちゃんじゃなかったのか。そうか、アレか。お貴族様の小姓とか稚児とかその辺か。贅ぜい沢たく好きの金持ちが、生きた資産として見栄えのいい無姓ゼロを手元に置いておくっていうやつ」

「……そんなところだ」

　ヒスイの脳裏に浮かんだのは、アルバート公が引き連れていた耽たん美びな美少年軍団だ。ロバートはあんな感じのものを想像しているのだろう。違うと言いたいところだったが、じゃあ何なのだと言われても困るので適当に肯定しておいた。

　ロバートはまた、引ひき攣つったような笑声を上げた。

「そうかいそうかい。ジャンクバレーにはいろんな奴やつが落ちてくるが、貴族の小姓が流れ着いたのは初めてだよ。お前、ご主人様に売られたとか？」

「違う！」

　ヒスイは即座に否定した。自分でも驚くくらい大きな声が出た。

「売られたんじゃない。連れ去られたんだ！　街を歩いていたら、後ろから誰かが」

「ほーん、人狩りか。そりゃあ災難だったな。ま、ショックかもしれんが、五体満足でこのロバート様の所まで辿たどり着ついたんだから、その点お前は強運だ」

「さっき、僕を買ったと言ったな。どういうことだ？」

「どういうことも何も……まぁいい。立っているのも疲れるだろ。そこらへんに座れや。説明してやる」

　ロバートは、脚立についている大小さまざまなレバーのうち一つを動かした。すると、すぐ近くにあったガラクタの山の中から、簡素な丸椅子が勢いよく射出され、ヒスイのすぐ目の前までスライドしてきた。その際、ガラクタの山の一部が崩壊して雪崩なだれを起こしたが、ロバートは気にも留めない。

　ヒスイは肝をつぶした。

「は？　え？……椅子？　なんで、椅子!?」

「え。なんでそこ驚くんだ？　お前が座るために来客用の椅子を出してやったんだろうが」

「普通、椅子はガラクタの山の中から飛び出してこない！」

「そこかよ！」

　あたかもヒスイが見当はずれなことを言っているかのようにロバートはがなったが、ヒスイには、自分がおかしな反応をしているわけがないという自信があった。絶対に、いきなり椅子が突進して来たら誰だれだって驚く。

「ここは技師メカニツクの工房だぞ。いろんな仕掛けがあって当然だろうが」

「僕の知っている工房と違う」

「地上のおキレイな工房とはそりゃ違うだろうさ。もうとにかく座れよ、ジェイド。このままじゃいつまで経たっても本題に入れねえ」

　そう言われて、ヒスイは不承不承、突如現れた丸椅子に腰かけた。椅子自体は何の変哲もないもののようだ。妙にガタガタする以外は、とりたてて気になるところはない。

　ヒスイが座ると、ロバートは脚立の高さをもう一段階下げ、萎なえきった細い脚を胡坐あぐらの形に組んだ。

「さて、と……。まずは、お前がどうしてここまで来たか、説明してやらんとな」

　ごうごうと、外から風のような音が響いてくる。表に面した方の工房の壁やシャッターがカタカタ鳴って、煙の臭いのする隙間風が入り込んでくる。

「ここジャンクバレーにはいろんな商売の奴がいる。その中でも人材屋っていう、まぁ一言で言えば人間を売り買いする奴らがいるんだが、そいつらがお前をジャンクバレーに仕入れた」

「僕を襲って攫さらってきた奴らか？」

「それは違うな。地上の人狩りと谷の人材屋は別の組織だ。人狩りは主に地上で活動していて、時々ジャンクバレーへ、間違えて攫っちまった奴だとか攫ったものの買い手がつかなかった奴を下げ渡しに来る。お前もそのクチだろうさ」

「ま、間違えて……」

「そんで、人材屋の奴ら、オレ様にツケを溜ためていてな。そのツケを支払う代わりにお前を超格安で融通してくれたってわけだ。ここまでの説明で質問はあるか？」

「……僕は、ここに来てからどれくらい経ってるんだ？」

「ここって、谷に？　さあな。半日か、一日か……。人材屋の所は商品の回転がはやいからな。仕入れた商品を二日以上手元に置いておくことはない」

　それを聞いて、ヒスイはほっと安心した。てっきり、気が付いたら数か月単位で時間が進んでいるのではないかと思っていたのだ。龍弦からディーゼリアへ嫁入りした時のように。

（まださほど時間が経っていないというのなら、きっと打つ手はある。何とかして、離宮に帰らなければ……）

　膝ひざの上で小さく拳こぶしを握った。迎えを待つか、帰り道を探し出すか。今のヒスイにはこの二つしかない。

　ヒスイが秘かに決意を固めているのをよそに、少年なのか中年なのか不明な男は偉そうに腕を組んでふんぞり返った。

「で。お前、何ができる？」

「何がって？」

「経緯はどうであれ、お前はここに来た。谷のルールはシンプルだ。働け、さもなくば誰かに食われてしまえ、だ。オレ様はお前に小間使いという職を恵んでやる。そんで、お前は何ができる？　ロクに働いたことがなさそーな生っ白ちろい手をしているが。炊事はできるか？」

　ヒスイは首を横に振った。料理なんてしたことがない。故国でもこの国でも。

「掃除」

　首を横に振る。

「力仕事」

　また、首を横に振る。

「……機械いじり」

　大きく首を横に振る。

　ロバートが口元を盛大にゆがめて絶叫した。

「役立たずじゃねえか、お前!!」

「やくっ……!?　やくたっ……!?」

　ヒスイは何か反論しようとして、ぱくぱくと口を開閉させたが、言葉が思いつかない。

　必死に考えを巡らせる。自分は役立たずではないはずだ、何かできることがあるはずだ……と。そして、ようやく思いついて、前のめりになって言った。

「よ、読み書き！　読み書きならできる！」

「ああそうかい。でも、オレ様が読み書きできねぇから、字を扱う仕事はねぇな」

　がっくりとヒスイは丸椅子の上で項うな垂だれた。別に自分のことを多才で有能だと思ったためしはないが、ジャンクバレーの小汚い工房の中で正面切って役立たず呼ばわりされるとかなり心が傷ついた。

　はああっ、とロバートが盛大に溜ため息いきをつき、ぼりぼりと顎あごを搔かいた。

「お前、地上でどうやって生きてきたんだよ……。お貴族様にケツでも差し出して養われていたのか？」

「……ひ、否定できない」

「否定できないのかよ！　あ～……ったく。どうしようかねぇ。計算はできるか？」

「……初歩的な計算なら」

「足し算と引き算ができるなら十分だ。歩けるか？」

「それは勿もち論ろんできる」

「高い所は大丈夫か？」

　ヒスイは力強く頷うなずいた。

「大丈夫だ。高い所は平気だし、好きだ。飛んだこともある」

　その時、ロバートがちょっとだけ沈黙した。何かに思いを巡らせているようだったが、顔の大部分が隠れているため、どんなことを考えているのか推察することもできない。

　そして、気を取り直したように、自分の膝をパンと叩たたいた。

「──うし、わかった。使えんジャンク品をうまく使いこなすのも技師の腕の見せどころだ。さっそく、お前にでもできる仕事をやろう」

　彼がそう言ったところで、ヒスイの腹の虫が盛大に鳴った。

　ヒスイは思わず両手で腹を押さえた。

「……あ」

　久々に感じた空腹である。

　思えば、離宮で朝食を摂ったきり、何も口にしていない。あれから一日経ったのか二日経ったのか不明だが、さすがに胃の中は空っぽだろう。

　ロバートが呆あきれたように言った。

「役立たずでも、いっちょまえに腹は減るんだな」

「う、うるさい」

「まあいいさ。昼飯にしよう。それを喰くったら、お前に仕事を任せてやる」

　覆面の技師は面倒くさそうに言って、脚立のような機械仕掛けの義足をがちゃがちゃと操作し、工房の奥へと向かう。

　仕方ないので、ヒスイは彼の後を追った。
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「……なんだこれ」

「食事だ」

　ロバートの工房の一角。ガラクタの山の中から出現したテーブルの上に載せられた物体を見て、ヒスイは顔をこわばらせた。

　一言で言えば、玉虫色の粥かゆである。全体的に黒っぽいが、角度によっては表面が緑色にも紫色にも見える。量としてはしゃもじ一杯分くらいだろう。そんなものが、小汚い軽金属の器に盛られて、ヒスイの前に置かれていた。

　ヒスイの向かい側に座るロバートはさっそくその謎の粥をスプーンでかっ込み始めている。ちなみに、彼の足代わりとなっている脚立らしき機械とテーブルの高さがまるであっていないため、今だけロバートは脚立から降りて普通の椅子に腰かけていた。

「とりあえず喰え。腹減ってるんだろ？」

「その……ここには他のものはないのか？　パンとか、穀物とか」

「生鮮食品なんて贅ぜい沢たく品ひん、あるわけないだろ」

「いや、生鮮食品ではなくてパンとかをだな」

「だからねぇって」

　妙に嚙かみ合わない会話が続いた挙句、どうやらジャンクバレーでは、青果鮮魚精肉に拘わらず谷の外から持ち込まれた食べ物全般を『生鮮食品』と称するらしいとわかった。生鮮食品は美味であるが高級品で、普段から口にできるものではないらしい。その代わりとなるのが、今ヒスイの目の前に置かれている玉虫色の粥だ。

「──と、いうことは、この粥はジャンクバレーの中で生産されたものなのか？」

「そうだよ。最深層に溜まっている泥と工業廃水と下水のカクテルだ」

　ずざっ、と、ヒスイは椅子ごと後ろへ退いて粥から距離を取った。顔がこわばる。汚物を食卓に載せられたような嫌悪感が湧わき上がる。

　しかし、そんな粥をむしゃむしゃ食べているロバートは、不満そうに唇の端をゆがめた。

「冗談が通じねぇ奴やつだな。噓うそに決まってんだろ」

「よ……よかった。噓か」

「ま、ごちゃごちゃ言わずに喰えや。ぼさぼさしていると日ぃ暮れるぞ」

　ロバートに促され、ヒスイは恐る恐るスプーンを取り、玉虫色の粥を口に運んだ。

　饐すえた臭いが口の中いっぱいに広がった。どろどろの流動体の中にも具材らしき小さな固形物が混ざっているのだが、それが何かを確認するよりも先に舌の上でたやすく崩れ、刺激的な苦みが溢あふれてくる。咀そ嚼しやくすれば、口の中で粥が泡立つのがわかった。

　とっさに吐き出したい気持ちを堪えて飲み込むが、ねばつきや苦みはあとあとまで残った。

　ヒスイは二口めはなんとか口に運んだが、三口めをスプーンで掬すくったもののどうしても口に運ぶことができず、そのまま器の中へスプーンごと戻した。

「……これ以上食べられない」

「ああん？　これだから地上の連中は！」

　とっくに自分の分を食べ終わったロバートがヒスイの器をひったくり、あっという間に平らげてしまった。

　ヒスイは自分の口元を押さえた。口を漱ゆすぎたいが、あたりを見る限り水はない。必死に唾だ液えきを分泌させては飲み込んで、ぴりぴりする舌を鎮めようとした。

「……なあ、ロバート。この粥、何でできているんだ」

「知るかよ。最深層の奴らが無料で配っている栄養食だ。本当に工業廃水あたりから成分を抽出して精製してるんじゃねえの？」

　それを聞いて、二口ほど食べた粥を吐き戻したい衝動にかられたが、なんとか堪えた。ここで戻してしまったらロバートにこっ酷ぴどく怒られる、と直感的に察していたからだ。

　さっきまで元気に鳴いていた腹の虫の気配がない。たった二口の粥の直撃を受けて死んでしまったのかもしれない。

　一方、ロバートは食事を終え、汚れた食器を壁に向かってぶん投げた。投げた方向には巨大な金属の漏斗があり、下部の機械と繫つながっている。汚れた食器が漏斗を通って機械部分まで落ちていったとたん、機械が稼働しはじめた。機械の内部から、激しく水が逆巻く音がする。

　ヒスイは粥のことは頭から追い出して、興味深くその機械を見遣った。

「ロバート。あれはなんだ？」

「皿洗い機だよ」

　ぶっきらぼうに言いながらロバートは腕の力だけで脚立によじ登り、定位置に自分を固定する。そして、車輪をきしませながら工房内を移動する。

　ヒスイは、皿洗い機とやらに目が釘くぎ付づけになった。

（中で器が洗浄されているのか？　ひとりでに？）

　ヒスイの内心の疑問に応こたえるように、シューっと皿洗い機が細く蒸気を噴いた。

「おい、ジェイド！　来い！」

　横柄な口調でロバートが呼んだ。ヒスイは皿洗い機を何度か振り返りながら、ロバートの方へ行く。

　脚立を長く高く伸ばしていたロバートは、壁に作りつけられている棚から何かを取り出し、無造作にヒスイの方へ放った。ヒスイは慌ててそれを受け取る。

　大きな布製の鞄かばんだった。中には、大判の本くらいのサイズの金属塊がみっしり詰まっている。それを受け取ったヒスイの腕がじぃんと痺しびれた。重みに負けて取り落とさなかったのが奇跡だった。

「飯も終わったことだし、お前に初仕事をくれてやる」

「ロバート。これは何だ？」

「オレ様の商品だ」

　ロバートは脚立の高さを最小にし、今度はシャッターが降りた出入り口の方へ向かう。ヒスイは重たい鞄を胸に抱えてそれについていく。

　シャッターが開いた。ジャンクバレーの霧は、さっきよりも一段階濃くなっているように思えた。

「役立たずのお前にもできる仕事、つまり配達だ。これから、お得意様の所を回って鞄の中のものを一つずつ渡し、そんで古い商品と金を受け取ってこい。金は側面のポケットに入れろ。落とすんじゃねえぞ」

「は、配達？」

「今日はたった三件だ。しかも全員良識ある奴らばかり。余裕だろ？」

「配達って……」

　ヒスイは出入り口から顔を出して、ベランダを見回した。

　ところどころが腐食したベランダからは、上下左右に梯はし子ごやら橋やらが渡してあり、それを伝って他の建物の方へ行くことができそうだ。また、それとは別に、ベランダの隅から谷の向かい側に向かって金属製の太いロープが延びている。ロープのこちら側には、滑車付きのブランコのようなものがぶら下がっている。

　ロバートがそのブランコを指差したので、ヒスイの中に嫌な予感が駆け巡った。

「……もしかして」

「今日はアレを使え。到着先の横丁の、一番手前にある新聞屋、三番目の所にある薬屋、一番奥にある情報屋の所に行け。代金は一つにつき十五リーブラ。」

　リーブラというのはディーゼリアの通貨単位である。買い物をしたことがないヒスイには十五リーブラがどれほどのものかピンとこないが、五リーブラまでが硬貨で、十リーブラから先は紙幣になるので、おそらくはそこそこの値段だろう。

「覚えたな？　覚えたよな。よし、行け。間違っても金をちょろまかしたり逃げようとしたりするんじゃないぞ」

「待ってくれ、ロバート。ちょ──」

　脚立に乗ったロバートに首根っこを摑つかまれ、ロープにぶら下がっているブランコらしきものに座らされる。座面はぼろい板切れで、ヒスイの体重がかかっただけでみしりと嫌な音がした。

　ヒスイは膝ひざに載せた鞄を思わず抱きしめた。

「しっかり摑まっていないと落ちるぞ。じゃ、さっさと行ってさっさと帰ってこい」

「ちょっと待ってくれ。ロバート。まだ、色々と飲み込めていな──」

「無駄口を叩たたく、なっ」

　なっ、という掛け声とともに背中を押された。

　すると、ヒスイを乗せたブランコが、凄すさまじい勢いでロープ伝いに滑り始める。

「う……うわあああああああっ!?」

　ヒスイの悲鳴は、ジャンクバレーの汚い霧の中へと消えた。
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　ヒスイは片手でブランコの綱を、もう片手で膝の上の重たい鞄をしっかりと抱きしめて、空中を運ばれていった。

　いったいどんな仕掛けになっているのか、ブランコは減速するどころか徐々に速度を上げていく。しかも、途中で何回か進行方向が変わった。どうやら分岐点がいくつかあるらしく、そこを通るたびにヒスイを乗せたブランコが遠心力で振り回され、滑車がぎしぎしと不穏な音を立てる。

　高い所は平気だと確かに言ったが、こんな、いつ壊れるかわからない不安定なものに我が身を預けるとなると話は別だ。ヒスイの足元からぞわぞわとした寒気が這はいあがってくる。

（助けろ、ヴィクター……！）

　思わず、心の中で愛いとしい王の名前を呼んだ。彼がここに来るはずがないとわかっていても、祈らずにはいられなかった。

　彼と一緒に飛ぶために練習に励んでいただけなのに、なぜこんな場所に来て、あんなものを食べて、今こうして汚い霧の中を振り回されているのだろうか。

　ヒスイはぎゅっと目を閉じた。その直後、ブランコが急停止し、勢い余って空中に投げ出された。

「──ッ！」

　ずざっ、と、乾いた地面の上に滑り込んだ。身体からだを丸めていたおかげで大きな怪け我がは免れたが、巻き起こった土煙を吸ってしまい大いに噎むせた。

　地面の上で丸まったまま咳せき込んでいると、頭上からしゃがれた声が降ってきた。

「……ああ、その鞄。あんた、ロバートん所の新入りだね？」

　なんとか呼吸を整え、ヒスイは顔を上げた。そして、ぽかんとあたりを見回した。

　そこに在ったのは、市場だった。

　断だん崖がい絶壁をくりぬくようにして作った幅広の山道。そこに無数の屋台が並び、路上まで商品を溢あふれさせている。人通りは非常に多く、活気と騒音と悪臭に満ちていた。瘦やせた子供が棒きれで地面に絵を描いて遊んでいる。ぼろきれを纏まとった酔漢が死んだように眠りこけている。怒鳴り合いをしている若者がいる。陽気に歌う女がいる。

　そんな中、ヒスイに声をかけたのは、一番手前側にある店の人間だった。みっしりと新聞紙が詰まった屋台の中から、禿はげ頭あたまの老人が身を乗り出してヒスイを見下ろしている。

　一番手前にある新聞屋、というロバートの言葉が耳の奥に蘇よみがえった。

「……あ、ええと、顧客の！」

「そうだよ。ロバートにはいつも世話になってる。坊主、お前あいつの使いで来たんだろ？　早いとこ新しい奴やつを寄越してくれや。腰が痛くて敵わない」

　老人はしわくちゃの両手を差し出して、早く早くと催促した。ヒスイは戸惑いながらも地面から立ち上がり、鞄を開ける。

　中には、金属でできた黒くて平たい箱が三つほど入っていた。そのうち一つを引き抜いて老人に手渡す。すると老人はいったん屋台の中へ引っ込んで、同じような金属の箱と、くしゃくしゃの十リーブラ紙幣一枚と五リーブラ銀貨一枚を手渡してきた。

「ありがとよ、坊主。こっちが使用済みの蓄電池と代金だ。ちゃんとロバートに渡しておくれ」

「蓄電池……？」

　返却物と代金を受け取り、ヒスイは鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。耳慣れない言葉だった。また、使用済みだという金属の箱も相変わらず重たかった。

　禿頭の老人は眉まゆを上げた。

「なんだ、坊主。ご主人様が何を扱っているのか知らないのか？」

「知らない」

「ああ、ロバートの奴、面倒くさがって説明を端折はしよったな。どうせ今回の小間使いもすぐにいなくなると思って諦あきらめたか」

　老人は頭をぼりぼりと搔かいた。

　ヒスイは代金を鞄かばん側面のポケットに、返却された蓄電池とやらを鞄の中に入れながら老人に言った。

「端折るも何も、目が覚めたらいきなり変な物を食べさせられて、配達しろと言われて文字通り放り出された。僕は何も知らない。ロバートが技師メカニツクで、僕は小間使いとして買われたってくらいしか……」

「それだけ知っておれば充分だろう。その通り、ロバートはこの谷の技師だ。色々と便利な機械を発明して、それを売って生活している。だが、見たと思うが、あいつは脚が曲がっていてな。一人じゃ歩くこともままならんから、小間使いを雇って仕事や生活を手伝わせているんだ」

「これもロバートの発明品なのか？」

「ああ。詳しい仕組みは知らんが、タール・クォーツの代わりになる代物らしい。そいつをロバートが作った椅子に繫げると、座る所がじんわりとあったまるんだ。儂わしの屋台は火気厳禁だから、冬場は本当にありがたいよ」

「……これが、タール・クォーツのかわり？」

　ヒスイはまじまじと金属の箱──蓄電池を見た。よくよく見れば、側面になにやらボタンがたくさんついていたり、小さな穴がたくさん開いていたりする。ただの金属塊かと思いきや、実は複雑な構造のものであるようだ。

「変なの……」

「ロバートが作るもんはだいたい変てこだよ。さ、坊主。そこにぼさっと立たれちゃ商売の邪魔だ。行った行った。次の配達があるだろうに」

　ヒスイはロバートの言葉を思い出した。一番手前にある新聞屋、三番目の所にある薬屋、一番奥にある情報屋。

「ご老人。三番目の薬屋ってどれだ？」

「そこの、黄色い看板の所さ。薬屋は屋台じゃなくて、土壁の中に店を構えているからな。もしかしたら手前の古着屋が出入り口を塞ふさいでるかもしれんが、そういう時は商品を跨またいで行くといい」

「わかった」

　去り際、ヒスイはちらりと売り物の新聞を眺めた。

　日付も新聞社もバラバラだった。一週間以上も前の新聞もあれば、ヒスイが攫さらわれた日の新聞もある。そして、ほとんどの商品が薄汚れていて、端っこが破れていたりする。

　これで商売が成り立つのか……とヒスイは他人ひと事ごとながら心配になったが、ちょうどその時、一人の通行人が禿頭の老人に声をかけ、新聞を一部買っていった。

　ヒスイはそれを横目で見ながら、次の配達先を目指した。
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　新聞屋の老人に言われた通り、薬屋は土壁の中にあった。入り口に掲げられている黄色い看板には、怪しい綴つづりで『薬局』と書かれている。

　その中に入ると、ツンとした刺激臭がヒスイを襲った。

「……ロバートの使いの者だが」

　店の中は、大小さまざまなガラス瓶で埋め尽くされていた。床にも瓶が並んでいるし、壁一面を占める棚にも瓶が並んでいる。なんなら、天井からぶら下がっている籠かごの中にも瓶がある。

　ヒスイが軽く圧倒されていると、瓶の山の向こうから、店主らしき人間がひょっこりと顔を出した。瘦せた中年女だった。ひどい斜視で、左右の目が別々の方向を向いている。

「ああ、待ちくたびれたよ！」

　女は甲高い早口でまくし立てた。

「ロバートのやつ、あと二日ほど交換周期を狭めてくれたっていいのにね！　うちは売れっ子なんだ。薬を作っても作ってもすぐに品切れを起こす。だから生成器をずっと回していなきゃいけない。するとあっという間に動かなくなる！　これ何度もロバートに言っているはずなんだけどね。あの偏屈野郎、あたしの言うことなんか聞きもしない。これで商売あがったりになったらソンガイバイショーを請求してやる」

　ヒスイは一歩後ずさった。女はほとんど息継ぎをせずに喋しやべっているのだ。なにか病的なものを感じた。

　そんなヒスイにお構いなく、女は薬瓶の山を迂う回かいして近づいてきた。その手に、使用済みらしい蓄電池と代金が握られている。

　ヒスイはこわばった顔で商品を渡し、返却物を受け取った。その間も女はひっきりなしに喋り続ける。

「ロバート以外の技師もこれを作れるようになれればあたしたちも助かるんだけどね。あいつの発明品はあいつしか作れない。まったくままならないもんだよ。あんた、ちょっとロバートから技術を盗んできなよ。そんであたしたちに機械と蓄電池を売ってくれよ。ほら、前そう約束したじゃないか。そう約束しただろう。ああ、約束したとも。約束だよ！」

「す……すまない、薬屋。僕は今日ここに来たばかりなので、その約束した人物は人違いだと思う……」

「人違い？　そうかね。それはともかく、まったく憂ゆう鬱うつな季節が続くね！　王様のお祭りはいったいいつになったら始まるんだい。去年の春には祭りになるとか言っておきながら、夏が過ぎて秋が過ぎて冬になって、もうじき新しい春が来るよ。まあジャンクバレーに地上の祭りなんか関係ないけどね！　あるとしたら最深層のやつらの気まぐれさ。あいつらも本当に困りもんだよ。いくらあたしが言っても──」

　ヒスイはじりじりと後あと退ずさった。女はあらぬ方向を向いて喋り続けている。その内容も、どんどん支離滅裂になってきた。もしかしたら、女自身、自分が何を話しているのか理解していないのかもしれない。

　ヒスイは、タイミングを見計らって薬屋を後にした。店の中では、まだ女が喋り続けていた。
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　最後は、市場の一番奥にあるという情報屋だった。

　この店に辿たどり着つくまで、ヒスイはだいぶ時間がかかった。ジャンクバレーの市場が思いのほか広かったせいだ。無秩序という概念を具現化したような場所を、重たい荷物を抱えて、人にぶつからないようにして歩く。

　たったそれだけのことなのに、ヒスイはひどく疲弊した。そもそもこんな重たい物を持って歩いたことがないのだ。腕や肩がだんだん重くなるし、粗末な靴は変な所がこすれて痛い。全身がじっとりと汗ばんでいく。

（……帰りたい）

　歩きながらヒスイは俯うつむいた。離宮の生活が恋しくて仕方がなかった。

　今ごろヴィクターたちは何をしているだろう。自分のことを探してくれているだろうか。ジャンクバレーにいると気付いているだろうか──。

　ヒスイは上を見上げた。市場の上にも、断だん崖がいに沿って無数の建物が折り重なっており、その遥はるか向こうは霧の中に消えている。夕暮れが近いのだろうか、霧がうっすらと赤く染まっているが、どちらが西なのか判然としなかった。

（ここは、空が見えない。空からも、ここが見えない……）

　ヒスイは下唇を嚙かんだ。この谷は霧と煤ばい煙えんで閉ざされている。どうやって探し出してもらえばいいのだろうか。ないしは、どうやって、ここから出ていけばいいのだろうか。

　そうこうしているうちに、ヒスイは市場の最も奥にある店の前まで来た。この店は屋台でも、土壁を掘った洞どう窟くつでもなく、比較的きちんとした造りの小屋だった。錆さびた金属でできた壁には、ペンキで『真実を知りたければ金を』と書かれている。やはり、ところどころ綴りが怪しかった。他に看板などは出ていなかったが、これが情報屋と思って間違いないだろう。

　ヒスイは小屋に入った。

「……ロバートの使いの者だが」

　小屋の中はがらんとしていた。

　薄暗い部屋の中には何もない。ただ、奥の方にこんもりと盛り上がった布の塊があり、その中から規則正しい寝息が聞こえてきた。

　ヒスイは恐る恐るそれに近づいた。

「あのー……ロバートの使いだが」

　ヒスイがある程度近づいた時、唐突に、布の塊の中から一人の男ががばりと起き上がった。

　ヒスイは危うく腰を抜かしそうになった。

「うわっ!?」

「あー……寝とったわ」

　浮浪者じみた容よう貌ぼうの男だった。髪も肌も服も灰色で、強烈な悪臭を放っている。ぐーっと伸びをする彼の両手には、指がほとんどなかった。

　ひとしきり伸びをして身体からだを搔かきむしった後、男はヒスイを見て部屋の片隅を指差した。

「そこ。置いといて。代金も前の蓄電池も置いてあるから」

　見ると、確かに、部屋の片隅に蓄電池と金が無造作に転がっている。ヒスイは引ひき攣つった顔で何度も頷うなずいて、言われた通りにそこに新しい蓄電池を置いて回収するべきものを回収した。

　何はともあれ、これで仕事は終わりだ。あとは、どうにかしてロバートの工房に戻ればよい。こんな所は一刻も早く出ていきたい。

　そそくさと立ち去ろうとした時、情報屋の男がヒスイに声をかけた。

「ヒスイ・カグヤミヤ」

「……!!」

　ヒスイはぎょっとして男を振り返った。

　男は床に座り込んで大欠伸あくびを繰り返している。緊張感が欠けているしぐさだったが、それがかえってヒスイの警戒心を煽あおった。

　どこでそれを……と、ヒスイが言おうとした矢先、男がのったりとした口調で言葉を継いだ。

「──が、未いまだに療養しているってのは本当か？　地上から来た坊主」

　ヒスイは注意深く男の様子を窺うかがった。どうやら、ヒスイの正体に気付いたわけではなく、純粋にヒスイ・カグヤミヤの動向を訊きいているだけらしい。

　注意深く、ヒスイは頷いた。

「……本当だ」

「そうか。それ以上のことは何か知っているか？　場合によっては、情報を高く買うぞ」

　ヒスイは即座に首を振った。たとえ金を積まれたとしても、これ以上のことを口にするわけにはいかない。

　すると、情報屋は一気に興味を失ったようで、また床にごろりと寝そべった。

「ぁんだよ……ったく。まだ地上でも情報解禁されてねぇのかよ。あーあ……金にならねぇ」

「……こんな貧ひん民みん窟くつで、龍弦の姫の状況を知りたがる奴やつがいるのか？」

「いるに決まってんだろ。王様の結婚だぞ。こんな肥こえ溜だめにも影響あるだろうが」

　ヒスイは曖あい昧まいに頷いた。具体的にどこがどう影響があるのかわからなかったが、少なくとも無関係ではないと察することができた。

「王宮でめでたいことがあれば、地上の景気が良くなる。地上の景気が良くなれば、ジャンクバレーの一番浅い所を縄張りにしている奴らも潤う。そいつらが潤えば、下の方もだんだん潤ってくる。そういうもんなんだよ」

「そんなもんなのか」

「そうだよ。世界は繫つながってんだよォ」

　情報屋の男はそう言って布にくるまり、指が足りない手をひらひらと振った。

「じゃ、確かに代金は支払ったし、商品は受け取った。客でもない奴はとっとと帰れ。何か情報が欲しくなったら、その時はまた来い。支払う金額に応じてなんでも教えてやるよ」

「なんでも？」

「なんでも。それが情報屋だ」

「……この谷から出る方法とか？」

「あん？　それは、金を貰もらうまでもないな。この谷の連中なら誰だれでも知っていることだからよ坊主」

　情報屋の男は布の隙すき間まから顔を出し、黄ばんだ歯をむき出しにしてにたあっと笑った。

「『谷から出る方法はない』。それが答えだよ。物知らずのお坊ちゃん」
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　すっかり意気消沈して、ヒスイはロバートの工房に戻った。

　帰りもまた、ロープ伝いのブランコを使った。これは足が悪くて外出するのにも一苦労なロバートが個人的に設置したものだが、非常に便利なため他のジャンクバレーの住人もちょくちょく拝借しているらしい。新聞屋の老人が、使い方と一緒に丁寧に教えてくれた。

　だいぶ暗くなった霧の中を通り抜けて、ヒスイはガラクタで埋まった工房に到着する。中からは、橙だいだい色いろの暖かな光が漏れていた。

「よう、ジェイド。初仕事おつかれさん」

　一歩中に入ると、ロバートが車輪をきしませながら近づいてきた。そして、ヒスイの顔を見て、唇の端を曲げた。

「なんだよ、そんな泣きそうなツラして。そんなベソかくほど辛い仕事じゃなかったはずだぞ」

　そこで初めて、ヒスイは自分の顔がひどく歪ゆがんでいることに気が付いた。歪んでいるだけではなく、いつの間にか下した瞼まぶたに涙が溜たまっている。

　慌てて、手の甲で目元を拭ぬぐった。

「……なんでもない。煤煙が目に沁しみただけだ」

「ふーん。それよりも、荷物と代金寄越せ。ちゃんと十五リーブラずつ回収しただろうな」

「回収した。ポケットに入っている」

　ヒスイが鞄かばんを手渡すと、ロバートは真っ先に代金を確認した。紙幣が三枚に、銀貨が三枚。それをロバートは手の中でちゃりちゃりと鳴らした。

「よしよし。きっちり支払ってもらえたな。ジェイド、手ぇ出せ」

「手……？」

　いぶかしがりながらもヒスイは言われた通りに、手の甲を上にして両手を差し出した。

　ロバートは、ゴーグル越しにヒスイの白い手をまじまじと見た後、無言で右手だけひっくり返し、掌てのひらの中に銀貨を一枚置いた。

「ほら、お前の分だ」

　ヒスイは最初、何のことかわからなかった。掌の上に載せられた、少し曇ったリーブラ銀貨。表面には「５」という数字が、裏面には国花である薔ば薇らの紋様が刻まれている。

「……僕の分？」

「なんでそこで不思議そうな顔するんだよ。お前マジで今までどうやって生きてきたんだよ。ガキでもできる使いっ走りとはいえ、仕事をしたなら報酬貰うのが当然だろうが」

「報酬」

「おい。まさかお前、報酬という概念を知らないわけじゃないよな？」

「知っている！　さすがに知っている、が……」

　自分がロバートの小間使いとして働くことと、その対価として銀貨を一枚貰うことが繫がっていなかったのだ。

　ヒスイは改めて掌の中の銀貨を見た。ほんの小さな硬貨がずっしりと重く感じた。工房内のランタンの光を受けて、きらきらと小さく煌きらめいている。

（……これが、報酬）

　しばらく魅入っていると、ロバートが盛大に溜ため息いきをついた。

「いや、別に……いいんだけどよ。ジェイドさあ、その歳としまで何して生きてきたの。生まれた時からずっとお貴族様に飼われていたわけ？」

　ヒスイは銀貨を凝視したまま、深く考えずに頷いた。愛あい玩がん奴ど隷れい扱いとはいえ仮にも皇子なので『飼われていた』というのは正確な言い回しではないが、それを事細かに説明するわけにもいかないし、ロバートからすれば大差ないだろうと思ったからだ。

　すると、妙な沈黙がその場に満ちた。

「…………ああ、うん。そうか。まあいいや。とりあえず、今日はもう仕事はないから、そこらへんで休んでおけ。もうちょっとしたら晩メシ喰くうぞ」

「……またあの粥かゆか？」

「文句あるならメシ抜きだからな」

　言い捨てて、ロバートは工房の奥に引っ込んでいく。工房の奥には背の高い衝つい立たてで仕切られたスペースがあり、どうやら彼はそこで何かの作業中だったようだ。

　ヒスイはとりあえずその辺にあった椅子に腰かけて、生まれて初めて自力で得た報酬を矯ためつ眇すがめつ眺めた。

（……あ、これ。どこに仕舞おう。財布なんて持っていない）

　ヒスイは自分が着ている服に視線を落とした。一応ポケットはついているが、縫い目がほつれかかっていたりして、そのまま硬貨を入れるのは躊躇ためらわれる。こんな雑多な工房、雑多な街でコインなんぞを落としたら、二度と手元には戻ってこないだろう。

　ヒスイはあたりを見回し、すぐ足元に薄汚れた布製のポシェットが落ちているのを見つけた。財布代わりにするには少し大きすぎるし、拾い上げると指先が黒ずむほど汚かったが、少なくともポケットよりは丈夫そうだった。

（これ、貰ってもいいものだろうか。ゴミにしか見えないけれど、もしかしたらロバートにとっては大事な資産かもしれない……）

　ヒスイはポシェットを手に、工房の奥の方へ向かった。衝立の向こうからは、かちゃかちゃと金属同士が軽く触れ合う音がする。

　その衝立を、ヒスイはひょいと覗のぞき込んだ。

「ロバート。ちょっといいか──」

　衝立の向こうは、工房の他の場所とは比較にならないくらい整理整せい頓とんされた空間だった。

　木製の大きな作業台がでんと設置されており、その両脇には金属製の棚が並んでいる。棚の中には工具や、各種部品が仕分けされた籠かご、そして黒っぽいコードがたくさん延びている機械などが陳列されている。正面は土壁になっており、そこには一枚の大きなポスターが貼られていた。

　ヒスイは、そのポスターに目を奪われた。

（──これ。エア・ヴィークルの広告だ）

　少々色いろ褪あせているものの、色とりどりのインクで描かれた絵だった。真っ青な空を背景に、蒸気を吐きながら飛ぶエア・ヴィークルが中央に大きく描かれている。エア・ヴィークル・ライダーが着ている臙えん脂じ色いろの飛行服と、一緒に飛んでいる白いカモメの群れ。広告の右下には、製造元であるオズボーン社の社名が大きく印字されていた。

　そんなポスターを前にして何かの部品を組み立てていたロバートが、面倒くさそうにヒスイを振り返った。

「どうした。何かあったか」

「……あ、ああ。これ、床に落ちていた袋なんだが、もし不要な物だったら貰もらっていいだろうか。硬貨を入れるものが欲しくて」

「んなことでいちいち許可求めんなよ……。好きに持っていけ。どうせそこらへんに転がっているのは俺の失敗作ばかりだ」

　ヒスイは工房を埋め尽くすガラクタの山を振り返った。あれらが全すべて失敗作なのだとしたら、ロバートは一体どれだけの失敗を重ねているのだろうか。

　ロバートは脚立の上で腕や首をぽきぽきと鳴らした。

「あー……集中力切れた。メシ喰うぞメシ」

　そう言ってロバートは作業台をそのままにして、また工房内を移動しはじめる。ヒスイはエア・ヴィークルのポスターを一いち瞥べつしてから、親鳥の後をついていく雛ひな鳥どりのごとく、ロバートの後を追った。

　夕飯として出された玉虫色の粥を、今度は三口食べることができた。
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　食事を終えた後、ロバートはようやく、ジャンクバレーについて懇切丁寧に教えてくれた。お前無知にも程があるだろうよくぞここまで生きてこれたな、といった軽い罵ば倒とうを随所に織り交ぜながら。

　どうやら、ヒスイの無知っぷりが彼の想像を上回っていたらしい。罵倒の中にも微かすかな憐れん憫びんが見え隠れしていた。

「まず、ここ谷の名前はジャンクバレー。『ガラクタの谷』だ。これはもう知っているよな？」

　妙にがたつく丸椅子に腰かけ、ヒスイは頷うなずいた。目線の先には、壁際に並んだ正体不明の機械のうちの一つを弄いじっているロバートがいる。ヒスイが回収してきた使用済み蓄電池とやらを次々に機械に繫つないでいるのだ。手入れでもしているのだろうか。

　ロバートはヒスイに背を向けているが、どうやら首を縦に振ったり横に振ったりする動作はきっちり見えているようだ。あの頭全体を覆う多機能ゴーグルのおかげだろう。

「ジャンクバレーは一言で言えば、ディーゼリアのでっけぇゴミ箱だ。クリスフォードの生活排水も、東の鉱山や南の工業地帯から出る廃水も、地上の奴らが使い倒して壊れた粗大ゴミも、負けず劣らずゴミみてぇな人間も、ぜーんぶこの谷に放り込まれる。ゴミにまみれたゴミ人間が、手近にあったゴミを何とか組み立てて谷の中に手前てめえの巣を作った。それが積み重なって、多層構造の貧ひん民みん窟くつになった」

「時々、深層とか浅層とか言っているのは？」

「言葉の通りだ。地上に近い方が浅層、下の方が深層。深くなればなるほど住人のゴミ度が増していくし、環境も悪くなっていく。一番下の方なんて、煤ばい煙えんや毒ガスが濃すぎて日の光が届かず、昼も夜も真まっ暗くら闇やみらしいぞ。そんな最深層に好んで住んでいる物好きもいる」

「……それは、人間が住める環境なのか？」

「とてもじゃねえが生身の人間が生きていけるところじゃねえよ、ジャンクバレーの最深層は。あそこの住人が本当に人間なのか、谷の連中は誰も知らない。知ろうともしない。むしろ知っちゃいけない。関わっちゃいけない。ただ、栄養食を量産して無料で配ってくれている奴やつだけは、浅層の住人とも間接的に関わりがあるな。そいつのおかげで、ジャンクバレーの人間は飢えずに済んでいる」

　この世のものとは思えないほど不味まずい玉虫色の粥だが、栄養価だけは抜群に良いようだ。なにせ、昼に二口、夜に三口食べるのが精一杯だったヒスイが、今のところまるで空腹を感じていないのだ。

「ちなみにここは、かなり浅層の方だ。ジャンクバレーじゃ高級住宅地だぞ。朝になればあたりが明るくなるし、年に何回かは霧が晴れて空が見えることもある」

「年に数回しか空が見えないのか」

「ド阿あ呆ほう。ここじゃ空が贅ぜい沢たく品ひんなんだよ」

　ロバートの声が少々ささくれた。が、すぐに元の調子に戻る。

「この谷のルールは昼間に教えたよな？　言ってみろ」

「『働け、さもなくば誰かに食われてしまえ』だったか？」

「正解だ。ジャンクバレーは、ちゃんと働いてさえいれば不当に扱われることはねぇ。ただ、いくら無料の栄養食が出回っているとはいえ、タダ飯食らいっつーのはご法度だ。そういう連中をとっ捕まえて、文字通り切り売りしちまう仕事の奴もいるからな。心しておけよ」

「き、切り売りって……まさか」

「ヒヒヒ……人間の身体からだっつーのは資源の宝庫だからなァ」

　ヒスイは顔を引ひき攣つらせ、ロバートは引き攣り笑いを上げた。

「お前、地上から来たばかりで色々とキレイだからな。皮膚はなめらかだし、肺や心臓も丈夫そうだ。髪は艶つやのある直毛で、目玉も澄んだ緑色。きっと高く売れるぞぉ」

「やめてくれ！　冗談じゃない」

　ぞっと鳥肌を立ててヒスイは両手を振った。一瞬、自分の身体が解体されてほうぼうに売り飛ばされていく光景を想像してしまった。

「嫌だったらキリキリ働きな。配達だけでなくて、そのうちオレ様の本業も手伝ってもらうからよ」

　そう言って、ロバートは今まで弄っていた機械から離れてヒスイと向き合った。彼の足は細く萎なえているが、手はごつごつと節くれだっている。働き者の手だった。

　ヒスイは自分の手を見て、そのまま俯うつむいた。

「……どうしたよ、ジェイド。まぁたたそがれやがって」

「働くのは構わない。構わない、が……ここから地上に出る方法がないというのは、本当か？」

「あぁん？」

　ロバートはヒスイの真正面までわざわざ移動し、腕を組んでふんぞり返って見せた。

「誰だれが言ったよ、それ」

「情報屋だ。市場の一番奥の、お前の顧客の」

「情報屋……ああ、あいつか。ジェイド、お前、あいつから無料で情報貰ったのか」

　ヒスイが頷くと、ロバートがやれやれといった風情で首を振った。

「そりゃお前、からかわれたんだよ。ジャンクバレーから地上に出る方法はないわけじゃない」

「……本当か！」

　ヒスイの中に一いち縷るの希望の光が差し込んだ。前のめり気味になって腰を浮かせ、覆面の技師メカニツクを問い詰める。

「どうやったら出られるんだ。教えてくれ！」

「金だ」

　短く、ロバートは言い切った。

「地上と行き来できる最浅層の区画を管理している連中がいる。そいつらに相応の通行料を支払えばジャンクバレーから出ることもできるし、ジャンクバレーに入ることもできる」

「いくらくらい支払えばいいんだ？」

「場合によるが、目安はだいたい一万リーブラらしいな」

　ヒスイの希望は打ち砕かれた。

　今日初めて得た報酬が五リーブラだ。その二千倍もの金を貯ためるのに、一体どれほど時間がかかるのだろうか。

　浮かせてた腰を、力なく丸椅子に戻した。

「……なんで、そんな大金がかかるんだ」

「何年か前、地上の連中がジャンクバレーを潰つぶそうと、大挙して押しかけてきたことがあったんだ。アホみてえに死人が出た。それ以来、最浅層の連中は余よ所そ者を排除して谷を守るために──という大義名分を掲げて、通行料を吊つり上げた。実際のところは谷を守る守らないじゃなくて、ただ単に大金をせしめたいだけだろうがな」

　ちなみにお前みたいに人材屋が輸入した人間は、商品扱いってことで通行料がほとんどかからん。そうロバートは続けたのだが、それはヒスイの耳に少しも入っていなかった。

　ヒスイの頭の中は、どうやってジャンクバレーから脱出するかでいっぱいだった。話を聞く限り、この谷は貧民窟なりの秩序が成立していて、がむしゃらに地上を目指したところですんなり帰れるわけではなさそうだ。かといって、ルールに従って一万リーブラもの通行料を用意するのも現実的ではない。

　しょんぼりと丸椅子の上で項うな垂だれたヒスイに、ロバートは神妙そうに声をかけた。

「お前、そんなに地上に戻りたいのか？」

「……戻りたい」

「お貴族様に飼われる生活がいいのか？　報酬すら貰もらえないのにケツ差し出して？」

　何と言っていいかわからず、ヒスイは首を横に振った。

　ロバートは勘違いをしている。彼は、ヒスイが貴族のペットだったと思い込んでいる。肌や髪を綺き麗れいに整えてもらってはいるが、金すら貰えなかった憐あわれな愛あい玩がん物だと。

　ヒスイは、小さな声で絞り出すように言った。

「そんなんじゃない……。ちゃんと、尊重されていた。あの人は僕をちゃんと扱ってくれた。奴ど隷れいじゃなくて、人間として」

「……ふぅん」

　どこか面白くなさそうにロバートは呟つぶやいた。何かを言いたそうだったが、結局何も言わずに口を噤つぐんだ。

　どこか遠くから、汽笛に似た音が木霊こだました。この谷には静寂というものがない。常に誰かが生きている気配がする。遠く、近く、貧しくも逞たくましく生きる人々が立てる騒音が響いてくる。

　しばらくして、ロバートが気持ちを切り替えるように言った。

「ま、仕方ねぇよ、こればっかりは。お前が地上に出るのは難しいが、もしかしたら、お前のご主人様が大金を支払ってジャンクバレーまで探しに来てくれるかもしれないじゃないか。お貴族様なら、一万リーブラなんて余裕で支払えるだろう」

「……それは、余裕だと思う」

「じゃ、もう助けを待つしかねぇよ。それまではお前はオレ様の小間使いだ。今日は配達だけだったが、明日からはもっとキリキリ働いてもらうぞ。いいな？　わかったらハイと言え」

　強い口調で言われ、ヒスイは少し圧おされた。

「……は、ハイ」

「よし、いい返事だ。じゃあもう寝ろ。お前が目ぇ覚ました小部屋あっただろ？　あそこは倉庫なんだが、特別にお前の寝床として貸し出してやる。有難く思え。いいな？　ジェイド・ゼロ！」

　ヒスイはもう一度、声に出して返事をした。








45　命の価値






　ヒスイが姿を消して丸二日経たった。

　ヴィクターは疲弊していた。

　王妃候補者誘拐というだけで大事件なのに、その翌日に龍弦の大城壁が開いて昨年の使節団が出国してきたのである。使節団自体はいまだ大城壁近辺の街に逗とう留りゆうしているが、皇帝親書を持つ大使だけはエア・ヴィークルを駆使して一足早く王都へ帰還させた。その親書の内容および一年間龍弦に滞在した大使の報告書がまた、ヴィクターたちディーゼリア上層部の想像を上回っており、現在王宮は未み曽ぞ有うの大混乱に陥っていた。

　おかげでヴィクターは、ここ二日間一睡もしていない。眠る時間も、精神的な余裕もない。王の心は荒すさみに荒んでいた。即位以来、これほど追い詰められたことはないというほどに。

　怒ど涛とうのような政務と政務の合間のわずかな休憩時間。ヴィクターは王城の居室に閉じ籠こもり、『特権』を持つ者以外は誰も近づけるなと侍従長に固く命じた。幼い時よりヴィクターの身辺の世話を司つかさどってきた侍従長は、ただ黙って頭を下げ、王に命じられるまま人払いをした。

　静まり返った居室のソファーに腰かけて、ヴィクターはじっと目をつぶった。ありとあらゆる考えが、情景が、声が、頭に浮かんでは消えていく。王の専横や私生活について咎とがめる大臣ども、不名誉な疑いをかけられた友人たち、最後に皇子に会った時の彼の顔、遠い日の約束──。

　千々に乱れた思考世界に沈むヴィクターを現実へ引き戻したのは、控えめなノックの音だった。

「──陛下。メリル・ナッシングです。ケンとブラッドもおります。今、よろしいでしょうか」

　人払い状態であっても王の居室に入ることができる『特権』を有する者たちだ。一瞬だけ過剰に警戒したヴィクターは、メリルの声を聞いてほっと身体からだの力を抜いた。

「入ってくれ」

　メリル、ケン、そしてブラッドが入室した。それぞれ疲れ切っている様子だった。特にケンは酷ひどく憔しよう悴すいしている。着ているものは、ヒスイが攫さらわれたと大慌てで報告してきた時と同じ服で、目の下には濃い色の隈くまが浮いている。

　ヴィクターは三人に椅子を勧めた。普段ならば遠慮するであろうメリルとケンが、ぐったりとヴィクターの向かいにあるソファーに座る。ブラッドだけは、彼らの近くに静かに佇たたずんでいた。

「取り調べは終わったのか」

「おかげさまで、ブラッドだけは」

　と、ケンが嗄れた声で言う。ヴィクターは眉まゆを曇らせた。

「──ケン、お前は」

「あとちょっとだけかかりそうです。ははは……なにせ、姫さんは攫われる直前まで俺の工房にいましたからね。捜査官に疑われても文句言えませんわ。いくら陛下が庇かばってくれたとしても、こればっかりはね」

　ケンはおどけて肩を竦すくめた。ヴィクターの中に苦い感情が広がった。

『ジェイド・ゼロ』捜索を担当する警官たちの中から、ケネス・オズボーンが誘拐の手引きをしたのではないか、という声が上がっているのだ。実行犯にジェイド・ゼロの情報を売り渡し、護衛のブラッド・ナッシングの注意をそらして、誘拐に加担したのではないかと。

　つまり、『後々大臣たちから追及されるかもしれない』というヴィクターの予想は悪い方向に外れた。後々ではなく、即座に追及されたのだ。

　当然ケンは否定したし、ヴィクターも庇おうとした。具体的に言えばケンを容疑者から外してから捜査するよう市警に命令しようとした。

　しかし、王に庇われることをケン自身が拒んだ。どうせ潔白なんですからと豪語して、市警の取り調べを受けたのだ。丸二日間、ほとんど休みなしで。

　ちなみに、同時にブラッドも取り調べを受けたのだが、こちらはケンと比べれば段違いに簡易な事情聴取で済んだ。近衛兵として毎日離宮警備にあたっていた記録が残っており、事前に誘拐犯と接触している可能性が極めて低いと判断されたためである。

　王の表情が沈んだのを見て、陽気な技師は無理矢理明るく笑ってみせた。

「大丈夫ですって。ほら、こうして陛下の部屋まで行ってもいいって言われるくらいには、俺の疑いは晴れてますから。ね？　あと半日か一日くらい、お偉いさんと面談したら釈放になりそうです。向こうとしても、国王の不興を買ってまでオズボーンの倅を取り調べるつもりはないみたいですから。釈放されたら、即座に姫さん探しに行きますよ。ね、ブラッド？」

　寡黙な大男が静かに頷うなずいた。紅あかい隻眼がいつも以上に鋭い。

「……自分は、もう、動きます。市警が、入れない場所に、入る」

　ぎしり、という音がした。マントの下でブラッドが機械化された右手を握りしめたのだ。

　市警が入れない場所、すなわちジャンクバレーだ。ヒスイがそこにいるかどうかは定かではないが、仮にいた場合、一刻も早く救出する必要がある。

「市警より、早く、殿下を、見つける。そのために、ケンと、連携する」

「頼むぞ。……しかし、連携ってどうやって」

「無線通信を使います」

　そう言ったのはケンだった。

　無線通信は、最近ようやく実用化され始めたばかりの技術だ。送信側、受信側ともに大掛かりな設備が必要で、現在ではもっぱら列車の運行状況把握のために使われている。いずれ軍事転用するために、オズボーン社を始めとする国内各社がこぞって研究・開発に取り組んでいる。

「オズボーン社がいずれエア・ヴィークルに搭載するために開発していた小型無線通信機の試作品があるんで、それをブラッドに持ってもらいます。小型っていっても、まだまだデカくて重たくて持ち運びには極めて不適切なんですけれど、遠く離れた場所でも信号を受信できるのはそれしかなくて」

「重さは、問題ない」

「うちの社、小型化とか軽量化とかそういうのが苦手ですからね……船とかデカい物を作るのは得意なのに。ともあれ、ブラッドにはそれを持ってジャンクバレー入りしてもらいます。俺はバレーサイドで情報収集しつつ、ブラッドからの連絡を待ちます。もしブラッドが谷で姫さんを見つけたら、エア・ヴィークルでも何でも使って救出しに向かいます。即座に」

　ヴィクターは頷いた。

　じわりと腹の底から焦燥感がせりあがったが、力尽くで抑え込む。叶かなうことならヴィクター自身が王城を飛び出してヒスイを探しに行きたかった。しかし、こちらはこちらでやることが山積みである。対龍弦の外交問題が大きく動いたのだから。

　ヴィクターは、低い声で言った。

「──ケン、ブラッド。これは極秘事項だが、君たちには知らせておきたい。龍弦帝国が、ディーゼリアに大城壁を自由に行き来する特権を付与すると約束してきた。条件は、国王と皇女の婚姻成立だ」

「え、ええええっ!?」

　ケンがのけぞって叫び、ブラッドも叫びこそはしなかったが目を見開いた。

「なんすか、それ。歴史的な大事件じゃないですか！　それ本当ですか」

「むこうからの親書に明言されていた。念のため龍弦帝国に詳しい識者に文面を確かめさせたが、誤訳ではないようだ。ディーゼリアの求めに応じていつでも城門を開き、ディーゼリア人の入国を許す、と」

「うへぇ……。いくらあの龍弦帝国でも、婚家とはちゃんと親しくする気があるってことですか。驚きだなあ。だって、姫さんを寄越した時だって、お付きの人たちはさっさと大城壁の内側に戻っちゃったんでしょ？　言い方悪いけど、てっきり、姫さんを捨てていったのかと」

「その件に関しても妙な証言があってな」

　ヴィクターはメリルに視線を寄越した。この手の説明はメリルがした方が早い。自分が言うと、余計な情報を挟んでしまう可能性がある。

　それまで疲れた面持ちでソファーに身を沈めていた国王付き秘書官は、溜ため息いき交じりに言った。

「その、大城壁の内側に戻って行ってしまった随行者たちは、その後すぐに粛清されたようです」

「……へ、は？　粛清？」

「龍弦への使節団というのは、二月に入国して三月は龍弦首都で歓待を受けて、四月から翌年二月までは大城壁近くの村に留め置かれます。つまり、昨年の使節団は、ヒスイ殿下が首都から城門まで搬送されていく様子を目撃することができたわけです」

「ははあ……。じゃあ、花嫁行列が門の外に出たと思ったら、即座に花嫁以外が戻ってきたところも見たわけですね」

「そういうことです。もっとも、ヒスイ殿下の一行に近づくことは許されなかったので、遠目からこっそり窺うかがうだけだったようです。──『皇女』の花嫁支度に関わった者が全員、その場で首を刎はねられてしまう光景を」

　ケンがぞっとしたように身体をすくめた。

　ヴィクターもまた、最初にその報告を受けた時に感じたおぞましさを思い出した。ヒスイを置き去りにした随行者たちについて良い感情は抱いてなかったが、まさかそのあとすぐに殺されているとは思っていなかったのだ。

　──蛮族の国と言えど、国主の不興を買えば一族郎党即刻死罪というのは帝国と変わりないだろう？

　かつて、離宮に運び込まれた瀕ひん死しの花嫁はそう言い放った。さもそれが当然といった態度で。つまり、あの帝国では、人の命があまりにも軽い。

「恐ろしいことに」

　メリルは淡々と続けた。

「首を刎ねられた者たちは、特に抵抗していなかったそうです。初めからここで処刑されるのを知っていた様子だったと。……これはただごとではないと判断した我が国の使節団たちは、できる限り情報収集をしてくれました」

　龍弦帝国へ送る使節団は、単なる使節団でも貿易商でもない。あの閉ざされた帝国について少しでも多くの情報を得るべく、よく訓練された諜ちよう報ほう員が何人も紛れ込んでいる。天気の移り変わりから龍弦帝国の地形を、各国使節団の宿舎を見張る官吏の装備から龍弦帝国の軍事力を推し量る、といった具合に。

「彼らの報告と、皇帝親書。そのほか諸もろ々もろの情報を照らし合わせた結果、『龍弦帝国内ではヒスイ・カグヤミヤが皇子であるという事実をもみ消した』という説が浮上しました。……どういうわけか、龍弦側は、徹底的に殿下を皇女として扱う姿勢のようです」

　最大の懸念材料であった『龍弦帝国が後々になってヒスイが皇子であると公表するのではないか』という可能性が完全に潰ついえたわけである。

　これで、この婚姻に関する外交上のデメリットは消滅し、むしろ龍弦との自由貿易が可能になるという大きなメリットだけが残された。

　国王ヴィクター・アレク・クリスフォードと皇女ヒスイ・カグヤミヤの婚姻を延期する理由がどこにもない。──このタイミングで本人が行ゆく方え知れずになったというアクシデントさえなければ。

　ヴィクターは口を開いた。

「本来ならば即座に余と『皇女』の婚礼準備に取り掛かるべき時に殿下が消えたということで、大臣ジジイどもが爆発している。

　何としてでも殿下を見つけ出せ。無事に見つけ出したら、国王がまた囲い込む前にしかるべき場所に軟禁し、婚礼が終わるまでしっかり見張っていろ──と、大雑把に言えばこのような方針だ」

　もし見つからなかったら……と言う者もいる。

　もしヒスイ殿下本人が戻らなかったら、替え玉の娘を用意して国王と結婚させればいい、と。彼らにとって重要なのは『龍弦帝国の皇女』という肩書であって、その看板さえ掲げてしまえば偽物でも問題はない、という発想だ。

　ヴィクターは苦々しく言った。

「……ヒスイ殿下をみすみす危険に晒さらしてしまったのは、ひとえに余の思慮が浅かったことが原因だ。だから、大臣ジジイどもに取り上げられてしまっても文句は言えん」

「国王より臣下の意見が優先されるなどあってはならないと私は思うのですがね」

「残念ながらメリル、これが余の限界だ。特にヒスイ殿下に関して言えば、離宮を拠点にして好きに生活してほしいという我わが儘ままを押し通した結果このザマだ。これ以上の自由は許されない。余にも……ヒスイ殿下にも」

　ヴィクターは拳こぶしを固めた。

　今こうしている間にも、ヒスイはどこかに囚とらわれている。ディーゼリアは豊かな国だが、光が強い分闇も深い。もし、あの子が反王党派の手に落ちてしまったら──。

「だが、自由も何も、あの子が無事に戻らない限りは始まらない。……頼む、ブラッド。ケン。何としてでも、殿下を探してくれ。俺は、あの子だけは幸せにしないといけないんだ」

「……必ずや」

　そう言ったのはブラッドだった。

　ブラッドはその場に跪ひざまずき、ヴィクターに向かって深々と首こうべを垂れた。

「貴方に救ってもらった、この命に代えてでも」

　そう言って黒衣の衛兵は立ち上がり、王の居室を後にする。向かう先は華やかなる王都に刻まれた巨大な傷跡、貧ひん民みん窟くつジャンクバレー。

　メリルもケンもそれぞれ立ち上がり、あるいは仕事へ、あるいは取り調べのためにヴィクターの前から去っていく。

　ヴィクターはほんの数分間、無人の室内で目を閉じていたが、やがてぐっと歯を食いしばって立ち上がった。
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　ヒスイのジャンクバレーでの生活が始まった。簡単に言えば、ロバートが次から次へと命じる雑用をこなす生活である。

　例えば、朝叩たたき起おこされてまず言いつけられたことは、工房内に積み重なっているガラクタの片付けだった。

「何か機械っぽいものがついているやつとそうじゃないやつを別々の袋に詰めろ。判断に迷ったらその都度オレ様に聞け。奥で作業しているからよ」

　と、ヒスイの機械知識のレベルに合わせた指示を出し、ロバートは衝つい立たての向こうへ引っ込む。

　人間一人がすっぽり入りそうなほどの布袋を何枚も渡されたヒスイは、茫ぼう然ぜんとして工房内を見回した。

「……これを、全部？」

　自分の身長より高く積みあがっているガラクタ山脈を前にして、しばらくヒスイは戸惑っていた。どこから手を付ければいいのかわからない。下手へたをすれば山が崩れて悲惨なことになる。

　ヒスイはちらりと衝立の方を見た。ロバートはもう何らかの作業に取り掛かっており、こちらの方は全くお構いなしだ。

　ヒスイは溜ため息いきをつき、ひとまず、目の前に積み重なっているガラクタの山に手を伸ばした。指先ほどのネジから、一抱えもある機械の残ざん骸がいまで、拾い上げては『機械っぽいもの』がついているかどうかを確かめて布袋に仕分けしていく。『機械っぽいもの』という言葉の定義がいまいち曖あい昧まいだったが、ひとまず『何か複数の部品が組み合わさっているもの』がそれだということにした。

　途中から手が真っ黒に汚れた。尖とがったパーツに指を引っ掛けて擦り傷や切り傷をこしらえた。

　みるみる荒れていく自分の手を見て、ヒスイは不思議な気持ちになった。

（……こういうことを繰り返していくと、ロバートみたいな手になるんだろうか）

　しばらく作業を続けていると、だんだん空腹になってきた。喉のども渇いてきた。朝起きてからまだ何も口にしていない。

　飢えと渇きが無視できなくなってきたころ、衝立の向こう側からロバートが出てきて一言言った。

「朝メシ喰くうぞ。支度を手伝え」

　支度といっても、工房の片隅に置いてある大おお甕がめの中にある例の玉虫色の粥かゆを器によそうだけである。ヒスイは自分の分をうんと少なくした。ロバートの粥はだいたいしゃもじ一杯分くらいで、自分はその一割程度。

　二つの器を食卓へ持っていくと、ロバートはどこからともなく水入りのコップを二つ用意してくれていた。

「……ジェイド。またお前、そんな少なくていいのか」

「食べられる気がしないから」

　そう言いながらも、ヒスイは自分がよそった分の粥はちゃんと食べることができた。相変わらず酷ひどい味だが、三回目の食事ともなるといい加減慣れてくる。最後に水を流し込み、口の中をさっぱりとさせた。水だけは清涼だった。ロバートが言うには、蒸留水を昨日きのうのうちに作っておいたらしい。

　食事が終わったところで、ロバートはまた、ヒスイに重たい鞄かばんを持たせた。

「今日の配達分だ。昨日とはまた違う所だが、リフトを使えば一発で行ける」

　そして、ロバートは昨日と同じように口頭で行き先を告げる。昨日よりも少々ややこしいお使いなので、せめて紙に書いておいてくれないか、とヒスイは言いかけた。が、ロバートは読み書きができないのだと思い出してその言葉を飲み込んだ。

「──以上。代金は昨日と同じ、一個十五リーブラだ。行ってこい」

　ヒスイは言われるままにベランダへ出て、薄明るい霧に包まれた谷の中に繰り出した。

　ブランコ──リフトは、昨日よりはゆるやかな速度で空中を滑っていく。途中何度か方向を変えたが、昨日とは曲がり方が違う気がした。

　不思議に思ったヒスイは上を見上げた。蜘く蛛もの巣すのように複雑に張り巡らされたロープは、その分岐点ひとつひとつに小さな機械が取り付けられている。おそらく、これをどこかから操作することによって、リフトの行き先を設定しているのだろう。

（ごたごたした汚い貧民街に過ぎないと思っていたが、なかなかどうして、面白い仕掛けがたくさんある……）

　煤すすまみれの汚い貧民街だがわくわくするような機能美がある、という言葉が頭の中に浮かんだ。

　これは誰だれの言葉だったかと記憶の糸を手繰って、ヒスイはぎゅっと心が締め付けられた。

　ヴィクターだ。

　確か、出会ったばかりの頃ころ、彼がこんな言葉を口にしていた。ジャンクバレーのことではなくタール・クォーツ炭鉱についての発言だったが、あの時のヴィクターの声には熱が籠こもっていた。

（ヴィクターはジャンクバレーに来たことがあるんだろうか。さすがに、国王がこんな閉鎖的な貧民窟に足を踏み入れることはないだろうか。もし来たら、気に入るだろうな）

　かたん、という音とともにリフトが右折した。ヒスイは胸のあたりを握りしめた。

（……帰りたい）

　迷まい子ごの皇子の嘆息は、貧民街の霧へと消えた。
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　今日の配達は、いくつもの建物が密集して複雑怪奇に連結されているエリアだった。まるで葡ぶ萄どうの房のように上下左右に折り重なった建物群が、蔓つるのような回廊や梯はし子ごをまとわりつかせている。窓から洗濯物が垂れ下がっていたり、細く突き出した煙突からひっきりなしに煙が噴いていたりするあたり、どうやら集合住宅のようだ。

　ヒスイは、ロバートに言いつけられたことを思い出しながら回廊を巡り、顧客に商品を届けて代金と返却品を受け取っていく。

　赤ん坊を背負った中年女がいた。

　腰が曲がった醜い老人もいた。

　煽せん情じよう的な下着姿の若い女もいた。

　実に様々な人間が、ガラクタでできた小さな家の中で生きていた。一言二言言葉を交わしただけで皆なにかしら癖のある人間だということはわかったが、ヒスイに対しては概おおむね好意的だった。

　だいたいの第一声は、

「ああ、ロバートん所の新入りか」

　である。そして、待ち構えていたように商品を催促する。

「ロバートがこのよくわからん機械を売り出した時はみんな知らんぷりしたもんだが、実際に使ってみるとなかなか便利なもんさ。数日ごとに取り換えなきゃいけないのが面倒だがね」

　と言っていたのは、赤ん坊を背負っていた中年女だ。彼女の子供はずっと咳せきをしていた。彼女の家の中には、やたらと多くの子供がいて、昼寝をしたり喧けん嘩かをしたり泣いていたりとやかましかった。どの子供も瘦やせていて汚かったが、生命力だけは抜群にあるように見えた。

「……あいつは天才だからの」

　そう言ったのは、次に訪れた家にいた老ろう爺やだ。彼には両目がなく、そのかわりに金属製の短い円筒にレンズが嵌はまったものを眼がん窩かに差し込んでいた。長いこと手入れしていないのか、金属筒と皮膚が触れ合うあたりが黒ずんでおり、レンズにもひび割れが走っている。

「学はないが、そこらのゴミから使える道具を生み出すことにかけては右に出る者はいない。ただ、まあ……独創性が強すぎて、あいつが作ったものはあいつにしか修理できなくてな。だから、このあたりの住人はロバートを大事に扱う。お前さんも、ご主人様をいたわるんじゃぞ」

　次に行った家では、レースのような下着を纏まとった若い女が大欠伸あくびをしながら出てきた。ヒスイはぎょっとして半歩後退ったのだが、女は気にするそぶりも見せず、眠たそうに商品のやり取りをした。

「……あれ、あんた。姐ねえさんが買い取り拒否した子じゃん。なんだ、ロバートが引き取ったの」

「買い取り拒否……？」

「人材屋が若いの入荷したからって姐さん呼びつけてさ、でもオトコは事足りてるからって姐さん帰ってきたんだよね」

　女の説明は微妙にわかりにくかったが、どうやら、彼女の知人の娼館主が人材屋からヒスイを買い取らないかと持ち掛けられたが断った……ということらしい。

　女は眠たそうな目でじろじろとヒスイを見た。

「ま、その結果がロバートの小間使いなんだから、あんた運良いんじゃない？　姐さん所で変態どもに身体からだ舐なめさすよかずっといい生活できるよ」

「……ずいぶんと評判がいいんだな、ロバートは」

「そりゃね。あいつ、悪い奴やつじゃないもん。地上に出たい地上に出たいってずーっと言っている割にはジャンクバレーに居座っているお人よし。ま、お人よしすぎて金貯めるのが下手ってのが大きいと思うけど」

　ヒスイは目を見開いた。

　ロバートが地上に出たがっているというのは初耳だ。てっきり、谷に根差してこのまま一生を終えるつもりなのかと思っていた。

「ロバートも頭いいんだかバカなんだかわからないよねー。なんだかんだで交換代とか修理代とかマケちゃうし、困ってる奴放っておけないし。知ってる？　あんたの三コ前くらいにいた小間使いの話」

　ヒスイは首を横に振った。

「そいつ、もともともうちょい深層の方を縄張りにしていたスリでさー。でも、真っ当に生きたいっつーんで上の方に出てきて、そこをロバートが拾って雇ってやったんだけどね。結局そいつ、ロバートの金を根こそぎかっぱらって逃げちゃった」

「……ひどい話だ」

「酷い話だよぉ。でもさ、ロバートは口先だけでキレるばっかりで、そいつ追いかけることもしないの。走れないからって。だから代わりに、あのあたりの若い衆がコソ泥追い回してお金取り戻してあげたんだって。こういう時、ジャンクバレー浅層の連中は団結するから」

　そう言って女はもう一度大欠伸した。

「ああ……眠。だから、あんたも気を付けなよー。妙な気を起こしたらジャンクバレーでは生きていけないよ。深層に潜ってカラダ売るっていうなら話は別だけど、アタシはオススメしないな。酷い目に遭った娘コとか知ってるし」

「忠告感謝する」

「あははは。変な喋しやべり方だねぇあんた」

　そうやって、ヒスイは重たい荷物を背負って貧民たちの家を回り、仕事を着実に進めていった。

　ぐらぐらする回廊、気を抜いたら足を滑らせてしまいそうな階段、妙な所に繫つながっている梯子。それらを渡り歩くのは正直なところかなり怖かった。絶えず煤ばい煙えん交じりの風が身体を撫なでてくるし、うっかり下を見れば底なしの谷が下へ下へと続いている。上を見上げても、空は見えない。ただ薄汚い霧が渦巻くばかり。

　ヒスイは目を瞬かせた。

（……ゴーグルとマスクが欲しい）

　目や喉のどの粘膜に細かい粒子が引っかかっている感覚がある。目をこすりたかったが、ヒスイの手はすっかりと黒く汚れていた。

　ヒスイは何度も目を瞬かせて違和感をごまかしながら仕事を終え、帰路についたのだった。








47　花弁はジャンクパーツ






　工房に戻ると、ガラクタの中でロバートがひっくり返っていた。近くには彼御用達の脚立型義足が置いてある。どうやら転倒したわけではなく、自ら脚立から降りて寝転がったらしい。

「ただいま帰ったぞ。……どうしたんだ、ロバート」

「煮詰まった。鞄かばんはその辺に置いておけ。あとでチェックする」

　ガラクタの山にうずもれながら、ロバートは不機嫌そうに言った。腹ばいになり、手あたり次第にガラクタを摑つかんでは、手にした工具を駆使してひん曲げたり繫げたり切り離したりしている。

　ヒスイはいつも食卓として使っている机の上に鞄を置いて、ロバートの方へ近寄った。そして、その手の中の物を見て、驚嘆の息を漏らした。

「それ、花か！」

　ロバートは、ジャンクパーツを巧みに繫ぎ合わせて金属の造花を作っていた。薔ば薇らとも牡ぼ丹たんともつかない多層構造の花弁の下に、茎を模したコードがぶら下がっている。ロバートは、その茎の下に球根らしきものを取りつけている真っ最中だった。

　覆面の技師メカニツクは面倒くさそうに答えた。

「そうだよ、花だよ」

「何の花だ？　薔薇か？　牡丹か？　あ、蓮はすか？」

「知らねえ。谷生まれ谷育ちにそういう質問をするな。本物の花なんて見たことねぇんだからよ」

　ロバートはそう言ってのそりと身体を起こすと、ジャンクパーツでできた名もなき花をヒスイの方へ突き出した。

「飽きた。お前にやる。不格好だがちゃんと動くはずだ」

「動くのか、これ」

　ヒスイは大人しく花を受け取った。茎代わりのコードはくんにゃりとしているが、花弁の部分は思ったよりもしっかりした造りになっている。弁と弁の隙すき間まから、細かい歯車が見え隠れしていた。球根の部分に、小さなスイッチが一つついており、ヒスイは何の気はなしにそれを押してみた。

　すると、花弁が軋きしみながら開閉し始めた。

「わっ！　なんだこれ、動くぞ!!」

「だから動くっつってんだろ……」

　呆あきれたようにロバートは言って、ジャンク品の中を這はいずって脚立まで近寄ると、腕の力だけでよじ登って定位置に身体を収めた。

　ヒスイは夢中になって機械の花のスイッチを入れたり切ったりした。スイッチを入れれば花弁が開閉し、切ればつぼみの状態になって静止する。ジャンクパーツ丸出しの、掌てのひらに収まるほどのほんの小さな玩具おもちやだが、とんでもなく精巧な細工物だということはよくわかった。

「すごい……動く……」

「お前、それしか言えんのか」

「こんなすごいものを貰もらっていいのか？」

「別に……。その程度のもんだったら気晴らしによく作ってるからな」

　ロバートは食卓の方へ向かう。ヒスイが回収してきた品と代金を確かめるためだろう。そのロバートが、ひらりと何かを落とした。拾い上げてみると、古びたチラシのきれっぱしだった。クリスフォードの花屋の広告で、妙にデフォルメされた白黒の花の絵が印刷されている。彼はこれを見ながらこの花を作っていたようだ。

「ロバート。紙、落としたぞ」

「ああ？　……ああ、作業台に置いとけ」

　わずかな足の踏み場を通って作業台の方へ行き、言われた通りにチラシのきれっぱしを台の上に置く。昨日きのうは正面に貼られている大きなエア・ヴィークルの広告が目についたが、よく見ると、色んな所に広告の切り抜きが置いてあった。花屋の広告、レストランの広告、何かの祭りの新聞記事。

　──地上に出たい地上に出たいってずーっと言っている。

　貧民街の女はそう言っていた。あの発言を踏まえると、これらの広告類は全すべてロバートが抱く地上への憧あこがれそのもののように思えた。

「ジェイド。なにぼさっとしてやがる。昼飯食ったら午後の仕事に入るぞ!!」

　怒鳴られ、慌ててヒスイは食卓の方へ行った。どうにもこうにも、この工房の主は忙せわしない。

（……また、あの不味まずい粥かゆを喰くうのか）

　少なからずげんなりとしていると、食卓の上に見慣れない紙袋が置いてあった。くしゃくしゃの古新聞を繫ぎ合わせた袋の口から、小麦色をしたものが覗のぞいている。

　ヒスイはぽかんとした。

「……え、パン？」

「パンだよ」

　ロバートはぶっきらぼうに言って、蒸留水を汲くんだコップを二つ、無造作に食卓に並べた。

　ヒスイはパンとロバートを交互に見比べた。

「ここでは、地上の食べ物は贅ぜい沢たく品ひんじゃなかったのか……？」

「贅沢品だよ。これ一個で、俺様の二日分の稼ぎがパァだ。でも、お前ほとんど栄養食を喰わねぇじゃないか。せっかく買った小間使いがぶっ倒れたら、それこそ二日三日どころじゃない大損だ。だから、下の食堂のババアに言って生鮮食品を売らせたんだよ」

　有難く思え、とロバートは脚立の上でふんぞり返った。

　──お人よしすぎて金貯めるのが下手へた。

「……ありがとう」

　するりと、ヒスイの口からそんな言葉が飛び出した。ロバートは口をへの字に曲げてそっぽを向いた。

　そんな経緯で工房に現れたパンは、石のように硬くてパサついており、綺き麗れいに二等分するのも大変だった。ジャムやバターがあるわけでもない。スープがついているわけでもない。

　けれど、そのパンはとても美味おいしかった。ヒスイにはそう思えた。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　午後の仕事は、工房の片付けの続きだった。

　午前中は衝つい立たての奥で熱心に作業に取り組んでいたロバートだったが、どうにも興が乗らないらしく、午後は『現場監督』と称してヒスイがガラクタを仕分けする様子を見ていた。

　ちなみに、彼から貰ったジャンクパーツの花は、壊れないように布でくるんでから財布代わりのポシェットに入れておいた。五リーブラ硬貨に引き続き、ヒスイがこの谷で二番目に得た資産である。

「オレ様はこの通りの脚だからな」

　と、ロバートは脚立の中に垂れ下がる自分の細い足を指差し、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「腕の力を使って這いずり回ることはできるが、床に落ちているジャンクパーツを拾って分別して棚に仕舞って……ってだけでも凄すげぇ体力を使う。非効率的だ。だから、こうやって小間使いに片付けさせるんだ。あ、ジェイド。それは『機械っぽいものがついているやつ』だ！　よく見ろ、回転子ローターがついているだろうが」

「わかったよ。──その脚は、生まれつきか？」

「いんや。うんと小さい頃ころはなんとか歩けていたんだが、成長するにつれて萎なえていった。医者にもかかったんだが、魚食って日光に当たれとしか言われなかった。そいつはジャンクバレー生え抜きじゃなくて谷落ちしてきた奴やつなんだが、やっぱ地上育ちはズレてるな。魚も日光もどれだけ貴重かわかっちゃいない」

　歩けなくなった幼いロバートは、谷中を這いずり彷徨さまよった挙句、大量のジャンクパーツが投棄されているエリアに辿たどり着ついたのだそうだ。ジャンクバレーはジャンク品で作られているとはいえ、どうしても建築材になり得ないゴミというものは発生する。そんなものがひとまとめになっている場所に行きついて、ロバートは、それらを組み合わせて道具を作り出す技術を独力で手に入れた。

　ヒスイは素直に感心した。

「すごいじゃないか」

「まあな」

　ロバートも、否定も謙けん遜そんもしない。むしろ脚立の上で胸を張っている。これが彼の誇りなのだ。おそらくは、唯一無二の。

「ほかの技師はどいつもこいつもインテリ崩れの谷落ち野郎で、そういう知識層にしかできない仕事だと思っていたんだがな。オレ様は天才だったようだ。おかげで、こんな浅い場所に広い住み家を構えるところまで行った」

「──ロバートは地上に出たがっている、という話を配達中に聞いたが」

「誰だ、そんなこと言った奴。あ、言わんでもいい。わかった。あいつだろ。あの噂好きの商売女」

　ヒスイは平べったい歯車を拾い上げながら頷うなずいた。ロバートは大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「あのクソ女……。そうだよ。死ぬ前にいっぺん地上に出てみたいと思っているよ。オレ様が作っているのも、そのための道具だ。なかなか成功しないがな」

「道具？　金……通行料ではなく？」

「金も貯めちゃいるが、そんなもん払わずに地上に出る方法が一個だけある。──エア・ヴィークルだ」

　ヒスイは作業の手を止めて、ロバートを振り仰いだ。

　ロバートは衝立の方を見ていた。衝立の向こう側には、空飛ぶ機械の絵が飾られている。覆面のおかげで彼の表情はまるでわからなかったが、きっと遠い目をしていることだろう。

「オレ様は、一度だけエア・ヴィークルを見たことがあるんだ」

　少年じみた姿に似合わぬ渋みの強い声には、遠い過去を懐かしむ響きがあった。

「何年前だったかなァ。初夏だった。その日は風向きが良くて、谷の霧が晴れたんだ。ジャンクバレーの連中がこぞって表に出て空を見上げた。オレ様も例外じゃなく、這はいずってベランダに出た。

　今でも鮮明に思い出せる。空、すっげぇ青かった。よくわかんねぇけど鳥がいっぱい飛んでいた。鳥を見るのも初めてだった。その鳥と一緒に、でっかい機械が白い雲を吐きながら旋回してたんだ」

　谷の住人たちは、あれはなんだと口々に騒いだという。鳥じゃない。よく見ろ、人が乗っている。鳥と一緒に人間が飛んでいる、と。

　すると、かつて地上に住んでいたがつまらない罪を犯して谷まで逃げて来たという男が言った。オズボーン社のエア・ヴィークルだ、いつの間にか実用化していたのか、と。

　谷の住人があんぐりと口をあけるのをよそに、遥はるか上空のエア・ヴィークルは颯さつ爽そうといずこかへ去っていった。そして、しばらくして、谷は再び汚い霧の中に沈んだ。

　人々はしばらくエア・ヴィークルの噂をしていたが、やがて忘れ去っていった。──ロバートを除いて。

「目の奥にこびりついているんだ。あの日見た、青い空と白い蒸気が。そんで痛烈に思った。オレ様も、いつかあんなふうに飛んでみたい」

　ヒスイは手元に視線を落とした。

　おびただしい量の、ロバートの失敗作。ヒスイはなんとなく気が付いていた。翼の形に曲げた金属片や、動力装置の試作品がやたらと多いことに。

「でも、同じものを作ろうとしても、さすがに上手うまくいかねぇな。あの機体がどうやって飛んでいるのか見当もつかねえんだもん。新聞屋に頼み込んでエア・ヴィークルのことが書いてある記事とかかき集めてもらったけど、広告用の絵姿はわかってもその中身がどうなっているのかはさっぱりわからなかった」

「ロバート……」

「ジェイド、確か『飛んだことがある』って言ってたよな？　それってエア・ヴィークルだろ。お前の前のご主人様がエア・ヴィークル持っていたりしたんだろ？　なあ。なんでもいいから教えてくれよ。ちょっとしたことでもいい。もしかしたら、オレ様の大スランプを克服するきっかけになるかもしれねえ」

　確かに昨日、正面切って役立たずと言われてムキになったヒスイは『飛んだこともある』と大真ま面じ目めに言い切った。あの時ロバートはなにやら沈黙していたが、覆面の内側ではそんなことを考えていたのか。

　ヒスイは言葉を濁し、視線を彷徨わせた。思い出すのはケンの工房で過ごした日々だ。エア・ヴィークルの訓練をしにきたはずなのにヴィクターに抱かれ潰つぶされていたせいでロクに動けず、結果、あの陽気な紳士階級の技師メカニツクの工房で何をして過ごしていたか。──言ってもいいものだろうか。

「……ロバート。確かに僕は、エア・ヴィークルに何度か乗ったことがあるし、それに……」

「なんだよ。もったいぶらずに早く言え。あ、もしかして、乗ったはいいけど怖くて目をつぶっていて、何も観察してないとか？　まぁ、それでもいいよ。いかにもお前らしいし」

「違う。そうじゃなくて……僕は、エア・ヴィークルの仕様書を暗記している」

　ロバートは啞然とした。口の回る野の良ら技師がしばらく固まっていた。

　ヒスイはなぜか申し訳なくなって、慌てて言葉を重ねた。

「あ、あくまで仕様書だ。設計図じゃない。制作者向けではなくて搭乗者向けの資料だから、詳しい構造や肝心かなめのところは伏せられていた」

「ちょ、ちょ、ちょ！　待て、ジェイド!!」

　ロバートはヒスイを制止しようと身を乗り出した。バランスが崩れ、脚立ごと大きく傾くが、歯車が自動的に回ってすんでのところで転倒を阻止した。

「本当か？　その話、噓うそじゃねえよな？　もし噓だったら今すぐ谷底に突き落とすぞ」

「噓じゃない」

「製造元の正式な仕様書か？」

「オズボーン社の社員……なのかはよくわからないが、ともかく関係者が見せてくれたものだ。新入社員にも読ませているって言っていたから、ちゃんとしたものだと思う」

　ロバートは再び絶句して、ややあって、震える声を絞り出した。

「……何者だよ、お前。いや、お前今まで誰だれに飼われていたんだよ。無姓ゼロにエア・ヴィークルの公式仕様書を読ませるって、どんな物好きだよ!?」

　ヒスイは、突如込み上げて来た寂しい気持ちを押し殺して小さく笑った。

「優しい人だ」

　ロバートは、ちょっと待ってろ、と言い置いて工房奥の作業スペースに行った──と思ったら、分厚い紙束を抱えて戻ってきた。紙束は紙質も大きさもバラバラだった。けれど、それを抱えているロバートの手つきから、彼にとってとても大切な物であるということは察せられた。

　ロバートは紙束を抱えたまま脚立から降り、ヒスイの前に紙を広げた。

　それには、いくつもの図が引かれていた。

「これ、オレ様が取り組んでいるエア・ヴィークル・レプリカの設計図だ。ほとんど失敗済みだが、取っておいてよかった。燃やさないでよかった。ジェイド、これ見てくれ。この中で一番ホンモノに近いのはどれだ!?　どれを改良すれば、オレ様は空を飛べる!?」

　興奮したように、ロバートは覆面をかなぐり捨てた。ヒスイはぎょっとした。

　筆舌に尽くしがたいほど、ロバートの素顔は醜悪だった。嫌悪感より恐怖感が先立つ醜さだった。生まれつき歪ゆがんでいたものが、この貧ひん民みん窟くつで生き抜く過程でさらに酷ひどく傷つけられた。そんな凄せい絶ぜつな顔がん貌ぼうだった。

　しかし、岩のような上うわ瞼まぶたと下した瞼まぶたの隙すき間まから覗く瞳ひとみの輝きだけは、はっとするほど美しかった。

「ジェイド。お前はオレ様の小間使いじゃない。助手だ。助手に格上げしてやる。だから、お前が知っていることをオレ様に教えてくれ!!」

　それは、醜い技師の清せい冽れつなる魂の叫びに思えた。

　わずかに身体からだを引いていたヒスイは、一つ息を吞のんで、ぐっと身を乗り出した。そして、ロバートと顔を突き合わせるようにして、彼がため込んできた設計図を、一枚一枚吟味する作業にとりかかった。








48　機械化衛兵、谷へ入る






　身を切るような冷気。陰いん鬱うつな曇天。汚れた雪がこびりついた石畳。

　ブラッド・ナッシングは黒いマントを翻して、一路、南東に向かっていた。バレーサイドタウンの浮浪者たちが胡う乱ろんげに大男を見送るが、ブラッドはそれら一切を気にしない。

　マントの下はそこそこの大荷物だった。数日分の糧食レーシヨンに、義肢に差すための機械油のボトル。そして、ケンから貸し出された大型の無線機。これらを詰め込んだ背はい囊のうを背負い、その上から黒いロングマントを羽織っているのだ。ただでさえ大きな身体が、さらに一回り大きく見えた。

　バレーサイドタウンの果てには、異臭を放つ大きなゴミ捨て場がある。近隣住民のみならず、クリスフォード中の良識がない商売人たちが処分に困った大型のゴミを投げ込んでいく汚い広場。ブラッドはその広場に迷うことなく足を踏み入れた。このあたりにくると、不思議なことに、真冬の冷気が薄れていく。その代わり、霧がどんどん黒く濃くなっていく。

　ブラッドはしばらく進んだ。途中から下り坂になり、粗末な小屋がぽつぽつと立ち並ぶようになった。前方はほとんど見えない。ただ、虚無を孕はらんだ霧が広がるばかり。

　これが、王都クリスフォードの汚点、ジャンクバレーの入り口である。

　いよいよ坂が急こう配になってきた頃ころ、ブラッドはちょっとした広場に降り立った。それと同時に、ガラの悪そうな若者が数人、影のようにブラッドに忍び寄ってきた。

「よう、おっさん。こっから先に行きてぇの？」

　若者たちのうち、リーダー格と思わしき一人がそう言った。ブラッドは無言で頷うなずいた。すると、若者はにやにやと笑った。

「へぇ。んじゃあ、このあたりを毎日守っている俺たちに、それなりのもんを渡さねえとな？」

　ブラッドはマントの内ポケットの中にあらかじめ用意してあったものを抜き取り、若者に手渡した。百リーブラ紙幣の束だ。

　若者たちが口笛を吹いた。一人が紙幣の枚数をあっという間に数え上げ、そして仲間内で目くばせしあった。

「足りねぇなあ？」

　ブラッドは眉まゆを顰ひそめた。百リーブラ紙幣を百枚、合計一万リーブラ。ちゃんと用意したはずだ。

　若者はにやにや笑いながら、指を三本立てた。

「あと三千くらいかなあ」

「……わかった」

　ブラッドは頷き、マントの内側で財布を探り当てると、左の指先だけの感覚で紙幣を三十枚数えてそれを渡した。若者は札束を数えもせずに即座に言った。

「おっと、間違えた。五千だった」

　このあたりで、ブラッドはいい加減気が付いた。不当に値段を吊つり上げられていると。

　ブラッドは押し黙って、紅あかい隻眼で若者たちを睨にらみつけた。すると、それまでニヤニヤ笑いとはいえ一応愛想よくしていた若者たちが、一斉に殺気立った。

「……おん？　なんだ、おっさん。払えないっていうのか？」

「すでに、相場以上の値段は、支払った。通させてもらう」

「相場ァ？　相場を決めるのが俺たちなんだよ。お前、まだ金持ってるだろ。払えないっていうなら強制的に徴収することになるけど？　ん？」

　ジャンクバレーに入るのはクリスフォードでの居場所がなくなった者たちだ。浮浪者だったり、犯罪者だったり、彼らが背負う事情は様々だが、何千リーブラもの金を迷いなく支払える者はまずいない。いるとすれば、何かの意図をもって谷の調査をしにきた連中だけだろう。例えば、谷を潰つぶそうとしている官憲だとか。

　つまり、若者たちはブラッドの身なりが妙に小奇麗なことをいぶかしんでカマをかけ、これは『正当な』訪問者ではないと判断したのだ。

　ブラッドはマントの中で静かに片足を引いた。若者たちは敏感にそれを察知した。

　饐すえた臭いが満ちるゴミ捨て場と霧に包まれた谷の境目に、肌がひりつくような緊張が走った。

　ブラッドは低い声で宣言した。

「──通させてもらう」

　させるか！　と若者が叫んだ。

　ブラッドは疾駆した。人ならざる速さだった。包囲してくる若者たちを撥はね飛ばし、強引にジャンクバレーに入ろうとする。

　若者のうちの一人が、がなりながら何かを取り出した。拳けん銃じゆうだ。どこかの不届きな国軍兵士が流出させた品だろう。若者はブラッドに向けて何発か撃った。威嚇射撃のつもりなのか、本当に狙ねらったのかはわからない。ほとんどが外れ、二発ほどブラッドのマントを掠かすめた。幸か不幸か右半身側だった。機械化した腕が銃弾をはじいた。しかし、マントの一部が破れた。

　他の若者が、大型ナイフを片手に襲い掛かる。ブラッドは右手を一いつ閃せんさせて若者をはじいた。その際、ナイフが破れかかったマントに引っかかって、盛大に引き裂いた。

　機械化された右半身が露になった。熱を帯びた人工の腕。そこに刻まれているのは、王室の紋章。

　それを見た若者が絶叫した。

「こいつ、国の奴やつだ!!」

　銃声が鳴る。何度も何度も鳴り響く。しかし、ブラッドの足を止めることはできない。

　不要な争いをしている暇はない。一刻も早く、あの皇子を見つけなければならない。

　ブラッドの頭はそのことでいっぱいだった。

　早く探し出してあげないと、ヴィクターが悲しむ。ヒスイもきっと悲しんでいる。ケンも、ブラッドからの報告を待っている。メリルも、きっと──。

　寡黙な機械化衛兵は、谷の門番たちを振り切って、ジャンクバレーの中に飛び込んでいく。




　　　　＋＋＋＋＋＋




　ジャンクバレーは広く、深い。そして多くの貧民が住む。その数はクリスフォード正市民の半数近くに及ぶともいわれている。あるいは、観測不可能なほどの深層に、正市民よりもはるかに多くの住人が生存しているとも。

　そんな谷の最浅層部分へ、ブラッドは霧に紛れて侵入した。しばらくは若者たちが追いかけてくる気配がしたが、いずれそれも消え去った。うまく撒まけたようだ。

（……すぐさま活動に当たらなければ）

　ブラッドは物陰に潜んで、右の義眼を起動。あたりの様子をざっくり見まわした。

　このあたりは『急斜面の上にできた小汚い街』という雰囲気だ。無秩序な増築を繰り返した家屋が密集して非常に複雑化しているものの、まだ辛うじてごく普通の貧民街の体裁を保っている。このあたりはジャンクバレーの中でも上澄み中の上澄みが縄張りとしているところだ。クリスフォードで言うならば、王侯貴族の屋敷街がここにあたる。

　ブラッドは義眼を元に戻し、眼帯の上からさらに黒っぽい布を巻いた。この高性能な義眼付き眼帯は目立ちすぎる。次に、破れたマントの状態を確認し、このまま着用を続けても問題ないと判断。義手についている王室の紋章には、眼帯と同じく布を巻いて隠した。こんな場所でこんな紋章をひけらかすわけにはいかない。

　最後に、ブラッドは背囊に入った無線機器を操作した。これがなかなかに便利なもので、背負ったまま腕を後ろに回して特定のボタンを押せばケンへ音声を伝えることができる。

　通信が開くと、微かすかな雑音が無線機器から流れ出した。

「……第零ゼロポイントより、ジャンクバレーに入った。可及的速やかに、対象を保護するよう、努める」

　雑音に紛れて、ケンから了解という返事が返ってきた。ここから先は、ブラッドとケンによる二人三脚だ。数時間おきに通信を開いて状況を報告し、無事にヒスイが見つかった場合はすぐさまエア・ヴィークルを出動させる手て筈はずになっている。

　ブラッドは無線機をオフにして、物陰から静かに歩き出した。

　あともう少しだけ進めば、この急斜面は断だん崖がい絶壁となる。そこから先が、ジャンクバレーの本体だ。ヒスイ・カグヤミヤがいるならばそのあたりだろう。

（まずは、情報屋。龍弦人が流れ着いていないかを訊きく。もし外れたら、次の情報屋へ。ないしは住人に金を握らせて聞き出す）

　ブラッドは頭の中で作戦を組み立てる。

　とはいえ、あまり綿密なプランを練ることはできない。頭を使うことは苦手だ。メリルやケンであったなら素晴らしい妙案を思いつくことができるのだろうが、ブラッドにはそれができない。

　けれど、あの二人にはないものがブラッドにはある。それは国王から賜った機械の手足であり、人間の枠からはみ出すほど拡げられた視野である。この任務では、これらがきっと役に立つことだろう。

（……俺は、この任務は絶対に成功させなければいけない）

　ブラッドは、国王が好きだった。とても尊敬できる人物だと思えるし、それと同時にとても親しみが持てると思っている。また、事故で死にかかっていた自分を救ってくれた人でもある。だから、ブラッドは国王が好きだ。

　以前そんなことをメリルに言うと、メリルは笑って『それを敬愛と言うんですよ』と教えてくれた。

　また、ブラッドはヒスイのことも好きだ。敬愛とは違う意味合いで好きだった。彼は、機械化された自分をまるで怖がらなかった。それどころか興味津々に、ちょっと遠慮しながら『目や腕を見せてくれ』と言ったし、言われるままにそれらを見せたら良い意味でびっくりしてくれた。ブラッドは国王とメリル以外の王族は好きではないが、ヒスイもまた別だなと思った。

　ヒスイがジャンクバレーで怖い思いをしているのだったら、一刻も早く連れ出してあげたいと思う。

　──敬愛すべき国王陛下のもとに、龍弦の『姫君』を。

　ブラッドは一陣の黒い風となり、多層構造の貧ひん民みん窟くつを駆け抜けていく。

『王室の紋章を刻んだ義手を持つ大男が谷に侵入した』という情報が、ジャンクバレー中に広がり始めていることを、彼はまだ知らない。
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　ヒスイがジャンクバレーに流れ着いてから一週間ほど経過した。

　この奇妙な貧民窟では、毎日大なり小なりの事件が起こる。例えば、二日前の深夜に中層部でアルコール中毒者の集団が大暴れした。谷の最深層には『酒造』があるらしく、安くて強い酒を比較的安価で提供している。それを飲みながら、また別の所からもたらされた怪しい葉っぱを嗜たしなむというパーティーを開いていた連中が前後不覚になって騒ぎ始めたのだ。これは、近隣住人たちが取り押さえ、全員谷底に蹴けり落とすことで決着がついた。

　ヒスイはロバートの工房のベランダから身を乗り出して一連の騒動を見ていたのだが、無数のランタンに照らされる中、落下していく浮浪者たちの奇怪な叫び声がいつまでも木霊こだましていくのが印象的だった。

「よくある、よくある」

　工房の大型機械と大型機械の間にハンモックを吊つるして寝ていたロバートが、顔すら上げずにそう言った。

　また、昨日きのうの夕方は、工房より浅層にある一部の建物が崩落した。きっかけはわからないが、突如として耳をつんざくような轟ごう音おんが響き渡った。驚いたヒスイが慌ててベランダに出てみると、霧の向こうで大きな影がゆっくりと崩れ落ちていくのが見えた。複雑に連結しあった家屋たちが、その影響を受けてみしみしと軋きしんでたわみ始める。ヒスイが立っていたベランダも揺れた。だが、幸いなことに、それ以上の被害は及ばなかった。

「よくある、よくある」

　仕事に飽きて手慰みの機械花造りをしていたロバートが、花弁の可動部に油を差しながらそう言った。

　また、今日の明け方には銃声らしき音が遠くから響いた。谷中に反響していたため何発も撃ったように聞こえたが、実際は一発か二発だろう。

　この音でヒスイは飛び起きて、寝室代わりに与えられている倉庫から工房の方へ出ていくと、すでにロバートは起きていた。彼の朝は早い。まだ暗いうちからのそのそと起きだして、商品の手入れをしたり、図面を引いていたりする。ちなみに、ロバートは読み書きができないので、彼が引く図面には文字がまったくなかった。

　覆面の技師メカニツクは、小間使い改め助手の方を振り返った。

「おう、ジェイドか。お前、谷で何か起こるたんびに起きるんだな。どうせここじゃ、どんな騒ぎも日常茶飯事の範囲内なのに」

「眠りが浅いんだよ」

　ヒスイは肩を回しながら口を尖とがらせた。寝室代わりの倉庫の中にある、箱に布を被かぶせただけの物体を寝台代わりに使っているのだが、これが眠りにくいことこの上ない。こまめに寝がえりを打たなければ肩や腰が痛くなるし、変な所に身体からだをぶつけたり箱から落下したりして目が冴さえてしまうこともある。

　工房に転がっているガラクタ類でこの『寝台』を改良できないかと試したこともあったが、残念ながら寝台の材料になりそうな柔らかいものがほとんどなかった。ヒスイは、ロバートから日々与えられる給与を貯めて、大量の布か綿を買おうかとすら考えていた。

「今の音はなんだ。銃声に聞こえたが」

「銃声だろうよ」

　蓄電池を収納している機械を点検しながら、ロバートはぶっきらぼうに言った。

「おおかた、どっかで揉もめ事ごとでも勃ぼつ発ぱつしたんだろ。音からしてだいぶ遠そうだから、オレ様達には影響ないはずだ」

「本当に物騒だな、ジャンクバレーは……」

「当たり前だろう。モノも人間もジャンク品ばっかりなんだからな。……ああ、そうだ。ジェイド。昨日やってたところなんだけどな、実はこういう仕組みじゃねえかっていう仮説を思いついたんで模型作ってみた。ちょっと見ておいてくれ」

「わかった」

　エア・ヴィークル・レプリカの件である。ヒスイは言われるままロバートの作業台の方へ行って、そこに置いてあった動力部分の模型を手に取った。

　本物の仕様書を暗記しているヒスイの登場でロバートのエア・ヴィークル製作計画はみるみるうちに進んだ──と、現実はそうも甘くいかなかった。

　ヒスイの知識が役立っているのは間違いないが、ヒスイが知っているのは操縦方法と応急的な修理方法だけだ。この状態で実機を作ってみるというのは、ピースが欠けたパズルを無理矢理解くのに等しい。

　しかし、ヒスイだけではまず『どのピースが足りないのか』ということからわからないのだが、ロバートはそれがわかるのだ。仕様書には書いていなかっただろうが、確実にここに何かの仕掛けがある。ではその仕掛けが何なのかを解き明かしてみようか、といった具合だ。

　目下、ヒスイが情報を提供してロバートが仮説と模型を組み、それをヒスイが評価する──という工程を繰り返している。

「どうだー、ジェイド」

「うーん……近い、けど、何か違う気がする」

「どこがどう違うのか、具体的に」

「ええと……この仕組みだと、搭乗部がすごく揺れると思う。けれど、本物はそこまで激しく揺れなかった」

「衝撃吸収装置でも挟んでいるのかねぇ。あー、でも、そんなもの入れる隙すき間まはねぇな……。うし、わかった。次行くぞ次」

　ロバートは失敗してもへこたれない。一瞬で気持ちを切り替え、また新しい試みに取り掛かる。その結果が、広い工房を埋め尽くすガラクタの山だ。

　この多層構造の貧民窟で技師として生き抜くにあたり、このしたたかさは必要不可欠なのだろう。

　ヒスイは模型を置いて、ロバートに向かって声を張った。

「今日の配達予定は？」

「向こう岸の市場に二件だけだ。昨日の崩落でリフトが壊れているかもしれないから、そしたら徒歩で行け。橋の場所はわかるよな？」

「……あの、一階層上にあるボロボロのつり橋のことを言っているのか？」

「それだ。片道一リーブラの通行料が必要だから、その分の金を持って行けよ」

「僕、あの橋使うの嫌なんだが。今にも落ちそうで」

「贅ぜい沢たく言うな。落ちないように気ぃ付ければいいんだよ」

「もし綱が切れたら？」

「お前の運はそこまでだったってだけの話だな」

　この特異な街の構造のせいか、ジャンクバレーの住人たちは落下や崩落といったものに対して妙に関心がない。あまりにも日常茶飯事すぎて、いちいち気に留めていられないのだ。どこぞの家が壊れて下の建物を巻き込んで崩れ落ちただの、誰だれそれが足を踏み外して谷底に消えただのと言われても、へぇの一言で終わって数分後には忘れている。

　たとえヒスイが谷底に落ちたとしても、ロバートはさっさと切り替えて次の小間使いを探すだろう。

「ま、その代わり、そろそろ来客が増えるころだ。基本的にオレ様が応対するが、手が離せない時はジェイドが相手すんだぞ」

「来客？」

「遠くに住んでいる顧客だよ。近所の奴やつはリフトを使って配達してやっているが、そうじゃない奴は客の方がオレ様の工房に来て商品を取り換えていく。他にも、持ち込みの機械修理だとかジャンクパーツの売り込みだとかも来るな。そういうのは、崩落が起こった後に件数が増える」

「へぇ……そういう仕事もあるのか」

「機械関係なら何でもやるぜ。出張修理サービスだけはやってねぇがな。出歩けないから」

　そうやってまた、ヒスイとロバートの一日が幕を開ける。ロバートはずっと工房にいて、ヒスイは必要に応じて配達だの買い出しだののために外に出る。手が空いたら、エア・ヴィークル・レプリカの相談をする。

　食事が不味まずいだの寝台が硬いだの、不満点は数多くあるが、ヒスイはゆっくりと貧ひん民みん窟くつの生活に順応していった。

　それでも、心の奥底には郷愁に似た切なさがある。ふとした弾みに離宮を、ヴィクターを、その腹心たちを思い出し、そのたびにヒスイはこっそりと唇を嚙かみしめた。

（……帰りたい）

　この言葉は、ロバートには言えない。ジャンクバレーから出たいのは彼も同じなのだと知った日から、ヒスイはこれを口に出せなくなった。

　底なし谷の浅い部分にしがみついて、今日も二人は空を飛ぶ機械を作ろうと躍起になる。

　そんな日のことだった。

　ロバートの工房を訪れた客のうちの一人から、黒い大男の噂うわさがもたらされたのは。
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　その話をしたのは、機械修理を依頼するために数時間かけて工房まで来たという中年男である。印刷屋を営んでいるという彼は、その職業上、谷中の事情に詳しいのだと言った。

「どうにも、何日か前から谷をうろうろしているらしい」

　来客用の丸椅子に座り、ロバートの修理作業が終わるまで待たされる羽目になった印刷屋の男は、話し相手として宛あてがわれたヒスイに饒じよう舌ぜつに説明した。

「全身が真っ黒な、熊みたいな大男だそうだ」

　このあたりで、ヒスイはのんびりとブラッドのことを思い出した。この時点ではあくまで連想に過ぎなかった。今いま頃ごろ彼はどうしているだろうかと、懐かしさに胸が少しだけ軋きしんだ。

　その軋みは、続く男の言葉で、血液が逆巻くような驚きよう愕がくに変わった。

「しかも、そいつの身体は右半分が機械になっている。さらに、王室の紋章が刻印されているんだと。そんな奴が出没しては揉め事を起こしているんだそうだ」

「……！」

　ヒスイの顔がこわばった。

（ブラッドだ……！　ブラッド本人だ！）

「へぇ、王室の」

　ヒスイが声もなく固まっていると、修理作業真っ最中のロバートが遠くから口を挟んできた。

「そんなもん刻むとは、過激な王党派かなんかか？」

「さあな」

　と、印刷業の男は首を傾かしげる。

「でも、ただもんではなさそうだ。右腕が大砲になっているとか、口から火を噴くとか、暗くら闇やみの中で目が光るとか、心臓を銃で撃っても起き上がったとか、そういう噂がじゃんじゃか流れている。あんまりにも盛りだくさんすぎて、どこからどこまで尾お鰭ひれなのかすらわからねぇ」

「なんだそれ。人間兵器か。そんな男がいるなら、是非ともお目にかかってみたいものだが。機械部分だけでも解体してみてぇ」

「おう。じゃあ、そいつを見かけたらロバート・エレックの所に行けって言っておくわ。ちなみに、こないだの崩落や銃声、そいつの仕業らしいぞ。こんな工房、人間兵器様の火炎放射で一瞬のうちに焼け落ちるかもな」

「うっげ。オレ様の城が落ちるのは勘弁だわ」

　それからしばらく、客の男はロバートと雑談を繰り広げた。ヒスイはひっそりと工房の隅に退いて、そのあたりの片付けをするふりをして、二人の会話に耳をそばだてた。

　半身が機械化された大男は地上から来たらしい。谷の出入り口付近を縄張りにしている荒くれ者にぽんと大金を手渡し、その際、どういうわけだか諍いさかいが起こった。男は諍いが起こるな否や、荒くれ者たちを力尽くで突破して谷へと侵入。以降、浅層から中層のあたりをうろうろとしているのだという。

　彼がなぜ谷に来たのか、それに関してはいくつもの噂がある。地上で罪を犯して逃げて来たのか、何かを探しに谷まで足を運んだのか──。だが、最もまことしやかにささやかれているのは、ジャンクバレーを解体しにきた官憲の手先である、という説だ。かつて国が谷の浄化作戦に乗り出した時、事前にスパイを何人か谷に送り込んだ。その時の状況に似ていなくもない、と。

　よって、男は目下のところ、谷の中では『敵』と認識されている。

「もしそいつを見つけたら谷底に叩たたき落すか、ないしは腕に覚えがある奴らに報告しろって話だ。気ぃ付けろよ、ロバート・ザ・ギーク。お前、自力じゃ逃げられねえんだからな」

「そういう時は、そこの助手に担いでもらうわ。腕は細っこいが頑張ってオレ様を持ち上げてもらおう」

　一通り喋しやべったところでロバートの作業が終わり、印刷屋の男は修理されたばかりの機械を抱えて帰っていった。あちこちが腐食した金属板の回廊を踏む足音が遠ざかっていく。

　ヒスイは、ガラクタの山の陰から顔を出した。一仕事終えたばかりのロバートは脚立の上で大きく伸びをしていた。

「ったく……。ただでさえしっちゃかめっちゃかのジャンクバレー、これ以上ひっかきまわされてたまるかってんだ。あー、もう。こっちに来ないでほしいよなあ、ジェイド」

「ロバート……」

　ヒスイは口を開き、そこで止まった。

　告げるべきだろうか。

　ジャンクバレーに出没するという機械仕掛けの大男に心当たりがあることを。おそらくは、自分を探しているのだということを。

（告げて……どうする？）

　話を聞く限り、ブラッドは谷中から警戒されている。下手へたしたらロバートを酷ひどい形で巻き込むことにはならないだろうか。もし、ブラッドとブラッドを谷底へ蹴け落おとそうとする連中がいざこざを起こして、それに巻き込まれてしまったとしたら、さっき印刷業の男が言っていたようにロバートには逃げる術がない。あの動く脚立は大層便利な代物だが、さほどスピードは出ないし小回りは利きそうにない。

　喋りかけたまま止まったヒスイを、ロバートがいぶかしげに見遣った。

「どうした、ジェイド。怖気づいたか？　言っておくが、危険人物が地上から谷に入ってくるなんてよくあることだぞ。官憲の手のもんが来るのはちょっとばかし非常事態だが、そんなビビるものでもない」

「違うんだ……その、怖くなったわけじゃなくて……」

「ま、気を付けるこったな。言っておくが、妙な男がうろちょろしているからって配達の仕事をさぼろうっていうのは承知しねぇぞ。それはそれ、これはこれ。さ、明るいうちに今日の配達に行けや。ぼやぼやしていると霧が深くなるぞ。オレ様はその間に、エア・ヴィークル動力部の謎を解き明かしておくからよ」

　ロバートは工房の片隅にある鞄かばんを指差した。すでにその中には商品と、いくばくかの小銭が入れられている。

　ヒスイは、まるで谷に満ちる霧のようにもやもやとした気持ちを抱えたまま、ロバートと鞄を交互に見比べた。このまま黙って鞄を担いで仕事に出た方がいいだろうか。ブラッドのことを隠したまま。

　ヒスイは逡しゆん巡じゆんした挙句、ロバートへ遠回しな問いを投げかけた。

「なあ、ロバート」

「あん？」

「お前、地上に出たら何をしたいんだ？　どうやって生きていきたいんだ？」

　口に出してから、遠回しにも程がある質問だなとヒスイは気が付いた。核心に切りこむのが怖くて、てんで見当違いの地点から話を始めてしまった。

　案の定、ロバートは口元を曲げた。覆面の下では顔をしかめていることだろう。

「なんだ、藪から棒に。配達と何か関係あるか、それ」

「ない」

「ないなら無駄口叩いてんじゃねぇよ。……でも、まぁ、そうだなあ……」

　ロバートは脚立の上で胡坐あぐらを組んだ。湾曲した細い脚にはほとんど筋肉がついておらず、胡坐をかくのも一苦労といった様子だった。

　胡坐をかき、腕を組んで、ロバートは首を傾かしげた。

「……考えたこともなかったなァ。飛んでみたいって気持ちが一番強くて、その次がこの谷から出ていきたいって気持ちで。出て行った後どうするかなんてなぁ……。死ぬ前に地上に出られたらめっけもん、くらいの心構えでいた」

「そう……なのか？」

「だいたい、こんな身体からだのオレ様が地上に出て生活していけると思うか？　ここだったら技師として食っていけるけど、ちゃんとした工科教育を受けた連中がごろごろいる地上で通用するかどうかわかんねぇし、脚がこんなんだから力仕事もできねぇし。お前みたいにキレーな顔立ちだったら金持ちに飼ってもらうって手もあるかもしれないけど、オレ様こんなんだぜ？」

　ロバートは覆面を脱いでみせて、またすぐに被りなおした。極めて醜い顔がん貌ぼうは彼のコンプレックスらしく、よほどのことがない限り素顔を晒さらすことはない。なんなら、寝る時もあの覆面型ゴーグルを被ったままだったりする。

「見果てぬ夢なんだよ」

　ぽつりとロバートはこぼした。

「ジャンクパーツを集めて、組み立てて、偽物のエア・ヴィークルを完成させて、このクソ汚ぇ霧の向こうにある青空めがけて離陸する。オレ様の夢はそこで終わりだ。だって、ギリギリ実現できそうなのはここまでなんだからよ。その後のことなんて知ったことか」

「もし……もし、飛ばずに谷から出られたら？」

「地上に出るための通行料が貯まったらってことか？　はっ、ないない。」

　空を飛びたい。その思いが強すぎて、ロバートは他に何も考えられなくなっているのだ。

　この谷は、自由を渇望するにはあまりにも閉ざされすぎている。

　ジャンクパーツと煤ばい煙えんで満たされた世界で、工業廃水から精製した流動食を啜すすって生き延びている貧しい人々。その中でもロバートは規格外に自由な発想を持つ男だろうが、それでも、『飛び立った後はどうする』という部分にまで考えが及ばない。

「……もし。もしもだよ、ロバート。地上で僕の身を預かってくれた人が、僕を迎えに来てくれたとしたら──」

　ヒスイは恐る恐る言った。すると、ロバートが「ああん？」と、少し毒味の強い声を出した。それに圧おされかかったヒスイだったが、慎重に言葉を選びながら、最後まで言い切った。

「ロバートも、一緒に地上に行くか？　あの人は優しい人だから、きっとロバートにも生きる場所をくれると思う」

　妙に気まずい沈黙が工房内に満ちた。

　ロバートは覆面越しにじっとヒスイを見つめてきた。ヒスイもロバートの方を真っすぐ見返した。

　この時、ロバートの心中にどんな考えが巡らされたのか、ヒスイにはわからない。想像することもできなかった。彼の複雑な心境を推し量ることができるほど、ヒスイは人の気持ちに敏くはない。

　やがて、ロバートは盛大に溜ため息いきをついた。

「──お前のご主人様に媚こびるつもりはねぇよ。万が一迎えが来たら、お前ひとりで行け」

　覆面の技師メカニツクは胡坐をほどいて、萎なえきった細い脚をぷらぷらとゆすった。

「迎えが来たら、な」

　ヒスイはなおも言葉を重ねようとしたが、ロバートは手元のレバーを操作して脚立を動かすと、奥の作業スペースまで引っ込んでいく。

　さっさと配達に行け、という尖とがった言葉が飛んできたので、ヒスイはそれ以上何かを言うのを諦あきらめて、重たい鞄を手に取った。








51　吊つり橋ばし落ちる






　崩落の影響が及んでいたらしく、いつも配達に使っているリフトの調子がおかしかったので、ヒスイはしぶしぶ重たい鞄を背負って吊り橋の方へ向かった。

　ロバートの工房のベランダから出発して、いくつかの家のベランダやテラス、回廊、ちょっとした広場などを経由し、一段階上の階層へ通じる梯はし子ごを上る。この梯子は崖がけ側ではなく谷側に取り付けられており、うっかり足を滑らせれば谷底まで真っ逆さまに落ちてしまう。

　びょうびょうと、嫌な音が至る所から響いてくる。異臭交じりの埃ほこりっぽい風が貧ひん民みん窟くつを抜けていく音だ。ヒスイの長い黒髪が風にあおられてはためいた。

　みしり、と、朽ちかけた鉄梯子が軋きしむ。ヒスイはぞっと鳥肌を立て、急いで梯子を上りきった。

　上った先は、誰だれも住んでいない家のベランダである。ヒスイは一度そこで足を止め、額の汗を拭ぬぐった。

（高い所は平気なはずなんだが……）

　ヒスイは一息ついて、谷を見回した。

　今日は霧が少しばかり薄く、比較的遠くまで見ることができた。反対側の崖にある小屋の陰影すら、うっすらと見える。下を見れば相変わらずの深い霧だが、上を見上げれば今にも空が見えそうな気がした。

　しばらくヒスイはぼうっと上を眺めていたが、埃を吸い込んでしまい盛大に噎むせた。

（──嫌なことはさっさと終わらせよう）

　いつもなら手早く配達を済ませるヒスイだが、今日ばかりは足が異様に重い。吊り橋を使うのが嫌なのだ。リフトを使えば座ったまま谷を横切ることができるが、吊り橋は自分の足で一歩一歩進まなくてはならない。

　ヒスイはとぼとぼと吊り橋に向かった。あたりは異様に静かだった。静まり返っていた。まるで、霧がありとあらゆる音を吸収してしまっているかのように。

　静寂の中、ヒスイは重たい足を引きずって歩く。しばらくすると、吊り橋が見えて来た。入り口には小さな門が取り付けられており、柵さくに付属している箱へ一リーブラ硬貨を投入すると数秒間だけ錠が外れる仕組みになっている。

「……通行料を取るなら、その分、橋をちゃんと整備すればいいものを」

　ヒスイは恨みがましく言うが、それに応こたえる者は誰もいなかった。このあたりにはヒスイただ一人しかいないようだった。

　硬貨を入れて門を開き、ヒスイは溜息をつきながら吊り橋の手すりを握りしめた。

　粗末な吊り橋が風にあおられ揺れている。踏み板は一枚一枚材質が違って、綺き麗れいで頑丈そうな金属製の物もあれば朽ちかけた木の板もある。なんなら、三枚分くらいの踏み板が立て続けになくなっている箇所すらある。

　ヒスイは手すりを握りしめ、慎重に吊り橋を渡り始めた。

　一歩足を進めるごとに冷や汗が噴出した。片足を乗せ、踏み抜かないか、踏み外さないか確かめた上でゆっくりと重心を移す。結構な頻度でぎしぎしと踏み板が軋み、そのたびにヒスイは竦すくみあがった。ぼろぼろの踏み板の隙すき間まから、底無しの谷が覗のぞいている。

　ようやく吊り橋の半分くらいに到達した、その時だった。

　静寂が突如として破られた。

　喧けん騒そう、怒号、そして銃声。ヒスイがこれから向かおうとしている崖の方角から聞こえてきた。しかも、とても近い。

　吊り橋の上でヒスイは足を竦ませた。霧を通して対岸を見遣る。多層構造のスラムの回廊を、大きな人影が疾駆している。それを追っている者たちがいる。

　ヒスイは目を見開き、次の瞬間、我を忘れて絶叫した。

「ブラッド──!!」

　その声は谷中に響き渡った。

　疾駆する大きな人影がヒスイの方を見た。巨大な体たい軀くに、紅あかい隻眼、黒いマント、機械化された右半身。紛れもなく、近衛兵のブラッド・ナッシングである。

　ブラッドはヒスイを見るや否や、すぐさま方向転換した。彼は、ヒスイがしがみついている吊り橋よりも二階層ほど高い場所を走っていたのだが、そのまま無造作に回廊から飛び降りた。彼を追っている下層民たちが怒り交じりの驚きよう愕がくの声を上げる。

　空中でマントがはためき、その下から異形の右腕が覗いた。鋼でできた右腕が多段階的に伸び、通常時の倍以上の長さになる。ブラッドはその長い右腕で手すりや梯子などの構造物を摑つかんで落下軌道を調整し、見事、吊り橋の片端に降り立った。伸びていた右腕がすぐさま折りたたまれ、いつも通りの長さに戻る。

　ブラッドは間髪入れず、吊り橋に足を踏み入れた。不安定な吊り橋が大きく揺らぎ、ヒスイは思わずその場にしゃがみこんだ。

　ヒスイが一歩一歩慎重に進んでいた橋を、ブラッドは脇目も振らずに駆け抜けていく。その頭上に、銃弾の雨が降り注いだ。王室紋章付きの兵士を排斥しようと躍起になった荒くれ者の貧民たちが、出で鱈たら目めに銃を撃っている。一弾たりともブラッドに命中することはなかったが、何枚かの踏み板が粉砕された。

　ついに、ブラッドがヒスイの下に到達した。

　しゃがみこんでいる少年を左腕一本で抱え上げ、ブラッドは吊り橋を走り抜けようとする。しかし、次の瞬間、橋が大きく揺らいだ。突風が吹きつけたのだ。次いで、みしみしと嫌な音が鳴り響く。

　破砕音が響いた。吊り橋の片側が落ちたのだ。荒くれ者たちが吊り橋のワイヤーを切ったのか、それとも出鱈目な射撃がたまたま当たったのか。

　ブラッドに抱え込まれたヒスイは身体を硬直させた。重力感が消え失せる。落下しているのだ。

「──ッ!!」

　固く目をつぶった。このまま谷底に落ちてしまったらどうなるのだろう。毒沼と瘴しよう気きと闇やみに満ちているという最下層。ヒスイはおろか、ブラッドでさえもそこでは生存できないに違いない。

　しかし、すぐさま、がくんと身体からだが重たくなるのを感じた。リフトの分岐点で振り回された時に感じたような遠心力。

　微かすかな衝撃がヒスイの全身を襲った。その衝撃に似合わぬほどの大きな音が耳元で炸さく裂れつし、その次に、下からの衝撃が来た。着地したのだ。

　ヒスイは恐る恐る目を開ける。平衡感覚が混乱しており、目の前がぐらぐらと揺らいでいるが、意識ははっきりしていた。ヒスイはあたりを見回し、かろうじて状況を認識する。

　どうやら、吊つり橋ばしが落ちた後、ブラッドは崩落する橋につかまっていたようだ。橋の片側は落ちたが、もう片側はちゃんと貧民街と繫つながっている。その繫がっている側の貧民街に、ブラッドは器用に飛び移ったのだ。さっき感じた衝撃は、勢い余って建物内部まで転がり込んでしまった時のものらしい。

　そして、強風にあおられ吊り橋に振り回されたヒスイとブラッドがどこに転がり込んだかと言うと。

「──なんなんだよ、おい、ジェイド!!」

　ロバートの怒鳴り声がヒスイの鼓膜を叩たたいた。

「今のは何だ。配達はどうした。というか、そいつ、例のお尋ね者の大男じゃねえか!?」

　ヒスイとブラッドが転がり込んだ先は、ロバートの工房だった。

　見慣れたベランダがひしゃげている。リフトのレールロープは無残にも千切れていた。ガラクタの山に突っ込んだものの、奥の作業スペースには被害が及ばなかったのは不幸中の幸いと言えた。

　ジャンクパーツが散らばる中、蹲うずくまっているブラッドがのそりと顔を上げた。工房の奥から出てきたロバートは、一定以上の距離を保ちながらも、覆面越しにブラッドを睨にらみつけている。

　ヒスイは彼の腕の中から脱出し、床に降り立つ。まだ足元がふらついていたが、なんとか踏ん張って鞄かばんを確認する。中の商品も、鞄自体も無事だった。ついでに言うなら、肌身離さず身に着けている財布代わりのポシェットも無事だった。この中にはヒスイの全財産と、ロバートから貰もらった機械仕掛けの花が入っているのだ。

「……」

　ブラッドは無言でロバートを睨み返したまま、ゆっくりと立ち上がる。ボロボロになったマントの下で、彼は自分の背中に手を回した。

　ロバートがすかさず叫んだ。

「妙なことをすんじゃねえ！　お前、何者だ。ジェイドから、オレ様の助手から離れやがれ!!」

　その時、ブラッドのマントの下から奇妙な音がした。砂利を踏むような、木立がざわめくような、そんなざらざらした微音が途切れがちに聞こえてきた。

「……目標、保護」

　ブラッドが低い声で言う。ロバートに言っているのではない、とヒスイは直感的に悟った。かといって、ヒスイに言っているわけでもない。独り言でもない。

　ブラッドは、ここにいない誰かに向かって言葉を発している。

「第二十三ポイント西側、おおよそ第五階層。周囲に障害物なし、飛行可。至急来られたし。繰り返す。飛行可。至急来られたし」

『──了解。出動します』

　人の声とは思えないほどひび割れた声がして、そして、奇妙な音はふっつりと途絶えた。
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『飛行可。至急来られたし。繰り返す。飛行可。至急来られたし』

　その報告を聞いた時、ケンは自分の工房のガレージにいた。

　いつもは趣味の大型機械類で埋め尽くされているガレージだが、今はそのほとんどが撤去され、かわりに多数の無線機器が運び込まれている。ヒスイが消え、ブラッドがジャンクバレーに入り、自分にかけられていた誘拐幇ほう助じよ容疑が晴れてからこっち、ケンはこのガレージに詰めてずっとブラッドと連絡を取り合っていた。

　いつまで続くかわからない戦いの終しゆう焉えんを告げる一報である。ケンはぐっと拳こぶしを握りしめて、感情を押し殺した声で応答した。

「──了解。出動します」

　ガレージ内に置かれたテーブルには、クリスフォード南東部の地図が広げられている。ケンは無線機と繫がっているヘッドホンをかなぐり捨てると、すぐさま地図を覗のぞき込んだ。

　ブラッドが告げたポイントを指差し確認する。

「……よし、良い場所だブラッド。天気は微妙だけれど、今日は霧が薄いし風もさほど強くない。飛べる。飛べます。姫さんを迎えに行けます」

　ケンは地図から顔を上げた。

「いいですね、陛下」

　ケンの視線の先にはメリルを従えたヴィクターがいる。ヴィクターは、重々しく頷うなずいた。

「……ああ」

　ヴィクターはお忍び用の暗い色合いのスーツにボーラーハットという出で立ちだが、お忍びではない。ヒスイが誘拐されてから大臣や侍従たちによる国王の監視が厳しくなり、おいそれと城を抜け出すことはできなくなってしまったのだ。

　いまヴィクターがここにいることは、城の大臣たちも把握しているし、ガレージには入ってきていないもののメリル以外の側近や近衛兵も随行している。

　ともあれ、ヴィクターが来たちょうどその時にブラッドからの一報を聞けたのは幸いだった。

　ケンは冬用の分厚い飛行服を手早く着込んで、多機能ゴーグルを被る。ガレージの隅に並ぶ個人所有のエア・ヴィークル数機──汎はん用よう二機、競技用一機、試作段階の次世代型一機──のうち一機によじ登り、飛行準備を開始した。

　機体が激しい音を立てはじめる。鋼の鳥の中に熱い蒸気の血潮が巡る。ガレージの天井が部分的に開き、灰色の曇天が覗く。冷たい風が吹き込んでくる。

　エア・ヴィークルの傍らに固い表情のヴィクターが歩み寄った。その斜め後ろにメリルが付き従っている。

　ケンは、自分の腰に安全ベルトを取りつけながら二人の方を振り返った。

「メリルは、市警の方へ連絡いれといてくれませんか。ジャンクバレーで見つかった、と」

「了解しました。すぐさま報告しましょう」

「陛下は──」

　つかの間、ケンは黙った。ヴィクターがじっとケンを見ていたからだ。

　若き国王の茶色の瞳ひとみの中には、言いようのしれない焦燥があった。いても立ってもいられない、という彼の気持ちがありありと感じ取れた。

　ケンは、ほんのちょっとだけ苦笑した。

「──当初の予定では、姫さんだけエア・ヴィークルでピックアップして、ブラッドは自力で谷から脱出してもらうはずだったんですけど、ぶっちゃけ二人とも空から帰還させた方が効率はいいんですよね。ですけど、そのためにはエア・ヴィークル・ライダーがもう一人必要になります」

　ぴくりとヴィクターの肩が揺れた。その斜め後ろではメリルが呆あきれ顔がおをしている。けれど、止めるつもりはないようだ。

　ケンは続けた。

「工房の外には陛下のお目付け役がうじゃうじゃいますけど、離陸してしまえばこっちのもんです。誰だれも俺たちを止めることはできません。……どうしますか、ヴィクター・アレク・クリスフォード陛下？」

　ヴィクターは迷うことなく頷いてボーラーハットを脱いだ。

「同行させてもらおう。殿下は余が拾い上げる」

「かしこイまりまエしたス、国王陛下ユア・マジエステイ。では、ブラッドは俺が拾いますね」

　ケンはにかっと笑って、親指で隣のエア・ヴィークルを指した。

　こうなることは薄々予感していた。だから、予備の機体もいつでも飛び立てるようにメンテナンスしておいたのだ。

「そっちの機体を使ってください。仕様は陛下専用機とほぼ同じです。飛行中は俺が先導しますので、くれぐれも追い越したり、見失うほど離れたりしないでくださいね」

「わかった」

「んじゃ、行きますか。──メリル、あとは頼みました。まあ色々と騒ぎになるでしょうけど、俺ぁメリルの手腕を信じていますんで！」

「良い笑顔で無茶ぶりしないでもらえます？　そちらこそ、陛下と殿下とブラッドのこと、頼みましたよ」

　ヴィクターはガレージの壁に掛けてあった飛行ゴーグルとフライジャケットを取り、手早く飛行支度を整えた。落ち着いているように見えるが、動作の一つ一つが妙に荒い。一刻も早くジャンクバレーへ……という彼の心の声が聞こえるようだった。

　かくして、凄すさまじい手際の良さで国王は飛行姿勢をとった。それを横目で確かめたケンは、操そう縦じゆう桿かんを握りしめ、曇天に向けて勢いよく離陸した。
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　荒れ果ててしまった工房で、ロバートとブラッド、そしてヒスイは睨にらみ合っていた。

　せっかく何日もかけて半分くらい整せい頓とんしたジャンクパーツの山たちは、また混こん沌とんとした有様に逆戻りしてしまった。ヒスイを抱え込んだブラッドがぶつかったせいで、出入り口部分も盛大にひしゃげ、煤ばい煙えん交じりの霧を孕はらんだ谷の光景がよく見渡せるようになっている。

　ブラッドは無言だった。ただじっと紅あかい左目と機械の右目で貧民街の技師メカニツクを凝視していた。

　ロバートは脚立の上で細い肩をいからせて、突如転がり込んできた大男を睨み据えていたが、特に大男に拘束されているわけでもないヒスイがずっと彼の傍に佇たたずんでいることに気付いたようだ。覆面の下から覗く口元が、不安そうに緩んだ。

「ジェイド。こっちに来いよ。そいつは危険だぞ。ジャンクバレーを壊して回って、荒くれ者たちに追われている危険因子だぞ！……なんで、動かねぇんだよ、ジェイド！」

　その時、ブラッドが顎がく関かん節せつの鋼をきしませながら口を開いた。

「……谷の一部を、破壊したことは、謝ろう」

　大男の右半身からは湯気が立ち上っている。機械化部分が酷ひどく発熱しているのだ。すぐ傍に立つヒスイにも、彼の異様な熱気が伝わってくる。

「だが、もう、終わりだ。目的は、達成された」

「目的って……」

　ロバートは、はっとしてブラッドとヒスイを見比べた。

　いからせていた肩が、ゆっくりと、力なく落ちる。巨大な脚立の上にちんまりと乗った子供のような身体からだから、細く萎なえきった脚がたらんと垂れ下がる。

「……ジェイドを、迎えに来たのか。お前」

　ロバートの声はか細く震えていた。

　ブラッドは小さく頷いて一歩前に出て、ヒスイを庇かばうように右手を広げた。破れたマントがめくれて、鋼鉄でできた腕が露になる。その腕に巻かれていたボロ布が、役目を終えたとばかりにはらりと落ちた。その下から王室の紋章が顔を覗かせる。

「噓うそ、だろ」

　がしゃん、と、ロバートが乗った脚立の高さが下がる。膝ひざから崩れ落ちるのと似ている動きだった。

「地上の金持ちが、その縁者が、谷に落とされてくることなんて珍しくもない。でも、迎えに来た奴やつなんていないんだ……いなかったんだ。いつか地上に残してきたあの人が探しに来てくれるって、そう言いながら谷に順応していくんだ。みんなは……。お前だって、もう、地上には戻れないはずだったんだ……『あれ』が完成するまでは」

「……ロバート」

　ヒスイの中に苦々しい感情が広がった。

　──ま、仕方ねぇよ、こればっかりは。お前が地上に出るのは難しいが、もしかしたら、お前のご主人様が大金を支払ってジャンクバレーまで探しに来てくれるかもしれないじゃないか。

　いつか、ロバートはこう言っていた。

　ヒスイにだってわかっていた。あれは気休めだったと。地上に帰りたいと項うな垂だれるヒスイに対する、谷生まれ谷育ちのロバートが精一杯かけた優しさだったのだと。

　谷で生まれた者も、谷に堕おとされた者も、谷から出ていくことはできない。谷では到底貯められそうにないほどの大金を貯めない限りは。

　ロバートはそれをよく知っていたからこそヒスイを仲間として扱ったのだ。谷に囚とらわれた仲間として、また、空に憧あこがれエア・ヴィークル・レプリカを製作する同志として。

「噓だろう!?　違うと言ってくれよ、ジェイド!!」

「……すまない、ロバート」

　ヒスイの口から、そんな言葉が零こぼれた。

　ロバートの口元が歪ゆがむ。何かを言おうとして、その口が大きく開かれる。

　しかし、ちょうどその時、外から凄まじい轟ごう音おんが響き始めた。同時に、殴りつけてくるような風が逆巻きながら工房内に入り込み、細々としたジャンクパーツや書きかけの設計図を吹き飛ばし巻き上げていく。

　工房奥から工房入り口にいるヒスイたちを睨んでいたロバートの視線がわずかに外れた。覆面の技師は外を見て、あんぐりと口を開けている。ヒスイと、そしてブラッドもつられてそちらを見た。

　ジャンクバレーの霧を吹き飛ばしながら、エア・ヴィークルがゆっくりと下降してきたのだ。一機、続いてもう一機。

　先導する機体の搭乗者は、工房と同じ高さの所で機体をホバリングさせた。

「──ああ、いたいた。ジェイド！　無事ですか!!」

　多機能ゴーグルをかけたケネス・オズボーンが、轟音に負けぬ声量で叫んだ。

　エア・ヴィークルを空中で完全に停止させることは極めて難しいはずなのだが、ケンは出力や体重移動を駆使して、まるで見えない台座に機体を載せているかのような安定感を出している。

　ヒスイは王都の技師の名前を呼ぼうとしたが、その刹せつ那な、背後から聞こえた貧ひん民みん窟くつの技師の呟つぶやきに振り返った。

「……エア・ヴィークル……本物……!?」

　エア・ヴィークルが巻き起こす突風に巻き込まれたのか、例の脚立は無残に転倒しており、ロバート本人はそのすぐ傍にへたり込んでいる。ヒスイはロバートとケンを交互に見て、ロバートの方に駆け寄ろうとしたが、すぐさまブラッドに制止された。

「殿下」

　寡黙な衛兵が風に紛れる程度の小さな声で一言だけ囁ささやく。ヒスイはそのまま足を止めてしまった。正確に言うと足がすくんでしまった。

　ロバートを助け起こさなければという気持ちと、一秒でも早くベランダに駆け出て迎えと合流するべきだという気持ちが激しく葛かつ藤とうする。

　すると、風向きが変わった。もう一台分のエア・ヴィークル駆動音が近づいてきたのだ。

　ヒスイは工房奥から表のベランダへと視線を移して、そして目を一杯に見開いた。

「……なん、で」

　ケンが場所を空ける。そして、新たにヒスイの視界に入ってきたのは、ヴィクターが操るエア・ヴィークルだった。懐かしい王の姿がそこにあった。

　ヒスイは棒を飲んだように立ち尽くす。そんなヒスイを、ブラッドが歩くように促した。

　遠くから暴漢たちの怒号が聞こえ始める。ジャンクバレーにエア・ヴィークルが二機も現れたということで、谷の住人たちが動き始めたのだ。──もう、ぐずぐずしている場合ではない。

　ヒスイは最後に一回だけロバートを振り返った。

「ロバート！　いっ──」

　一緒に、と言おうとしたヒスイの言葉はそこで途切れた。

　ロバートが手近にあったジャンクパーツを投げつけてきたのだ。それは逆巻く風におされ、ヒスイに届くことすらできず、二人の中間地点くらいに落ちた。よく見ると、それはジャンクパーツではなく、二人で一緒に作ったエア・ヴィークル・レプリカの動力部模型だった。

「行っちまえ!!」

　ロバートが叫んだ。声の限りに絶叫した。

「もう知らねえ！　お前は、お前の世界に帰りやがれ!!　二度と来んな!!　お前なんか……お前なんか、もうオレ様の助手じゃない!!」

　魂を引きちぎるような拒絶の叫びだった。

　ブラッドがヒスイの手を引く。ヒスイはぐっと唇を嚙かみしめてロバートに背を向け、そして工房のベランダに出た。

　すぐ目の前に王がいる。ヒスイがこの世界で一番愛する男。死人同然だったヒスイを慈しんで世界を与えてくれた恩人が。

　ヴィクターは操そう縦じゆう桿かんを片手で操作しながら、翼が建造物に当たりそうになるくらい接近し、ヒスイに腕を伸ばした。

「跳べ!!」

　ヒスイの身体が動いた。

　踏み抜いてしまいそうなほど脆もろいベランダで躊ちゆう躇ちよなく助走をつけ、ひしゃげた柵さくに足をかけて乗り越え、そのまま勢いよく宙に身を躍らせた。

　そのヒスイの腕をヴィクターが素早く取って、エア・ヴィークルに引き上げた。

「安全ベルトを着けている暇はない。このまま飛ぶからな！　絶対に振り落とされないように摑つかまっていろ！」

[image: ]

　ヴィクターが叫ぶように言った。ヒスイは頷うなずき、いつものように、後ろからヴィクターに抱き着いた。

　ぐわんと世界が歪むような重力を感じる。視界の隅で、同じようにケンがブラッドを乗せるのが見えた。機械化された大男を乗せたケンの機体は一瞬ひどく傾くが、王都の技師はあっという間に立て直し、急上昇し始めた。

　ヴィクターもその後を追う。

　凄すさまじい風がヒスイの全身に叩たたきつけられる。生なま温ぬるい蒸気と煤ばい煙えんが入り交じったジャンクバレーの瘴しよう気き。それが徐々に、ひんやりとした冬の霧に置き換わっていく。

　ジャンクバレーから、地上へ。

　ヒスイは後ろを振り返りたかったが、安全ベルトもない状態で身動きするわけにはいかない。

　込み上げる万感の思いを押し殺し、ヒスイはヴィクターに強い力で抱き着いた。
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　ロバートは這はいずった。脚立は転倒したはずみに壊れてしまっていたからだ。

　萎なえた役立たずの足を引きずって、腕の力だけで部屋を横切り、表に出る。あの日、初めて青空を振り仰いだ時のように。

　ぐちゃぐちゃになった出入り口部分まで到達して、背中を反らせて空を見た。青空は見えず、うすぼんやりとした霧ばかりが続いていたが、二機のエア・ヴィークルの影がまだ見えた。ロバートの大切な助手と、谷を騒がせた大男を攫さらった鋼の鳥は、みるみる遠くへ行ってしまう。

「……ジェイド、あの野郎。どさくさに紛れて、二件分の商品を鞄かばんごと持ち逃げしやがった」

　ロバートはぽつりと呟いて、その場に座り込んだ。歩くには適さない足と、数多あまたのジャンクパーツを扱ったせいで岩のようになっている手へ視線を落とす。

　そして彼は、肩を震わせて号泣した。
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　凍えるような風が身体からだを切りつける。風が冷たければ冷たいほど、しがみつく背中の熱さが際立った。

（……ああ、ヴィクターの背中だ）

　ヒスイが彼と離れていたのは一週間程度だ。長い一週間だった。いっそ永遠にあの谷に囚われたまま見果てぬ空を夢見ることになるのではないかと思ったほどに。

　ヒスイの中になんとも言い難い苦い感情が込み上げた。子供のような体たい軀くに似合わぬ渋みの強い声が最後に放った絶叫が、耳の奥深い場所にこびりついている。それから逃れるように、ヒスイはヴィクターの背中に額を押し付けた。こうすれば周りを見ないで済む。遠ざかっていく谷も、自分自身も。

「──無事でよかった」

　ふと、操縦桿を握るヴィクターが、風に搔かき消けされるか搔き消されないかといった小声で呟いた。その声には大きな安あん堵どと、そして深い疲労が籠こもっている。

「……すまなかった、ヴィクター。心配をかけた」

　ヒスイは彼の背中に額を押し付けたまま答えた。ヴィクターに声が届いたかどうかは定かではない。

　風の温度が変わっていく。

　ジャンクバレーから遠ざかるごとに、あの谷の熱気が薄れ、かわりにクリスフォードの冬の冷気が空気を支配していく。相変わらず煤煙交じりの湿った空気だったが、あの谷より何倍も綺き麗れいな空気だった。どこかからパンを焼く香りがする。その香りをかいだ途端、ヒスイの胃袋がきゅっと縮んだ。

（お腹なか、空すいた……）

　久しぶりに感じる空腹感だった。ヒスイは、自分という存在が少しずつ元の世界に戻って行くのを感じた。

　てっきりこのまま飛ぶのだと思いきや、バレーサイドタウンにあるケンの工房に一行は着陸した。

　ガレージ前の広場に、まずケンが着陸する。着陸する寸前、まだ空中に浮遊している段階でブラッドが飛び降りた。おそらく、半身が機械となっているブラッドの重量を乗せたままでは着陸時の衝撃を殺しきれないのだろう。

　続いて、ケンの横にヴィクターがエア・ヴィークルを着陸させた。ヒスイは、自分も飛び降りておくべきかと一瞬迷ったが、その考えを見透かされたように、ヴィクターの腹部に回していた腕を片手で軽く押さえつけられた。国王は、皇子の手をとったままお手本のようなきれいな着陸を実行する。

　そんな四人を出迎える人影があった。

「……おかえりなさいませ、陛下。そして殿下。無事に帰還されたこと、心よりお慶よろこび申し上げます」

　冬用のコートを纏まとったメリルが、そう言って丁寧に礼儀正しく頭を下げる。

　ヒスイは戸惑った。エア・ヴィークルの機関部を止めたり安全ベルトを外したりしているヴィクターの服の裾すそを、知らず知らずのうちに握った。

「メリル。……その者たちは」

　出迎えはメリルだけではなかった。

　メリルと同じような秘書官の制服を着ている者、ブラッドと同じような近衛兵の制服を着ている者。その他、侍従らしき準正装の男たちなどがずらりと並んでいて、国王とその連れたちに対して同じ角度で頭を下げているのだ。

　メリルは、頭を下げたまま答えた。

「王城の者たちです」

「それはわかる。わかるんだが……」

　ヒスイはずっと離宮で暮らしていた。ヴィクターとその腹心、そして最小限の使用人たちだけで小ぢんまりと暮らしていたのだ。こんな大勢に出迎えられるなんて想定していなかった。しかも、ただ外に出ているだけでも寒い厳冬期に。

　ヒスイは困り果てて、傍らのヴィクターを振り仰いだ。すると、ヴィクターが少し険しいような、申し訳ないような顔で耳打ちした。

「後で詳しく話す。君がいない間に、事態は大きく動いたんだ」

「何があったんだ……？」

「まずは、城へ。湯を浴びて衣服を改めたら、何か温かいものでも食べながら説明しよう」

　そう言って、ヴィクターは粗末な貧民風の服を着ているヒスイへ、自分のフライジャケットをかけた。

　暖かなジャケットの内側で、ずっと背負いっぱなしだった配達用の鞄と『全財産』を入れたポシェットがずしりと重くなった気がした。
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　それからヒスイは、工房敷地内に入ってきた蒸気自動車に乗せられた。普段ブラッドに送迎してもらっている時のものよりも一回り車体が大きく、運転席と座席の間には仕切りがあり、座席は二列あって差し向かいになっている。ディーゼリアの伝統的な馬車の構造を色濃く残しているタイプの自動車だ。

　運転者として侍従のうちの一人が、そしてヒスイと共に秘書官が二人乗り込んで、向かい側に座った。

「……ヴィクターは」

　ヒスイが小さな声で問うと、秘書官のうちの一人が慇いん懃ぎんな口調で返した。

「陛下およびご友臣ゆうしんの方々は、これから為なすべきことがあるので別行動となります」

　友臣とは、友人にして臣下、という意味だろうか。話の流れから、メリルたち三人のことを指しているということは容易に想像がついた。寵ちよう臣しんとはまた違ったニュアンスが含まれているようだが、この見知らぬ秘書官にそのことについて質問する気にはなれなかった。

　どうにも余所余所しさを感じる。物腰は丁寧だし敵意は感じられないのだが、気安く話しかけることも憚はばかられる。『ご友臣』の三人だったら雑談でもなんでもできるのに。

　そこに至って、ヒスイはこの距離感が王族と家臣のそれであることに気が付いた。

「殿下だけはいち早く王城へお連れするよう、陛下から承っております」

　秘書官はさも当然のようにヒスイを殿下と呼んだ。つまり、彼らはこのみすぼらしい身なりの少年の正体が従僕などではなく、龍弦帝国の皇子だと知ってここにいるのだ。

「──そうか」

　辛うじて皇子らしい鷹おう揚ような口ぶりで答えたが、ヒスイは内心かなり動揺していた。『皇女ヒスイ』が男であることは、ごくごく一部の者──ヴィクターとその腹心、そして諸大臣だけしか知らなかったはずだ。離宮の使用人でさえ、ヒスイには不必要に近寄らないように厳命され、真実は伏せられていた。

　だというのに、これはどうしたことだろう。

　事態は大きく動いた、とヴィクターは言っていた。もしこれがその証左だというのなら、一体何がどう動いたのか──。

　ヒスイは顔を背けて、窓から外を見た。冬の街並みが後ろへ後ろへと流れていく。走っていくにつれ、道路や建物が綺麗になっていくのがよくわかった。バレーサイドタウンあたりだと道はガタガタしていて曲がり角が多く、積もっている雪も薄黒いのだが、徐々に道は広く平へい坦たんかつ真っすぐになり、歩道も整備され、似たような雰囲気で統一された建物が並ぶようになる。貴族の屋敷が並ぶ区画に入ると、今度は目にも美しい屋敷と庭が並ぶようになった。そのあたりになると、前方に壮麗な石造りの宮殿が見えてくる。

　帰ってきた、という実感がヒスイの中にじわじわと沸き上がった。
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　ヒスイはいつもの離宮ではなく、本城の一角に連れて行かれた。

　以前、大臣たちと会うために通された場所とは全く違うエリアである。目が眩くらむほど内装が華やかなのは同じだが、あれよりはほんのちょっとだけ落ち着いている気がする。

「ここは王族が生活をする場所です」

　と、先導する秘書官が言った。

「これから殿下はこちらで暮らしていただきます」

「離宮ではないのか？」

　ヒスイは問う。帰ってきたという実感が途端に薄れ始めていた。ヒスイにとっての帰る場所は、あの小さな離宮なのだ。寝室が、勉強部屋が、リビングルームが、なにもかもがなつかしかった。

「いいえ、こちらです」

　秘書官の言葉は冷たく慇いん懃ぎんで、取り付く島もない。ヒスイはそれ以上の追及を諦あきらめ、ヴィクターからの説明を待つことにした。

　その本城、王族専用居住区にて、ヒスイが真っ先に通されたのは広大なバスルームだった。そこには大勢の侍女メイドが待ち構えており、恭しく頭を下げながら秘書官からヒスイの身柄を預かった。

　そして、あっという間にヒスイの荷物やら衣服やらを取り上げて丸裸にすると、熱めの湯を張った優美な曲線のバスタブに入れて、数人がかりでヒスイの全身を洗い始めたのである。

　ヒスイは妙な既視感を覚えた。

（……この状況、前にもあったな）

　記憶の糸を手繰れば、すぐに思い出す。嫁入り支度のために湯殿に放り込まれた時のことだ。糞ふん尿にようの臭いが籠こもる牛車から出され、龍弦の女官たちに身体からだを清められた。あれと同じようなことが再び起きている。

　とはいえ、ディーゼリアの侍女たちは龍弦の女官たちとは比べ物にならないくらいヒスイを丁寧に扱った。花の香りがする白い泡を使って柔らかく肌を洗浄し、爪を切ってやすりで磨き、だいぶ傷んできていた伸び放題の黒髪は肩の下あたりで切り揃そろえて香油を揉もみ込んでいく。ヒスイはただ両手両足を投げ出しているだけでいい。むしろ、大人しくしていないと侍女たちの邪魔になる。

　それどころか、身体を洗われている真っ最中のヒスイに飲み物と軽食が差し出されたりした。バスタブのすぐ横に小さなテーブルが置かれ、そこに小さなグラスと葡ぶ萄どう酒のボトルと焼き菓子が置かれたのである。泡が跳ねないようにガラス製のドームカバーが被かぶせられていたが、試しにヒスイが酒を所望すると、すぐさまグラスに葡萄酒が注がれてヒスイに手渡された。

　ヒスイは、かつて語学勉強の際に読んだディーゼリア語の小説本を思い出した。

（……なるほど、これが王子様生活というやつか？）

　葡萄酒は甘みが強くて渋みが少なく、馥ふく郁いくたる香りが鼻まで抜けた。しっとりとした焼き菓子は蜂はち蜜みつの味がして、胡桃くるみやベリーが練り込まれていた。

　すっかり身体が綺き麗れいになったら、今度は全裸のまま隣室に案内された。そこもまたバスルームであったが、さっきのものとは趣が違う。広々とした室内は床も壁も大理石でできており、中央部には巨大な円形の浴槽が置かれている。上を見上げれば、溜ため息いきが出るほど美しく大きな天井画があった。神話がモチーフのようで、人間やら天使やら幻獣やらが緻ち密みつに描き込まれている。

「どうぞ、ゆるりとお寛ぎください」

　と言って、侍女たちは壁際に並ぶ。

　貧ひん民みん窟くつで汚れに汚れたヒスイを洗うのが目的ではなく、ヒスイの疲れを癒いやすのが目的だということだけはなんとなくわかったが、はっきり言って落ち着かない。

　ヒスイはとりあえず浴槽に足を踏み入れた。思ったより浅く、座れば胸元に水面が来る。そのまま何となく天井を見上げて、描かれている人物の数を数えてみたりしたが、半分もいかないうちに飽きた。ロバートの工房で、錆さびたりつぶれたりしていないネジの本数を数えていた方がよほど建設的だった。

　ヒスイの中に苦々しい気持ちが広がった。彼は今いま頃ごろどうしているだろうか──。

（そうだ、配達用の鞄かばん……！）

　湯ゆ浴あみをする前、服と一緒に荷物も持っていかれたのだ。だらんと座っていたヒスイは、はっとして周囲を見回した。すると、侍女が一人静かに近寄ってきて、ご用命でしょうかと訊たずねた。

「僕の服と荷物はどうなっている？　いや、服は良い。鞄が大小二つあったはずだが」

「侍従が持って行きましたが……。処分しないよう伝えましょうか」

「伝えてくれ。両方とも大事なものだ」

　貧民窟から持ち帰ったものを大事だと言い切る皇子を侍女がどう思ったか、ヒスイにはわからない。ただ、侍女は恭しく了解の旨を伝え、すっと下がった。

　豪華絢けん爛らんな湯の中で、ヒスイはそわそわとしはじめた。配達用にあずかった荷をどさくさに紛れて持ち出してしまったことを始めとして、ロバートの工房を荒らしてしまったこと、工房だけでなく回廊部分やリフトも大いに破損させてしまったこと、その他諸もろ々もろが気になって仕方がない。

　けれど、いくらヒスイが気を揉んだところで現実は何一つ変わらなかった。ここは王宮であり、貧民窟ではない。

　目を閉じれば鮮明に思い出すことができるジャンクバレーの光景が、今はこの世のどこよりも遠かった。
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　入浴が終わると、白いシャツに黒いズボン、絹の靴下に革の靴といった格好に着替えさせられた。髪を後頭部で一つにまとめれば、小ざっぱりとした貴族の少年の完成である。

　ヒスイはそのまま侍女たちに導かれて王城を歩き、とある一室に連れて行かれた。重厚な木製の両開き扉をお付きの侍女たちが恭しく押し開ける。

　その向こうには、呆あきれるくらい広く、そして贅ぜいを極めた部屋が広がっていた。

　床には柔らかな絨じゆう毯たんが敷きつめられ、壁には繊細な模様の壁紙が張られている。ソファーやローテーブル、足置き台、安楽椅子、チェストなどの調度品を見る限り、どうやらここはリビングルームであるようだ。壁際には大きな暖炉が置かれ、暖かな火が入っている。また、入り口から見て正面の壁には床から天井まで届く高さの窓が三つ、等間隔に並んでいる。カーテンは全すべて開けられているのだが、外は暗く、窓ガラスは黒っぽい鏡のようになっていた。

　その窓を見て、ヒスイはもう夜になっていることを知った。

　風ふ呂ろの次はここで寛げと言われるのかと思いきや、すぐさま医師たちが呼ばれてヒスイは全身の状態をチェックされた。ソファーに座ったヒスイの爪の色を見たり、下した瞼まぶたの粘膜の色を確認したり、心臓や肺の音を確認されたり、体温や血圧を測ったり──。

　並行して、ノートを片手に持った医師から様々なことを質問された。なにか身体に変調はないか、ジャンクバレーで妙なものを食べなかったか、現地で怪け我がを負ったりしなかったか、貧民たちと粘膜接触を起こさなかったか。

　ヒスイがそれらの質問に答えるたびに、それに応じて診察が追加された。例えば、そう言えば転んで膝ひざを擦りむいたと言えば、ズボンの裾すそをたくし上げられて丹念に傷跡を調べられた。妙な不味まずい粥かゆのようなものを毎日数口ずつ食べていたと言えば、医師たちは顔色を変えてヒスイの腹に聴診器を当て、便の性状やら腹痛の有無やらを根掘り葉掘り訊きいてきた。

　入浴よりも長い時間をかけた診察の結果、ヒスイはごく軽度の肺病だと診断された。また、栄養失調だとも。

「滋養のあるものを食べ、夜は八時間以上眠ってください。また、一日三回、お食事の後にグラス半分程度のシロップ酒をお召しになり、それ以外の御酒はお控えになりますよう」

「シロップ酒……？」

「殿下の傷んだ肺を潤し、咳せきを止める効果がございます。本来ならば空気の綺麗な田舎いなかでの静養をお勧めしたいところですが、時期が時期ですから、国王陛下の許可が下りないでしょう。できるだけ室内でお過ごしください」

　国王陛下の許可が下りない、というくだりがひっかかった。ヴィクターはヒスイの行動を制限するような男ではない。むしろ、ヒスイが外に出て見聞を広めることを推奨し、喜んでいた。少なくともヒスイがジャンクバレーに攫さらわれてしまう前までは。

（だが……）

　医者たちは仕事道具を片付けて帰っていく。後にはヒスイと、複数の侍女が残った。侍女たちは或あるいはすまし顔で壁際に佇たたずんで、あるいはヒスイに声をかけて何か用事はないかと訊ねてくる。

　丁重に丁重に扱われていることはわかるのだが、一挙一動を見張られているようで息苦しい。

（離宮ではなくてこちらで生活するように、というのはヴィクターの指示なんだよな……？）

　一体自分がいない間に何が起こったのか。ヒスイは暖炉の前に据えられた安楽椅子に座って考え込んだ。暖炉の中では、ダイヤモンドのように輝くタール・クォーツが橙だいだい色いろの炎に包まれている。炎と煤ばい煙えんは全て排煙装置に吸い取られ、じんわりとした暖気だけがヒスイの下に届いている。

　そして、ヒスイは唐突に思い出した。

「……大城壁」

　ぽろりと口から言葉が零こぼれた。ほんの小さな声だった。室内に控えていた侍女の一人がヒスイの傍まで進み出る。

「殿下、何かご用命でしょうか」

「大城壁だ。もうとっくに開門しているはずだ」

「はい……？」

　ヒスイは座ったまま勢いよく侍女を振り仰いだ。

「龍弦帝国の大城壁はいつ開いた!?」

「大城壁ですか。ええと……一週間ほど前に開門して使節団の行き来があったと、新聞に載っておりましたが」

「それ以外は！　それ以外のことも起こっているはずだ」

「それは……申し訳ありません。わたくしどもの口からは、なんとも」

　侍女は困った顔をした。箝かん口こう令れいが敷かれているのか、それとも何も知らないのか。どちらにせよ、ヒスイの問いに答えることはできないようだ。

「……ッ、……そうか」

　ヒスイは更に追及するための言葉を嚙かみ殺ころし、安楽椅子に座りなおした。

　ぱちり、と暖炉の炎が小さく爆はぜた。

「……わかった。ヴィクターから直接聞く」

「申し訳ございません、殿下」

「それより腹が減った」

　よく考えれば、入浴中に差し出された菓子以外のものを口にしていない。到着後あまりにもいろんなことがありすぎたので空腹を感じる暇さえなかったが、このタイミングでじわじわと食欲がわいてきた。

　皇子の問いに答えられなかった侍女は、名誉挽ばん回かいのチャンスとばかりに強く頷うなずいた。

「すぐさま夕ゆう餉げを用意させます」

「夕餉というのはどこで摂るんだ？　ここか？」

「殿下が望めばここにお運びしますが、王族用の食堂がございます。基本はそちらで召し上がっていただくことになります」

「僕はもう疲れた。移動するのも億おつ劫くうだ。この部屋に運んでくれ。あと、それまでは全員退さがってくれないか。……一人で考え事がしたい」

「かしこまりました」

　ヒスイの用命を聞いていた侍女の他、壁際に控えていた他の侍女たちもスカートを持ち上げて一礼し、退室していった。

　広い豪華な部屋の中、ヒスイは一人取り残された。

　しんとした静寂が満ちる。時々暖炉の炎が小さく爆ぜる音がやたらと大きく聞こえた。

　ヒスイは安楽椅子の上で膝ひざを抱えて、揺らめく炎をじっと見つめた。

　頭の中にはいろんなことが渦巻いていた。大城壁、ヴィクター、貧ひん民みん窟くつの荷物、離宮、ロバート、王城、夕餉。思考は千々に乱れ、一向にまとまる気配がない。考え事がしたいと言って一人にしてもらったはずなのに、考え事ができない。

　ヒスイは目を閉じ、心の中で自問自答を繰り返す。差し当たって一番気にしなくてはならないのは何か、最も自分の心をかき乱しているものはなにか。ロバートの工房のように散らかった心の中を整理しようとする。しかし、まとまりかけた思考がすぐにほどけてしまう。

（……誰か、一緒に考えをまとめてくれる話し相手が欲しい）

　ヒスイは目を閉じたまま、深い溜ため息いきをついた。

（僕の心はこんなにも支離滅裂だったのか？　気にするべきことがつかめないし、逆に今気にしても仕方がないことばかり手元に来る。誰か、僕の頭の中を綺き麗れいに整せい頓とんしてほしい）

　自分でやれよ、という声が聞こえた気がした。誰だれの声なのかはわからない。きっとヒスイ自身の声だろう。

　ヒスイが幾度目ともしれない溜息をついて、そして溜息のつきすぎでかるく咳せき込んだ時、部屋の扉がノックされた。

　もう夕餉が運ばれてきたのかと思いきや、扉の向こうから聞こえて来たのはヴィクターの声だった。

「──殿下。人払いをしたと聞いていたが、入ってもいいだろうか」

　ヒスイは全ての思考をいったん放棄して、安楽椅子から立ち上がり、自ら部屋の扉を開けに行った。

　重たい扉を開けると、そこにヴィクターが立っていた。その斜め後ろにはケンも控えている。ヴィクターはいつもの軍服姿で、ケンは軽く身なりを整えたスーツ姿だった。

　そのヴィクターが手にしているものを見て、ヒスイはあっと声を上げた。

「……それ、僕がジャンクバレーから持ち帰った！」

「そうだ。殿下が持っていた鞄かばんとポシェットだ。侍従がこれの扱いに困っていたからついでに持ってきた」

「なんか重たいから俺が持ちますよって言ったんですけど、陛下ったら『殿下の大切なものらしいから余が持つ』って言ってきかなくて。まるでお使いに出る子供ですよ」

　ケンが肩を竦すくめた。いつも通りのひょうきんな態度だったが、彼の両目の下に濃い隈くまがあるのをヒスイは見逃さなかった。

　ヒスイは扉を片手で押さえながら、道を空けるように一歩退いた。

「──とりあえず入ってくれ、二人とも。ちょうど話し相手が欲しいと思っていたんだ」

　また、暖炉の炎が小さく爆ぜた。
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　ヒスイの食事が運ばれてくるまでのわずかな時間、三人は腰を落ち着けて雑談をすることになった。

　長方形のローテーブルを中心に、三人掛けソファーと一人掛けソファーが一対ずつ向かい合わせになって置かれている。このうち、三人掛けソファーにヒスイとヴィクターが、片方の一人掛けソファーにケンが座った。

　磨き抜かれたローテーブルの上にボロ雑ぞう巾きんのような鞄とポシェットが鎮座しているのがなんともちぐはぐだった。

「まずは、君が無事に戻ってきてくれてよかった。本当に心配したよ」

　口火を切ったのはヴィクターだった。穏やかな口調だったが、隠しきれない疲労が滲にじんでいる。

　ヒスイは少し申し訳ない気持ちになり、視線を落として答えた。

「すまなかった……。そして、ありがとう。あんなに早く助けが来るとは思わなかった」

「そのあたりはケンとブラッドの手柄だ。礼を言うならそちらに」

「や、そんな！」

　慌てたようにケンが両手と首をぶんぶん振る。

「俺たちは手前の失態の尻しり拭ぬぐいをしただけなんで！　むしろ、俺たちの警備が甘かったせいで姫さんに怖い思いをさせてしまったので、本当に申し訳ないというか……。すみません、本当に」

「そこは不可抗力だろう。……真に悪いのは、僕を攫さらった人狩りどもだ」

　人狩り、という言葉が出て、ヴィクターは表情を引き締めて身を乗り出した。

「その人狩りについてだがな。ヒスイ殿下が消えた後、市警が総力を挙げてクリスフォードの不穏因子を洗い出し、とある人身販売系の犯罪組織を摘発した。まだまだ捜査は続いているので余も続報を待っているところだが、殿下に手を出したのはそいつらで間違いないらしい」

「市警が動いていたのか」

「動くとも。一応、ヒスイ・カグヤミヤではなくジェイド・ゼロが失しつ踪そうしたという話にしてあるが、皇女殿下本人だろうがその従僕だろうが、このご時勢にそんな人物が誘拐されたとあっては穏やかじゃない」

「王都に反乱軍でも潜んでいるのかってくらいピリついていましたね」

　ケンが苦笑いしながらまぜっかえした。

　ヒスイは眉まゆを顰ひそめた。

「……僕のせいで、そんな大騒ぎに」

「気に病むな。遅かれ早かれ、クリスフォード下層部は浄化されねばならん。奇跡的に戦争が途切れ、国力を本土に集中できているうちにな。……話がそれた。そんなわけで、もしかしたら市警側から情報提供を求められるかもしれないのだが、殿下は自分が攫われた時の状況を覚えているか？　どうやってバレーサイドタウンからジャンクバレーまで流れ着いたのか？」

「ええと──」

　ヒスイは腕を組み、ジャンクバレーに至る前のことを思い出す。

　ケンの工房でエア・ヴィークルの訓練をして、気晴らしのためにみんなで外に出て。

「ケンとブラッドと一緒にバレーサイドタウンを歩いていたら、路地裏に引きずり込まれ、何か薬品を嗅かがされて気を失った。その後は……」

　そして、その後に起こったことの記憶がまざまざと蘇った。

「一度、人狩りのアジトらしき家で目を覚ました。縄で身体からだを縛られていたんだが、とにかく脱出しなければと思ってできる限り暴れて、でもあっさりと押さえつけられてまた薬品を嗅がされた。後は、目が覚めて暴れて眠らされての繰り返しだった。途中から薬の効きが悪くなって、完全に眠ることはできずに何となく周囲の様子がわかった。人狩りの奴らは、僕が男だとわかるや否や、これは皇女じゃないと判断して慌ててジャンクバレーまで運んでいった」

　驚くほどするすると言葉が出てきた。ヒスイの脳裏には、人狩りのアジトで目覚めて暴れた時のことや、半覚かく醒せい状態のまま担ぎ上げられてジャンクバレーまで連れて行かれた時のことが鮮やかに蘇っている。

　ヴィクターとケンは、神妙な面持ちでヒスイの話を聞いていた。

「そこで僕はジャンクバレーの人売りに引き渡された。しかし、幸か不幸か買い手がつかなくて、最終的には浅層部にいる技師メカニツクの男に引き取られ、ブラッドが見つけ出してくれるまで彼の元で働いていた」

「働いていた？」

　ヴィクターとケンの声が綺麗に揃そろった。二人とも驚いたようだった。

　ヒスイは一つ頷うなずき、ローテーブルに置かれた鞄に視線を落とした。

「働いていたといっても、僕は力仕事も家事も機械いじりもできないから、主に使い走りをやっていた。ロバートが……技師の男が作った機械を谷の住人に配達していた」

「……ヒスイ殿下が思ったよりも強したたかに生き抜いていて、実に驚いたよ」

　ヴィクターは若干顔を引ひき攣つらせながら、感心したように言った。

　一方、技師であるケンは別のところに食いついた。

「やっぱりこの鞄の中身、機械なんです？　あ、気を悪くしないでほしいんですけど、鞄とポシェット、侍従さんたちが一度開けて中身を検めたそうです。危険物じゃないかって。そんで、どうも爆発物や毒ガス発生装置の類ではなさそうだけれど、では具体的に何なのかというのがわからない。単なる金属の箱なのか、それとも何かの機械なのか……ってね。あと、ポシェットの方に入っていたジャンクパーツでできた花の正体も。ね、姫さん。これらっていったい何なんですか？」

　早口で矢継ぎ早に問うのは技師としての性さがなのか。今のケンの格好はどちらかというと社交界に出る時のようなものに近いが、喋しやべり方や言葉の選び方は作業着を着て機械油にまみれている技師のそれだった。

　ヒスイはポシェットの方を取り、膝ひざの上でそっと開けた。中には何枚かの五リーブラ銀貨と、ジャンクパーツの花が入っている。

　花を取り出して、ヒスイは指先で花弁を撫なでた。

「こっちの花は、技師が手慰みに作った玩具おもちやだ。そっちの箱は、確か蓄電池と言っていたな」

「へ？　蓄電池？」

　ケンが間の抜けた声を上げた。鞄かばんとヒスイを交互に見比べて、紳士階級の技師は首をひねる。

「蓄電池……うーん。これ、本当に蓄電池かなぁ。というか姫さん、蓄電池ってなんだかわかります？」

「わからない」

「陛下は？」

「名前だけは。確か、オズボーン社を含め、国内各社が開発に取り組んでいる新型の動力源だったな？」

「そうです。今現在は、汽車を走らせるのもエア・ヴィークルを飛ばすのも、タール・クォーツを燃やした熱を利用して蒸気機関をブン回すって手法が主流です。だけど、それだと色々と重たいわけですね。んで、なんとか『事前にエネルギーを溜ためておいて、それを持ち運べないか』ってことで発明されたのが蓄電池です。まだまだ実用化には程遠いので、わが社を始めとしてディーゼリア中の技術者たちがこぞって改良を重ねている代物なんですけど……こんな、鞄に入れて持ち運べるようなサイズじゃないですよ。ここまで小型化したら、あっという間に放電が終わってしまうはず。これ、蓄電池じゃなくて違うものじゃないですかねぇ」

「よくわからないが……確かにロバートは蓄電池と言っていたし、谷の人たちはこれを使っていたぞ。交換も数日おきで良いらしいぞ」

　ヒスイは口をとがらせて反論した。技術的なことは何もわからないが、ロバートはこれで生計を立てていたし、ジャンクバレーの住人たちはこれを使っていたのだ。これだけは間違いようもなく事実である。

　手元の花を弄いじりながら、ヒスイは言った。

「……けれど、僕はどさくさに紛れて、ロバートの商品を二個も持ち逃げしてしまった。工房にはまだたくさん蓄電池があったはずだが、もしかしたら困っているかもしれない。こっちの花は僕が貰もらったものだからいいとして、何とかしてロバートに商品を返したい。工房を酷ひどく荒らしてしまったから、その補ほ塡てんも」

「姫さんは生き真ま面じ目めですねぇ。……陛下、どう思います？」

　ヴィクターは顎あごに手を当てて渋い顔をした。

「うーん……確かに、たとえ相手がジャンクバレーの貧民であれ、配達せよと言われた品を持ち帰ってしまったのなら、なるべく早く返却するのが道理だが……。難しいな。ジャンクバレーは余所者を嫌う。特に今はブラッドがかき乱してしまった直後だから警戒心が高まっているはずだ。殿下は心苦しいかと思うが、あきらめた方が良い」

「そんな……」

「どうか吞のんでくれ、殿下。あの場所は危険すぎるんだ」

　ヒスイは肩を落として手元の花を見た。ジャンクパーツの花弁に、コードの茎、機械の球根。球根部分にある小さなスイッチを押すと、錆さびの浮いた花弁が軋きしみながら開閉した。

　すると、ケンが目を剝むいた。

「動くんすか、それ！」

「動くぞ」

　これとそっくりなやり取りをロバートとしたなぁと、ヒスイは遠い目をする。

　口が悪いが面倒見が良い貧ひん民みん窟くつの技師メカニツク。彼から受けた恩を仇あだで返す形になってしまった。もう二度と会うことはできないだろうが、もし再び会えたら心からの感謝と謝罪をしたい。

　感傷に浸るヒスイに、ケンは慌てたように声をかけた。

「ちょ、姫さん。それ見せて。貸してください。それ、ただの造花じゃなかったんですか！」

「別にいいが……大切に扱ってくれよ。これ一個しかないんだから」

　ヒスイは花弁の開閉を止めて、機械仕掛けの花をケンに差し出した。

　ケンは両手でそれを受け取り、上着の内ポケットから片眼鏡のようなものを取りだして自分の右目に付けると、無我夢中で機械の花の観察を始めた。文字通り前のめりになって、他のことは一切合切頭から消え去った様子である。

　ヒスイはヴィクターと顔を見合わせ、どちらともなく肩を竦すくめあった。

「すっげぇ……」

　ケンの口から、溜ため息いき交じりの感嘆の声が漏れる。

「これ、ジャンクパーツだよな……え、なんでこんな細かい細工ができるの。ああ、メインは球根部分か。花弁の方は確かに職人技だけど、ありえないわけじゃない。問題はこっちだな。中はどうなっているんだ。いや、それよりも……」

　ケンは片眼鏡をはずし、呆ぼう然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「何で動いているんだ、これ」

　すっかり忘我の境地に突入してしまったケンを現実に引きずり戻すべく、ヴィクターが咳せき払ばらいをした。

「あー、ケン。戻ってこい。一応、ここは王の御前というやつだからな？」

「自分で言うのか、ヴィクター」

　ヒスイが呆あきれ果てていると、はっと我に返ったケンが、今度は食って掛かるような勢いでヴィクターの方に身を乗り出した。

「陛下！　この案件、一切合切俺に任せちゃくれませんかね!?」

「一切合切、とは」

「そりゃあもう、この鞄の返却計画ですよ！　ほら、近々王妃になるお方が貧民の私有財産を持ち逃げしたとか、ちょっと風聞悪いでしょ。ここはこの俺、ケネス・オズボーンにお任せください。必ずや、ロバートなる技師の下に荷物を届けてみせましょう！」

「ケン。お前、他にも何か企たくらんでいるな？」

「そりゃもちろん」

　ケンは満面の笑みを浮かべた。

「その技師を、何としてでも我がオズボーン社にスカウトします」

　これにはヒスイも驚いた。ヴィクターも目を見開いている。

　それに構わず、ケンは熱い口調で語り始めた。

「もしかしたら、もしかするかもしれません。陛下。ジャンクバレーという閉鎖的な貧民窟のなかで、素晴らしい技術が産声を上げていたのかもしれません。密閉された樽たるの中で極上の美酒が醸造されているみたいに、あの瘴しよう気きが渦巻くジャンクパーツだらけの谷という環境で独自の技術的進化が起こっていたのかも。少なくとも、何かしらの未知の技術があそこにあることは間違いありません。だとすれば、それをむざむざと見過ごすわけにはいかないでしょ！　もしも俺の見立て通りならば、ジャンクバレーの技術をクリスフォードまで引き上げたら、誇張ではなく現代機械文明がもう一段階進みますよ！」

　ヴィクターは最初こそケンの勢いに圧倒されていたが、すぐに険しさをにじませる真顔となり、ケンに向かって真剣な声色で問いかけた。

「その見立てとやらを聞かせてもらおうか、ケネス」

「あくまで予想に過ぎませんが、ジャンクバレーではあらゆる機械の小型化技術が存在しているはずです。それと同時に、タール・クォーツに代わる新エネルギーも実用化されています」

　そこでケンは一度息を吐き、そして「ここからが重要です」と言わんばかりに前のめりになってまくしたてた。

「機械が小型化すればどうなるか。軽くなります。軽くなるとどうなるか。さしあたっては、航空技術の革新が起こります。エア・ヴィークルはより素早く飛べるようになります。エア・ヴィークルだけではなく、もっと大型の──そうですね。空飛ぶ戦艦みたいなのも作れるかもしれません。世界の半分を攻め落としたディーゼリアの艦隊が、今度は空を駆けるんです」

　語れば語るほど、ケンの声には熱が帯びていく。それを聞いているヴィクターの瞳ひとみに、覇道を進む王としての光が宿る。

　ヒスイは、半ば無意識に呟いた。

「ディーゼリアが、空を支配する……」

　ケンがヒスイの方を向いて、大きく頷うなずいた。

「そういう時代が来る可能性がとっても高いです。谷の技師を地上まで連れてくることができればね。ああ、もちろん、軍事利用だけじゃないですよ。ロバートでしたっけ。その御仁の技術は、ジャンクバレーの人間だけでなく世界中の人々の生活を豊かにできるでしょうね。だから、是非とも、我が社に迎え入れたいんです。そのためだったら俺はバケツ一杯の工業廃水だって飲み干してみせますよ！」

「──わかった」

　重々しく、ディーゼリアの国王は頷いた。

「そこまで言うのなら、お前に一任しよう。余も、ヒスイ殿下が世話になったというその技師に会ってみたい気持ちはある。何としてでもジャンクバレーから連れ出してくるように」

「必ずや」

　ケンはローテーブルに機械の花を置き、片手を胸に当てて大仰に頭を下げた。

　ヒスイは茫ぼう然ぜんとした。なんだか、ただでさえ遠く離れてしまったロバートが、さらに遠のいてしまったようだった。あのごちゃついた工房で独特な機械を発明していた男が、歴史をも変えかねないような可能性を秘めているとは思ってもいなかったのだ。

　一方、ケンはいても立ってもいられないといった様子で、そそくさとソファーから立ち上がった。

「善は急げ……というわけで。陛下、姫さん。俺は今夜からしばらく留守にします。あ、陛下のエア・ヴィークル整備担当に関しては、ちゃんと腕が立って話がわかる奴やつを呼んでおきますのでご心配なく！」

「ああ、頼むぞ」

　ケンは蓄電池が入った鞄かばんを大切そうに抱えると、そのまま部屋から出ていった。

　入れ違いに、銀のカートを押した侍女たちが部屋に入ってきた。何とも香ばしい良い匂においが部屋の中に広がったとたん、ヒスイの腹が盛大に鳴った。

「──……あ」

　ヒスイは思わず腹を押さえて顔を真まっ赤かにした。いくらなんでも、このタイミングでこうなるのは間抜け過ぎる。しかし、こういう時に限って、腹の虫は長々と鳴くのだ。

　それまでの雰囲気を根底から覆すような平和な響きに、ヴィクターが不意をつかれたように噴き出した。








56　示された選択






　食事と一緒に丸いダイニングテーブルと背せ凭もたれ付きの椅子も運び込まれ、ヒスイは侍女たちの給仕を受けながら夕食を摂った。

　柔らかいパン、野菜とすね肉を煮込んだスープ、柑かん橘きつ系の香りがするソースがかかった白身魚のソテーなどが並んだ食卓は、王宮の基準で言えば粗食の部類に入るのだろうが、ついさきほどまで貧ひん民みん窟くつで生活していたヒスイにとっては恐ろしいほど豪華な御ご馳ち走そうに見えた。盛り付けも美しく、食器はぴかぴかに磨き抜かれている。真っ白なテーブルクロスがかけられた卓上には、飾りとして小さな花はな籠かごすら置かれていた。

（……当たり前だが、貧民窟の食事とはあまりにも違うな）

　ヒスイは銀のナイフとフォークを手に取って、前菜の皿に載っている透けるほど薄く切られた根菜と魚卵のミルフィーユを口に運んだ。

　それを皮切りに、夢中になって用意された食事を口に運んだ。食べれば食べるほど、忘れていた空腹が蘇よみがえってくる。

　ちなみに、ヴィクターはその向かいに座り、別途用意させた酒杯を傾けながらヒスイの食事風景を見守っていた。彼のロックグラスに入っているのはいかにも度数が高そうな琥こ珀はく色いろの蒸留酒なのだが、特段酔っている気配はない。

　ほどなくしてヒスイは全すべての料理を平らげ、医師から指示されていた食後のシロップ酒まで飲みほした。シロップ酒は甘ったるく、少しだけ薬草のような味がした。あまり酒という感じはしなかったが、喉のどがぼんやりと温かくなる。

　それまでほとんど喋しやべらなかったヴィクターが、侍女たちに短く命じた。

「片付けたらしばらく退がっているように。周囲には一切の人間を近づけるな。たとえ宰相であろうと──友臣であろうとな」

　侍女たちは軽く頭を下げ、そのうちの一人が「かしこまりました」と答えた。彼女たちは素早く目くばせしあい、あっという間に食器だのナプキンだのをカートに載せて部屋から出ていった。テーブルと椅子、そしてヴィクターの手元の酒杯だけはそのままだった。

　改まった口調で、ヴィクターはヒスイに言った。

「さて──ようやく落ち着いて話せるな。君には大切なことを話さなければならない」

　ヒスイは神妙な顔で頷き、テーブルの下で拳こぶしを握った。

　なぜ離宮ではなく本城で生活することになったのか、なぜヒスイの正体を知っている召使たちがたくさんいるのか、龍弦の大城壁開門はどうなったのか──これから自分はどうなるのか。

　知るべきこと、聞くべきことは山のようにあった。

「──聞かせてくれ。僕がいない間に事態は大きく動いたんだろう？」

「ああ。そうだ。そして、どうか取り乱さずに聞いてほしい。順を追って話そう。殿下が失しつ踪そうしたばかりの頃ころに龍弦の大城壁が開いて、昨年の使節団が帰還した。使節団が持ち帰った帝国側の親書には、我々の婚姻による国交の改善について述べられていた。具体的に言えば、余と殿下の婚姻が成立すれば、それ以降は大城壁をいつでも開門しディーゼリア人の入国を許す、と」

「なっ……」

　驚きよう愕がくのあまり、ヒスイはその場でしばし凍り付いた。

　ヴィクターは一度口を噤つぐむ。ヒスイが上手うまく情報を飲み込むのを待っているようだ。柔らかな茶色い瞳が、じっとこちらを見つめている。

　ヒスイは握っていた両の拳を開いてテーブルの上に置き、落ち着きなく指と指を絡め合わせた。

「な……んだ、それ。いつでも大城壁を開く？　異国の人間を領内に入れるために？」

「余たちもにわかには信じられなかったが、確かにそう明言しているんだ。後でその部分の写しを殿下にも見せよう」

「ありえない……だって、龍弦は……」

　ぎゅっと指と指をさらに強く絡め合わせた。ヒスイは俯うつむく。忘れかかっていた故国の傲ごう慢まんさを思い出す。

「龍弦は……この世界で一番優れているのは自分たちで、大城壁の外側にいるのは劣った民族、劣った国だと思っている。そんな国が、まともに国境を開くなど……」

「……まぁ、このあたりはディーゼリアの識者たちも非常に驚き、疑っていたよ。しかし、向こうが向こうの文字で向こうの皇帝御璽を捺おした親書にて言い出したことなんだから、この約束は果たされる前提で動くべきだと大臣どもの意見は一致した。

　加えて、龍弦側が完全に君を『皇女』として扱っているという可能性が極めて高くなった。君の本当の性別を知る者たち……そう、例えば君が大城壁の外へ出るまで随行した人間が即座に粛清されたという情報もある」

　今度こそ、ヒスイは完全に絶句した。噓うそだ、信じられない、という言葉すら出てこない。ただ、ぞわりとした嫌な感覚だけが腹の底から湧わき上がってきた。

　皇子としての自分が抹消され、かわりに架空の姫君が創造され、国と国の取引の材料になっている。

　自分という存在を丸ごと道具として扱われているような感覚に陥り、不愉快になった。王族同士の政略結婚など得てしてそんなものだろうが、いざ自分が当事者になってみると、やはり気持ちの良いものではない。

「──すなわち」

　ヴィクターが、恐ろしいほど静かな声で告げた。

「この度の政略結婚における、さしあたっての懸念事項。例えば、後々になって龍弦側からあの国は皇子を娶めとったと醜聞を流されるのではないかとか、結婚したとしても特に外交上の旨うま味みはないのではないかといった諸問題は全て片付いてしまった。むしろ、龍弦を開国させられるという大きなメリットが生じた」

「ああ」

「ヴィクター・アレク・クリスフォードとヒスイ・カグヤミヤの婚姻を延期する理由が何もなくなってしまった。……まだ調整段階だが、春先までには正式な婚姻のお触れを出し、今年中に婚礼を挙げようという話になっている」

　ヒスイは目を見開き、そして閉じた。

「──ああ」

　全てにおいて、合点がいった。そして、聞いてしまえば、あらかじめこうなることはわかっていたような気さえした。

　そもそも、自分は皇女としてこの男に嫁いだのだ。

　いろんなことがあって随分と遠回りをしてしまったが、ついにその時がきた。それだけの話だった。

「僕が離宮ではなくて本城で生活をすることになったのも、そのためか」

「そうだ。これからは王妃として遇することになる。王妃付きの侍女やら何やらも、大臣ジジイどもが何か月もかけて秘かにかき集めていたようだ。そのうち、お妃教育の担当者なども付くだろう」

「もう、離宮でメリルに勉強を教わったり、ブラッドを護衛に連れて散歩に出たり、ケンにエア・ヴィークルの乗り方を習ったりすることはできなくなるんだな」

「そういうことになる。……王妃としての生活に十分に慣れれば、お忍びや遊覧飛行といった遊びをする余裕は出ると思うが」

「でも、しばらくは窮屈な生活になるのだろう？」

「なるな。王族がある程度の自由を確保するには、数年単位の時間をかけて周囲と折り合いをつけたり、信用させたり、ないしは根負けさせたりする必要がある」

　ヒスイは、無限に開かれていた世界がゆっくりと閉じていくのを感じた。

　脳裏に浮かぶのは、初めて空を飛んだ時に俯ふ瞰かんした王都の光景だ。王城を中心として広がるクリスフォードの都。秋晴れの空。眼下に広がる美しい貴族屋敷に、遠くに見える下々の街。

　思えばいろいろな所に行った。大学生たちが最先端の飛行技術を競うエア・ヴィークルの大会。雪に閉ざされた城の中で贅ぜい沢たくな遊びを楽しむウィンターハウス。煤ばい煙えんと霧に包まれたバレーサイドタウンにあるケンの工房。そして、大地の裂け目にできたガラクタの街、ジャンクバレー。

　ヒスイは閉じていた目をゆっくりと開けた。

「それは、まあ、なんとも……」

　皇女として嫁がされた皇子は、寂しく笑った。

「悔しいなあ」

　ヴィクターは真っすぐヒスイを見つめてくる。機械文明が栄えた国の玉座に座り、この世界の全てを望む覇道の王の眼まな差ざしは、今、ヒスイただ一人だけに注がれている。

　ヒスイは、湧き上がる思いをそのまま言葉にした。

「楽しかった。いろいろなものを見せてもらったし、自由に見に行って良いと言われていた。でも、もうこれで終わりなのか。悔しいなあ……もっと見て回りたかった。無精しないで、毎日どこかに行っていればよかった。ああ、勿もつ体たいないことをした」

　心のどこかではわかっていた。これが、自分の人生の中でもとびっきり特別な期間だったということを。

　本来ならば、龍弦から出されてディーゼリアに入ったならばすぐに王城に住まわされて、侍女たちに取り囲まれて生活するはずだったのだろう。無事に婚姻の準備が整うまで、厳重に見張られ、丁重に扱われ、一切の自由がない環境で花嫁のベールをかぶる日まで待たされる。ヒスイはそうなるはずだった。

　それを覆したのがヴィクターであり、ヴィクターに協力した彼の友人たちだ。彼らは力を尽くしてヒスイの自由を守ってくれた。

「もっと、色んなものを見てみたかったなぁ……」

　それは、ヒスイの噓偽りない本音だった。

　色々な所に行った。様々なものを体験した。危ない冒険もした。だが、正直に言えばまだ足りない。なぜなら、すでにヒスイは知っているからだ。この世界には面白いものがたくさんあるということを。

　そのヒスイの心を見透かしたように、ヴィクターが言った。

「自由になりたいか」

　ヒスイは軽く息を止めた。

　直感的に、それが重大な問いかけであることを察した。ヴィクターはまだ何かを隠し持っている。この状況を全てひっくり返すような手段を隠し持っている。

「ヒスイ。君は、自由になりたいか？」

　再度、ヴィクターが問いかけた。ヒスイのことを称号ではなく名前で呼んでいる。それはつまり、皇子だの王妃候補者としてではなく、ヒスイ個人としての返答を望んでいるのだ。

　ヒスイはテーブルの上で組んでいた指をほどいて、両手を膝ひざの上に置き、静かに背筋を伸ばした。

「自由になりたい、と言ったら？」

「君を逃がしてやろう。このクリスフォードの王城から」

　ヴィクターはそう言った。その声は低く、真しん摯しで、そして優しい。

「新しい名前と、新しい身分をやろう。ディーゼリアの一国民としての幸せと自由を保障してやろう。もし君が望むのなら、本土から遠く離れた海外領土にだって居場所をつくってやる」

「そうしたら、龍弦皇女との婚姻はどうなる？　すでに、成婚に向けて動き出してしまっているのだろう」

「君の替え玉を用意する。余は偽のヒスイ・カグヤミヤと結婚することになるな。……まぁ、こちらのことは気にするな。君が自由になった場合、王室も政略結婚も帝国との外交も、君には一切関わりがないことになるのだから」

「関わりがない……」

「そうだ。一国民になるわけだからな」

「ヴィクターとは会えるのか？　ほら、メリルたちみたいな、お前のすぐ傍にいる特権。それを僕も貰もらうことはできるのか？」

　しかし、ヴィクターはきっぱりと首を横に振った。

「申し訳ないが、それだけはできない。替え玉の王妃がいる王城に、本当は王妃となるはずだった君が出入りするのは、いらぬ政治闘争の火種となりうる。君が自由になることと、余と縁が切れること。これは同義のものだと心得てほしい」

　ヒスイは再び言葉を失った。

　そして俯うつむいた。自由の身になって、かつ、今まで通りヴィクターと一緒に過ごす。そんな都合が良い展開になるわけがなかったのだ。

　しばらく、重苦しい沈黙が満ちた。

　ヴィクターは空になったロックグラスに手酌で新しく酒を注ぎ、それをゆったりと飲んでいた。ヒスイはぼんやりと、ヴィクターが飲む酒のボトルを眺めていた。ボトルの中身は、すでに半分ほどになっている。

「……では。もし、自由にはならないと言ったら？」

　ヒスイは重い口調で問う。ヴィクターは酒杯を置き、またしても静かな口調で、整然と答えた。

「君はディーゼリア国王の妃として一生を過ごすことになる。公の場では女の格好をして、女として振舞う。君が望むと望まざるとに拘わらず、何かしらの形で政治利用されるだろうな。個人としての自由はないに等しい。しかし、自由気き儘ままに生きる民だったら得られないような、王妃としての栄誉や権力を手にすることができる」

　自由か、王妃の座か。

　どちらかを選べとヴィクターは言っているのだ。両方を得ることはできず、片方を選べばもう片方は永遠に手に入らない。

　ヒスイは困り果て、俯いた。これほどまでに重大な選択を迫られたことなんて、今までの人生でただの一度もなかった。

　すると、ヴィクターが柔らかく笑った。

「余の望みは、君個人の幸福だ。だが、自由になるのが幸せなのか、それとも王妃の冠を被ることが幸せなのか、それは君自身にしかわからない」

「そんなの……僕にだってわからない。ヴィクター、お前が決めてくれよ。お前はどうしてほしい？　お前の望みに、僕は従うから」

「君自身が決めること。それが余の望みだ。君の幸せを余が規定するなんて、そんなことしたくはないからな」

　穏やかに言われ、いよいよヒスイは答えに窮した。頭の中に様々な思いが駆け巡り、どんどん収拾がつかなくなっていく。

「そんな……」

　呟つぶやいたきり、ヒスイはなにも喋しやべれなくなった。

　ヴィクターはそんなヒスイをしばらく見つめていたかと思うと、テーブルにグラスを置き、静かに立ち上がった。

「今すぐ答えを出さなくていい。じっくり考え、そして選択してくれ。そうだな……もし君を逃がして替え玉を用意することになった場合には、それなりの準備が必要になるから、春先の婚姻布告日あたりまでには決めてくれるとありがたい」

「春先……」

「それまでは、離宮より少々窮屈ではあるが、本城でゆっくりと過ごしてくれ。何か困ったことがあったら侍従長を呼び出して申し付けろ」

「外に出るのは……？」

「庭園やテラスまでなら」

「ヴィクターと会うのは？」

「それはいつでも歓迎だ。なんなら寝室に来ても良いぞ。殿下にだったら眠りを妨げられるのもやぶさかではないからな」

　冗談めかして言って、ヴィクターはからからと笑った。ヒスイは一瞬動揺し、耳の先まで朱を昇らせた。そういえば、ジャンクバレーに連れ去られる前までは、毎晩彼と一緒に寝ていたのだ。

「な、ちょ、ヴィクター……！」

「柄にもなく深刻ぶった話し合いをしてしまったが、余は君のことを愛しているし、だからこそ君の幸せを願っている。突き詰めればただそれだけの話だ。……では、良い夜を。ヒスイ・カグヤミヤ殿下」

　ヒスイは何かを言おうとしたが、それよりも早くヴィクターは去っていった。重たい扉が閉まる音が、広々とした部屋に奇妙なほど大きく響く。

　ただ一人取り残されたヒスイは、人払いが解除されたと判断した侍女たちが扉を叩たたくまで、椅子に座ったまま項うな垂だれて途方に暮れていた。








57　ヒスイの懊おう悩のう






　本城での生活は、今までの目まぐるしい日々から一転し、良く言えば穏やかな、悪く言えば単調で淡泊なものになった。

　ヒスイに生活の場として与えられたのは広々としたリビングルームと、そこに隣接しているこれまた広々とした寝室の二部屋だった。その他、バスルームやらサンルームやら書斎やら遊戯室やら、日々を心地よく過ごすための設備は全すべてヒスイのためだけに整えられており、自由に使うことができた。唯一、食堂だけは国王であるヴィクターと共同だったが、あらかじめ食事を一緒に摂ろうと約束した時を除いてヴィクターと食事のタイミングがかぶることはなかった。

　そんな環境で、ヒスイは毎日ぶらぶら過ごすことになった。離宮で過ごしていた時のように、メリルに勉強を教わることはない。ケンの工房に行って訓練を受けることもない。

　好きな時に寝て好きな時に起きて、そして王城の中でさえあればどこに行ってもいい。ただし、必ず複数の侍女もしくは侍従を連れ歩くこと。

（……退屈だ）

　今までの慌ただしすぎる生活の反動で、ヒスイは腑ふ抜ぬけた。

　唐突に与えられた、膨大なる空白に圧迫された『自由な』王宮生活。ヒスイはある意味ではこれに順応したし、ある意味では順応しきれなかった。

　ヒスイは腑抜け、漫然とした日々を送るようになった。毎日昼近くに起きて、なんとなく食事を摂り、なんとなく城内を散策し、なんとなく部屋に戻って夜を待って眠る。そうして無為に時間を消費していく。

　ただ、そんなだらだらとした生活を送りながらも、ヒスイの頭の中は一つのことでいっぱいだった。

　すなわち、自由か、王妃の座か。

　急激に間延びした時間のなかで、ヒスイは当てもなく思考の森を彷徨さまよっていく。

（僕は、どうすればいい？）

　誰かに相談したいと思った。しかし、相談相手は見つからなかった。

　例えば、侍女たちにメリルの居場所を問えば、国王付き秘書官としての職務の真っ最中だという返答が返ってきた。実際、何回か城内でメリルの姿を遠目に目撃したが、同じ秘書官の服装をした者たちと一緒に忙せわしなく働いており、とても話しかける雰囲気ではなかった。

　また、同じく城内で時々ブラッドの姿も見かけた。こちらも衛兵として働いていた。城内を巡回したり、国王を始めとする要人に付き従ったり。こちらもまた、ヒスイの悩みを聞くような余地はないように思えた。

　ケンの姿は全くなかった。どうやら、本当にジャンクバレーに赴いたようだ。あの奇妙な貧ひん民みん窟くつの、口と脚は悪いが腕は確かな覆面の技師メカニツクとは無事に出会えたのだろうか。空に憧あこがれエア・ヴィークルの模造品を作ろうと躍起になっていたロバートは、オズボーン社の次男坊と出会ったらどんな反応をするのだろうか──。いくら思いを巡らせても詮無いことである。今のヒスイには、彼らの様子を知るすべはないのだから。

　今までにないほど多くの人間に囲まれていながら、ヒスイはどうしようもなく孤立した。

（僕は、何を望んでいる？）

　ヒスイは城内を歩く。その傍らには物静かな侍女たちが付き従っており、ヒスイの一挙一動を気にしている。

　まだ雪の積もる広くて立派な庭園を散策した。膨大な蔵書量を誇る城内の図書室に案内してもらった。王家の宝物庫があるというので鍵かぎを開けさせ、クリスフォード家が所有する金銀財宝を見物した。そうしていると、ちょっとだけ気分が紛れた。

　しかし、すぐさまヒスイは飽いた。食が細くなり、人払いをして寝室かリビングルームに閉じ籠こもることが増えた。部屋から出てきたとしても、図書室や宝物庫などの、広い空間を大量の物品が埋めているような場所に赴くことが多かった。そちらの方がなんとなく気持ちが落ち着くのだ。

　単純な二択の答えは出ず、ヒスイの思考はだんだん内側へ、自分自身へと向かっていく。

（──僕は、なぜ迷っている？）

　そんな折だった。

　宝物庫を歩いていたヒスイは、ふと、壁に掛けられた巨大な額縁に目をやった。宝物庫は『庫』というだけあって基本的な内部構造は倉庫に近いのだが、絵画などはきちんと額装されて飾られていたりするのだ。

　ディーゼリアの歴史的な名画が並ぶ中、ヒスイの視線が引き寄せられていったのは、非常に大きくて緻ち密みつな世界地図だった。

「……これは」

　ヒスイは足を止めて、地図に魅入った。

　大陸は中央やや右寄りに大きなのが一つ、左端に二つ、右下に一つ。そして上下にやたらと細長いのが一つずつ。これは以前、見たことがある。ヴィクターが見せてくれた。軍服のポケットから出した、小さく折りたたまれた世界地図をヒスイの膝ひざの上に広げてくれたのだ。まだ、ヒスイがまともに起き上がれないくらい弱っていたころに。

「懐かしいな……」

　ヴィクターの地図は、本国や海外領土が赤く塗りつぶされていたり、海路や陸路が描き込まれていたりとごちゃごちゃしていたが、今ヒスイの目の前にある地図にはそのような書き込みはなかった。地名どころか国境線すら描かれておらず、大海原のうねりや大陸の起伏などが色鮮やかな顔料で緻密に描き込まれている。ただ一か所、龍弦帝国のあたりだけはのっぺりとした空白だった。

　ヒスイは地図上の龍弦帝国を見て、その次に大陸西端にあるディーゼリア本国を見た。巨大な地図の中で、ディーゼリア本国の領土は非常に小さい。王都など、筆の先端を軽く押し当てたほどの面積しかない。ジャンクバレーに至っては小さすぎて絵の具の粒子に紛れてしまっている。

　──あんなに広く感じられた世界ですら、こうして見るとまだ小さい。

　くらりと眩暈めまいがした。頭の奥が鈍く痛み始める。

　それまで気配を殺していた侍女たちのうちの一人が、静かに声をかけてきた。

「ヒスイ様。もしや、お身体からだの具合が」

「……問題ない。ただの立たち眩くらみだ」

「お部屋に戻ってお茶でもお召し下さいませ。宝物庫は冷えます。ヒスイ様の体調に万が一のことがあれば、わたくしたちが陛下から叱しかられます」

　侍女たちは職務に忠実だった。彼女らは全員由緒ある貴族階級出身者で、王妃の性別の秘密を守りながら身辺の世話も全てこなせるであろうと選えり抜ぬかれた娘たちなのだ。

　ヒスイは地図に目を奪われたまま、曖あい昧まいに頷うなずいた。

「ああ。……ならば、戻ろうか」

　ヴィクターに会いたい、とヒスイは思った。

　この城での生活を始めてから、侍女や侍従を除いて唯一まともな交流があるのがヴィクターなのだ。多忙な職務の合間にちょくちょく顔を覗のぞかせるし、ヒスイが一言会いたいと言えば政務を切り上げて様子を見に来てくれる。互いの寝室を行き来することもあった。

　ただ、なんとなく夜よ伽とぎする気にはなれなかったので、そちら方面は疎遠になった。たとえ寝台に並んで座って仲良く語らったとしても、夜半過ぎには部屋の主ではない方が立ち上がって自分の寝床へ帰っていく。その語らいの内容も実に他愛のない雑談ばかりで、今後の二人に関わる重大な話は一切出なかった。

　ヴィクターはヒスイが自ら答えを出すのを待っている様子だった。

（答えは……）

　もう決まっているんだよなぁ？　ただ、どうしても踏み切れないだけで。

　そんな声が、心のどこかから聞こえた気がした。








58　花と鳥とり籠かご






　遠く、遠く。

　妙なる調べが聞こえてくる。弦を擦る音、弾く音。幾重にも重なる笛の音。数多あまたの着飾った娘たちが領ひ巾れを振って舞うたびに、裾すそに縫い付けられた鈴が澄んだ音を響かせる。

　遠く、遠く。

　むせかえるような花の香りが満ちている。どこもかしこも、薄紅色の花が咲き乱れていた。楽しげな宴の音を背中に聞きながら、少年は、春の気配が満ちる異国の花園を彷徨っている。

　視界のほとんどを占めているのは重たげな花房だ。その隙間から、色鮮やかな丹朱を塗られた建物が、あるいは近く、あるいは遠く垣かい間ま見みえている。この国の王宮は息を吞のむほど美しい。そして、まるで人の心のように複雑怪奇だった。一度迷い込んだら、容易には脱出できないほどに。

　少年は彷徨う。

　──そこの。赤毛のこども。

　ふいに、少年に声がかけられた。

　少年は足を止め、あたりを見回した。声はどこから聞こえて来たのだろう。

　──こっちだこっち。お前、龍弦の者ではないな。朝貢に来た商人の子か？

　──珍しいこともあるものだ。宴うたげの席から外れて、ここまで迷い込んだのか。

　やがて少年は、ひときわ大きな花の木の根元に目を留める。薄紅色の花弁が雪のように舞う中、木の根元に座っている『彼ら』を発見した。

　小さな体を寄り添わせている『彼ら』。垂れ下がる枝と花房に隠れ、その顔は上手うまく見えない。

　少年はそっと『彼ら』に近寄り、触れただけで花弁が零こぼれる木の枝に手をかけ、恐る恐るかき分けた。そして──。




　　　　＋＋＋＋＋＋




「陛下」

　はっとしてヴィクターは微睡まどろみから目を覚ました。

　午後の陽光が差し込む執務室。机を隔てて向かい側には、メリルが呆あきれた顔で立っている。

「……あ、ああ。すまない。居眠りをしていた」

「していましたね。妙に幸せそうな寝顔で、起こすのも忍びないほどでしたよ。そんなにお疲れならば、今日はもう休まれては？」

「いや、そこまでではない。大丈夫だ」

　ヴィクターは大きく欠伸あくびをしながら、赤茶けた色の髪をがしがしと搔かいた。どうにも最近眠りが浅いのだ。気苦労が睡眠の質に反映されるタイプなので、ちょっと立て込んでくるとすぐに睡眠不足になり、こうして日中に船を漕こぐはめになる。

　首や肩を回して眠気を払い、ヴィクターは読みかけていた書類に視線を落とした。

「──時に、陛下」

　メリルに話しかけられ、ヴィクターは再び顔を上げた。

「なんだ」

「ヒスイ殿下のことですが、だいぶ思い悩んでおいでのようです」

　メリルはもはやヒスイの世話係ではない。けれど、昨年の春に彼が大城壁から出てきた時からずっと付き添ってきた身として、未いまだにあの皇子を気にかけているのだ。

「そのようだな」

　メリルは軽く咎とがめるような視線でヴィクターをねめつけた。

「思い悩ませているのは陛下でしょうに。このまま王妃となるか、王妃の座を捨てて秘かに逃げるかの選択を迫っているのでしょう？」

「迫ってはいないさ。一応の回答期限は設けているが、殿下が答えを出すまで待つつもりでいる。急せかしたことは一度としてない」

「急かしていなくても、です。どうせなら陛下の方から道を指し示してやればよいのに、なぜ殿下本人が選ぶことにこだわるのですか。そもそも陛下はどうなることを望んでいるのですか」

「余は──」

「国王としてではなく、貴方様個人としての意見は？」

　ことヒスイのことになると、メリルは妙に手厳しい。ヴィクターは苦笑して周囲に彼以外の臣下がいないことを確認すると、いつもより少々砕けたディーゼリア語で言い切った。

「俺は彼を娶めとりたいよ。彼に選ばれたいよ」

「ならば、そう言ってあげればいいのに。国王として数多の国を侵略し海外領土として掌中に収めてきた貴方なら、たった一人の皇子の人生を強引に奪うことなど造作もないでしょう？」

「強引な論法だな。国を手に入れるのと一人の人間を手に入れるのとは違う」

「まさかと思いますが……及び腰になっているのですか？」

「それも違う。うん、多分違う。殿下が答えを出す日が若干怖いような気がしないでもないが、余は決して及び腰になどなってはいない」

「……そういうことにしておきましょうか」

「メリル、憐あわれむような眼めで国王を見るな。頼むから。余は怖気づいているのではない。ちゃんと殿下に選択してほしいだけなんだ」

「殿下に対する陛下の心遣いはわかりましたが、はっきり申し上げれば陛下が少々狡ずるいように思えますよ」

　メリルの言葉を、ヴィクターはしばし反はん芻すうした。

「……狡い？　余が？」

「ええ。ヒスイ殿下が命からがらこの都まで辿たどり着ついてからもうじき一年。あらゆる慣例を無視し、諸大臣方と対立してまでヒスイ殿下を大切に囲い込み、寵ちよう愛あいし、さていよいよという段階でいきなり梯はし子ごを外して二択を提示するのはいかがなものかと。ヒスイ殿下でなくても困惑しますよ」

「でも……でもなあ」

　ヴィクターは腕を組んだ。鋭い追及に対してどう答えるべきかと言葉を探していると、メリルはさらに深々と切り込んできた。

「陛下は先ほど『娶りたい』とおっしゃっていましたが、実のところ、ヒスイ殿下が貴方の手を振り払って市井で自由に生きることを望まれているのではないですか？　陛下の中にも相反する二つの望みがあり、その天てん秤びんが一向に傾かないから殿下に選択を委ねた……と、私にはそう思えます」

　ヴィクターは少なからず驚いて、白はく皙せきの秘書官を凝視した。国王のその反応を見て、メリルは軽く溜ため息いきをついた。

「まったく……。国事では異様な思い切りの良さを見せるのに、どうしてこうこの件に関してはうじうじと」

「う、うじうじ」

「あ、言い訳は結構ですよ。ヒスイ殿下絡みで、ヴィクター陛下には我々にすら明かしていない『何らかの事情』があるということは、とうに気付いておりますので、慎重になること自体は責めません。ですが、相手の意思を完全に尊重することが必ずしも相手のためにはならないものだと、くれぐれも心に留めおいてくださいませ。むしろ、却かえって貴方の自己満足にすぎなくなるかもしれませんよ？」

「……本っ当に、手厳しいな君は。耳が痛い」

「この件で貴方にこういうことを進言できるのは私一人だと心得ておりますので、容赦はしません」

　ぐうの音も出ないほど厳しく言いたてられ、ヴィクターは肩を落とした。

　ヴィクターだって、思い悩んだヒスイが日ごとに覇気を失い病んでいく様子を見ていると心が痛む。いっそ彼の意思を全すべて無視して自分の思い通りにしてしまった方が良いのではないかと思うこともある。

　けれど、初めから決めていたのだ。ヒスイの人生はヒスイ自身に決めさせようと。彼の幸せのためならあらゆる協力は惜しまない。一国民としての新しい身分だろうが、王妃の冠だろうが、その他なんでも与えようと決めていたのだ。

　もう何年も昔から。

「……メリル」

「なんでしょう、陛下」

「遠い異国の友人から、籠かごに入った鳥を贈られたとしよう。この鳥を幸せにしてくれという言葉と共に」

　メリルはいぶかしげに眉まゆを顰ひそめたが、構わずヴィクターは続けた。

「餌も禄ろくに与えられなかった鳥は酷ひどく衰弱しており、風切羽も切られていた。辛うじて生きているが、このまま放っておけば数日もしないうちに衰弱死するだろう。メリルならその鳥をどうする？」

「……まずは餌を与えますね。そのまま衰弱死させるわけにはいきません」

「十分な餌を与え、鳥はみるみるうちに元気になった。それでもまだ籠の中に入れておくべきかと思っていたが、ちょっとした事故で一時的に鳥は野に放たれてしまった。慌てて探しに行って無事に保護したが、この一件により、鳥は外界でもちゃんと生きていけることがわかった。……では、今後もこの鳥を籠の中で飼い続けることは鳥にとって幸せと言えるのか？」

「陛下。ヒスイ殿下は鳥ではありませんし、王城は鳥籠ではありませんよ」

　ぴしゃりとメリルは言い切った。

「皇子でありながら極めて酷い扱いを受けて育ったヒスイ殿下を、尊厳ある一人の人間として扱ったのは陛下御自身ではないですか」

「それは、そうだが」

「その延長線上に今の状態があるのはよくわかりますが、何度も申し上げます。酷です。自己満足です。ヒスイ殿下が王妃の座を捨てるにせよそうでないにせよ、夫である陛下がいつまでも鳥籠の外側気分でいるのは筋が通らない。あの方一人に選択の苦しみを押し付けるのではなく、ちゃんと共有なさいませ。陛下が本当に殿下の幸せを願っているのであれば、ですが」

「……」

　ヴィクターは黙り込んだ。メリルも、この件に関してはそれ以上何も言わなかった。伝えたいことは余さず伝え、あとは当人であるヴィクターがどう動くか静観するつもりなのだろう。

　ヴィクターは溜息をつき、目を閉じた。

（……確かに、そろそろ余が動くべきかもしれないな。メリルの言うことも尤もつともだ。親切のつもりで逆に彼を苦しめていたのなら、それは本末転倒も甚だしい）

　瞼まぶたの裏には、あの日見た麗しき花吹雪が色鮮やかに蘇よみがえっている。








59　雪降る庭園






　長く暗かった冬が終わり、次第に春の気配が漂い始めた。

　煤ばい煙えん交じりの曇天ばかりが垂れこめていた空から、時々晴れ間が覗のぞくようになった。気温が緩やかに上がり、霧が晴れる。かと思いきや季節が巻き戻ったかのように急に冷え込み、視界を埋め尽くさんばかりの雪が降ったりする。

　そんな不安定な時期の、ひときわ寒い日のことである。

　ヒスイは王宮の庭に出ていた。春になれば花々が咲き乱れ色鮮やかな小鳥が集う美しい庭園になるそうだが、今の時期はまだ、湿った雪が分厚く積もっているばかりで生命の気配はない。曲がりくねった小こ径みちだけは毎朝除雪されているが、その他はのっぺりとした雪像のようだった。

　そんな小径を、紳士物のコートを着込んだヒスイが一人で当てもなく歩いている。いつも付き従っている侍女たちはいない。考え事がしたいから、と言って退がらせている。

　こうやってたった一人になって庭園を散策し、物思いに耽ふけるのが、ここ最近のヒスイの日課だった。

『答えはもう出ているんだよなぁ？』

　ヒスイの中の誰かが言う。無限に繰り返される自問自答の、問いかけを担当するヒスイ自身だ。少なくともヒスイはそう認識していた。

『でも、だったらなぜ、ヴィクターに言わない？』

（それは、言うのが怖いからだ）

『なぜ、怖い？』

（本当にこれが『正しい』のか自信がない）

『なぜ自信がない？』

　なぜ、なぜ、なぜ。

　ヒスイの中のヒスイは問いかける。それにヒスイは一つ一つ答えていく。

（ヴィクターが、どうして、僕の幸せを願ってくれているのかがわからない）

　長い時間をかけた自分との問答の末に、ヒスイの迷いと疑いはその一点に収束していった。

（思えば初めからおかしかった）

　ヒスイは歩く。庭園はとんでもなく広く、どれだけ歩いても果てがないのだ。歩いて、歩いて、歩いて。それでも庭園の一番端に到達したことがない。大抵は小径の途中にある四阿あずまやに辿たどり着ついたあたりで、両足が重たく疲れてくる。

　畢ひつ竟きよう、その四阿に佇たたずんでしばらく考えを巡らせた後、また元来た小径を辿って王城へと帰るのが、この日課のお決まりのパターンとなっていた。

（唐突に龍弦帝国から寄越された僕に、ヴィクターはとても良くしてくれていた）

『大国を統べる王ならではの、広い御心による慈悲ってやつじゃないのか？』

（それだけじゃない気がする。ヴィクターは何かを隠しているし、僕も……）

　ヒスイは四阿に到達した。足が鉛のように重たかった。

　四阿は真っ白い石でできていた。地面より一段高くなった円形の石畳から四本の柱が延び、円えん錐すい形の屋根を支えている。柱には黒々とした蔦つたが絡みついているが、今は一枚の葉もなかった。きっと春になれば緑が生い茂り、白い石によく映えることだろう。ここからは、かつてヒスイが過ごした離宮がほんのちょっとだけ見えた。

（僕も、何かを忘れている。とても大切な何かを）

　ヒスイは、自分の心がとても歪いびつであることに気が付いていた。

　具体的に言えば、記憶がところどころ抜けている。特に故郷での記憶がひどく曖あい昧まいだ。その他にも、どうにも自分は感情に乏しいところがある気がする。特に、怒るべきところ、恐れるべきところ、悲しむべきところで動くべき感情が動かない傾向にある。

　かつての自分だったら、こんなことに気付きもしなかっただろう。龍弦の王宮という閉ざされた空間で、周りに人間は存在すれど誰一人として自分を人間として目さず、孤独に過ごしていたころのヒスイだったなら。けれど、この国に来て、多くを見た。多くの人に出会った。そしてヒスイは、ようやく、自分のおかしさに気が付くことができた。

　そこまで思い至った時、ふと、誰かが耳元で笑う気配がした。

　ヒスイは不審に思って周囲を見回す。この四阿には、この庭園には、いまはヒスイ一人しかいないはずだった。

　案の定、どれほど首こうべを回めぐらしても誰もいない。いつの間にか湿った牡ぼ丹たん雪ゆきが降りはじめ、綺き麗れいに整えられてた小径に薄い雪の膜を張っているが、そこには誰の足跡もない。

『そこまで自力で気付けたのなら、上出来だ』

　ヒスイの中にいるヒスイの声が、ヒスイのものではない言葉を発した。

「……だれだ」

　ヒスイは小さな声で呟つぶやいた。降りしきる雪に吸い取られてしまうほどの小さな声で。

「お前は、誰だ」

『僕はお前であり、お前は僕だ』

　どこかで聞いたことがある言葉だ、とヒスイは思った。けれど、それをどこで聞いたのか全く思い出せなかった。

　冷たい冬の風が吹く。

『そして、今までお前のあらゆる苦しみを肩代わりし、負の感情を遮断し、安らぎを妨げる記憶を封じていた、ただの自衛装置だよ』

「自衛装置……？」

『おっと、お喋しやべりはここまでだ』

　その時、ヒスイの耳が微かすかな物音を捉とらえた。足音だ。雪が積もり始めた石畳を踏む、ゆったりとした足音。

　ヒスイが日課の散歩をしている時に、侍女や侍従など王城の使用人たちが庭園に足を踏み入れることはない。庭師とすれ違ったこともない。王妃となるべく定められた者が一人で考え事がしたいと言えば、皆それに従うからだ。

　だから、今ここでヒスイを追ってくる人物がいるとしたら、それは一人しかいない。

『お前が語り合うべき相手は、別にいる』

　ヒスイはゆっくりと振り返った。

　牡丹雪が降りしきる向こうに、黒い人影があった。軍用の黒いコートを纏まとった赤茶色の髪の青年が、ヒスイが佇む四阿まで歩いてくる。

『さあ、ヒスイ。ここから先は、お前ひとりでやるべきだ。僕が護まもらなくても、今のお前なら大丈夫だろう。──ま、安心しろ。もう手出しはしないけれど、ちゃんと見守ってやるからよ』

　それっきり、ヒスイの内なる声は途絶えた。

　ヒスイは一瞬戸惑ったが、それより、雪の向こうにいる青年の方に意識が行った。

　灰色の曇天、冬の終わりの重たい雪、誰もいない庭園の小径と四阿。

　風は止やみ、この世界からは音が消え失せる。ただ、国王が雪を踏む音の他は。

　ヴィクターは二段ほどの階きざはしを昇って四阿に入り、そこで初めてヒスイに向かって話しかけた。

「──やあ、ヒスイ殿下。いつもここを散歩しているそうだな」

　彼が言葉を紡ぐたびに、それに白い吐息が伴う。

　ヒスイは微か笑った。

「ああ。侍女たちに訊きいたのか？」

「そうだ。殿下の居場所を訊いたら、この時間だったらこの庭園だと。晴れていようが雪が降っていようが散策するのが最近のお気に入りのようだ、と」

「すっかり僕の好みを把握されてしまっているな。まぁ、僕も自分につけられた世話係たちの顔と名前と性格を覚えたが」

「殿下が城での生活になれたようで安心したよ。最初はどうなることかと思ったが」

「なかなかに良い。離宮での気安い生活が懐かしくなることもあるけれど、本城での暮らしも悪くない」

「それはよかった」

　ふっつりと会話が途切れ、束つかの間まの静寂が満ちた。

　冬の庭園の四阿の中で、少しの距離をとって、ヒスイとヴィクターは静かに対たい峙じする。周りが全すべて白い中、二人がそれぞれ纏まとっているコートだけがくっきりと黒い。

　時の流れが澱よどんでいく。世界から二人だけが切り離される。

　そして、先に沈黙を破ったのはヒスイだった。

「──ずっと、気になっていたことがある」

　ヴィクターは黙っていた。褐色の瞳ひとみが、静かに言葉の続きを促している。

　ヒスイは一つ息を吸った。ひんやりとした冷気が肺を満たした。

「どうして、お前は僕を受け入れたんだ」

　いつだったか、ヴィクターはほうぼうから舞い込んでくる縁談の類の悉ことごとくを拒んでいると聞いた。けれど、龍弦から突然突きつけられた婚約は、周囲が慌てふためくのをよそに逆に乗り気になったという。

　いざ『皇女』が寄越されて、その正体が死にぞこないの皇子だと判明しても、ヴィクターは一貫してヒスイを受け入れる姿勢を崩さなかった。

　これは、王の慈悲というだけでは済まされない。

「僕は感謝している。ヴィクターがああしてくれなければ、僕はとうの昔に衰弱して死んでいたと思う。けれど……どうにも解せない。龍弦帝国から一方的に突きつけられた婚姻の約束、そして実際に送り込まれてきたのはまともに意識を保つこともできないほど瘦やせ細ほそった男。お前は激怒して当然だった。龍弦から侮辱されたと思って当然だった。実際にそのように受け取った大臣もいたことだろう。なのに、お前はどうして受け入れられた？」

「……」

「その他にも、僕が大城壁から出てきて、男と判明してから一切の歓迎式典を中止にして極秘裏に離宮まで運び込んだ件。これも思えば不自然だった。切れ者のメリルが八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をしたとしても、あまりにも手際が良すぎる。……なぁ、ヴィクター」

　ヒスイは翠みどりの瞳で真っすぐヴィクターを見つめる。

「お前、初めから知っていたんじゃないか？　この僕が来ると。皇女ではなく、皇子が送られてくると」

　ひょう……と、風が吹いた。庭を凍えさせる冷気が、ヒスイやヴィクターの髪を揺らす。

　ヴィクターは静かだった。静かにヒスイを見つめ、そして口を開いた。

「知っていた」








60　桃源郷の双子






「君がいずれディーゼリアに来ることは、何年も前から知っていた。だから、龍弦の皇帝から『妹をディーゼリアの王妃に』という打診が来た時、大臣どもは慌てふためいていたが、余だけは『ああ、そのような形でしかあの国から出せなかったのか』という認識だった」

「何年も……」

「そして、皇女を受け入れるよう大臣どもを説得し、ならば歓迎式典をと息巻く奴らの裏をかいていつでも中止できるよう工作し、君をあらゆる政治的闘争から遠ざけて匿かくまう場として離宮を選び、ケンやブラッドに警備体制を構築させ、東への出迎えの使節団にメリルを捻ねじ込んだ──。そういうわけだよ。あとはまあ、適宜『てっきり姫が来ると思っていたのに』といった旨の演技を随所に挟んで、余があらかじめ知っていたことを周囲に知られないようにしていた」

「皇子が来ると、友臣の三人にも知らせていたのか？」

「いいや。メリルだけは『何かありそうだ』と察していたが、ケンとブラッドは特に何も勘付かなかった。君が男だと知った時は、二人ともそれなりに驚いていたよ」

　ヴィクターは落ち着き払っていた。どこか、ヒスイに見抜かれることすら予知していたようなところもあった。

　ヒスイは改めて、この男の底知れなさを味わった。人間臭く親しみ深い王に見せかけておきながら、その腹の底は誰にも見せない。見せていないことすら気付かせない。彼はそういう類の王だ。

　そんな男の瞳には、ヒスイは、この国は、この世界は、一体どのように映っているのだろう。

　ヒスイはねばつく唾だ液えきを小さく飲み下し、己の心を奮い立たせて、さらにもう一段階切り込んだ。

「用意周到にも程があるな。……では、なぜ僕が来ることを知っていた？」

　龍弦帝国は極端に閉ざされた国だ。

　国土を取り囲む大城壁を開くのは年に一度。その時だけ、他国からの使節団──親書を運ぶ大使やら、貢ぎ物という形で商品を売りに行く商人やらで構成された一団を領土内に招き入れる。同時に前年の使節団の帰国を許す。龍弦が外界と繫つながるのはその時だけだ。

　あの城壁を自由に行き来できるのは、天高く飛ぶ渡り鳥しかいないだろう。

　いぶかしむヒスイの視線を真っすぐ受け止めながら、ヴィクターは、その言葉を口にした。まるで大切な宝物を大切な人にだけそっと見せるかのような、そんな口ぶりで。

「龍の国、弦月つきの都の最奥部。花咲き乱れる宮の、桃源郷の双子」

「……！」

　ヒスイは息を吞のみ、その場に立ち尽くした。

　ヴィクターが口にしたのは、龍弦語の詩うただった。ヒスイはその詩に覚えがあった。否、その詩を聞いたことで、古い記憶の蓋ふたが動いた。

　それは、龍弦のとある兄弟を謳うたった詩だった。誰だれの作かは定かではない。王宮の誰かがふと口にして、それがひそやかに広まったものだ。詩集に綴とじられることもなく、都の外まで華々しく伝えられることもなく。ただ、その兄弟の周りでだけ、ほんの一時期だけ流行はやった短い詩。

　ヒスイの身体からだが冷えていく。晩冬の冷気に長く浸っていたせいなのか、それとも古い記憶が呼び覚まされたせいなのか。

「……ヴィクター」

「余はわずか五歳で即位した。何の知見もない幼子が玉座に就くことを危き惧ぐした者がおり、また、王冠の重みで成長が阻害されるのではないかと憐あわれんだ者がいた。その他様々な思惑が交錯し、余は一時的に国政から離れて身分を隠し、諸国を漫遊することが許された。十二歳から十四歳にかけての約二年間だな。これは前にも話しただろう」

「まさか……」

「このうち一年間は、龍弦帝国にいた」

　それを提案したのは、ヴィクターの遊学について取り仕切ってくれていた叔お父じ、アルバート大公だった。ヴィクターの見聞を広めるという目的以上に、アルバート自身、龍弦帝国に並々ならぬ興味があったのだろう。反対者も多かったが、龍弦の内部に入ったという経験は国主として大きな糧になると主張して説き伏せた。

　アルバートとヴィクターは商人の親子に身をやつして使節団に加わり、龍弦帝国へ潜入した。本当の身分を隠して大城壁をくぐり、龍弦官吏の誘導に従って首都に辿たどり着つき、そこに一か月ほど滞在した。王宮では異国の使者を歓待する宴うたげが開かれ、商人の子としてヴィクターも出席した。

　ヴィクターは淡々と語る。誰にも話したことがないであろう、遠い過去の出来事を。

「龍弦宮廷の宴の最中、余は席を外して、そのまま迷った。下官なり何なりを捕まえて道を訊こうかと思ったが、どういうわけだか誰とも行き会わない。宴の音を頼りに王宮を彷徨さまようが、逆にどんどん遠ざかっていく。季節は春、こちらの暦で言うところの三月だ。暖かな日差しが降り注ぐ中、見慣れぬ花が咲き乱れる宮まで辿り着いた。──そこで、龍弦皇族の装束を纏まとった幼い双子と出会った」
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　ずっしりと重たい花の枝をかき分けると、二対の翠すい色しよくと目が合った。

　ヴィクターのことを『赤毛のこども』と称したくせに、彼らの方がもっと幼く見えた。七つか八つくらいだろうか。色鮮やかで豪ごう奢しやな絹の装束を纏まとい、艶つややかな黒髪を肩まで垂らした翠色の瞳ひとみの少年が二人。まるで鏡合わせの虚像のように似ている二人が、互いに寄り添って座っていたのだ。

　ヴィクターは枝に手をかけたまま茫ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「お前、西の国の者か？　東の者か？」

「それとも北か？」

「南ではないな。南の者にしては肌が白い」

　双子は交互に喋しやべった。眠たげな表情のまま口元だけを動かして、まったく同じ声で喋るものだから、よくよく見ていないとどちらが喋ったのかわからなくなりそうだった。

　ヴィクターは戸惑いながらも、覚えたての龍弦語で返答した。

「西だ。西の果て、ディーゼリアから来た」

「ふむ。なら、この書籍の文字はわかるか？」

　双子の膝ひざには大きな絵本が広げられていた。絵を見る限り、ディーゼリアやその近隣国に伝わる童話をまとめた子供向けの本だ。

　どうやら彼らは、二人してこれを読んでいたらしい。

「何年か前に西の国の者から貢がれた品だ」

「そして、つい先日、父上が我々に下賜してくださった」

「蛮族の作にしては絵が見事なので魅入っていたが、添えられている言葉がまるで読めない」

「王宮にも読める者がいない」

「赤毛のこども。お前、我々のためにこれを訳して朗読せよ」

　実に尊大な態度の双子だった。しかし、不思議なことに、ヴィクターは彼らのことをまるで不愉快だとは思わなかった。むしろ、何か抗あらがいがたい魅力すら覚えた。

　双子はヴィクターに絵本を差し出し、左右にずれて座りなおした。双子の間に人一人分が座る隙すき間まができる。

　風が吹いて梢こずえが揺れる。淡い色の花弁が静かに舞う。

「早はよう」

　ヴィクターは促されるまま双子と双子の間に腰を下ろし、膝の上に絵本を広げた。すると双子が左右から食い入るように絵本を覗のぞき込んだ。ヴィクターは一枚一枚ページをめくり、記載されている童話をなんとか龍弦語に訳して彼らに読み聞かせた。

　ヴィクターにしてみれば、冒頭の一文二文を読んだだけで結末がわかるくらいなじみ深い物語だったが、双子にとってはとても斬新で奇異な物語だったようだ。少し待て、これは何だ、どういう意味だ、などと頻繁に朗読を中断させ、そのたびにヴィクターは彼らが納得するまで補足してやらなければならない。

　日が傾き、遠く聞こえていた宴の音が絶えるころになっても、絵本の半分も読み終わらなかった。

「赤毛のこども。お前、しばらくは王宮にいるな？」

　双子のうちの片方が問うたので、ヴィクターは頷うなずいた。向こう数日間は逗とう留りゆうし、様々な公的行事や儀式などに参加する手て筈はずになっている。

　すると、双子は手を叩たたいて喜んだ。

「ならば、明日も来い。明後日あさつても、その次の日も」

「毎日ここに来い。我らのために」

「いいな？　このことは誰にも言うなよ」

　ヴィクターは頷いた。双子に命じられると、何が何でも言う通りにせねばならないような気がした。まるで魔法使いの呪じゆ文もんのように、双子の声色には人を従わせる魔力が籠こもっているような気がした。

　それが始まりだった。

　ヴィクターは言われるがまま、毎日この花咲き乱れる場所を訪れた。そして、この謎めいた双子と交流を重ねた。

　双子は自分たちの名前を明かさなかったし、その身分もはっきりとは口にしなかった。けれど、交わりが深くなるにつれて、だんだんとわかってくることがある。

　何から何までそっくりな双子だが、よくよく見れば微妙な差異があること。片方はほんのちょっとだけ聡そう明めいで、もう片方はほんのちょっとだけのんびりとしている。言葉に不思議な魔力が籠っている、ように思えるのは聡明な方であり、どうやらこちらが兄であるらしかった。弟の方は、愚鈍というわけでは決してないのだが兄に比べればぼんやりとしている。時々あらぬ方向を見つめ、何かに耳を澄ませている。幼い子供にはよくあるように、自分だけの見えないお友達がいるらしい。

　そして、ある時。毎日訪れるヴィクターのことをそれなりに信頼したのか、双子は己の身の上をさらりと語った。

　自分たちは龍弦皇帝の息子であること。龍弦皇室では双子はとても珍しいものとして扱われ、通常の皇子とはいささか異なる運命を与えられること。

　具体的に言えば、双子のうちの片方は、将来の皇帝の座を約束される。龍弦の皇帝というのは単なる国主ではなく、宗教的な役割をも担う特別な存在らしい。双子の片割れというのは、それにとても適した存在であると。

　そして、もう片方は。

「もう片方は国の奴ど隷れいになる」

　なんの憂いもなく、双子は言い切った。

「この世で最も尊い存在が二つあってはならないからね」

「帝にならなかった方は、死ぬまで辱めを受けることになる」

「帝の御前でね」

「そうすることで、帝の霊威は高まっていく」

　ヴィクターは眉まゆを顰ひそめた。

　双子の片方が皇帝に、もう片方が奴隷になるという龍弦の習わしが、とても残酷なことのように思えたからだ。

　この時のヴィクターは、まだ十三になるかならないかという年頃の未熟な少年だった。己の価値観が定まりつつあるころで、けれど全く異質な価値観を尊重するという分別はまだつかない。幼いころから玉座に座っていたという経緯もあって、ヴィクターは何の疑いもなく自分の価値観こそが『正解』だと思い込んでいた。

　なので、ヴィクターは邪気のない心で憤慨した。

「そんなの。可哀かわい想そうじゃないか」

　双子はきょとんとして首を傾かしげ、互いに顔を見合わせた。

　ヴィクターは思うままに自分の考えを述べた。そんなの辛いじゃないか。奴隷となる方は何も悪くないのに、なんで虐げられなければならないんだ。帝になる方も辛いのではないか。だって自分の片割れが目の前で酷ひどい扱いを受けるのだろう。霊威なんていう目に見えないものを高めるために、どうしてそんなことをしなければならないのか。そんなの不幸せじゃないか、と。

　そういった旨のことを、ヴィクターは主張してしまった。ただし、龍弦語はまだまだ不得手だったので、どこまで正確に言葉にできたかは定かではないが。

　双子は不思議そうにヴィクターの言葉を聞いていた。そんなこと考えもしなかった、といった表情だった。双子として生まれ落ちた時から『そうなるべし』と定められて育った彼らは、己の境遇を疑うことすらしなかったのだ。

「そうかなあ？」

　この時点での双子の返答はそれだった。ヴィクターは脱力した。自分の演説がいまいち届いていなかったことにがっかりした。

　ヴィクターは肩を落としながら、せめてもの足あ搔がきとして、こう言った。

「もしも……もしも、辛くなったら。その時は俺の国に逃げて来いよ。絶対に幸せにしてやるから」

　ヴィクターは自分の名前も本当の身分も明かしていなかった。ただ『赤毛のこども』として双子の前では振舞っていた。

　けれど、ヴィクターはこの時、ついに自分が何者であるかを言った。

「俺の名前はヴィクター・アレク・クリスフォード。大陸西端の王国を治めている者だ。今は世界の広さを知るために旅をしているが、いずれは玉座に戻って我が国をより豊かに、より強大にしていく心積もりだ。この世界は広いぞ。龍弦帝国なんて目じゃないくらい広くて、色んなものに溢あふれているぞ。だから、幸せになるためにディーゼリアに来いよ」

　と。

　その言葉が、特異なさだめの下に生まれた双子の皇子にどれほど残酷な希望を与えるのか、知りもしないで。








61　柔らかな光の中で






　雪が降りしきる庭園の四阿あずまやで、ヒスイは絶句していた。

　どうして今まで忘れていたのだろうか。

　ヴィクターが訥とつ々とつと語る言葉。それらがヒスイの心の奥深い所に封じていた記憶を暴いていく。

　幼き日の、春の交わり。幻みたいな儚はかない思い出。こどもとこどもが勢い余って語った言葉と、未熟な義憤により交わされた約束。

　それら全すべてを、ヒスイは長い間すっかり忘却していた。

　忘れ果てたまま、その後から始まった地獄の日々に身体からだと心を殺され続けた。

「──後になって後悔した」

　ヴィクターは言う。花降る中に現れた赤毛のこどもが、大きくなってそこに立っている。

「歳としを重ねるにつれて、龍弦がどれほど特殊な国であるかを知った。そして、因習に従って片や尊ばれ、片や虐げられているであろう双子のことを思った。閉じた空間の中で何の疑いを持たずに己の運命を受け入れていた皇子たちに対して、余は、それが辛いことであるという認識を植え付けてしまった。しかも、我が国に来れば幸せになれると断言してしまった。入出国が極めて難しい龍弦の皇子が──皇帝と、その皇帝の陰で虐げられる役割の片割れが、大城壁を越えられるわけがないのに」

「……」

「だから」

　ひときわ強い風が吹く。遠い空では曇天がかき混ぜられ、雲が流れている。庭園の庭木から重たい雪が落ちる。堅けん牢ろうなる冬の世界が壊れていく。

「君が来た時、絶対に幸せにせねばならないと思った」

　ヒスイは竦すくんだ。立ち竦んだ。

　冷たい風の中に、妙に生なま温ぬるい空気が混じっている。雨雪を凌しのぐ屋根はあるが風を阻む壁がない場所で、かつて桃源郷で出会った二人は、射抜き合うように互いを見つめた。

「正直に言おう。君のことが好きだ。過酷な運命に翻ほん弄ろうされ、どこか歪いびつな成長を遂げながらも、真っすぐな心根を持つ君が好きだ。君が笑うと嬉うれしくなる。君が楽しむと幸せになる。君が消えたら、心配で心配で胸が張り裂けそうになって夜も眠れなくなる。そして君の全てが欲しくなる。けれど、余の隣にいることが、必ずしも君の幸せになるとは限らないことも重々承知している。王妃になれば自由が目減りし、その分だけ重い責務がのしかかる。国王と同じ視座に立つことが要求される。余の我わが儘ままひとつで君にそれを背負わせるなんて、とてもできない」

「だから……僕に言ったのか。自由か、王妃の座か、どちらかを選べと」

「そうだ。どちらを選ぶにせよ、君を幸せにすると約束する。たとえ君の幸せのために世界を手放さなければならなくなったとしても、余は迷うことなく君を幸せにするだろう」

　そして、静寂が訪れた。

　ヴィクターの言葉が、ゆっくりとヒスイの中に沈んでいった。

　ヒスイは知らず知らずのうちに止めていた息を吐いた。すっかり凍えた指先を握りしめ、翠みどりの瞳ひとみを伏せる。

　なんだか、ありとあらゆるものが明めい瞭りようになっていく気がした。

　脳裏に様々な思い出が駆け巡る。片割れと共に過ごした美しい宮、運命が分かたれた後に閉じ込められた朽ちた宮。ある日突然言い渡された婚姻の勅命。国外へ向かう、過酷な旅路。

　その一つ一つが、思い出すだけで心が激しく軋きしんで鋭く痛んだ。けれど、ヒスイはそこから目を背けなかった。何者かが『思い出さなくていい』と帳とばりを下ろすこともなかった。今のヒスイは、過去の自分の全てを思い出し、受け入れることができていた。

　その次に思い出すのは、大城壁を越えた先で待ち構えていた、時に穏やかで、時に慌ただしかった日々。世界は広いと思った。けれど、これはまだほんの一端に過ぎない。このまま自由に歩めば、ヒスイはさらに様々な所に行き、様々な人と出会い、様々なことができるだろう。この身体が果てるまで歩いても、世界は尽きることはない。

「──僕は」

　風が止やむ。庭木を、髪を、コートの裾すそを揺らしていたものが静止する。花弁のように舞っていた牡ぼ丹たん雪ゆきもふっつりと途絶えている。

　しかし、遥はるか上空では未いまだに強い風が吹き、雲を押し流している。

　薄暗かった庭園が、徐々に明るくなっていく。

「僕は、この国に来た時には死人も同然だった。ヴィクターに、その腹心たちに救われて息を吹き返し、そして生きたいと思った。知りたいと思った。この世界について──」

　ヒスイは目を開く。真っすぐヴィクターを見つめる。ヴィクターは、まるで神宣を受ける神職者のように、厳かな面持ちでヒスイの返答を聞いていた。

「ヴィクター。他ならぬお前が見ている世界について」

　ヒスイは一歩前に出た。そしてまた一歩。黒い靴で白い石を踏んで、この国を統べる王のすぐ前まで迫る。

　靴先同士が触れ合う場所まで歩み寄って、ヒスイはヴィクターを見据えて言った。

「僕はお前の隣に在って、お前と同じ高さの場所に座り、お前と同じ世界が見たい」

　凍えた指先をほどいてヴィクターの手を取った。ヴィクターの手もまた、ヒスイと同じくらい冷たかった。それがなんだかおかしくて、ヒスイは唇の端で微笑ほほえんだ。

「僕だってお前が好きだ。僕以外の誰かが僕の名前でお前の妃になるなんて耐えきれない。お前から遠く離れた場所で得る自由に何の意味がある。ヴィクター・アレク・クリスフォード。僕を──」

「ああ……ヒスイ殿下」

　ヴィクターが、ふっと苦笑してヒスイの言葉をやんわりと止めた。ヒスイの手を握り返し、そして片足だけ一歩ほど引く。

「どうか、その先はこちらに言わせてはもらえないか？」

　ヒスイは口を噤つぐみ、一つ頷うなずいた。心はとっくに決まっていた。

　国王は笑みを消して真剣な面差しになり、そして、その場で片かた膝ひざをついて跪ひざまずいた。首を垂れ、氷のように冷え切ったヒスイの指先へ額を当てた。

「どうか、俺と結婚してくれ」

　その時、冬の庭に暖かな日差しが差し込んだ。王都を覆っていた雲が途切れたのだ。

　積もった雪に陽光が乱反射して、庭園は眩まぶしい光に包まれる。二人がいる四阿もまた、ふわりとした明るさに満ちた。

　季節は廻めぐり、春が訪れたのだ。

「──ああ。ヴィクター。喜んで」

　ヒスイは答えた。凍えた身体に熱い血潮が巡り始めるのを感じていた。

　今、この時に、ヒスイの運命は再び大きく転換したのだった。

　言葉にはとても言い表せない、途方もない幸福感が、ヒスイの中を満たしていった。
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　その夜もまた、ヒスイは淡い眠りを貪むさぼっていた。

　身体の至る所がじくじくと痛い。昨夜の『夫』は知性を失った罪人の大男だった。強力な精力酒を飲んで荒れ狂った男を宛あてがわれ、貴族や皇族たちの下卑た視線を浴びながら犯され続けた。極度の興奮状態に陥った罪人が性交中に泡を吹いて死亡し、これによりヒスイは解放されたのだが、その頃ころには夜もとっぷりと更ふけていた。

　これにはさすがのヒスイもだいぶ堪えた。だが、苦痛を表に出すことはなかった。泣き叫んだところで観客たちが喜び、さらなる責め苦が追加されるだけだ。だから、心を押し殺して、人形のように嬲なぶられてやった。

　……そんな、いつも通りの夜。

　ヒスイの部屋を訪れた使者は、奴隷皇子に告げた。

「大城壁の外──。遥か西の果てにあるという小王国、ディーゼリア。そこの国王陛下と龍りゆう弦げん帝国皇女ヒスイ殿下の婚姻が決まりました」

　ヒスイは寝台の中で目を見開き、痛みに軋む身体を起こした。信じられない思いで扉の方を見た。

　ディーゼリア。

　その言葉は、ヒスイの中に昔からあった。いつのことだったか、そんな国の名前を確かに聞いた。

　思い出そうとする。しかし、胸を締め付けられるような痛みがヒスイを襲った。身体の痛みではなく、精神の痛みだった。枯れ枝のような指で胸元を摑つかみ、ヒスイは声を殺して煩はん悶もんする。

　ヒスイには時々こういうことがあった。何かを思い出そうとすると、ヒスイの中の何かがそれを引き留める。無理に思い出そうとすると、たいていはとても苦しい気持ちになる。記憶そのものが苦いものだったり、または、幸せな記憶と現実との差異がひどくて苦しくなったりした。ディーゼリアという国名にまつわる記憶は、このうちの後者に分類された。

（なんだ……どうして、異国の国名ひとつで、こんな気持ちに……）

　宵よい闇やみの残る朽ちた宮の中、ヒスイの中に春の陽光が連想される。陽光、花の香り、異国の言葉、物語、希望、救済──。

　ぎしり、という足音が再びした。

　どうやら、勅命を告げた者ではない、二人目の来訪者がヒスイの宮を訪れようとしている。

　戸の外側で、一人目の来訪者が慌てて平服するような、そんな気配がした。

　かくして、ヒスイが住まう朽ちた部屋の扉が開かれた。一つの人影が佇たたずんでいた。

　ヒスイは茫ぼう然ぜんとしてその人物を見遣った。

「──兄上」

　黒い髪に白い肌、宝石のような翠の瞳。皇族用の煌びやかな衣装を纏まとった、ヒスイに瓜うり二ふたつの青年の姿がそこにあった。

　ヒスイは慌てて寝台から降りて彼に駆け寄ろうとして、しかし腐食しかかった床板に躓つまずいてその場に崩れ落ちた。今のヒスイには、まともに立ち上がるほどの体力も残されていない。

　来訪者の青年──龍弦皇帝は、そんなヒスイの前まで歩み寄り、毒虫の死し骸がいが転がる床に膝ひざをついた。豪ごう奢しやな衣装が汚れるのも構わずに。

「……このような形でしかお前を救うことができなかった」

　皇帝は静かな声でそう言った。声もヒスイによく似ていた。

「赦ゆるしてくれ、ヒスイ。至上の位に就いていても、千年続く帝国の因習を打破することはできなかった。残された手段はただ一つ。遠い異国の王を頼る他ない。……さもなくば、お前が死んでしまう」

「……奴隷皇子は、死ぬために存在する」

　ヒスイはか細い声で言った。

「死ぬことで、奴隷皇子は完全にその役目を果たす……」

　帝が霊威を高めて栄華を極める傍ら、その影たる奴隷皇子は贄にえとなり、苦痛と屈辱の限りを味わう。そして奴隷皇子が耐えきれずに息絶えた時、帝はある種の完成体になる。

　そういう儀式なのだ。

　ヒスイが凌りよう辱じよくされていたのはそのためだったし、自らの死を望むのは帝のために役目を果たしたいからなのだ。辛いけれど、これこそが自分の存在意義なのだから。

　しかし、皇帝は悲しそうに首を振った。

「駄目だよ、ヒスイ」

　皇帝の声には、幼いころより不思議な力があった。言霊が宿りやすいのだ。彼の言葉はするりと心の内側に入っていくし、場合によっては呪じゆのように人の心を縛る。これが、帝となるべく生まれた者の異能なのか、それとも単に声質と喋しやべり方による作用なのかはわからない。

　ともかく、帝の言葉は、どんなに些さ細さいな一言であっても、ヒスイの中に深く深く響くのだ。

「そんな風に思ってはいけない。奴隷皇子の役割など忘れるべきだ」

　そうなのだろうか、とヒスイはぼんやりと思う。

　ならば、自分はどうすればいいというのだ。

「奴隷皇子の役割だけではなく、お前はこんな国のことなど忘れるべきだ。忌まわしい国として切り捨て、異国まで逃げるべきだ」

「兄上は……」

　ヒスイは問う。目の前にいる、すっかり運命を分かたれた自分の片割れに問いかける。

「兄上は、どうするんだ。一緒に行くのか。兄上と、離れたくない」

　しかし、皇帝はまたしても首を振った。

「僕は残らねばならない。いいか、ヒスイ。この兄のことは忘れるんだ。さもなくば、お前にとってとても酷ひどい兄であったと──実の弟のことを嫌い抜き、こんな酷い目に遭わせた帝だったと思って、すっかり切り離してしまいなさい」

「そんな……」

　床にうずくまったまま、ヒスイは視線を落とす。がりがりに瘦やせ細ほそった身体からだと、伸び放題の黒髪が目に映った。

「ああ、ヒスイ。可哀かわい想そうに……。僕と同時に生まれたばっかりに、こんな瘦せ細って、傷ついて」

　ふわりと温かいものがヒスイの身体に触れた。良い香りがほのかにした。皇帝がヒスイを柔らかく抱きしめたのだ。香りの正体は、皇帝が纏まとう装束に焚たき染められた薫香だろう。ひどく懐かしい気持ちがした。まだ二人が同じ運命を歩んでいた幼少期、宮の中はこの香りで満ちていた。

「お前はなーんにも悪くないのになぁ」

　皇帝が悲しそうに呟つぶやいた。その腕の中で、ヒスイも悲しい気持ちになった。

　胸いっぱいに悲哀が広がって、ヒスイはすすり泣いた。自分の境遇が虚しかった。兄にこんなことを言わせてしまうのが辛かった。

　そして、嫁ぐという形でこの国から出されることが、途方もなく不安だった。

「なぁ、ヒスイ」

　そんなヒスイの心の揺らぎを察したのか、優しい声色で皇帝が言った。

「ディーゼリアって、どんな所だろうな」

「……わからない、知らない」

「毎年の貢ぎ物の質を見る限り、きっと素晴らしい国だ。お前が幸せになるにふさわしい場所だと思うよ」

　幸せに。

　皇帝の言葉が、ヒスイの中に反響した。

　兄が弟を一際強く抱きしめる。弟は恐る恐る兄の背中に手を回す。

　帝と奴隷。対極まで運命を分かたれた双子のそれは、別離の抱擁となった。

「いいかい、ヒスイ。新しい人生を歩みなさい」

　優しい声色で、兄は囁ささやく。

「お前の幸福と安寧こそが、この兄の願いだ。……どうか、兄のことも国のことも忘れて、遠い国で心安らかに生きなさい」

　この時、帝の言葉はヒスイの中の奥深い所にまで沈殿し、ヒスイが元より持っていた気質──内向きで、架空の遊び相手を作りがちな気質と相あい俟まって、一つの呪のろいへと転じた。

　それは、心の有りようを制限する枷かせのような呪い。

　青年が安らかであるために、それを妨げる記憶を捻ねじ曲げ、それに逆らう感情を封じ、あらゆる苦痛を感じさせないようにする、過剰なまでに青年を護まもる自衛の呪い。

　ヒスイが幸せな人生を新しく歩み始めるまで続く呪いが、この時に掛けられた。

「さようなら、僕の片割れ」

　そう言ったのは誰だれだったか。奴ど隷れいだったのか皇帝だったのか。それともそのどちらもが、同時に同じ言葉を口にしたのか、それは誰にもわからない。

　どちらにせよ、その言葉が紡がれた瞬間、奴隷皇子と呼ばれていた彼の運命が大きく転換した。

　夜が明ける寸前のことであった。
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　季節は移ろう。

　長かった冬が明けて春になり、賑にぎやかな社交シーズンが訪れる。その年の社交シーズンは、一つのとびきり大きなトピックスでもちきりだった。

　やがて春が終わって夏が来る。その頃ころになると、本国のみならずディーゼリアの海外領土や、親交のある国々全体が浮き立った。来たる慶事の日を指折り数え、どの国のどの都も明るくざわめいていた。

　そして、秋。雲一つない澄んだ青空がどこまでも続く佳よき日。

　王都クリスフォードに華やかな喧けん騒そうが満ちた。

　上流階級アツパー・クラスも中産階級ミドル・クラスも労働者階級ワーキング・クラスもなく、全すべての国民は浮き立ち、こぞって王都の中心部に向かう。今日は特別に王城の門が解放され、どんな身分の者でも城の大庭園に入ることができるのだ。

　王城に向かう人々の流れに逆らって走り抜ける新聞配達の少年が号外をばらまいていく。王都上空にはエア・ヴィークルが数機飛びまわり、紙吹雪を撒まいたり、あるいは写真機を構えて明日の新聞に載せるための王都の俯ふ瞰かん図を撮ったりしている。

　とある一機のエア・ヴィークルは、その夏にオズボーン社が急きゆう遽きよリリースした新型機だった。この機体は驚くべきことに、タール・クォーツを使わずに空を飛ぶ。重たい固形燃料を積む必要もなければ、大量の煤ばい煙えんを吐き出すこともないという信じがたい機体なのだ。

　その動力源は何なのか、一体いつの間にそんな技術を開発したのか。リリース当時に押し寄せられた質問に対して、オズボーン社は、社外秘だとして固く固く口を噤つぐんでいる。

　ただ、オズボーン社の息子たちのうち国王専属技師メカニツクを務めていた次男坊が、その名誉ある職を放棄して三か月ほど姿を消していた。そして彼が戻ってきた日に、新型エア・ヴィークルの試作機だとされる飛行物が、王都の南東から中央部にかけての大空を飛んだ。ここに何かの秘密があるのではないかと噂うわさする者もいるが、真相は定かではない。

　来歴は何であれ、煤煙を出さない動力は、これから始まる新しい時代を大きく変えていくだろうと新聞各社は報じた。二十年もの長きにわたった現国王の治世。それが一つの大きな節目を迎える年に、驚くべき技術革命がおこったのは、まったくもって幸先が良く喜ばしいことであると。これから王国はより栄え、人々が豊かになる先触れになると。

　そんな王国の、王城の一室。上等な調度品で埋もれた王族用の居室。

　普段ならば外界の物音など届きようがない部屋にまで、人々の喧騒が聞こえてきていた。

「──凄すごい騒ぎだな」

　背せ凭もたれ付きの椅子に座って一休みしているヒスイは、そう言って苦笑した。

「それはそうだろう。王国史に残る一大イベントなんだから」

　向かい側に座るヴィクターがそう答えた。二人の間にあるテーブルの上には、喉のどの渇きを癒いやすための紅茶が置かれている。

　ヴィクターは徽き章しようを余さず付けた黒い軍服に白い手袋という正装姿であった。一方ヒスイはというと、白を基調とした花嫁装束を纏っている。

　ディーゼリアの伝統的な花嫁のドレスに、ぎりぎりまで龍弦帝国風の意匠を詰め込んだという斬新なデザインだった。男物か女物かで言ったら明らかに女物だが、生粋の龍弦人であるヒスイからすれば限りなく中性的な晴れ着に思えなくもない。そんな絶妙なところに落とし込んだ衣装を、今日というこの日のために誂あつらえさせた。

「殿下、疲れてはいないか？　そんなに布地の多い重たい服を着て、早朝からあらゆる式典や儀式をこなしていて大変だっただろう」

「大丈夫だ。この衣装、さほど身体を締め付けないからな。それよりもヴィクターこそ大丈夫か。この後、民衆に向けた大演説だろう。原稿はちゃんと覚えたか？」

「余が何年国王をやっていると思っている。抜かりはない。一語一句たりとも嚙かまずに朗々と言い切ってみせるさ」

　この日。

　ヴィクター・アレク・クリスフォード国王は、遥はるか東の大国龍弦帝国より嫁いだヒスイ・カグヤミヤ皇女と正式な婚礼を挙げた。王都内にある伝統的な礼拝所にて誓いを立て、その他王族の婚姻にまつわるあらゆる式典や儀式をこなしていった。

　そのあと王城に戻り、現在はほんの数分だけ許された休憩時間である。次に控えているのは、民衆が集まった大庭園に面したバルコニーに出ての王妃お披露目、ならびに国王の演説である。

　ヒスイにとっては初めて王妃として公の場に出る瞬間である。正直なところ、少し緊張していた。何か変なしくじりをしないだろうか、予期せぬトラブルに見舞われないだろうか。そんな漠然とした不安がちりちりと胸を焦がしている。ヒスイは何の気はなしにテーブルの上に置いていた手を、知らず知らずのうちに握りしめた。

　すると、ヴィクターがその上に自分の手を重ねた。

「──案ずるな。俺がいる」

　ただその一言だけで、ヒスイの中の不安が柔らかく溶け崩れて消えていった。

　どんなに不安でも、すぐ傍にヴィクターがいる。それを思うだけで、どんな困難にも打ち克かっていける気がした。ヴィクターが重ねてきた手の下で、ヒスイは握りしめていた拳こぶしをほどいた。

「……ああ」

　ちょうどその時、部屋に礼装を着込んだ侍従たちが現れて、ヒスイとヴィクターへ移動を促した。

　二人は連れ立って、王城の長い廊下を進んでいく。途中、壁に掛けてある歴代国王の肖像画の内一つが、龍弦帝国の皇族用衣装を纏まとった少年の姿に転じた。肖像画の少年が笑ったように見えた。ヒスイは瞬いてその肖像画を再び見たが、その時にはすでに元の油絵に戻っていた。

　長い廊下。その果てにあるバルコニーに出て、国王と王妃が民衆たちから見える場所に立った時、地が割れんばかりの喝かつ采さいが轟とどろいた。

　──万歳！

　──国王陛下万歳！

　──王妃殿下万歳！

　庭園を、大地を民衆が埋め尽くしている。その全すべてがヒスイを言こと祝ほいでいる。大空にはエア・ヴィークルが飛びまわり、色とりどりの紙吹雪を振りまいている。

　ヒスイは思わず、ちらりと隣に立つヴィクターを見た。ヴィクターもヒスイの方を見遣っており、喝采の中、視線が絡み合った。

　ヒスイは小さく頷うなずいて民衆の方を見て、あらかじめ定められていた通りに片手をあげた。すると、大歓声が上がった。

（……ああ、僕は、王妃になったのだ）

　これからどうなるのだろう、という思いがヒスイの胸の内をよぎった。

　あの晩冬の四阿でヴィクターの求婚を受け入れてから今日にいたるまでの間に、王妃としての教育は一通り受けた。礼儀作法や言語学、宮廷の人間関係、国王を補佐する者としての心得──。男であることを隠しながらも王妃としてやっていける自信は辛うじてついた。けれど、果たしてそれで大丈夫だろうか？

　いずれ、大きな歴史のうねりに吞のまれやしないだろうか。

　なにせ隣に立つ男は、この世界の全てを掌握しようと目論む覇道の王なのだ。大きな世界地図の全てを、自国領を示す朱墨で染め上げようという壮大なる野心を持つ男。彼が狙ねらう国々の中には、今は遠きヒスイの祖国も含まれている。ヒスイを生み、ヒスイを虐げ、ヒスイを逃がした大帝国が。

　平穏な治世になるわけがない。そんな国王と同じ視座に立ちたいと望んだのは、他でもないヒスイ自身だ。頭に載せられた王妃の冠がずしりと重たい。

　ヒスイはもう一度ヴィクターを盗み見た。ヴィクターもまた民衆に向かって手を振り、これより始まる大演説の最初の一言を放つタイミングを計っている。

　彼の横顔を見ただけで、ヒスイの中に温かな幸福感が沁しみわたる。そして、一点の曇りもなく明めい瞭りような覚悟が固まった。

　何があっても乗り越えて見せよう、と。

　数多あまたの人が生きる大地と、どこまでも続く青い空。

　その狭間はざまにおいて、他でもないこの男の隣こそが自分がいるべき場所なのだ。

　ヒスイの人生が、今、ようやく始まろうとしていた。
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オーパーツ・メイカー







　ジャンクバレー浅層部にある、とある機械技師メカニツクの工房。ジャンクパーツやら壊れた機械類やらで荒れ果てたそこに、二人の男の怒号が飛び交っていた。

　一人は、谷生まれ谷育ちの技師、ロバート・エレック。そしてもう片方は小汚い作業服に身を包んだ王都の技師、ケネス・オズボーンだ。

「断る！」

「そんなことは言わずに！　ロバートさぁん！」

　椅子に座ったロバートの足元にケンが縋すがり付いている、という構図である。ロバートは萎なえきった細い脚で容赦なくケンをげしげし蹴けっているのだが、ケンはまるで意に介さない。

「いいや、断る！　お前、この間空から降りて来たエア・ヴィークル・ライダーだろ。その顔見覚えがあるぞ！」

「マジっすか見て覚えていたんですか!?　あの一瞬の間に!?　いやその節は本当に失礼いたしました！　こちらとしてものっぴきならない事情がありまして！」

「お前らの事情など知らん！　届け物をしに来たって言うんだったら置くもの置いてとっとと帰れ！　どうせお前も谷から自由に飛び立てる人間なんだろ!!」

「ちーがーいーまーすー！　帰る当てなんてありません～。だから、だからぁ！　この俺を……」

　ケンはすうっと息を吸い、そして絶叫じみた声を上げた。

「俺を！　どうか！　あなたの弟子としてここに置いてください！　師匠ぉ～!!」
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　龍弦帝国の姫の従僕、ということになっている姫本人、ということになっている皇子がジャンクバレーまで誘拐されるという何ともややこしい騒ぎが無事収束してから数日が過ぎた。いや、完全に無事とは言い難いだろう。ジャンクバレーまで誘拐されて現地の技師の世話になった皇子は、脱出劇のどさくさに紛れて、その技師から預かった品をそのまま地上まで持ち出してしまったのだ。

　皇子はそのことを気に病んだが、彼本人が谷まで品物を返しに行くことは立場上不可能だった。そこで、皇子の代わりにケンが谷の技師に会いに行くことになった。

　地上の人間が──ブラッドが変に谷を荒らしてしまったおかげで、住人たちの警戒心が大いに高まっており、ジャンクバレーに入るのも一苦労だった。ケンは最浅層の出入り口を守るゴロツキどもの前で一芝居を打った。自分は王都で罪を犯してここまで逃げてきた、谷に逃げ込まないと後がないから通してくれと涙ながらに懇願し、ありとあらゆる言葉を使って彼らを説き伏せ、最終的に通行料を少々多めに握らせることで何とか谷入りの許可を得た。端的に言えば、演技力と話術と札束で解決した形である。

　あまりスマートな手法ではなかったが、ケンはみっともない真ま似ねをしてでも、谷に入る理由があった。届け物以外にも目的があったのだ。

　そして、そうこうしてやっと辿たどり着ついた工房で、ケンは再び恥も外聞もかきすてて貧ひん民みん窟くつの住人に縋り付くことになったのだ。

「俺は確かにあの時はエア・ヴィークルに乗って谷に入って、すぐさま谷から出ていきましたよ。でもね、今は違うんです。ほらこの通り、あなたに届ける荷物以外は身一つで谷に来たもので！」

　そう言って、ケンはまるで背後から敵に銃を突き付けられた兵士のごとく両手をあげて、何も持っていないことをアピールした。作業着のポケットに基本的な工具がいくつかぶら下がっている他は、荷物らしい荷物はなし。

　なお、作業着の裏地に、万が一のための『帰りの通行料』やら『ジャンクバレーとオズボーン炭鉱を繫つなぐ秘密通路の地図』などが仕込まれているのだが、ケンは堂々とハンズアップを続けた。

　そんなケンを、ロバートは胡う散さん臭くさそうにじろじろと眺めた。

「……本当か？」

「本当ですって！」

「エア・ヴィークルを乗り回すような雲上人が、こんなチンケな荷物を返すためにわざわざ谷入りしてきて、しかも帰る算段はないって？」

「そういうことになります」

　怒鳴りつかれたのか、ロバートの勢いが落ちてきた。呆あきれたように溜ため息いきをつき、粗末な椅子の上で胡坐あぐらと腕を組む。

　ここぞとばかりに、ケンは再びロバートの足元に縋り付いて哀れっぽく訴えた。

「もう本当にね、お先真っ暗。谷入りの通行料が思ったよりも高額で、有り金全部巻き上げられたんですよ。だから、ね？　俺をここに置いてください。ちゃんと努力してそのうち帰りますから、ね!?　その間だけでも！」

　社交界で培った舌先三寸。ケンは必死だった。ケンの最終目的は、ロバートを地上まで連れ出してオズボーン社にスカウトすることである。ついでに言うなら、国王がロバートに会いたがっているから、そっちも実現させなければならない。そのためにはまず彼の懐に潜り込んで信頼を得る必要があった。

（この人小柄だから、小脇に抱えて無理矢理攫さらうことも不可能じゃなさそうなんだけど、できるなら手荒な真似はしたくないんだよなぁ～、今後のビジネスに影響が出そうだから。でも、そうするしかないのかなぁ～？）

　情けなく縋りながらも、秘かに強硬手段も視野に入れ始める。

　ロバートは、そんなケンをじっと眺めた後、再び大きな溜ため息いきをついた。

「──お前、名前は」

「ケンといいます」

「ケンか。お前、何ができる？」

　ケンは多機能ゴーグルの中で目を瞬かせた。ロバートの態度が軟化していたからだ。

「……へ？」

「へ？　じゃねえよ。不思議そうな顔すんな。お前、地上では何してた？」

「ええと……機械技師を。あと、ちょっとした発明なども少々」

「……お？」

　ロバートが興味深そうに身を乗り出してきた。なので、ケンはここぞとばかりにアピールした。

「鉱山の手伝いをしていましたから体力には自信がありますよ！　あと、人のお世話とか。でっかい屋敷の警備とか、ご近所付き合いとか！　俺、こう見えて色々とできます！」

　全すべて噓うそではない。

　ケンの実家であるオズボーン家は、東部にあるタール・クォーツ炭鉱を経営している。その関係で、ケンはちょくちょく炭鉱に出入りして、鉱夫に交じってその真似事をしたりしていた。人のお世話や屋敷の警備というのは、ヒスイ・カグヤミヤ皇子を離宮に匿かくまった時のことを指す。ご近所付き合いとは社交界のことだ。実家はクリスフォードの屋敷街にあり、近隣は全て貴族の邸宅なのだから、ご近所付き合いと言ってもあながち間違いではないだろう。

　果たして、ロバートは小さく唸うなった。

「……なんかいきなり弟子だの師匠だの言い始めたからなんだこいつと思ったが、そうか、お前も技師だったのか」

「そうです、そうです！　ロバート・エレック氏が素晴らしい技師だと事前に聞いていたので、つい！　俺、技師としてはまだまだヒヨッコなんで」

　国王専属技師という肩書を持ち、自分専用の工房を構えているほどの腕前ではあるが、そこは伏せておく。ケンは自分のことを『まだまだヒヨッコ』と思っているから『まだまだヒヨッコ』なのだ。これもギリギリ間違いにはならない。

「……ああ、もう。胡散臭ぇが、背に腹は代えられないか。ちょうどいつもの『脚』が壊れて、工房ん中を這はいずるのにも疲れてきたところだ」

「あの……ひょっとして」

「小間使いとして雇ってやる。技師っていうなら仕事の助手もな。あとは工房周りの修繕作業。これらを薄給でやってもらうぞ」

「ああ、ああ！　ありがとうございますぅ～!!　師匠～！」

「誰だれが師匠だよ……」

　ケンは大おお袈げ裟さに喜んだ。ロバートが疲れたように首を振って肩を竦すくめている。

　なにはともあれ第一関門を突破できた。そのことに安あん堵どしつつ、ケンは内心思った。

　このロバート・エレックという男、ちょっと不安になるくらいお人ひと好よしなのではないか……と。
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　ジャンクバレーでは、崩落なんて日常茶飯事である。

　元々、断だん崖がい絶壁に沿って造られた多層構造の貧民窟という、不安定極まりない場所である。モノが落ちるのも、ヒトが落ちるのも、大して珍しくはなかった。

　だから、その日もまた、住人たちはせっせと壊れた街を直していた。ありあわせのジャンクパーツを持ち寄って、できる範囲で修復する。その結果、元の建造物とはまるで違うものが出来上がったりするが、それを気にする者は誰もいなかった。

「でもまあ、地上から来た機械人間が大暴れするっていうのは珍しかったねぇ」

　と、とある住人は言う。その住人の手には工具が握られており、見るも無残に破壊された回廊を四苦八苦しながら直している。

「おかげでロバートが作ってくれた横断リフトが全壊だよ」

　そう返すのは、同じく修復作業に当たっている住人である。どこからか調達してきた鉄てつ柵さくを担いでおり、上の層と下の層を繫げる梯はし子ごの代用にできないかと試行錯誤しているところだ。

「あれ、便利だったんだがなあ。また遠くの吊つり橋ばしを使うハメになるのか」

「嫌だねえ。どの橋もボロボロで今にも千切れそうだっていうのに、通行料ばかりとられてさ」

「じゃあ、いったん最下層まで降りてから登りなおすかい？」

「馬鹿野郎、毒沼で死ぬわ！」

　どっと笑いが起きた。

　この貧民窟の住人は強したたかだ。飢餓を除くあらゆる危機に日常的に晒さらされていながらも、煤ばい煙えんの中で逞たくましく生きている。

　そんな彼らが寄り集まって修復作業に勤いそしんでいると、一人、煤煙の向こうからやってくる人影があった。

「──どうもぉ。お手伝いに来ました」

　住人たちは振り返った。そして、おおむね好意的な視線を向けた。

「ああ、お前。ロバートん所の新入りか」

　煤煙の向こうから現れたのは、ひょろりと背が高い青年だった。薄汚れた作業着を着て、顔の上半分を多機能ゴーグルで覆っている。髪は煤すすけた金髪で、ぼさぼさに乱れていた。そんな青年がにかっと笑って、貧民たちに向けて片手をあげて挨あい拶さつした。

「そーですそーです。ロバート師匠ん所でお世話になってます」

「ははっ、あのロバートが誰かの師匠とは。あいつも偉くなったもんだ」

「今度の小間使いは長続きするといいねえ。あんた、ロバートを裏切るんじゃないよ」

「裏切りませんってー。……おっと、そこちょっと待った！」

　青年は愛想よく笑っていたかと思うと、ふいに真ま面じ目めな声を出して、住人の一人を制止した。回廊に取り付けられた横断リフト機関部を弄いじろうとしていた住人は、胡う乱ろんげな目で青年を見た。

「なんだよ」

「機械系は全部俺に任せてくださいよ。こう見えても俺、技師メカニツクなんで」

　青年は少し誇らしげだった。住人たちは軽くどよめく。このガラクタでできた貧ひん民みん窟くつでは、技師を名乗れるほどに機械知識に精通している者は貴重なのだ。

　青年は改めて住人たちを見回し、名乗った。

「ロバート師匠の所の弟子のケンって言いますー。以後、お見知りおきを！」
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「いやお前、ほうぼうで弟子って名乗りまくってるんじゃねえよ。小間使い兼助手として雇ったが、弟子入りさせた覚えはないぞ」

　ロバートはちょっと不機嫌そうに言った。

　ケンはたははと乾いた笑いを立てながら、ロバートに言いつけられた助手としての仕事をこなしている。今やっているのは顧客から預かった機械類のメンテナンスだ。メインの修繕はロバートが行い、ケンは機械油を差したり細かなパーツを磨いたりといった調整作業を任されている。工房の真ん中あたりに胡坐あぐらをかいて、床に直接パーツを並べ、一つ一つを丹念に仕上げていく。

「いやいや、俺は弟子ですってー。認めてくださいよ師匠」

「認められるか！　一体どこから来るんだ、お前のその図ずう々ずうしさ」

「でも、俺、かなり師匠の役に立ってるんじゃないかなーって自負してますけど？　その功績に免じて弟子の称号をくれたっていいじゃないですかぁ」

　うぐ、とロバートは押し黙った。その彼は今、工房奥にある作業スペースにて、改良が加えられた移動式の椅子に座って作業をしていた。

　大本は、かつてロバートが愛用していたという『動く脚立』だ。それが先日の騒ぎに巻き込まれて見るも無残に破損し、工房のジャンクパーツの山にゴミとして突っ込まれていたところを、ケンが弟子としての初仕事といわんばかりに修理してみせた。ついでに、より座り心地が良いよう、座面にクッションを張ったり背せ凭もたれをつけたりして、動く脚立というより動く椅子といった方が正しい形にまで変化させた。各関節部分もなめらかに動くよう、パーツを丁寧に磨いて組みなおしたので、使い勝手も格段に向上したはずだ。

「それにそれに？　今日は、横断リフトステーションを二か所も直してきたんですよ。商品の配達も！」

「あー……はいはい。お前が役に立っているってのだけは認めてやるよ。でもよ、その師匠って呼ぶのはやめねぇか？　俺、お前に何か教えているわけじゃないしよ」

「師匠の仕事っぷりを見ているだけでめちゃくちゃ勉強になっているんですよぉ」

　これは舌先三寸ではなく、本心から言った。

　実際、ロバートの仕事ぶりは見事なものだった。限られたパーツを、それもどうしようもなく劣化した不良品をうまく使って、コンパクトな製品を手作業で作る。

　ケンも発明を嗜たしなむ人間だが、オーダーメイドの新品パーツを贅ぜい沢たくに使って巨大な機械を作ることしかできない。ヒスイを離宮に匿っていた時期に実働させていた警備メカや清掃メカなどがそれだ。機能としては便利だったが、巨大な上に動きが不気味ということで国王や同僚たちには極めて不評だった。また、燃費も極めて悪かった。

　ロバートだったら、もっとマシなものを作るだろう。

（いや……それよりも……）

　ケンはちらっと工房の隅へ視線を走らせる。ジャンクパーツに埋もれて数々の発明品が並んでいるが、その中でもひときわ目を引くのが蓄電池の充電装置だ。

　タール・クォーツを燃やして湯を沸かし、その蒸気でタービンを回す。そしてそのエネルギーを電力に置換する。いわゆる火力発電だ。ここまでの技術は地上にもある。

　問題はその先だ。発生した電力を溜ためておく蓄電池の性能が尋常ではない。また、その蓄電池を使うことを前提として作られたロバートの製品もまた、桁けた外はずれの燃費の低さを叩たたきだしている。

「師匠って本当に無学なんですか？」

「……無学だよ」

　低い声でロバートは答えた。

「マジっすか。にわかには信じられませんねぇ。これらの発明品、全部自力で考えついたんですか。基礎工学の知識もなく？」

「谷生まれに学を求めるなよ。ゴミ捨て場にあった機械類を弄っているうちに、なんとなくできるようになってきただけだ」

「天性のセンスだけでここまで来たってわけか……」

　ケンは舌を巻いた。そして、同時に深く納得した。

　ロバートの発明品は確かに素晴らしいが、ところどころ欠点もある。先人が編み出した原理や理論を知っていれば難なくクリアできそうなところがクリアできず、独自の方法で凌しのいでいたりするのだ。また、やはりというか、構造自体は良いのにパーツが不良品であるがゆえにダメになっているパターンが非常に多い。

「地上にも師匠みたいな技師がいればなぁ」

　さりげない風を装って、ケンはそんな言葉を口にした。本来の目的──オズボーン社へのスカウトの第一歩のつもりで。

　ロバートは作業の手すら止めず、鼻で笑った。

「いっぱいいるだろ」

「いませんって！　ねぇ、師匠。俺が地上に戻れる日が来たら、師匠も一緒に来ましょうよ」

「……ジェイドと似たようなこと言うんだな、お前は」

　どこか寂しそうな声色だった。

　ぎしり、とロバートの椅子が鳴る。

「今いま頃ごろどうしてんのかねぇ、あいつは」

　あの子は現在ヴィクター国王陛下との結婚に向けて諸もろ々もろ準備中のはずです──なんて言えるわけはないので、ケンは「さあ……」と言葉を濁した。

「ケン。お前、ジェイドとどういう関係なんだ？」

「ええと……師匠は、あの子についてどこまで知ってるんです？」

「ほとんど知らねえ。お貴族様にケツ差し出しながら飼われていたってことぐらいしか。あいつ、自分の身の上について話したがらなかったし」

　どうやら、当たらずとも遠からずの誤解が発生しているようだ。ケンは苦笑いした。

「うん、まあ、お師匠が想像しているのよりはマシな境遇なんですけどねぇ……。あの子は、とある大金持ちが養っている恋人です。俺は、その大金持ちの取り巻きのうちの一人」

「取り巻きって、自分で言ってて虚しくならねえの？」

「実際そんな感じですし。ここら辺を詳しく話すとめちゃくちゃ長くなるので割愛させてください」

「ジェイドが持ち逃げした荷物を届けるためだけにお前が谷に来たのは、その金持ちの命令？　だとしたらとんだ貧乏くじだな」

「いや、違います。これは俺が自ら進んで引き受けた役割。どうしても師匠に会ってみたくて」

「お前みたいなのを『変な奴やつ』って言うんだろうな。……じゃあ、ジェイドはまた、その恋人とやらの所で暮らしているのか」

「そのはずです。また変な騒動に巻き込まれていなければね。でも、あの子はもう大丈夫だと思いますよ」

「……ふーん」

　ロバートの声が曇った。

　ケンは作業の手を止めて、ロバートの方を見た。ロバートはいつの間にか仕事を投げ出して、背凭れに寄り掛かりながらぼんやりと天井を仰いでいる。ケンもつられて天井を見たが、暗い色合いの土壁と金網があるばかりだった。

「──師匠は、ジェイドのことが気に入ってたんですか？」

「まあな。……いや、気に入っていたっていうより……」

　ロバートはぽつりと、こぼすように言った。

「憐あわれんでいた」

「憐れんで……？」

「そう。可哀かわい想そうな奴だと思ってた。生まれた時から飼われていて、物知らずで、役立たずで、働いて金を稼いだこともなくて。そんで、挙句の果てには捨てられてジャンクバレーまで流れ着いた不幸な奴だって思った。そのうち迎えが来るはずだからって健気にも信じてて、馬鹿だなあってオレ様は思ってたよ。だって、絶対に来るわけないじゃん？　普通、こんな所まで探しに来るか？」

「……来ませんね、普通なら」

「だろ？」

　ジェイドが、ヒスイが、国王の恋人でなかったら。大きな外交問題に直接絡んでいる要人でなかったら。ただの貴族の愛人に過ぎなかったら。

　ロバートの言う通り、誰だれも谷まで迎えに来なかっただろう。

「だから、オレ様はジェイドを憐れんだ。そんで、オレ様だけはこいつを対等に扱ってやんなきゃって決めたんだよ。物知らずだし役立たずだし栄養食は喰くわねえしで、小間使いとしては最悪の部類だったけど、ジェイド本人はいい奴だったし。……一緒に、開発にも取り組んだし」

「何の開発です？」

「エア・ヴィークル」

　短く、ロバートは言った。そっけない口調だったが、何か万感の思いが籠こもっている声色だった。

　ケンは驚きのあまり息を吞のんだ。

「エア・ヴィークルの、開発……？　この谷で？」

「なんだケン。ジェイドから聞いてなかったのか」

「あの子が師匠の所で下働きをしていたってのは聞いていたんですけど、エア・ヴィークルを作ろうとしていたってのは初耳ですよ！」

「ああ、そうかい。そうだろうな。結局、ほとんど形にならないうちに、あいつは本物のエア・ヴィークルに乗って帰っちまったんだからな」

「……そうっすね」

「あいつさあ。本物のエア・ヴィークルに乗る寸前に、俺までも谷から連れて行こうってそぶり見せたんだよね」

　ケンはその時のことを思い出す。

　ヴィクターと共にエア・ヴィークルで谷に侵入して、ブラッドが教えてくれたポイント──この、ロバート・エレックの工房前まで降下した。あの時、ケンは正直なところ周りに気を配る余裕がまるでなかった。なにせ、不穏な空気に満ちた貧ひん民みん窟くつまで国王を先導してきたのである。また、ホバリングしたままブラッドという超重量の人間を飛び乗らせないといけないというミッションもあった。

　だから、ヒスイがヴィクターの機体に飛び乗るまでに妙に時間がかかっていたことには気付いていても、工房内部で何らかのやりとりがあったところまでは気付けなかった。

「でも、師匠は谷に残ったんですね」

「うん。なんか、一瞬のうちに色々と考えちまってな。こいつは可哀想な奴なんじゃなくて、ちゃんと迎えに来てもらえる人間なんだ、オレ様とは違う世界の奴なんだって悟った瞬間、ジェイドを拒絶しちまった」

「……師匠」

「ま、過ぎたことをいつまでもうじうじ悩んでも仕方ねえけどな？　ただ、まあ……」

　そこでロバートは息を吐いた。身体中の空気を逃がすように、ゆっくりと大きく。

「やっぱり、オレ様も飛びたかったなあ。ジェイドと一緒に、本物じゃなくて偽物のエア・ヴィークルで」

　飛びたかった。

　その一言が、ケンの心を大きくざわつかせた。

　ケンは、エア・ヴィークルの製造元であるオズボーン社の次男坊である。会社の広告塔として、そしてなにより、空に魅せられた飛行狂スカイ・ジヤンキーの一人として、数多くのエア・ヴィークル・ライダーを育ててきた。飛びたいと願う者は多いのだ。国王であったり、大学の後輩であったり、会社の新人であったり。

　けれど、全すべての人間が飛べるわけではなく、実機に乗る前に断念せざるを得ない人間も少なからずいた。飛行に耐えうる身体ではないと判断されたり、危険な趣味は止めるよう身内から説得されたり、その理由は人それぞれであったが、彼らは決まって一言こう漏らすのだ。

　飛びたかった、と。

　飛びたいのに飛べない人間に出会うたび、ケンはまるで自分の翼がもがれたかのような苦しさを覚えた。どうにかして飛ばせてあげられないかと奔走したこともあった。

　けれど、どうしようもなかった。そもそも、現行のエア・ヴィークルは生身で鉄の翼に乗るという極めて危ない乗り物だ。

　様々な面で恵まれた人間しか飛ぶことは許されない。

「……師匠。その、エア・ヴィークルの開発って、ジェイドが言い出したんですか？」

「いいや。オレ様が長年かけて作ろうとしては失敗し作ろうとしては失敗しを繰り返していたところに、ジェイドが一瞬だけ参加した形だ」

「じゃあ、今でも師匠はエア・ヴィークルを作ろうとしているんですか？」

「んー……そうだなあ。ジェイドの一件があってから、なんとなく遠ざかっていたけれど、ぼちぼち再開してもいいかもしれねぇなあ。どうせ完成しないだろうけれど」

　ロバートはのんびりと気怠げに語っているが、ケンはそれどころではなかった。

　ただ一つの目的をもって谷に居座っている王都の技師の中に、震えるような感情が巻き起こった。

　その感情に名前を付けることはできない。

（……ああ、こんなことが！）

　ケンは思わず自分の口を押さえた。そうしないと、感情に流されて叫びだしそうだったからだ。

（ジャンクバレーの天才が……世界を変えうる天才が！　まさか、エア・ヴィークルを作ろうとしていたなんて！）

　元より、オズボーン社にスカウトした暁には、航空技術開発にも関わってもらうつもりでいた。けれど、ケンがロバートを宥なだめすかして無理矢理発明させるのと、初めからロバートがエア・ヴィークルに興味を持っていたのとではまるで違う。

（この人は、仲間だ！　俺たちの!!）

　飛びたいと願う者。そして無事に飛べた者。飛べないまま大地から大空を見上げるしかなかった者。

（ああ、もう、我が社へのスカウトとかどうでもいい！　師匠は仲間だ。一緒に空を目指す同志だ！）

「……ケン？　どうした、黙りこくって」

　ロバートが不思議そうに言う。ケンはその場で立ち上がり、猛然とロバートの元へ駆け寄った。そして、その両肩をがしっと摑つかんだ。

　貧民窟の天才技師メカニツクが、明らかに狼ろう狽ばいする。頭全体を覆う多機能ゴーグル越しに押しかけ弟子をまじまじと見遣る。

「おい、どうしたんだ。お前。凄すごい顔してるぞ」

「……凄い顔、してますか」

　ケンの声は震えている。自分がどんな顔をしているのか、まるで自覚できない。

「あ、ああ……。なんか、アッパー系のヤクでもキメたみたいな顔してるぞ。どうしたお前。変なもん拾い食いしたか」

「ねえ師匠。もし……もし、ですよ？」

「あん？」

「本物でも偽物でもなくて、本物より本物のエア・ヴィークルを作ろうって俺が言い出したら、どうします？」

「本物より本物……？」

　ロバートは鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。いまいち、ケンが何を言いたいのか測りかねている様子だった。

「何言ってんだお前……。ああ、そうか。お前もエア・ヴィークル・ライダーで、ついでに技師だもんな。おう、なんだ。お前も作りたくなってきたのか？　オズボーン社のエア・ヴィークルみたいなもんを」

「俺の本名、ケネス・オズボーンって言います。そのオズボーン社の社長の息子で、エア・ヴィークルの整備士とかもやっています」

　ロバートは啞然とした。彼の作業スペースの周りには、地上から流れてきた様々なチラシやポスターが飾られている。そのうち一際目立つ場所に貼られているのは、オズボーン社がエア・ヴィークルを初めてリリースした際に出した多色インク刷りの大判ポスターである。臙えん脂じ色いろの飛行服を纏まとった青年が鳥と共に大空を舞うという絵の隅に、オズボーン社のロゴが大きく印字されている。

「現行のエア・ヴィークルもどきだったら、材料さえ調達できれば組み立てることができると思います。でもね、師匠。どうせなら、本物以上に本物のエア・ヴィークルを作りましょうよ。いえ、作ってください、お願いします。俺、全力でサポートします」

「……ケン」

「あなたなら、できる」

　ケンは熱の籠こもった声で断言する。

「現行のエア・ヴィークルは、まだ不完全な乗り物です。乗れる人は限られているし、事故も多い。燃費がクソみたいに悪いし、煤ばい煙えんも多く出る。逆に言えば、エア・ヴィークルはまだ進化できる。でも進化させられるほどの才能を持った技師は、地上にはいませんでした。地上にはね。でも、ここにいるんですよ！」

「おい、ケネス」

「ここで、俺たちで作りましょう！　師匠！　全く新しい、ロバート・エレック製の翼を！」

「──ケネス・オズボーン！」

　ついに、ロバートは怒鳴った。

「クソ早口で一気にまくしたてるんじゃねえええ!!」




　　　　＋＋＋＋＋＋




　これが、貧ひん民みん窟くつ生まれの天才技師ロバート・エレックと、紳士階級の秀才技師ケネス・オズボーンの出会いである。

　彼らはこの後、ジャンクバレーという極めて特異な環境下で共同開発を行い、一つの大傑作を完成させる。

　全く新しい仕組みで飛ぶ鉄の翼。

　空に魅せられた二人の技師の、夢と希望の結晶であり──ほんの数年先の未来、世界中の空を蹂じゆう躙りんし、ディーゼリア空軍の名を世界中に轟とどろかせ、龍弦帝国皇都陥落の要かなめにもなる戦闘機『スカイ・ヴィークル』の雛ひな形がたとなる機体を。








あとがき






　はじめまして。はみしろと申します。「その名前どういう意味なの？」としばしば訊きかれるのですが、特に意味のない文字列です。某ＳＮＳや某投稿サイトにアカウントを作る際、なんか良い名前思いつかないな～でもユーザー名はいつでも変更できるしな～という軽いノリで適当に入力した四文字が、改名の機会を逸したまま定着してしまいました。

　さて、本作『スカイ・ジャンキー　奴隷皇子と空駆ける王』は、ウェブに掲載していた作品に加筆修正を加えたものになります。実は、最初は全っっっ然違う話になる予定でした。主人公は極貧貴族の女の子。家名はあれど金がなく、食うに困って王宮の下っ端メイドのバイトを始めてみたら、自国の王妃様が実は男だという国家機密をうっかり知ってしまいさぁ大変！　みたいな少女小説を書こうとしていたんです。しかし、肝心の「さぁ大変！」の部分が上手く書けず、ならば男王妃がいかにして国王に嫁いだのかというエピソードから固めていけば突破口が見いだせるんじゃないかと試してみたら、いつの間にかこっちがメインになっておりました。主人公は交替し、ジャンルも少女小説からＢＬ小説に。

　なお、このプロトタイプにおける男王妃ことヒスイは、新米メイドに水浴びを目撃されたと気づくや否や、全裸のまま刀を引ひっ摑つかんで女の子に突き付けるというヤベー男でした。先に股こ間かんを隠せ。

　本作におけるヒスイだったら……どうでしょうね。せめて腰にタオルを巻く程度には冷静であって欲しいですね。いや、でも、やっぱり目撃者を取り押さえる方を優先させるかも……。

　個人的に、アクティブで男気のある受が好きなんです。自分からぐいぐい動き回っていく積極性を搭載している子が受で、それに振り回される方が攻。そういうパターンが好きです。

　冒頭では瀕ひん死しだったヒスイも、物語が進むにつれてどんどん行動範囲を拡大させていきます。

　一人では起き上がることもできないほど弱っていた皇子様が、最終的にはとんでもないところまで行ってしまう。皇子の恋人である国王ヴィクターも負けじと行動力を発揮して、自分の手から零れ落ちそうになっていたヒスイを迎えに行く。

　行動派×行動派のカップルが色んな人を巻き込んで冒険する。これはそんな物語です。

　ちなみに書下ろし短編『オーパーツ・メイカー』は、最も可哀想な形で巻き込まれてしまった在野の天才技師にまつわる番外編です。彼と、彼の相方となる某キャラは書いてて非常に楽しかったです。




　最後に。

　スカイ・ジャンキーを書籍化しませんかと声をかけて下さった編集者さん、挿画を担当してくださったすがはら竜先生、諸々の相談に乗り応援してくれた友人たち、その他本作刊行に携わってくださった多くの方々に、心からの感謝を捧ささげます。







電子特別版特典

書き下ろしショートストーリー「今日は遊びに出かけよう」










　初夏。王宮の庭園に、生命の息吹が満ちている。

　朝露を含んだ芝生、夏の花が咲き乱れる花園、新緑に包まれた樹木。夏にしては涼しい風が瑞々しい香りを含んで吹き抜け、どこかで小鳥が囀る声を運んできた。

　そんな庭園の片隅。青々とした低木と低木の隙間に、ヒスイは身を潜めていた。

　明るい空気に満ちた庭園の中にあって、その表情はどんよりと暗い。

　彼が膝を抱えている場所に、遠く近く、幾人かの人間が王妃候補者を探す声が届いてくる。

「殿下ー」

「ヒスイ様ー」

「ヒスイ殿下、どこにいらっしゃいますかー！」

　その声がどんどん近づいてきたので、ヒスイはさらに縮こまって、決して見つからないように息を殺した。

「殿下。もうじき次のレッスンの時間が始まりますよ！」

「ヒスイ様、ヒスイ様ぁー！　出てきてください」

　ヒスイはそっと身体を動かし、葉と葉の間を透かして向こうの様子を伺った。

　侍女たちが数名、主人を探して駆けずり回っている。スカートの裾をからげて、他の低木の影をのぞき込んだり、口元に手を当てて繰り返しヒスイの名前を呼んだり。

　そのうちの一人がこちらの方を振り返ったので、ヒスイは慌てて顔を伏せた。彼女たちには悪いが、自分だってもう限界だ。ここで見つかりたくはない。

「ヒスイ様ぁ──」

　侍女たちは他の場所を探すことに決めたようだ。その声がどんどん遠ざかっていく。

　やがて、静かになった。ヒスイはほっと気を緩め、長い長い溜息をついた。

　その時だった。

「──さぼりか、殿下」

　真横から声をかけられて、ヒスイはびくりと身体をすくめた。

　いつの間にか、すぐ隣にヴィクターがしゃがみこんでいたのだ。愛しの国王陛下にして婚約者。いつもはディーゼリア国軍の制服を纏っているが、今は比較的ラフな夏物の紳士服を着用している。

「お、驚かせるな、ヴィクター。なんでここに。仕事はどうした」

「今日は三週間ぶりの休暇だよ。なので、君のご機嫌伺いでもしようとこちらまで足を運んだのだが……なんだ、珍しいな。真面目に王妃教育を受けていると聞いていたのだが」

「うぐ……っ」

　ヒスイは声を詰まらせた。

　国王のプロポーズを受けて数か月。この間、ヒスイは未来の王妃となるべく教育をみっちりと受けていた。

　マナーにダンスに語学に政治学に国内外の近代情勢に──。座学から実技まで、その内容は多岐に渡った。加えて、ヒスイの場合は「実は男である」という秘密を隠し通すため、貴婦人としての所作を徹底的に叩き込む必要がある。

　畢竟、ヒスイは多忙を極めた。毎日女物のドレスを着て、朝から晩まで常に何かしらの授業に追われている。

　最初のうちはむしろ前のめりで王妃教育に取り組んでいたヒスイもさすがに疲弊していき、ついに今日、限界を迎えた。

　なんだかんだと理由をつけて、華やかなドレスではなくこざっぱりとした男物の服を着て本日一つ目のレッスンに臨み、次のレッスンに移る僅かな休憩時間のうちに脱走したのだ。

　ヴィクターの隣で、ヒスイは俯いた。

「昨日までは真面目だった……でも、今日はなんだか、どうしても我慢がならなくなって……」

　言い訳がましくぼそぼそと呟くと、ヴィクターが苦々しく笑う。

「んん、まあ、気持ちはわからんでもない。余も君のスケジュールを把握しているが、あの量をこの期間でこなすのは少々酷だ」

「勉強がつまらなく思えてしまったんだ。最初はあんなに楽しかったのに。座学は言うに及ばず、ダンスやマナーの実技訓練だって、僕は嫌いじゃなかった。ドレスにだって慣れてきたんだ。だというのに……。本当は、休んでいる暇などないのに……」

「だいぶ疲れが溜まっているな。声に張りがない」

　近くで小鳥が囀った。梢を透かした日の光が揺れる。

　俯いていたヒスイはゆっくりと顔を上げて、空を見た。白い雲を孕んだ夏の青空が輝いている。

　しばらく、ヒスイはぼーっと空を見上げていた。ヴィクターも黙って同じ方を見ていた。

　地べたに座り込んだ王とその婚約者との間で、無言の時間が緩やかに過ぎていく。

「──ならば」

　ふいに、ヴィクターが静かな声で言った。

「いっそ逃げ出してしまおうか」
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　その数分後。

　ヴィクターとヒスイは飛んでいた。

「いくら何でも、逃げ方が豪快すぎやしないか!?」

　ヒスイはヴィクターの背中に張り付いて絶叫した。すると操縦桿を握るヴィクターが大笑いした。

「あんなところで座り込んでいては、晴れる気も晴れん！　逃避するなら徹底的に逃避するに限る！」

「忘れていた！　お前に脱走癖があるということをすっかり忘れていた！」

　いっそ逃げ出してしまおうかと言った直後、ヴィクターはヒスイの手を引いてエア・ヴィークル・ポートへ向かった。そして、なぜかすっかり離陸準備が整えられていた機体にヒスイを乗せ、あっという間に空へ飛び立ってしまったのである。

「元々、今日は飛行日和だなと思っていたんだ！　そこに、なんだかへこたれている殿下がいた。都合がいいことに、ひらひらしたドレスではなく男の格好をしている殿下がな。ならば一緒に飛ぶしかあるまい！」

「あまりにも都合が良すぎないか!?」

　実は、ヒスイがそろそろ限界を迎えるのではないかという話が、ヒスイ付きの侍女や王妃教育の講師陣の間で囁かれていた。龍弦から来た皇子様は実に頑張っているが、さすがに疲れが溜まってきていると。このままでは過労で倒れてしまうのではないかと。

　その話を耳にしたヴィクターが、ならば気晴らしをさせてやろうとヒスイを連れ出した、というのが今の事態の真相である。今頃、本日のレッスンは全てキャンセルにせよという国王命令が関係者各位に回っているだろう。

　──という話を機上で聞かされ、ヒスイは呆れ果てた。

「有難いか有難くないかでいえば有難いが……強引だな、お前」

「強引で何が悪い？」

　ヴィクターが笑っている。ヒスイからは見えないが、きっと彼は悪童のような笑顔をしている。

　国王専用エア・ヴィークルが、蒸気の尾を引いて王宮から遠ざかっていく。

　耳元で風が唸る。夏の日差しが白く輝く。

　ヒスイはしばらく黙り込み──やがて、ヴィクターと同じく、弾けるように大きく笑った。

「何も悪くないな！」

　自分たちは王と妃だ。好き勝手に強引に、自由気儘に振舞って、それで一体何が悪い。

　そう思うと、今まで澱んでいた気持ちが急速に晴れやかになった。エア・ヴィークルが高度を上げていくように、心がどんどん昂っていく。

「そうだ。何も悪くない！」

　エア・ヴィークルは王都上空を旋回する。眼下には豊かな街並みが広がっている。ヴィクターは、その中のどこかをまっすぐ目指しているようだった。

「今日は思う存分遊ぶぞ、殿下」
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　エア・ヴィークルは、中産階級者たちが住まう地区の片隅にある小さな公園に降り立った。

　どちらかというと寂れた公園である。王宮の庭園ほど手入れはされていないし、かつてレースを見に訪れたノース・パークほど広くもない。ちょっとした空き地と、管理人がいるらしき小屋。それだけの公園だ。

　ヒスイとヴィクターがエア・ヴィークルから降りた頃、その小屋から一人の老人が出て来た。公園の管理人だろうか。

「おやまあ。お久しぶりです、陛下」

　管理人らしき老人はそう言って、恭しく頭を下げた。ヴィクターは軽く頷いた。

「ああ。夕刻には戻る。いつも通り、預かっていてくれ」

「かしこまりました。どうぞ行ってらっしゃいませ」

　ヴィクターはすたすたと歩いて公園から出ていく。ヒスイは慌ててその後を追った。

「……ヴィクター。彼は？」

　小声で問うと、ヴィクターも小さな声で返した。

「エア・ヴィークルで出て来た時は、いつもあの老爺に機体を預かってもらうんだ。そこらに乗り捨てていい代物ではないからな」

「なるほど」

「それと……」

　ヴィクターはヒスイを振り返り、悪戯っぽく笑った。

「再び王宮に戻るまでは、君はジェイド・ゼロだ。俺は名も無き紳士、ヴィクター・ゼロ。いいね？」

「ファーストネームの方は偽らなくていいのか？」

「この国では、俺くらいの年齢の男はヴィクターと名付けられていることが多いんだ。当時生まれたばかりの王子にあやかってな」

「ああ……」

「まあ、気付く奴は気付くだろうが、別に気にすることではない。そんなことよりも今日という日を大いに楽しもうじゃないか、ジェイド！」

　そう言われて、ヒスイは大いに頷いた。

「しっかりとエスコートしてくれよ、ヴィクター」

「喜んで」
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　主に中産階級者が暮らす商業地区は、活気に満ち溢れていた。

　滑らかな石畳に、煉瓦で出来た建物群。夏の装いをした人々が往来を行き交い、乗合馬車や蒸気自動車が時折駆け抜けていく。道の片隅では、靴磨きの少年が通りゆく紳士たちに声をかけていた。大きな紙袋を抱えた年若い少女が先を急いでいた。多くの建物は一階部分が何かしらの店舗になっていて、帽子屋だとか洗濯屋だとか花屋だとかいった看板が掲げられていた。

　そんな街並みの群衆に、ヒスイとヴィクターは紛れ込んだ。

「さて、ジェイド。まずはどこに行こうか」

　楽しそうにヴィクターは言う。

「このあたりには何でもあるぞ。買い物もできるし、芝居も観れる。美術館や博物館も近い。カフェやレストランもある」

「ヴィクターはいつもどこに行っているんだ？」

「俺か？　そうだな……その日の気分にもよるが、大抵は最初に腹ごしらえをするかな。軽食を摂りながら新聞を読んだり他の客と話したりして、何か面白そうな催しについて知ったらそこに行く。特に何も気にならなかったら適当に散策する」

「じゃあ、僕も同じようにしたい」

「ならばそうしようか」

　ヴィクターはヒスイの意向を聞きながらも、あらかじめ大雑把な予定は立てていたようだった。迷うことなく街中を歩き、その一角にある小ぢんまりとしたカフェに来た。

　綺麗にペンキが塗られた木の扉を開ければ、芳醇な紅茶の匂いが鼻腔をくすぐる。店内は少し薄暗かったが、壁際に小さな絵画がかけられていたり各テーブルやカウンターに小さな花瓶が置かれたり、全体的に手が行き届いているように見えた。テーブル席はほとんど空席だったが、カウンター席には常連らしい男たちが並んでがやがやと話に花を咲かせている。その奥には店主らしい妙齢の婦人がおり、店に入ってきたヒスイとヴィクターの方へ声をかけた。

「いらっしゃい。お好きな席へ！」

　ヴィクターが慣れた様子でテーブル席に着いたので、ヒスイは彼の向かいに座った。

　こういう店は初めてだ。どうしてもそわそわしてしまい、店の中を忙しなく見回してしまう。そんなヒスイを、ヴィクターは微笑ましそうに眺めていた。

（これが、この国の中層の暮らしか）

　椅子もテーブルも古ぼけていた。けれど、手入れが行き届いていて清潔だった。カウンターの向こう側はすぐ厨房になっているようで、ケトルが蒸気を噴く音や、野菜か何かを刻む音が聞こえてくる。天井を見上げると、煤けた梁から少し洒落たデザインのランプがぶら下がっていた。

　やがて女主人が注文を取りに来た。ヴィクターが二人分の紅茶とサンドイッチ、そして名物のパイをオーダーする。そのやり取りを聞く限り、女主人はこの客がこの国の王だとは気づいていないようだった。

「……パイ」

　何かがヒスイの記憶に引っかかる。しばらく考え込んで、はたと思い当たった。

「そう言えば、ずいぶん前にやたらと美味いパイを出す店があると言っていたな。ほら、去年、雪が降る直前あたりに」

「ああ、よく覚えていたな。ここがその店だ」

　忘れもしない、二度目の飛行の時。王都を上空から見下ろして、ヴィクターは「そのうちあそこら辺を散策しようか」と言っていた。

　あのあと、本当に色々なことがあった。色々なことがありすぎて、散策どころではなくなった。ヒスイも多忙な毎日に吞まれて、あの時の会話など半ば忘れかけていたが、こうして王宮を抜け出した瞬間に思い出した。人の記憶とは不思議なものである。

　果たして、温かな紅茶とスタンドに入ったサンドイッチと共に、国王お墨付きのアップルパイが運ばれてきた。

　白い皿の上に、六等分に切り分けられたパイ。表面はつやつやの琥珀色で、断面からはとろりとした黄金色の林檎が覗いている。その脇にはどっかりとバニラアイスクリームが添えられていた。

　ヒスイはごくりと喉を鳴らし、一緒に運ばれてきたナイフとフォークに手を伸ばした。

　そして──その手が止まってしまった。

　王妃教育の一環として厳しく叩き込まれているテーブルマナーについて思い出してしまったのだ。王宮の白いテーブルクロスに並べられた銀食器と、今目の前にある質素なナイフとフォークが重なって見えた。

　指先まで神経を張り巡らせて、優美に食さないといけない。王妃たるもの、食事を口に運ぶ所作ひとつとっても気を抜いてはならない。

　この場合、どこからパイを切り取ったら一番良いだろうか。

　ヒスイが固まっていると、ヴィクターが訝しそうに声をかけて来た。

「どうした、ジェイド」

「……いや、その、ええと……」

「……ふむ」

　ヒスイはまだテーブルマナーが未完成だ。王妃教育のカリキュラムの中で、ダンスレッスンに次いで講師から叱られることが多い。姿勢が悪い、カトラリーの持ち方が違う、口を開きすぎ、表情がぎこちない──。改善点は枚挙にいとまがなく、合格点を貰えることは稀だった。おかげで最近では、がんじがらめになりながら宮廷料理を食する夢まで見るようになってしまった。

　浮ついていた気分が一転して、少しずつ沈んでいく。せっかく美味しそうなパイが目の前にあるというのに、手が動かない。

　そんなヒスイをどう思ったのか、不意にヴィクターがスタンドに入ったサンドイッチを手に取った。

「ジェイド。顔を上げろ」

　そして──テーブル越しに手を伸ばし、ヒスイの口の中にサンドイッチを突っ込んできた。

「んっ？　んんっ!?」

　テーブルマナーも礼儀もへったくれもない暴挙に、ヒスイは目を白黒させた。サンドイッチの具は新鮮な野菜とスモークチーズで、その一部がぽろりとテーブルに零れた。

　あわてて両手でサンドイッチを支えて口の中に入った分を嚙みちぎっていると、ヴィクターがにやっと笑った。

「ここは軽食も美味いんだ」

「……っ、いきなり何なんだ、お前」

「行儀よくする必要はない。せっかくの休日なんだ。思う存分羽根を伸ばせ」

　ヴィクターは手を引き、無造作に自分のパイを食べだした。ざっくりと一口を大きめに切り、アイスクリームと絡めて口に運ぶ。飲み込んだら、次の一口。そして紅茶。

　ヒスイは少々呆気に取られていたが、ふっと、心の中にあった重りが外れていく感覚がした。手の中のサンドイッチに視線を落とし、思いっきりかぶりついた。

　口の中に香ばしいパンの香りと野菜やチーズの酸味が広がる。

　優雅でも何でもない仕草で食べる庶民の食事は、この上なく美味しかった。
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　それから二人は、クリスフォードの街並みを当てもなく歩き回った。

　なんとなく美術館に立ち寄ってみたり、市民が憩う公園の噴水にコインを投げ込んでみたり、時計屋で面白いデザインのネジ式時計を物色してみたり。

　気が付くと日が西に傾いていた。そろそろ王宮に戻らないといけない。

「……楽しかった」

　買ってもらった時計が入った箱を大事に抱えて、ヒスイはぽつりとつぶやいた。

「そうか、それは良かった。俺も楽しかったよ」

　ヴィクターも満足げだった。彼も彼で、あわただしい国王業の合間を縫ってのお忍びだったのだ。すっきりとした顔つきで、エア・ヴィークルを預けている公園へ向かう。

「ヴィクター」

「なんだ？」

「この国は良いな。面白い」

　ヴィクターは一瞬目を丸くした後、まるで宝物を褒められた子供のように笑った。

「──そうか。それは、良かった。本当に良かった」

　一言ひとこと、かみしめるようにヴィクターは言う。

　この王国を統べる、自由気儘な王。自国をこの上なく愛する男。

　そんな国王の妃となるべく運命づけられた少年は、しかし、少しだけ顔を曇らせた。

「でも……こういったことは、しばらくは無理だな。こんな特別な休暇は、きっとなかなか味わえないんだろうな」

　王妃となれば、並々ならない責任と重圧がヒスイの両肩にのしかかる。それについて否やを言うつもりはない。ヴィクターと同じ視座に立ってこの世界を見ていたいと望んだのは、他でもないヒスイ自身だ。

　けれど、こういった自由な時間が極端に減ることは、正直言ってかなり惜しい。ヒスイ・カグヤミヤとヴィクター・アレク・クリスフォードとしてではなく、名も無き二人連れとして豊かな王都を闊歩するというのは、ヒスイが想像した以上に楽しいものだった。

「んー……そうだなあ」

　歩きながら、ヴィクターはのんびりと思案している。そして、笑いを含んだ声で、こんな提案をしてきた。

「王妃教育の新しい科目として、脱走のレッスンを加えようか。国王が直接指導してやろう。どうだ？」

「……全く。お前という奴は」

　ヒスイはヴィクターと同じ温度で笑った。そして答えた。

「お前と一緒なら、どこまでも」
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